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　がたんごとんと車輪がレールを嚙かむ音が、規則正しく響ひびき渡わたっていた。

　白しろ山やま閑しず花かは、その響きに眠気を誘われているようだった。




「……白山さん？」

　ふと、白山さんの隣となりで本を読んでいた遠とお咲さき先せん輩ぱいが彼女の名前を呼んだ。決して大きくない、家族連れで賑にぎわう列車内の空気に紛まぎれてしまいそうな声だったが、白山さんはうとうとしていた目をぱっと開けて、慌あわてたように遠咲先輩のことを見た。

「──、あ、は、はい!?　な、なんでしょうかっ」

「いや、用事があったわけじゃないけど。眠いの？」

　白山さんは驚いたように、不思議な色をした目をいっぱいに見開いた。それから、ふるふると首を振る。純白の髪が左右に揺れて、良い香りが衡こうの席まで漂ただよってくる。

「いいえ、大丈夫です！　──ただ、その」

　そう言って、白山さんは照れたようにはにかんだ。

「みんなで旅行に行くのなんて初めてだから、楽しみで、昨日はよく眠れなくて。それで、ちょっとうとうとしちゃっただけです」

　無む垢くな笑みに、思わず見とれそうになる。ふと気づいて遠咲先輩に目を向けると、見とれるどころか白山さんのことをがっちりと凝ぎよう視ししていた。白山さんは、遠咲先輩の『お気に入り』なのだ。こんな人が旅行のスケジュールを握っているということが、今さらながら空恐ろしくなってきた。

　現在、『図書館部』一同は、海への旅行の途上にあった。

「海に行きましょう」

　と言い出したのは、『図書館部の魔ま女じよ』こと副部長の遠咲朱しゆ遊ゆだった。徹てつ頭とう徹てつ尾びのインドア派で、図書館で本を読みながら紅茶を啜すすることを幸せと思う彼女が、なにを考えてそんな提案をしたのかは定かではない。単なるヒラである平ひら沢さわ衡と桐きりヶが谷や伊い織おりと白山さんの三人のあいだで、その発案はいろいろな物議を醸かもしたのだが、結局、

「行きます」

　というところに、結論は落ち着いた。

　なにしろ、八月の、夏休みなのだ。

　気心の知れた仲間と一緒に、海に行こうという誘いを断る理由など、どこにも存在しない。

　そういうわけで、衡たちは三人掛けの座席を回転させ、相対する形で列車に揺られている。衡と伊織は隣り合って宿題の進しん捗ちよく状況、より正確にはそのチキンレース具合を競い合わせ、共に二年である遠咲朱遊と葛くず葉のは青せい嵐らんは向かい合って、ぽつりぽつりと言葉を交わしていた。

「向こうの人に連絡は済ませたんだよね」

「当たり前じゃない。あなたこそ、おじさまには言ってきた？」

「それこそ当たり前だ。あそこの管理は父様がやってるんだから。きみから一言あったっていいくらいだ」

「おじさまは、そういうことを望んでいないのじゃないかと思ってね」

「──まあ、そうかもしれないね」

　耳をそばだてていたわけではないが、青せい嵐らんが衡こうの隣となりにいるため、そういう声がどうしても耳に入ってきてしまう。この旅行の目的について話しているらしいが、それを聞く勇気が持てないのは、どことなく話に入ってきてほしくないような雰ふん囲い気きが漂ただよっているからだった。

　衡はふと、白しろ山やまさんの隣、窓際の席にいる黒い少女のことを見た。

　トランペットに憧あこがれる少年のように、べったりと手を窓に張りつけて、一心に外の風景を覗のぞき込んでいる。傍かたわらにあるのは、弓袋に入れられた長刀、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』。誰だれがどう見ても銃じゆう刀とう法ほう違い反はんなソレを、「シロさまをお守りするために必要なんだ！」と言い張って車内に持ち込んだのも、この少女だったりする。

　彼女は、その名を九衛クノエという。

　ところで彼女は人間ではない。

　九衛の座席の下に置かれている、黒くて無ぶ骨こつな『鞄かばん』の、住人だったりする。

　あの鞄の中には、『囊界ノーガ』と呼ばれる世界が広がっていて、その中には『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』という名前のはた迷惑な住人が存在している。ときおり彼らは鞄の外の世界、つまり衡たちがいる世界へと這はい出してきて、好き勝手に暴れまくったりするのである。

　衡は、というか『図書館部』の一同は、その手の経験を何回か味わっていた。今までの世界観をまるっきり覆くつがえすような非常識を、この三ヶ月のあいだで幾いく度ども経験してきたのだ。

　それなのに、その非常識の権ごん化げともいえる九衛は、座席に膝ひざ立だちになって窓にへばりついているのだ。窓の外を鉄塔だの集積場だのが通過するたびに「おおう」とか「うはあ」などという声をあげるさまは幼児そのもので、衡は思わず尋ねてしまった。

「……九衛、そんなにおもしろいか？　外の景色」

「おもしろいっ」

　即答である。衡はじっとりとした目で九衛の横顔を観察する。それに反応したのは九衛ではなくて彼女の主人のほうだった。白山さんは弁解するように、

「……あ、あのね、その、九衛って、移動中はいつも中にいるから、だからこういうの、珍しくて嬉うれしいんだと思うの」

　中、というのは、鞄の中のことだろう。『囊界ノーガ』の住人だからなのか、あるいは『守憑霊ツキダマ』だからなのか、九衛は鞄の外での活動時間に限界があるのだ。あまり長く外の世界に滞在していると最終的には動けなくなるほど体力を消耗してしまう。

「本当は、今も出ていないほうがいいんだけど──九衛の、あんなに楽しそうな顔を見るのは久しぶりだから、いいかな、って思って」

　確かに、強気でワガママで意地っ張りな九衛クノエは、いつもしたり顔をしているか仏ぶつ頂ちよう面づらをしているか傲ごう慢まんに笑っているかで、今みたいに純粋な喜びを浮かべることは滅めつ多たにないのだ。きらきらと目を輝かせる彼女の姿は、年相応の、ただの女の子にしか見えなかった。

　眼鏡めがねを軽く押し上げて、遠とお咲さき先せん輩ぱいも頷うなずき、

「外に出ているのなら、まえもって九衛さんの服を渡しておいたほうがよかったかしら。一応わたしのトランクには、九衛さんのための服が何着か入っているし」

　衡こうの隣となりに座る青せい嵐らんが、ぽつりと疑問を発した。

「なんでそんなものを用意しているんだよ、きみは」

「用意したかったから。他のものも準備してあるわ」

「……ああ、そう」

　青嵐は諦あきらめたような顔をして、それきり目を閉じてしまった。少年のような顔をしたこの中性的な少女は、遠咲先輩とは昔からの付き合いなのだが──やはり彼女でも、ときおり遠咲先輩についていけなくなることがあるらしい。

　と、伊い織おりがふと思い出したように遠咲先輩に尋ねた。

「そういや、先輩。おれたちが泊まる場所ってどういうとこなんすか？　全然聞かされてなかったんですが」

　列車のチケットから宿泊場所の確保まで、この旅行のスケジュールはすべて遠咲先輩が管理している。衡たちが彼女から教えられたのは、ひとり頭の必要経費額と用意する荷物のみだった。それにしたって、三泊四日の旅行としてはずいぶん安いと感心したものだ。

　再び文庫本に視線を落としつつ、遠咲先輩は答える。

「海辺から歩いて十分くらいのところにあるコテージよ。管理人さんはいるけれど、滞在中は自分たちの面倒は自分で見なくてはいけないから、注意しておくように」

「コテージですか」

　そう、と頷いたのは、遠咲先輩ではなく青嵐だ。

「毎年使っているところでね。とある事情で、かなり安く使うことができるんだよ。わりと広い庭があるから、花火やバーベキューもできると思うよ。──ま、去年はボクと朱しゆ遊ゆしかいなかったし、そんなことはしなかったけどね」

　おお──という歓声が、はからずも衡と伊織の口から同時に漏もれた。花火にバーベキュー。素晴らしい。考えただけでワクワクしてくるではないか。

「むっ」

　それは、九衛も同様だったらしい。敵を見つけたときのような声をあげて、ぐるりと首を回して遠咲先輩のことを見る。ひょいひょいと足を伸ばして白しろ山やまさんの前をまたぎ、肘ひじ掛かけに器用につま先を乗せてしゃがみ込んだ。あまりの行儀の悪さに、白山さんがむっと眉まゆをひそめたことに、九衛は気づいていない。

「ハナビ。知ってるぞ、ハナビってあれだろ、空で『しゅぱ』ってなったり、『ばばばば』ってなったり、『ぴかぴか』ってなったりするやつだろ？」

　いつになく真剣な眼まな差ざしで、九衛クノエは遠とお咲さき先せん輩ぱいにそう問いかける。遠咲先輩は文庫本を閉じ、座席に深く腰かけて、余裕のある表情でそれに答えた。

「斬ざん新しんな表現だけれど、だいたいそういう認識で構わないわ。赤や青や黄色の火花を放つ遊び道具ね。──先に言っておくけど、おそらくあなたが知っているような打ち上げ式ではないわよ。手に持つタイプのやつ」

「手に？　持てるのか」

「花火のこと、知ってるんでしょ？」

　む、と九衛は唇を尖とがらせた。こういう場合、知らなくても「知っている」と答えるのが九衛である。

「──も、もちろんだ。ハナビがどんなものかくらい、ようく知っているとも！」

　それを聞いて遠咲先輩はにっこりと笑い、聖女のように朗ほがらかな声で、

「あらそう？　それなら花火はしなくてもいいかしらね。よく知っているんなら、やってもつまらないだけでしょうし」

　やはり遠咲先輩は悪あく魔まの生まれ変わりだ、と衡こうは思った。

　彼女の言葉に、九衛の顔色がさっと変わった。阿ア頼ラ耶ヤ識シキと遭そう遇ぐうしたときだってこんなに焦った表情を見せたことはない。慌あわただしく瞬まばたきをして、ぐいっと身を乗り出して遠咲先輩の顔を覗のぞき込む。遠咲先輩は、とてもとても楽しそうな顔をしている。

「いっ、いや、そんなことはないぞ！　確かに九衛くらいになれば、ハナビなんてものはやり尽くしたといっても過言じゃないくらいにやったけどな！　ほら、九衛がやりたくなくても、きっと他のやつがやりたいに決まっているだろ！」

「ボクは別にどっちでも」と、青せい嵐らんがつぶやいた。

「おれはバーベキューのほうが興味深いな」と、伊い織おりが顎あごに手を当てながら答えた。

「そんなことよりそこから降りなさい九衛お行儀が悪いでしょほら早く」これは白しろ山やまさん。

　メンバーがひとつ答えを返すごとに、九衛の肩が一段階ずつしょげていく。そして九衛は最後の希望、すなわち沈黙を守りつづけている衡の顔に、その視線を留とめた。

　少し考えてから、衡は誰だれにも気づかれない程度に小さく息を吐き、

「おれは楽しみですけどね、花火。やりましょうよ。時間はたくさんあるんだから」

　九衛の顔が爆発的に輝いた。しょげていた肩が大復活し、青嵐が慌てて支えなければそのまま後ろに倒れ込んでしまうほどのけぞって、

「どうだ!?　見ろ！　やっぱりコウがやりたかったんじゃないか、まったく仕方のないやつだなでもこれはもうやるしかないなだって九衛がやりたいんじゃなくてもコウがやりたくてやりたくてやりたくて我慢できないんだからな！」

　肘ひじ掛かけの上で仁王立ちになり、わっはっはと勝かち誇ほこった笑い声をあげる九衛クノエに、列車内のすべての視線が突き刺さった。顔を覆おおったのは白しろ山やまさんで、「お願いだから──」とつぶやいたその先の声は、衡こうの耳にはかすれて聞こえなかった。

　間違った判断をしたかもしれない、と一いつ瞬しゆん悔くい、衡はそれを償つぐなうために小声で囁ささやく。

「九衛。とりあえず、席に着け」

「む？　なんだと、なんでおまえに」

「さもないと、おれは花火をしたくなくなってしまうかもしれない」

　九衛は席に着いて、それから目的の駅に到着するまで、ずっと大人しくしていた。
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　朝に乗り込んだ列車は、昼前には目的の駅に着いていた。

　ホームに出た瞬しゆん間かん、潮しおの香りが漂ただよってくる。それがなんの匂においなのか、わかっていないのは九衛クノエだけだった。先ほどの『花火』もそうだが、九衛は驚くほどものを知らないのだ。もっとも、鞄かばんの中の住人である九衛が、異世界である『外』に関してほとんど知らないのは、無理からぬことなのかもしれないが。

「……なんか、しょっぱい匂いがするぞ？　なんだこれ？」

　九衛はすんすんと鼻を鳴らしながら、そんなことをつぶやいている。それに答えたのか、それとも思わず独り言が漏もれてしまったのか、青せい嵐らんは軽く伸びをしながら口を開いた。

「海の匂いだ、久しぶり。夏が来たって感じがするよね」

「ウミ」

　おうむ返しにつぶやいて、九衛は首をかしげた。衡こうははじめて、ほんの少しだけ驚きを覚える。潮の匂いはわからなくても、『海』という言葉まで知らないとは思わなかったのだ。

　トランクを引っ張って、遠とお咲さき先せん輩ぱいが歩きはじめる。黒髪を揺らして九衛のことを一いち瞥べつし、それから全員に語りかけた。

「宿泊場所までは、ここから少し歩きます。その途中で、海を見る機会もあるでしょう」

　了解──というようなことをめいめい口にして、一同は遠咲先輩の背中を追った。

　駅前は開けたロータリーになっていて、団体客からカップルまで、幅広い種類の観光客でひしめいていた。バスが到着しては、また慌あわただしく旅立っていく。ウェットスーツにサーフボードを持った若者の一団とすれ違い、衡はそのうちのひとりが、白しろ山やまさんの美しい白髪に目を瞠みはったことに気づいた。

　空は高く、どこまでも青い。じりじりと焼き付ける太陽に、白山さんは麦わら帽子を深くかぶり直した。桜色のワンピースに、不ふ釣つり合あいなほど彼女の鞄は黒く大きい。ふと、白山さんが衡のほうを向いた。白い歯を見せて笑っている。

「やっぱり暑いね、衡くん。東京とは違った暑さだよね」

　衡も笑って頷うなずき、

「ああ。おれも麦わら帽子持ってくればよかったよ」

「あ。よかったらこれ使う？」

　答える前に白山さんは帽子を取り払い、背伸びをして衡の頭の上に載のせた。九衛が「むっ」と唇を歪ゆがめたことにも気づかずに、白山さんは楽しげにくすくすと笑う。

「似合う似合う。それ、貸してあげるからかぶってて」

　衡が閉口したのは、伊い織おりと青嵐がにやにやした目で自分のことを見つめているのに気づいたからだ。彼は無言のまま帽子を脱ぎ、それを白山さんの頭に載せ返した。

「あ、もう。せっかくかわいかったのに」

　ぷっと頰ほおを膨ふくらませた白山さんに、衡は取りなすように口を開く。

「おれより白しろ山やまさんのほうが似合ってるし、かわいいよ。だからきみがかぶっていてくれ」

「─────」

　白山さんはなにを言うでもなく、赤面してうつむいてしまった。伊い織おりと青せい嵐らんのにやにやが、より色濃くなっているのが視界の端はしに見えた。再び無視をして、遠とお咲さき先せん輩ぱいのあとを追って歩き出したところで、そのことに気がついた。

　海が見える。

　ぎらぎら輝く太陽と、気が遠くなるほど青い空の下に、長大な水平線が横たわっている。思わず足を止めて、海面に揺らめく太陽のきらめきに目を奪われてしまったのは衡こうだけではなかった。全員が図ったように歩みを止めて、無限に打ち寄せる波を見つめていた。

　そして、ただひとり。

『海』というものの存在を知らなかった黒い少女が、ぽかんと口を開けていた。

「…………なんだ、あれ」

　身のうちに湧わき上がった驚きを、九衛クノエはそういうふうに表現する。ふらふらと歩き出して車道を横断し、自動車がけたたましい音を立てて急ブレーキをかける。怒鳴りつけるようなクラクションに気づきもせずに、九衛はなにかに操られたように海へと歩いていく。

　すいませんごめんなさいと、運転手に詫わびを入れてから、『図書館部』の面々は九衛のあとを追った。

　追っている。

　が、追いつかない。

　なぜかといえば九衛の足がだんだん速くなっているからで、もうすでに早足とかそういうレベルではなく全力疾しつ走そうになりはじめている。人間をはるかに超える『守憑霊ツキダマ』の脚力で、砂を蹴け立たてて家族連れを搔かき分け、一直線に海へと走っていく。

「く、九衛、なにしてるの!?」

　ようやく気づいたように、白山さんがそう叫んだ。そのあいだにも九衛は進んでいく。てっきり波打ち際で止まると思っていたのに、九衛は服が濡ぬれるのも構わずにざぶざぶと海中へ入り込んでいく。衡は慌あわてて彼女のことを追いかけて、浜辺へと降りた。

「こら九衛、なにやってんだおまえは！」

　手を伸ばして九衛の肩を摑つかむと、彼女の歩みはぴたりと止まった。

　ゆらゆら揺れる波の中は思った以上に冷たく、九衛はしばらく、たゆたう水面に視線を落とし込んでいたが、やがて弾はじかれたように衡を振り返った。

　その顔には──輝くような笑みが浮かんでいる。

「おいコウ！　なんだこれは!?」

「なっ。なんだって、なにがだよ」

「これだ！　これ！　この──水たまりはなんなんだ？　ばかみたいに広くて、大きくて、それで、それで────」

　ばしゃばしゃと、九衛クノエは平手を海面に叩たたきつける。水しぶきが飛んで衡こうの顔をすっかり濡ぬらし、九衛はさらに楽しそうに笑った。

「こんなものが外にあるなんて、思ってもいなかったぞ！　なかなか外も捨てたものじゃないじゃないか！　こんなに巨大で、雄ゆう大だいで、広大で、ばかばかしいものがあるだなんて──」

「わ、わかった。わかったから、とりあえず落ち着いてくれ」

「九衛は落ち着いているさ！　ただちょっと──楽しいだけだ！　とう！」

　叫んで九衛は大の字ダイブ、今までにない水しぶきが跳はね上がって衡を巻き添えにした。海水浴を楽しむために来ていた家族連れの皆さんが、気味の悪いものを見るような目を向けていることに気づき、衡は引きつった顔で「あはは」と笑った。笑うしかない。

「楽しいのはわかったからさ、九衛、とりあえず海から出て身体を拭ふいて──ぶあっ!?」

「あはははははっ、冷たいし、しょっぱいぞコウ！　変なものだな、ウミというのは！」

　変なのはおまえのほうだ、とずぶ濡れになった頭の中で思い、怒いかり心しん頭とうに立ち上がると、今度は顔面に水をぶっかけられた。その顔面を九衛は指差し、

「あっはははははは、変な顔だコウ！　へんなかお！」

「………………」

　もはやなにを言うこともできず、衡は無言で九衛の首根っこを摑つかみ、ざぶざぶと水を蹴け立たてて砂浜に歩き出した。それに抵抗するわけでもなく、九衛はけたけたと声を立てて笑いつづけている。濡れネズミになった衡の姿がよほどおもしろかったらしい。

　今のうちにせいぜい笑っているがいい、と、衡は頭の中でそんなことをつぶやいた。彼が向かう先、砂浜でこちらを見つめる『図書館部』の面々の中では、怒りに紅こう潮ちようした顔色の白しろ山やまさんが、むっつりと唇を結んで九衛のことをにらみつけているのだから。
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「はー……いやあ、笑った笑った」

　黒髪をバスタオルで拭き拭き、九衛はまだ笑っていた。

「わけがわからん。結局なんだったんだよアレ」

「気にするな、あんまりにも予想外だったから、つい浮かれてしまっただけだ」

　憮ぶ然ぜんとした衡の問いかけに、九衛は澄すました様子でそう答える。外の水平線に目を向けるたび、彼女の瞳ひとみが好奇心に輝いていた。

　今、九衛が身につけているのは、漆しつ黒こくの民族衣装ではなかった。なぜか遠とお咲さき先せん輩ぱいが用意した、タンクトップにホットパンツという活動的な子供のような服装だ。ずぶ濡れになった衡も、早速新しいシャツとジーンズを旅行鞄かばんから引っ張り出すハメになった。

　二人が着替えをしたのは、近くにあった海の家だった。ログハウス調の造りで、黒い木材のカウンターやテーブルに、座ざ敷しき席まで用意されている。九衛クノエは座敷の上がりかまちに腰かけながら、足をぷらぷらとさせて、白しろ山やまさんのお説教を受けていた。

「こ、こら九衛、叱しかられているときはこっちを向きなさい！」

「はあい、シロさま」

　のほほんと答える九衛の表情は、誰だれがどう見ても叱られているもののそれではない。面倒くさがっているというわけでもなくて、単純に白山さんの怒りなどそよ風にしか思っていないようだ。普段は多少なりとも恐きよう縮しゆくするのに、どうやら海の魅力が九衛の恐怖心を麻ま痺ひさせてしまっているらしい。

　まあ、わからないでもない。座敷というよりは縁えん側がわのようになっているこの席には、穏おだやかな潮しお風かぜが吹きつけてきて、九衛の顔を緩ゆるく撫なでている。遠くから響ひびいてくる波音も、海水浴客が作り出すざわめきも、ほどよく離れたこの場所では心を落ち着ける作用をもたらしてくれる。まして怒っているのが迫力ゼロの白山さんでは、緊張しろというほうが無茶だ。

　仕方なく、白山さんは肩を落として、衡こうのほうに向き直った。九衛が覚えるべき罪悪感を、まるまる抱え込んでいるような表情で衡を見上げ、深々と頭を下げる。

「……ごめんなさい、いつもいつも衡くんに迷惑をかけてしまって……」

　衡は小さく笑って首を振り、

「そんなに縮ちぢこまらなくてもいいよ、白山さん。今に始まったことでもないし」

「あう……」

　へこんだ白山さんに、かき氷をパクついていた伊い織おりがフォローを入れる。

「そーそー、九衛が暴走するのなんていつものことじゃないか。そんなんじゃあっという間にストレスで死んじゃうぜ。な、衡？」

「ああ、伊織の言うとおりだよ。こんなことくらいで、いちいち気にしなくてもいい」

　衡が努めて明るくそう言うと、うつむいていた白山さんがようやく顔を上げてくれた。

「それでも、あの、本当に、ごめんなさい……」

「なにも謝ることなんてありませんよシロさま。九衛はコウに一足早くウミの味を味わわせてやったのですから、感謝されてもいいくらいで、」

「九衛お願いだからあなたは五分くらい黙っていて」

「…………はい」

　無表情に返した白山さんの顔はまるで能面のようで、浮かれた九衛を一いつ瞬しゆんで沈黙させるほどの破壊力を有していた。慌あわててそこから視線を背そむける。

　店の奥、カウンター席では、遠とお咲さき先せん輩ぱいと青せい嵐らんが店主の老夫婦と如じよ才さいのない会話を交わしている。着替え場所を快こころよく貸してくれたのだから、さすがの遠咲先輩も礼儀正しくなるらしい。

「──へえ、それならここの絵は、全部お孫さんが描いたものなんですか？」

「そうそう。昔から海が好きな子でねえ、描く絵は海のものばっかり。でも、ほら、上手でしょう？　家族の欲目っていうやつなのかもしれないんだけどね、これでも賞を取ったことだってあるんだよ」

「ええ。とても素す敵てきな絵だと思います」

　青せい嵐らんが穏おだやかに笑いながら頷うなずいている。お世辞を言っている、というわけではなさそうだ。カウンターや店の壁に飾られている水彩画の数々は、どれも海をモチーフにしたものばかりだが、絵の知識などかけらもない衡こうでさえも、直感的に目を引きつけられるような魅力を持っていたからだ。

　ふうん──と、感心に思ってひととおり見渡してみる。希望に満ちた朝の海や、郷きよう愁しゆうを抱かせる斜陽の海、荒巻く冬の海から穏やかな春の海まで、すべて同一のモチーフなのに、見ていて飽きることがない。あの老夫婦の孫というのなら、自分たちとそう変わらない年頃のはずだ。それなのにこれだけのものが描けるのは、才能か、あるいはそれだけ海を愛しているということなのだろうか。

　衡がそんなことを考えていると、伊い織おりがふと思い出したように口を開いた。

「そういやさ、九衛クノエ。海を知らなかったって言ってたよな。『囊界ノーガ』の中に海はないのか？」

　それに対する九衛の答えは、極めて明めい瞭りようだった。

「知らん」

「……知らんって」

「無知なニンゲンめ、『囊界ノーガ』を馬ば鹿かにするなよ。あの世界は、この『外』と同じくらいだだっ広いんだぞ？　そのすべてを、なんだって九衛が知っていなくちゃいけないんだ。だったらおまえらはこの世界のありとあらゆる事象を知っているとでもいうのか？」

　なるほど、と衡は頷いて、二人の会話に入っていく。

「つまり──海に似たものはあるかもしれないけれど、『囊界ノーガ』はあまりに広すぎるから、実際に見たことはなかったと。そういうわけか」

「見たことも聞いたこともない。空や砂漠や荒野はたくさんあるんだがな。なぜだか知らんが『囊界ノーガ』には、水があんまりないんだ。ましてあんな大量の水なんて、想像もしていなかったさ。──くふっ」

　そのときの興こう奮ふんを思い出したのか、九衛は唇に手を当ててくすくすと笑った。衡は呆あきれたように、いつになく饒じよう舌ぜつな九衛のことをじっとりと見つめ──

　そこで、座ざ敷しきの傍そばに誰だれかが立ち尽くしていることに気づいた。

　高校生くらいとおぼしき、女の子だ。背が高く、瘦やせている。穏やかな色をした瞳ひとみは濃い茶色で、こんがり焼けた鼻の頭の皮が少しだけ剝むけていた。Ｔシャツとカットオフジーンズというラフそのものの服装をしていて、それも日に焼けて激しく色落ちしている。

「…………」

　ぶっきらぼうな視線が、遠えん慮りよなくこちらに向けられている。衡こうは思わず口を噤つぐんで、彼女のことを正面から見返してしまった。数秒に満たない時間、二人は物も言わずに見つめ合い、

「おや、汐せき。今日はずいぶん早かったね」

　少女はゆったりと店主のほうを振り向いた。その肩に、水が滴したたる魚び籠くをぶら下げている。彼女はもう一度、衡たちを一いち瞥べつしてから、店の奥へと進んでいった。

「……これ」

「ああ。いつもすまないね、汐。絵の勉強のほうはいいのかい？」

　絵。ということは、この汐と呼ばれた少女が、自慢の孫娘というわけだ。失礼だとはわかっていたが、衡は思わず日焼けした横顔をまじまじと見つめてしまった。引き締まった身体も荒れた指先も、絵筆よりは銛もりでも握っているほうがはるかに似合いそうな気がする。

　と、汐の視線が、再びこちらを向いた。またしても目が合う。しまった、と思うよりも先に、彼女はゆったりと唇を開いた。

「ねえ」

　こちらに近づきながら、汐は内心の読めない瞳ひとみで一同を見渡した。

「今の話。なに？」

　衡は瞬まばたきをして、

「……え、な、なにって言われても──どの話？」

　日焼けした顔に、薄い困惑が浮かんだ。衡がなにを言っているのかわからない──のではなく、衡になにを言えばいいのかわからないとでもいうような、そんな表情。

　しばらく黙り込んでから、汐は再び口を開き、

「さっきの。ノーガっていうのの話」

　空気が凍りつくのを、衡は確かに感じ取った。

　それは、自分の空気ではなかった。衡のはす向かい、九衛クノエと隣となり合あって座る白しろ山やまさん周辺の空気が、氷の彫刻ができそうな勢いで凍りついていた。同時に、九衛は薄い紙なら切り裂けそうな、ぴりぴりとした殺気を放ちはじめている。

　ナワバリを荒らされた猫のような表情で、九衛は口を開く。

「──なんだ、おまえ、『囊界ノーガ』のことを知っているのか？」

　衡の知る限りで、『囊界ノーガ』という言葉を知っている人間は、『図書館部』の面々しかいない。その他に知っているものは、いわゆる『人間』ではなかった。──阿ア頼ラ耶ヤ識シキだ。

　まさか目の前の少女がそうというわけではないだろう。彼女はどこからどう見ても普通の人間だし、なによりこの店を営む老夫婦の孫なのだ。自分ひとりだけならばともかく、『自分を孫娘だと信じ込む老人』などというものを用意できるはずがない。

　衡の困惑をよそに、汐はやはりゆったりとした口調で、

「知らない。ただ、その。──なんとなく、気になったから」

　それとなく、遠とお咲さき先せん輩ぱいのことを見る。高速で回転する思考歯車の音が聞こえてきそうだった。眼鏡めがねの奥のその瞳ひとみを、一度だけ瞬まばたかせてから、遠咲先輩はあっさりと答える。

「そんなに大した話ではないのよ。わたしたちは文芸部でね。次に書く小説の題材の話をしていただけ。興味があるの？」

　噓うそとごまかしにかけては、遠咲先輩の右に出るものはいない。逆に聞き返されて、汐せきはふるふると首を振り、

「ううん。ただ、ちょっと、なんだろうって思っただけだから。あの、あんまり気にしないで。ごゆっくり」

　それだけを言って、汐はこちらに背を向けて、店の奥へと歩き去っていった。

　その姿が消えるのを確認してから、白しろ山やまさんはばっと衡こうのことを振り返った。座ざ敷しきテーブルの上に身を乗り出して、その顔は不安と混乱に塗ぬり潰つぶされている。

「あっ、あの、あの人、なんで、どうして、『囊界ノーガ』のことを──？」

　途切れ途切れのその言葉は、『図書館部』の一同の疑問を代弁していた。

　どうしてあの少女は、『囊界ノーガ』という言葉に食いついてきたのか？

　難しい顔をしながら、青せい嵐らんが声をひそめて自らの意見を述べた。

「……わからないね。ただ聞いてみただけという気もするし、なにかを隠かくしているような気もする。もう少し踏ふみ込んで尋ねるべきだったかもしれない。きみはどう思う、朱しゆ遊ゆ？」

　遠咲先輩の怜れい悧りな視線は、汐がいなくなってからも、じっと店の奥を見つめていた。

「情報不足のため回答不能、というところかしら。もしもあの子がこれ以上わたしたちに接触してくるようなら──そのときは、注意しなくてはならないかもしれないわね」

　白山さんの不安を払ふつ拭しよくするどころか、煽あおり立てるような物言いだ。白山さんの視線が惑い、店の奥と衡の顔の上を行ったり来たりしている。なんとかその不安を紛まぎらわせてあげたかったが、自分の脳みそはこういうとき、うまく回転するようにはできていないらしい。あれこれと言葉を組み立てているうちに、遠咲先輩が付け加えるようにこう言った。

「まあ、そのときの心配は、そのときにするようにしましょう。せっかくのバカンスなのだからね。さて、それじゃ、そろそろ行きましょうか」

　異議がないことを確認してから、遠咲先輩は立ち上がり、『図書館部』の面々も釈しやく然ぜんとしない面おも持もちのまま、それに従った。
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　白はく亜あ、という言葉がまず浮かんだ。

　なんのことかといえば、衡たちが宿泊するコテージのことである。

　あれだけ宿泊費が安いのだからてっきりボロだと思っていたのに、実際に案内されたその別荘は、小高い丘の上から周囲を見下ろしているような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。豪ごう華かでも壮そう麗れいでもないが、一切の無む駄だを削そぎ落おとした機能的な美しさを有している。

「おおっ……！」

　きらきらと目を輝かせて、九衛クノエは首を伸ばすようにして白はく亜あの住宅を眺め回している。白しろ山やまさんがそれを注意できないのは、彼女もまた似たり寄ったりの表情で、すっかり呆あつ気けに取られているからだった。そんな一同をまるで意に介さず、遠とお咲さき先せん輩ぱいは玄関扉を開けた。

「どうぞ、入りなさいな」

　玄関からひとつづきになっているリビングへと足を踏ふみ入れる。壁際にはプラズマテレビ、それを取り囲むモスグリーンのソファ、ほこりひとつ落ちていないフローリングは上品な木目模様で、白いキャビネットの上には高価そうなグラスが逆さまに置かれていた。

　そこで、九衛の我慢の緒が切れた。

「九衛は知ってるぞ、これはあれだろ、『キュウデン』ってやつだろ！」

　叫んで九衛は走り出した。今までに見たことがないほど洒しや脱だつな内装に、ゲージがすっかり振り切れてしまったらしい。白山さんはあっと声をあげ、その声に九衛は急ブレーキ、振り返って『夜よる房ふさ』をびしっと掲げながら、

「お待ちくださいシロさま！　『キュウデン』にはいくつもの罠わなが仕掛けられていると聞き及びます！　九衛が身をもってそれを確認してきましょう！」

　めちゃくちゃなことをほざいて、九衛はあっという間にリビングの奥にすっ飛んで見えなくなった。単純に、自分が一番に中を見て回りたいだけだろう、という突っ込みは、衡こうの脳内に空むなしく消えていった。

　どたばたと、二階から九衛の足音が聞こえてくる。それを見上げつつ、遠咲先輩はぽつりと、

「……なにも壊さないといいのだけれどね」

　白山さんは両手で顔を覆おおって、「ごめんなさい……」と蚊かの鳴くような声で謝罪することしかできなかった。と、伊い織おりが片手を挙げて質問する。

「あいつは放っておくとして──あの、ひとついいですか、先輩？」

「なに？」

「生々しい話で恐きよう縮しゆくなんですけど、ここ、本当にあれだけの金額で泊まれるんですかね？」

　伊織の疑問はもっともで、衡もちょうど同じことを考えていた。こんな場所を借り上げれば、一晩で六桁けたのお金が余裕で消えてなくなるだろう。衡や伊織や白山さんが持ち寄った宿泊費でまかなえるとは、とてもではないが思えなかった。

　リビングに入った遠咲先輩は、カーテンを開け、ガラス戸も開放した。緑の芝生の上を通って、穏おだやかな風が入り込んでくる。その風に目を細めながら、遠咲先輩は答えた。

「お金の心配はしなくて構わないわ。宿泊費の負担は完全に公平だし、あとからあれ以上のお金を請求することもないから」

　そうそう、と頷うなずいたのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいと同じく事情を知っているらしき、青せい嵐らんだった。

「ここはボクたちのツテで安く借り上げることができるんだよ。宿泊費は最初に説明したとおりの額面だ。あとは食費や遊ぶためのお金がいるくらいだけど、それも旅行前に言ったよね」

　衡こうたちはこくこくと頷く。青嵐は小さく笑い、

「それならなんの問題もないだろ。──さて、次はダイニングだね。ちょうどいいから、そこで作戦会議をしてから、お昼にしようか」

「作戦会議？」

「快適に過ごすためには、いろいろとやることがあるだろ？　そのための作戦さ」

　リビングを通り抜けて、長い通路へと足を踏ふみ入いれる。日の光が差し込む室内とは違い、廊下を照らし出すのは足下にあるライトだけだった。危険というほど暗くはないが、どことなく雰ふん囲い気きのある廊下だ。左右の真っ白な壁には、一定間隔で絵がかけられている。どれも、海をモチーフにした絵画ばかりだ。先ほどの海の家に飾られていた絵と、どことなく似通っているように思えた。

「………………なにしてるの？」

　その絵をぽけーっと覗のぞき込む九衛クノエに、白しろ山やまさんが温度の低い声をかけた。

　はっ、と九衛は我に返る。白山さんを見て、瞬まばたきを数度、それからまた親指をびしりと立て、

「ご安心くださいシロさま、罠わなはどこにもありませんでした！　ここは『キュウデン』ではないようですね！　いや九衛もうっかりしていました、よく見ればどれも大したことのない内装でいたたたたたたっ!?」

「すいません、遠咲先輩、それで、ダイニングはどこですか？」

「……、こっち」

　九衛の耳を引っ張って、白山さんは遠咲先輩のあとを追う。その様子を見つめながら、衡と伊い織おりは同時に「白山さんを本気で怒らせるのは絶対にやめよう」という誓ちかいを立てていた。

　ダイニングキッチンへと通されると、思わず天井を見上げて、ぽかん、と口を開けてしまった。シャンデリアなんて初めて見た。貴族の邸てい宅たくでしかお目にかかれないような長いテーブルの中央には、真白い百ゆ合りの花が活けられている。

「さて、それでは」

　長テーブルの端はしに座り、遠咲先輩は軽く頰ほお杖づえを突いた。異様なほどよく似合うポーズだ。

「席に着きなさい。青嵐の提案通り、作戦会議を行うわ」

　言われたとおり、衡たちは遠咲先輩を取り囲むようにして席に着いた。なんだか落ち着かない。こういう形式のテーブルに着いたことなど一度もないのだから、なにか自分の知らない作法があるのではないかという気になってしまう。

「といっても、すべきことはそれほど多くないんだけどね。とりあえず一番大事なのは、」

「ウミだっ！」

　叫んで九衛クノエが立ち上がり、「どうだ」とでも言うような強い強い眼まな差ざしで遠とお咲さき先せん輩ぱいの顔を覗のぞき込む。と、横合いから手が伸びて九衛の首根っこを摑つかみ、無理矢理に席に座らせた。言うまでもなく白しろ山やまさんで、育児に疲れ切った母親のような目をしている。

　遠咲先輩は、それを楽しそうに観察してから、「そうね」と頷うなずき、

「せっかく海に来たんですもの、海水浴は楽しみたいわよね。そのためには、先にやるべきことをすべてやっておいたほうがいい。というわけで、まずは『掃除』と『買い出し』と『荷物の運び込み』、それに最初の予定にはなかったけれど、『洗せん濯たく』を行わなくてはね」

「そのための役割分担を決めようっていうことですか？」

「ええ。『荷物の運び込み』は、二階の寝室に荷物を置くだけだからすぐに済むとして、問題は買い出しね。この辺の地理に詳しい青せい嵐らんに行ってもらいたいのだけど」

「なら、ボクとしては伊い織おりくんの腕を借りたいところだ。これだけの人数の三日分の食材、かよわいボクの腕じゃどうしようもないからね。いいだろ、伊織くん？」

「へいへい、了解しました、青嵐先輩」

　ひらひらと手を振って、伊織は青嵐の申し出を受け入れた。この二人はこれで結構仲が良い。外見は子猫とライオンほどにもかけ離れているが、さっぱりとした性格の青嵐と意外に繊せん細さいな伊織は馬が合うようだ。

「なら、そっちはそれで決定ね。──わたしは洗濯をするわ。洗濯機の使い方、知っているのはわたしだけだからね。あとは掃除だけど──」

　遠咲先輩がちょっと視線を傾けて、九衛のことを見る。自然、他のメンバーの視線も彼女へと集中した。九衛に掃除を頼むのは、なんというか、三歳児に片付けを頼むのと同じくらい無理があるような気がする。

「……なんだ、その目は？　なにか九衛に文句でもあるのか？」

　なんとなく、かわいそうなものを見るような雰ふん囲い気きが伝わってしまったのか、九衛は唇を曲げて不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。いや別に、と目をそらして、衡こうは遠咲先輩に言う。

「それじゃ、掃除はおれと白山さんの分担ってことで──」

「おいちょっと待てコウ。なぜ九衛を除外する」

　しまった。気づかれた。

　不ふ穏おんな空気が九衛を中心として渦巻き、白山さんが慌あわてて取りなそうとして、

「ほ、ほら九衛、あなたは鞄かばんの中で休まなくちゃでしょ？　ちゃんと海に行くときは外に出してあげるから、それまでは大人しくしてて──」

　見事に失敗した。「大人しくしてて」などという言い草は、九衛にしてみれば「役立たずはなにもするな」と言われるのとほとんど同義なのだろう。幼い怒りが九衛の顔に表れて、彼女はばっと飛び上がり、テーブルの上に立ち尽くして腕を組んだ。

「なんですか。シロさまは、九衛のことを定められた任務を放ほう棄きして逃げ出すような腰抜けだとでも言いたいのですか！　もちろん九衛クノエはそんなことはしませんとも、ソウジでもセンタクでも掃そう討とう任務でも、どんな仕事でも片付けてみせます！」

　どん、と薄い胸を叩たたいて大宣言するが、誰だれひとりそれを信用するものはいなかった。人には適性というものがあって、それは人ではない九衛にしたって同じことなのだ。

　九衛の適性はすなわち『破壊』であって、背丈が図書館ほどもある怪かい獣じゆうや、霧きりに霞かすむ魔ま女じよを討うち倒たおす能力は随ずい一いちであっても、家の掃除にそんな才能はまったく必要ではない。それどころか邪じや魔まである。いないほうがマシ。

「……あのね、九衛さん」

　とはいえ、「いないほうがマシ」などと言っては、九衛がどう爆発するかわかったものではない。さすがの遠とお咲さき先せん輩ぱいも、どう伝えれば九衛がわかってくれるのか、その答えを弾はじき出すために数秒間の逡しゆん巡じゆんを必要とした。それから彼女は、もう一度口を開き、

「そこまで言うなら、手伝ってもらおうかしら。ね、白しろ山やまさん？」

「へ？」

「あなたの役割分担のうちのいくつかを、九衛さんに手伝ってもらって。あなたと一緒のほうが、九衛さんも嬉うれしいでしょうし、なにかあっても白山さんががんばってくれるはずだから。そうしましょう」

　これはつまり我々にもわかる言語に修正すると、「九衛がなにかしでかしたらあんたが責任を取ってね」という意味になる。

　唇を半開きにして、白山さんの脳が停止した。そのあいだに、長テーブルの上で腕を組んだまま、九衛が満足げに頷うなずき、

「うむ、それでいいんだトオサキ。おまえもなかなか話がわかるじゃないか。九衛のように優ゆう秀しゆうな人材を、ただ放置しておくわけにはいかないとようやく気づいたのだな」

「まあ、解釈はひとそれぞれだからとやかくは言わないけれど。それじゃ、仕事を始めましょうか。よろしくね、白山さん」

「はい？」

　白山さんはそう答えた。「はい」ではなくて「はい？」だったが、遠咲先輩はそれを強引に肯定と受け取って、自分の荷物を部屋に運ぶために、席を立ってしまった。

　伊い織おりも青せい嵐らんもそれに続く。衡こうは立ち上がり、蟬せみの抜け殻によく似た表情の白山さんを見つめて、深々と息を吐いた。

「……まあ……おれも手伝うからさ。なるべく、その、がんばろう」

「そうだ、おまえもしっかり働くんだぞコウ！　ま、九衛に敵かなうはずがないのだがな！」

　からからと笑う九衛の横で、白山さんががっくりとうなだれた。
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　昼ご飯をつつがなく食べ終えて、『図書館部』のメンバーはそれぞれの仕事に取りかかっていった。衡こうに割り当てられたのは、台所と食器を綺き麗れいにしておくことだ。

　九衛クノエに任まかせてはいけない仕事の第一位は、間違いなくこの皿洗いだろう。破壊の権ごん化げであるところの九衛ならば、指先で触れただけで、なぜか食器という食器、コップというコップが粉々に砕け散ってしまったとしてもなんの不思議もないのだ。

　かといって、下へ手たな場所の掃除を任せるわけにもいかなかった。そもそも『掃除』という概がい念ねんを知っているのかすら怪あやしい。「ここを片付けなさい」と言われれば、一いつ切さい合がつ切さいを吹き飛ばして満面の笑みで「片付きました！」と言いそうである。従って──九衛はお目付役である白しろ山やまさんと一緒に、庭の水やりというなんの変哲もない仕事をすることになったのだ。

　かちゃり、と音を立てて、最後の一枚の皿が棚にしまわれた。キッチンは大家族用かと思うほど広かったが、シンクも食器も綺麗そのもので、ほとんど掃除をする必要はなさそうだった。

「……これで、終わり、でいいのかな……」

　不安に駆かられて、衡はそんな独り言を口にする。やったことといえば、人数分の食器とコップを水にさらし、台ふきんでシンク周りとダイニングの長テーブルを拭ふいただけだったが、このぴかぴかのダイニングにそれ以上やるべきことなど、どこにも見当たらなかった。

　ダイニングから出て、水音の響ひびくバスルームへと向かう。海水に濡ぬれた衡と九衛の服が、斜めドラム式洗せん濯たく機きの中で高速で回転していた。遠とお咲さき先せん輩ぱいはその前で、椅い子すに座って文庫本を読んでいた。楽そうである。

　ふと、その視線がゆらりとこちらに向けられた。

「終わった？　それなら、次は白山さんに合流してちょうだい。庭の手入れと、それから隅にある倉庫を開けて、バーベキュー用具を出しておいて。鍵かぎは渡しておくわ」

「了解しました」

　放り投げられた鍵をぱしんと受け取って、衡はリビングへと歩き出した。庭へと続くガラス戸に近づいたところで、九衛と、そして白山さんの笑い声が聞こえてきた。

「こらっ、九衛、やめなさいって！」

「あっはははははは、なにを言っているのですかシロさま、九衛は与えられた仕事をこなしているだけではないですか！　ほら危ないですよ、そんなところにいたら濡れてしまいます！」

「ちょっと、もう、ほんとに怒るよ！」

　言いながら、白山さんの声は笑っている。リビングを隔へだてた向こう側、半開きになっているガラス戸から聞こえてくる声に誘われるように、衡の足はそちらへと向かっていた。

　午後の穏おだやかな陽光の下、煌きらめく緑の芝生の上で、白山さんと九衛が戯たわむれている。

　九衛クノエがその手にホースを持って、逃げる白しろ山やまさんを追うように芝生に水を撒まいていた。嬉うれしそうに楽しそうに笑う九衛の顔に、こんな顔もできたのか、と思う。それに、白山さんに水をかけるだなんて、普段の忠実な九衛からは、想像できないことだった。

　が、すぐにそれは勘かん違ちがいであることに気づいた。九衛には白山さんを濡ぬらすつもりなど毛もう頭とうないのだ。濡らしたとしてもせいぜい足下まで、その服までは絶対に水をかけないように注意しながら、九衛は右に左に細心の注意を払って水流を放っている。

　猫が飼い主の手を甘く嚙かむようなものだろう。白山さんもそのことがわかっているのか、楽しそうな足取りで踊るように水を避けている。しぶきが太陽の光を反射して白山さんのダンスを彩り、麦わら帽子の下にある笑顔はその太陽よりも眩まぶしかった。
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　朗ほがらかな笑い声を立てながら、白山さんは九衛に向き直り、

「やめなさいって言ってるのに！　もう、こうなったら──」

「な、なにするのですかシロさま、水が止まってしまったではないですか！」

　ホースの根本に駆かけ寄よって、その蛇じや口ぐちをひねって水を止めてしまったのだ。白山さんを追いかけていた水流がみるみるうちに細くなって力尽き、九衛の手が止まった一いつ瞬しゆんをついて、白山さんはホースを摑つかんで自分のほうへと思いっきり引っ張った。

「あっ！」

　弾はじかれたように、九衛の手にあったノズルが白山さんのほうへとすっ飛んでいった。白山さんは手を伸ばしてそれを摑つかみ、そうしてにやりと笑った。どう、わたしにだってこんなに迫力のある顔ができるんだよ、と宣言しているような表情だ。かわいい。

「覚悟しなさい九衛クノエ、今度はわたしの番だよ！」

　攻守交代、鬼ごっこの鬼となった白しろ山やまさんは、ろくな手加減もせずに蛇じや口ぐちを全開にした。ノズルの目盛りは『シャワー』から『ジェット』へと修正され、白山さんは両手で構えてトリガーを引く。冗談では済まない勢いで、水流が空気を切り裂きながら九衛を狙ねらった。慌あわてて横っ飛びに回かい避ひして、そのまま庭中を駆かけ回りはじめる。

「こらっ、待ちなさい九衛！　動いちゃだめ！　命令だよ！」

「ご、ご無む体たいな──残念ですがシロさま、その命令を聞くわけにはいきませんね！」

「あはははは、九衛、速い！　すごいすごい！」

　追うほうも追われるほうも、それはそれは楽しそうに笑っていた。──カッターのような圧力を持つ水流が九衛を追いかけ、途上にあった衡こうの顔面をぶった斬ぎるその瞬しゆん間かんまで。

　ばぢん、という音を、衡は聞いた。

　すさまじい勢いがあれば、水もそんな音を出すんだな──と、倒れながら衡は考えていた。

　後頭部がフローリングに激突する、ごぢん、という音。激痛が顔と後ろ頭から衡の脳みそをサンドイッチしている。すかさず顔に手を伸ばしてごしごしとこすったのは、別に気が狂ったわけではなくて経験の賜たま物ものだ。一日一回は必ず痛い目を見るという『呪のろい』に苛さいなまれる衡は、いざ痛い目に遭あったとき、その痛みを軽減するスキルを身につけていた。

「─────────」

　ざばばばば、と水資源を盛大に無む駄だにしながら、人を轢ひき殺した直後の運転手のような表情で、白山さんはその場に立ち尽くしていた。

「む？　なにしてるんだコウ、そんなところで。水遊びに混ぜてほしいのか？」

　芝生の上に両手をついてしゃがみ込み、九衛は首をかしげてそんなことを言う。衡こうは答えようとして、けふこふと奇妙な音のする咳せきを漏もらした。鼻にも水が入ったらしい。

「ごっ」

　ややあって、そんな音が白山さんの喉のどから漏れた。ホースを取り落とし、真まっ青さおな顔でこちらに駆け寄ってこようとして、

「ごめんなさい衡くんっ、あのそのわたし衡くんがそんなところにいるなんてこれっぽっちも思ってなくて、ど、どうしよう、衡くんびしょびしょに──ひゃああっ!?」

　今だに高圧の水流を放ちつづけるホースは、白山さんの手から離れた瞬間断だん末まつ魔まのヘビのような勢いでのたうち回った。

「ちょっ、わっ、とっ、とめてっ、くのえっ」

「あははははは、なんですこれおもしろい動きしますね！　──あ、見ましたシロさま？　今虹にじが出ましたよ！」

　呆あきれている衡こうの見ている前で、二人の服がおもしろいようにずぶ濡ぬれになっていく。わたわたと慌あわてる白しろ山やまさんは暴れるホースの首根っこを押さえようと必死で、蛇じや口ぐちの存在を完全に忘れている。九衛クノエにいたっては手を叩たたいて笑い声をあげていた。

　見ている場合ではない。衡は素早く立ち上がり、水が飛び散ったおかげでつるつる滑すべるフローリングから飛び出して、蛇口をひねってホースにトドメを刺した。

　あとには、絶命したホースを抱えて呆ぼう然ぜんとへたり込む白山さんと、「なんだもう終わりか余計なことしやがって」という目で衡を見つめる九衛だけが残された。

　麦わら帽子から、ぽたぽたと雫しずくが滴したたっている。草食動物のような白山さんの眼まな差ざしが、どうしよう衡くん、と語っていた。衡は頰ほおを搔かいて、「とりあえず着替えたら」と言おうとして、

「洗せん濯たく、終わったわ。こっちの様子は、どう──」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいがやってきた。

　さすがと言うべきか、遠咲先輩は目の前の惨さん状じようを見て、一いつ瞬しゆんで状況を理解した。眼鏡めがねの奥の目をゆっくりと瞬まばたかせて、彼女は腕を組む。

「あなたたちは──」

　ぞっとするほど機械的な声で、遠咲先輩はつぶやいた。

「わたしの仕事を増やして、なにかメリットがあるの？」




　　　　◆




　寝室にて、本日二度目の着替えを終えた衡は、タオルで髪を拭ふきながら扉を開けた。

　二階の『男子部屋』と『女子部屋』は、三つほどの客室を挟んで配置されている。寝室から出た衡は、数メートル離れた場所にある女子部屋に、ちらりと視線を向けた。これはなにも衡がやましい感情を抱いているからというわけではない。

　ずぶ濡れになった白山さんと九衛を、女子部屋に連れて行くときに、遠咲先輩が気になることを言っていたからだ。

「ああそうだ、ちょうどいい機会だから、あなたたちに見せたいものがあるの。着替えるついでに、そっちも試してもらいましょうか──」

　その言葉が、どうしても気になった。『見せたいもの』だけならば無視できただろうが、『試してもらう』という一言が、嫌いやな予感を搔き立てるのだった。

　遠咲先輩は白山さんのことを気に入っていて、彼女を困らせたり焦らせたり恥ずかしがらせたりするためならどのような労力も惜しまない。が、九衛が一緒にいるのだからあからさまなセクハラはしないだろうし、そもそも『セクハラ』という行為自体、遠咲先輩の美学に悖もとっている。美しい花は摘つむことなく愛めでるというのが、あの人の方針のはずだ。だから、それほど心配しないでもいいはずだが──

　ということを考えていると、九衛クノエの怒ど号ごうが女子部屋の扉を貫いてきた。

「ヤだ！　なんで九衛がそんなものを着なくちゃならないんだ！　前も言っただろうトオサキ、九衛には『九く芒ぼう得え』という由緒正しい制服があるのだと、」

「その制服をびしょ濡ぬれにしてしまったのはあなたでしょ？　そのあとのタンクトップもだめにしてしまったし、これくらいしか代わりがないのよ」

「それは噓うそだ。おまえのことだから代わりはいくらでも用意してるんだろ。でも、おまえはそれを九衛に着せたいからそう言ってるだけだ！」

「……あなた、ときどき鋭いのね。まあ、どっちでもいいから、早くこれを着なさい」

「だから、イヤだと何回言わせれば──」

「あのね。これを着ないと海で泳ぐことはできないのよ？　法律でそう決まっているの」

「むぐっ────」

　めちゃくちゃな話し合いだ。あいだに挟まれた白しろ山やまさんが、おろおろとしているのが目に浮かぶようだった。衡こうは思わず、女子部屋の扉をまじまじと見つめてしまい、

「とにかく！　九衛はそんなものを着るのはまっぴらだ、『九く芒ぼう得え』を返してもらうぞ！　どこにあるんだ、下の部屋のどこかか!?」

「あ！　く、九衛、待ちなさい！」

　そんな大声のあとに──女子部屋の扉が、弾はじかれるようにして開いた。

　中から九衛が転がり出てくる。普段と違うところが二つあった。

　ひとつ。ほぼ裸であること。ショーツ一枚だけのあられもない格好で、お風呂に入るのを断固拒否する幼児のように手足をばたつかせて抵抗している。以前は上にも下にもなにもつけていなかったはずだが、さすがに白山さんに穿はくよう言われたのかもしれない。

　ふたつ。その腰元に白山さんがしがみついていて、「もう、言うことを聞きなさい！」と手を焼いていること。

　そして、その白山さんも、普段とはまったく違う格好をしていた。

　──要するに、下着姿だった。

　真っ白な肌に同化するような、シンプルなブラジャーとショーツだけを身に纏まとい、暴れる九衛を苦労して押さえつけようとしている。先ほど庭で繰り広げていた光景とよく似ていたが、衡の心臓に与える打撃力に決定的な違いがあった。

「～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　このまま爆死するのではないかと思うほど急激に鼓動が速まっていき、全身の血液が顔に集まってくるのがわかった。見てはいけないと思う理性と、脳裏に焼き付けたいと思う本能が、衡の頭の中で決戦を繰り広げている。

「いーやーでーす！　離してくださいシロさま！」

「だめだってば！　海で泳ぎたいんでしょ、それならあれを着ないとだめ！　裸で泳ぐわけにはいかないんだから！」

　と、そこで九衛クノエの目が衡こうの存在を捉とらえた。彼女は藁わらをも摑つかむような表情で、首を伸ばして助けを求める。

「あ、コウ、おまえからも言ってやってくれ！　九衛にはあんな布きれは必要ないんだ！」

「こら九衛、いつも言ってるでしょ、衡くんには迷惑をかけるんじゃありませんって、」

　そこまで言って、白しろ山やまさんは凍りついた。

「─────、こう、くん？」

　歯車が軋きしむ音が聞こえてきそうな動きで、白山さんはゆっくりと衡のことを見た。

　その動きが、最後のひと押しとなった。

　暴れる九衛を押さえつけるため、激しく両腕を動かしていたのがよくなかった。ただでさえずり落ちかけていた白山さんのブラジャーの肩かた紐ひもが、そのゆっくりとした挙動によって、するりと腕から滑すべり落ちてしまった。

　息を吞のむほどに白い肌と、ゆるやかな曲線を描く膨ふくらみが、衡の網もう膜まくに飛び込んできて、




　隣となりの県にまで聞こえそうな悲鳴が、コテージの中に響ひびき渡わたった。

「……まあ、不ふ可か抗こう力りよくということにしておきましょうか」

　白山さんを落ち着かせてから、遠とお咲さき先せん輩ぱいは冷れい淡たんな目つきでそうつぶやいた。

　壁際でへたり込む衡の首筋、その五ミリと離れていない場所に『夜よる房ふさ』が突き刺さっている。

　もちろん九衛の仕し業わざだ。白山さんの肌を見るということがどういうことかくらいは、キスも知らない九衛でもわかったらしい。自らの裸身を抱えて震ふるえる白山さんはまるで乱暴されかけた少女であり、それが九衛の攻撃衝しよう動どうをキックして、一直線に衡に襲いかかったのだ。

　衡の首筋に『夜よる房ふさ』を突きつけて、九衛はドスの利きいた声でこう言った。

「目を閉じろ。忘れろ。いいな」

　首が刎はね飛とばされなかっただけ、儲もうけ物ものだと思うしかない。

　がくがくと頷うなずいた衡に、九衛は「けっ」と喉のどを鳴らして、素早く身を翻ひるがえして白山さんを保護し、また『女子部屋』へと戻っていった。

　遠咲先輩が、へたり込んでいる衡につかつかと歩み寄った。

「多少は覚悟してたけれどね。初日から傷つけられるとは思ってなかったわ」

　遠咲先輩の口調には、さすがにため息をつくような響きが混じっている。自分の責任ではないとはいえ（多分）、衡は罪悪感を覚えた。「すみません」と謝ってしまう。

「謝られたところで直りはしないわ。──ま、この程度なら修しゆう繕ぜんできるかしらね」

　そう言って、遠咲先輩は『夜よる房ふさ』に手を伸ばし──

「ッ！」

　静電気に触れたかのように、その指が弾はじかれた。

　壁に突き刺さったまま、『夜よる房ふさ』は物も言わない。『夜よる房ふさ』の柄つかを見つめる遠とお咲さき先せん輩ぱいの瞳ひとみには、危険物を見るような色が浮かんでいる。

「これは──」

「ああ。これ、使えない人が持とうとすると、弾かれるらしいですよ」

　ぽつりと答えて、衡こうは無造作に手を伸ばし、『夜よる房ふさ』の柄を握った。なにも起きない。その能力──『切れ味を変動させる』という力を使うことこそできないものの、衡は九衛クノエと白しろ山やまさんが共同で行使する『領域ナワバリ』、『九絶門Val' DOR's Gate』を扱うことができるのだ。

　衡があっさりと『夜よる房ふさ』を引き抜くと、遠咲先輩は息をつくようにして、

「さすがに、白山さんに心を許されているだけはあるわね、平ひら沢さわくん？」

　からかうわけでもなく大真面目に言うものだから、衡は『夜よる房ふさ』を握り締めたまま反応に困った。なんと答えればいいのかわからず、そして遠咲先輩も答えを待とうとはしなかった。

「けれどね、自分が白山さんの最大の理解者だなんて、そんなことは思わないほうがいいわよ。白山さんのことを多少知っていたとしても、その深しん奥おうまで理解しているわけでは決してない」

「─────」

　衡は息を吞のんで、遠咲先輩のことを見た。彼女は相変わらず、なにを考えているのか読めない無表情で、衡の視線を受け止めている。

　白山さんのすべてを理解している──そんなふうに思ったことは、一度もない。

　だが、『ある程度』理解しているという自負は、ひそかに持っていた。たとえば衡は、白山さんの黒い鞄かばんの秘密を知っている。他のみんなが知らない秘密──『鞄』は持ち主の欲するあらゆるものを、その内側から取り出させてくれるという秘密を。

　けれども、それはやっぱり、白山さんのすべての秘密を知っているというわけではないのだ。

　自負と同量の、忸じく怩じたる気持ちがある。もう少し踏ふみ込みたいと、白山さんの秘密をすべて分かち合いたいというエゴは、衡の中に確かにあった。だが、それをすれば白山さんを傷つけてしまうということも、衡はよく理解していた。

　だから、踏み込むことができない。そんなジレンマが、衡の中にはある。

　そして、遠咲先輩の言葉は、そのジレンマを的確に貫いていた。

「どういう、意味ですか？」

　衡はようやく、かすれた声を絞しぼり出した。遠咲先輩は、その瞳をうっすらと細め、

「そのままの意味よ。わたしは、あなたの知らない白山さんを知っている。ようく、ね」

「…………？」

「これを見れば、あなたにもそれがわかるでしょう。──白山さん、準備できた？」

　女子部屋の前に立ち、遠とお咲さき先せん輩ぱいは扉に向かってそんな声を投げかける。「へっ!?」という、白しろ山やまさんの間の抜けた声が中から返ってきた。

「い、一応、着替えましたけど──さっきの、本気だったんですか!?　わ、わたしまだ、心の準備が──」

　もちろんそんな言い訳が、遠咲先輩に通用するはずがなかった。

「実際に見せてしまえば、いやでも準備ができるわよ。ほら、早く──」

　遠咲先輩は、委い細さい構わず女子部屋の扉を開き、そのままぴたりと固まってしまった。コペルニクスが地動説を思いついたときのような、ニュートンが地面に落ちるリンゴを目撃したときのような、そんな沈黙が遠咲先輩の周りに漂ただよい、

「…………………………素晴らしいわ」

　ぼそり、とそうつぶやいて、遠咲先輩は女子部屋へと入っていった。取り残された衡こうは、なにがなんだかわからないまま、中から聞こえてくるやり取りに耳を傾ける。

「なにを恥ずかしがることがあるの？　そんなに素す敵てきなのに」

「いや、でも、これ、ちょっと恥ずかしいっていうか、露ろ出しゆつが多いっていうか──」

「そうじゃないとかわいくないでしょう？　ほら、いつまでもまごついてないで、早く出ていらっしゃいな」

　遠咲先輩が女子部屋から出てきた。白山さんの手を引いて、彼女を引っ張り出そうとするがうまくいかない。部屋から見える白山さんの、まばゆいほどに白い二の腕が、遠咲先輩に最後の抵抗を試みている。

　その抵抗は結局無む駄だに終わり、白山さんは部屋から引きずり出された。

　水着姿だった。

　再び、衡の呼吸が止まった。

「……うう、あ、あんまり見ないで、衡くん……」

　自らの身体を隠かくそうとする白山さんの顔は、真まっ赤かに染まっていた。先ほど下着姿を見られたときよりもなお恥ずかしそうなのは、一応は自分の意志で衡に見せつけているのだ、という認にん識しきがあるからだろう。衡も先ほどとは違って、今度は遠えん慮りよなく白山さんの水着を見つめた。

　目が覚めるような純白のビキニスタイル。胸元のホック部分を隠すように華やかなリボンがあしらわれていて、その藍あい色いろが眩まばゆいほどの白によく映えている。白山さんが動くたびに、腰元のスカート、そこに飾り付けられた愛らしいレースが揺らめいている。

　見ているだけで幸せになれるものがこの世にあるとは、思いもしなかった。

　遠咲先輩の言葉には、なんの偽いつわりもない。

　素晴らしかった。

　素晴らしく素晴らしかった。

　が。

「…………えーと、その、さっきの話が、これとどう繫つながるんでしょう？」

　心臓の高鳴りが、声にまで伝わらないよう注意を払いつつ、衡こうは遠とお咲さき先せん輩ぱいにそう尋ねてみた。衡が白しろ山やまさんのすべてを知っているわけではない──その台詞せりふの真意が見えない。

　遠咲先輩は、「あら」と驚いたような顔をして、

「平ひら沢さわくん、あなた白山さんの水着姿を見たことがあるの？」

「いえ、ありませんが──、え？　ま、まさか、おれの知らない白山さんって、」

「今のこの白山さんのことよ。自慢じゃないけれどね、この水着はすべてわたしがコーディネイトしたの。どう？　こんな白山さんは想像すらしていなかったでしょう」

　勝かち誇ほこるようにそう言った遠咲先輩に、衡は魂たましいまで抜けるかのような脱力感を覚えた。あれだけ警戒し、緊張したのは、いったいなんだったのだろうか。

「あの、衡くん」

　そんなことを考えていた衡は、白山さんの上ずった声に現実へと引き戻された。胸元のリボンを、そわそわと落ち着きなくいじりつつ、白山さんは上うわ目め遣づかいで、

「えと、その、────ど、どうかな」

「え」

　言葉の意味がよくわからず、そう聞き返すと、白山さんの頰ほおが赤みを増した。

「わたしの、これ。へ、ヘンじゃない？」

　そこでようやく、衡は白山さんが自分に水着に対しての感想を求めているのだということに気づいた。衡は首が抜けるのではないかと思うほど何度も頷うなずき、

「も、もちろん、似合ってるよ！　その、すごく、───ぃ」

「え？」

　今度は白山さんが聞き返す番だった。ちょこんと首をかしげた白山さんの、不思議な色をした瞳ひとみが、まっすぐに衡を見み据すえる。

「今、なんて言ったの、衡くん？　も、もう一度、言って？」

「………………だから、その」

　じりじりと顔が赤くなっていく。白山さんが息を詰めてそんな衡を見守っている。衡はすぐに時間をかければかけるほど恥ずかしくなるということに気づき、大きく息を吸い込んで、

「か、かわいいよ！　すごくかわいい！」

　そう言った。

　その瞬しゆん間かん──白山さんの表情に、溢あふれるほどの喜びが弾はじけた。

　眩まぶしくて見ていられないほど、つられてこちらも笑ってしまいそうになるほどの、愛らしい笑み。首を伸ばして、両手をぎゅっと握り締めて、大きく見開いた目には、見ているだけで幸せになれそうな色が満ちている。

「あ、ありがとう、衡くん。嬉うれしい──」

　羞はじるように頰ほおを赤らめ、それでも白しろ山やまさんは本当に嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。その表情を見ているだけで、心拍数が急上昇していく。熱くなった頰を搔かいて、衡こうは目をそらした。

　もじもじと指先を絡め合わせながら、ふと白山さんは遠とお咲さき先せん輩ぱいに目を向けて、律りち儀ぎにぺこりと頭を下げる。

「と、遠咲先輩も、ありがとうございます。こんなに素す敵てきな水着を、選んでくださって」

　輝くような笑顔の直撃を受けた遠咲先輩は、なにも言わなかった。動きすらしない。

「……………………」

「？　あ、あの、どうしたんですか？」

　遠咲先輩は答えない。宇宙、生命、そして万物についての答えを解き明かした哲学者のような表情で、無む垢くに微笑む白山さんをじっと見つめ、

　その鼻から、つっ、と血が一筋だけ流れて落ちた。

「ひっ!?」

　思わずそう叫んで、白山さんは小走りに衡の近くにまで駆かけ寄より、その背中に隠かくれてしまった。自分の背中に当てられた白山さんの手が、小刻みに震ふるえているのを受けて、衡はおそるおそる、微び動どうだにしない遠咲先輩に声をかけてみた。

「遠咲先輩？　おーい、もしもーし」

　遠咲先輩は、やはり答えない。その鼻から血を滴したたらせながら、彫ちよう像ぞうのように固まっている。

　感動のあまり気絶してしまったのだ──ということに二人が気づくまで、たっぷり一分の時間を要した。そう気づいてしまうと、確かに立ったまま気絶している遠咲先輩の表情は、こう言っているようにも思えるのだった。

「我が生涯にいっぺんの悔くいなし」──と。




　　　　◆




「……いくらなんでも、こりゃ買いすぎでしょ」

　片方の手に三つずつ、計六つのぱんぱんに膨ふくれあがったレジ袋を持った伊い織おりが、げんなりとした声でそう言った。

　しかし青せい嵐らんは涼すずしい顔を崩くずさない。空からのカートを元の場所へと戻してから、彼女はスーパーマーケットの扉を押し開けた。

「しょうがない、ボクらには車アシがないんだから、必要なものはいっぺんに買ってしまったほうがいい。伊織くんだって、何度も何度もコテージとここを往復するのはヤだろ？」

「だったら、青嵐さんも少しは持ってくれませんかね……」

「おや。かよわい女の子にそんな重い荷物を持たせようだなんて。そんなことを言っているようじゃモテないよ、伊織くん」

　伊い織おりは憮ぶ然ぜんとした表情のままスーパーマーケットの玄関をくぐり、外へと出た。なにを言っても無む駄だだ、という諦あきらめが、彼の口を閉ざしたのだ。

　外は相変わらず暑かった。はるかな高みから二人を見下ろす太陽が、じりじりと伊織の首筋を焼いている。計二十キロはありそうなレジ袋を抱える身では、湧わき出る汗を拭ぬぐうこともままならない。

　そんな伊織を見上げていた青せい嵐らんが、不意にいたずらっぽく笑った。素早くその手を伸ばし、二つのレジ袋を奪い取る。

「あっ」

「冗談だよ。これくらいの負担はするさ。なにせボクは、きみの先せん輩ぱいなんだから」

　くるくると笑いながら、青嵐は身軽に伊織から離れ、歩き出した。苦笑しつつ、伊織もそれを追う。青空の向こうまで一直線に延びる道を歩きながら、取り留めのない会話を交わす。

「つーか、それでも二つなんすか？　ここは公平に半分ずつにすべきなんじゃ」

「デカい図体してるわりに細かいね。じゃあわかった、こうしよう」

「どうすんです？」

「向こうに着いたらご褒ほう美びにキスをしてあげる。それでいいだろ？」

　猫のような毛を跳はねさせて、猫のようにいたずらめいた瞳ひとみで、青嵐は伊織の顔を見上げた。

　その視線を受けて、伊織はじっくりと考える。

　冗談、ではないだろう。ここで伊織が肯定したら、彼女は言葉通り、コテージに着いた時点で伊織の唇を奪うはずだ。

　葛くず葉のは青嵐は、キス魔まなのだ。誰だれかにキスをするのがなによりも好きという困った性格をしている。そこに同性異性の区別はなく、友人である遠とお咲さき先せん輩ぱいにキスをしているところを、衡こうも伊織も白しろ山やまさんも、何度も目撃している。白山さんだけは何度見てもそれに慣れることができず、青嵐が遠咲先輩に唇を近づけるたびに、真まっ赤かになってうつむいてしまうのだ。

　だから、彼女は本気で自分にキスをする。

　そのことを知っていたから、伊織は深々とため息をついて、こう答えた。

「遠えん慮りよします」

「むっ。なんだきみは、ボクのキスじゃ褒美にならないとでも言いたげじゃないか」

「まあ、褒美にはなりませんね」

「どうしてだい？　キス、したくないのかな？」

　伊織に比べて二回りも小さい青嵐は、素早く伊織の前に回り込んで彼の顔を覗のぞき込んできた。その大きな瞳が、小こ悪あく魔まのようにきらきらと輝いている。伊織は迷惑そうに眉まゆを寄せ、そんな青嵐を迂う回かいして先に進む。

「好きな人が相手だったら、そりゃしたいですよ。でも青嵐さんはそうじゃないですし」

「失しつ敬けいな。きみはあれか、ファーストキスは好きな人に捧ささげたいと思うタチなんだな」

　まさか自分がこんな話を振られるとは思っていなかった。伊い織おりは苦笑しつつ、

「そりゃ、まあ、普通はそうでしょ？」

「ふむ。男の子はもっと即そく物ぶつ的なものだと思っていたよ。目の前に餌えさがあったら食いつかずにはいられないという」

「そりゃいくらなんでも暴言でしょ。いやまあ、そういうやつもいるかもしれないですけど、割合としたら少ないはずですよ」

「きみはその大部分のほうみたいだね」

「おれだって衡こうだってそうです」

　青せい嵐らんは喉のどを鳴らして笑い、

「純情だね」

　伊織は唇をへの字に曲げた。この先せん輩ぱいとはそれなりに親しく付き合っているのだが、こういう性格を見ていると、やはり遠とお咲さき先輩の同類だと思わざるを得ない。伊織は天を仰あおぎ──それから、ふと復ふく讐しゆうを思いついた。即座に実行する。

「そうですね。キスはいりませんが、代わりに別の褒ほう美びをくださいよ。それだったらこの割り振りも納得します」

「別の？　どんな」

　自分を見上げる青嵐の瞳ひとみを、正面から覗のぞき込んで、伊織はまっすぐに言う。

「ここに来た目的。教えてください」

　その質問に、青嵐は少しだけ目を見開いた。すぐには答えない。それを確認してから、伊織は目をそらさずに喋しやべりつづける。

「海辺にバカンスって、遠咲先輩からはすごく遠い場所にあるような気がするんですよね。こんなところまでわざわざ泳ぐためだけに来るなんて、あの人らしくない。どうも青嵐さんとは、毎年来ていたみたいですし──なにか理由があって来たんでしょう？　違いますか？」

「……まあ、違わないね」

　先ほどと打って変わって、青嵐は重たそうに口を開いた。やはりな、と伊織は内心で、復讐が成功したことを知ってほくそ笑む。

「じゃ、その理由を教えてください。あの人の企たくらみに乗せられるのは毎度のことだから別に良いんですけど、目的がわからないままだとどうもすっきりしないんですよ」

「……うーん、まあ、言ってもいいんだけど……」

　奥歯に物が挟まったような青嵐の口調に、伊織は眉まゆをひそめた。いくら遠咲先輩とはいえ、口にするのもはばかられるようなあくどいことに手を染めているはずがない。と、思いたい。

「どうしようかな──きっと朱しゆ遊ゆはなにも言わないと思うけどな。でも、こういうのは、やっぱり彼女の許可を取ってからじゃないといけないと思うんだよ、ボクは」

「あの、そんなに大それたことなんすか？」

「大それたことではないけど、プライベートなことなんだよ。そうだね──うん、じゃあこうしよう。明日の朝、ボクと朱しゆ遊ゆは『ちょっとした用事』で出かけることになる。そこに、きみたちがついていってもいいかどうか、朱遊に聞いてみるよ。それでいいかな？」

　青せい嵐らんの話は、いまいち要領を得ない。なにかデリケートな内容を含んでいるからかもしれない。まさか話がこんな方向へ飛ぶとは思っておらず、伊い織おりは頷うなずく以外の反応ができなかった。

「そうか、じゃあわかった、話は通しておく。──しかし、あれだね」

「？」

「きみたちはずいぶん──朱遊のことを、あくどい人間だと思っているようだ」

　非難するわけではなく、ただ「仕方ないな」という種類の笑いが、青嵐の口元には浮かんでいた。伊織は急にバツが悪くなり、足下の小石を蹴け飛とばしながら、答える。

「いや、悪い人だと思ってるわけじゃないですよ。その──いろいろ合理的な考え方をする人だとは思っていますけど」

　合理的。我ながらうまいこと表現したものだ。本来ならばそこには『冷れい徹てつ』とか『冷静』とか『冷厳』とか、やたらと『冷たい』という意味合いの言葉が混じってくるはずなのだが。

　それは、恐らく青嵐にも伝わったのだろう。彼女はくつくつと笑い、

「否定はしないよ。確かにあの子は温あたたかい人柄ではないし、人情味が薄いと言われたらそれまでかもしれない。でも、当たり前のことだけれど、朱遊は普通の人間だ。そういったものが、一切存在しないというわけではないんだよ」

「……はあ……」

「ま、明日になれば、それがわかるさ」

　澄すまし顔でそう言われてしまえば、伊織に反論できるはずもない。釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱えたまま、伊織は青嵐について、石段を登りはじめた。小高い丘の上に立つコテージが、もう目の前にまでやってきている。話をしているうちにたどり着いたらしい。

　瀟しよう洒しやな玄関扉を開けて、リビングに入る。買い物袋をテーブルの上に置きながら、青嵐は中に声を響ひびかせた。

「ただいまー、帰ったよー──って、きみはなにしてんだい、こんなとこで」

　青嵐が呆あきれたようにつぶやいたのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいがソファに横たわっているためだ。傍かたわらのテーブルに眼鏡めがねを置いて、目元から額を濡ぬれたタオルで覆おおっている。形のいいその鼻に詰まった、赤く染まるティッシュが、なにが起きたのかを如によ実じつに物語っているようだった。

「……先輩、まさか……」

「いや、言わないでくれ伊織くん。ボクもこれ以上、朱遊に対して幻げん滅めつしたくない……」

　が、そんな青嵐の願いも虚むなしく──廊下から、水着姿の九衛クノエと白しろ山やまさんが出てきた。

「あ、青嵐さんに、伊織くん。か、帰ってきてたんですか？」

　リボンやスカートをあしらった純白のビキニの上に、パーカーを羽は織おっている。伊織の視線に気づいて、白しろ山やまさんは顔を赤くしてパーカーの前を合わせた。子供っぽいワンピースの水着に身を包んで、腕を組んで挑戦的にこちらをにらみつけてくる九衛クノエとは対照的である。

　青せい嵐らんは、そんな二人の姿を見み据すえながら、静かに尋ねた。

「──朱しゆ遊ゆのこの有様は、もしかして、きみたちの格好に関係があるのかい？」

　自分で幻げん滅めつしたくないと言ったくせに、青嵐は自ら真相の闇やみに足を踏ふみ入いれた。もちろん答えなどわかりきっていて、白山さんは胸元に手を当てながら、こくりと頷うなずいた。

「あの、わたしと九衛が水着に着替えて、並んで立つのを見たら、いきなり倒れてしまって。衡こうくんがここまで運んできてくれたんですけど、まだ意識が戻らないみたいなんです。ど、どうすればいいんでしょう？」

「……どうもしなくていいと思うよ」

　世の中すべてに対して疲れ切ってしまったかのように、青嵐は首を振ってそう答えた。そんな彼女に同情しながら、伊い織おりはこの上もなく幸せそうな遠とお咲さき先せん輩ぱいの寝顔を見て、こんなことを思う。

　──まさかこの人、白山さんの水着姿を見るために、ここに来たわけじゃないだろうな。
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　　　　　ヘビと少女のものがたり　１







　昔々、あるところに、海が大好きな少女がいた。

　彼女は海辺に住んでいた。毎日のように海を眺ながめながら育ち、学校が終われば、毎日のように海へと駆かけだしていった。海に飛び込むときは誰だれよりも早く、海から上がるときは誰よりも遅く、泳ぎをして負けたことは一度もなく、誰よりもうまく魚や貝を獲とることができた。

　少女よりも海が好きな子供は、どこにもいなかった。

　あろうことか、彼女は冬の海にも喜んで駆けだしていくのだ。周りのみんなが「今日は寒いからいやだ」と首を振っても、少女だけはふてくされながら、それでもその裸足はだしは浜辺の砂を嚙かんでいた。

　だから、少女を助けることのできる人間は、どこにもいなかった。

　あれっ、と思ったときにはもう遅かった。少女の小さな身体は、潮しおに流されて陸地からだいぶ離れた沖合へと運ばれていた。慌あわてて陸へと戻ろうとしたが、手足がうまく動かない。寒くはないといっても、それは感覚だけのことなのだ。体温が奪われれば、当然身体の動きは鈍くなる──ということに気づくには、そのときの少女は幼すぎた。

　最後の最後まで、恐怖は感じなかったように思う。

　死ぬ、とさえ思わなかった。

　身体中がだるくなり、もういいや、という思いが頭をかすめて、動くのをやめた。まるで鉛なまりでも抱かされたかのように、少女のちっぽけな身体はあっという間に海の底に沈んでいった。海水が喉のどの奥に流れ込んでくる。はるか頭上に揺らめく水面の光を見つめながら、少女が最後に思ったことは、ああ、お母さんに怒られる、ということだった。




「おい。そろそろ起きな」

　という声で、少女は目を覚ました。

　ゆっくりと、瞬まばたきをする。目の前がぼやけていた。まぶたを必死になって動かしても、なかなか視界ははっきりしない。上半身を起こそうとすると、なにものかの手のひらが少女の胸を押さえつけ、その動きを止めた。

「動くんじゃないよ。せっかく定着した『宿泡シウパオ』が壊れちまう。瞬きで答えるんだ。『はい』なら一回、『いいえ』なら二回瞬きをしな。──意識は、あるんだよね」

　一回。

「そりゃよかった。こういう使い方をしたことはなかったからね。『泡沫都市群Civilization』は強力な『領域ナワバリ』だけど、人を助けるのには向いてないんだよ」

　唇を開いた。疑問を発しようとする。ここはどこ、あなたはだれ、言いかけたその言葉は、目の前の人の手で乱暴に塞ふさがれてしまった。

「だから、喋しやべるんじゃないって。ったく、これだから子供は。人の話を聞きゃしない」

　少女は何度も瞬まばたきをした。意見を表明しようとしたのではなかった。悲しかったのだ。

　涙だけは、かろうじて目の端はしからこぼれてくれた。それが少女の意志の表明になってくれたらしい。目の前にいる誰だれかは少女から身体を離すと、ふう、と息を吐いた。

「泣くんじゃないよ、まったくもう。怒っちゃいないからさ」

　そうは言っても、涙というものはなかなか止まるものではない。ぽろぽろと泣くうちに、それが少女の視界を洗い流してくれた。視線だけを動かして、少女は先ほどから自分に語りかけてくる相手の姿を、ようやくその目に捉とらえることができた。

　少女の目が、いっぱいに見開かれた。

「どうした？　あたしの姿が、怖いかい？」

　少女は、すぐには答えなかった。衝しよう撃げきと共に、じっと目を見開いていただけだ。

　目の前にいるのは、女性だった。しかし、普通の女性ではなかった。

　少なくとも、下半身がヘビの姿をした女性を見たことは、今まで一度もなかった。

　有あり体ていに言えば、彼女は化け物だった。けれど、少女は怖いとは思わなかった。銀色の瞳ひとみは縦たてに割れたヘビの目だったが、少なくともそこには知性の光が宿っていたからだ。

　ややあって、少女は目を瞬かせた。二回。

「へえ？　怖くないって？　っはははははは、こりゃあいい！」

　豊ほう満まんな胸を仰のけ反ぞらせて、ヘビ女は心底楽しげな笑い声をあげた。唇のあいだから、鮫さめのようにギザギザに並んだ歯が見えた。

「しかし、そいつは好都合だ。あんた、自分がどうしてこんな場所にいるのか、わかるかい？」

　二回。それから、少女はまた目玉を動かして、周りの景色を確認しようとした。

　巨大な、ドーム状の空間。それしかわからなかった。ただ、目の前にいるヘビ女と同じように、この場所は自分が今まで一度も来たことのないような、奇妙な場所であることは痛いほどに理解できた。

　なぜならば、少女のすぐ横手、ガラスのような膜まくの向こうには──

　しんと静まり返った、海底の景色が広がっていたからだ。

「あんたはね。死んだんだよ」

　やっぱり、という思いが、どこからか落ちてきて頭の中にすとんと着地した。

　しかし、と少女は思う。自分が死んだとするならば、ここは天国か地じ獄ごくのどちらかのはずだ。天国なら、きらきら輝く雲の上。地獄なら、めらめら燃える炎の中。しかしこの場所は、どこまでも静せい謐ひつな水の底だ。どういうことだろう。

　のたり、とその場にヘビ女がとぐろを巻いた。自分の下半身に寄りかかるようにして、彼女はどこからともなく取り出したキセルをくわえる。

「冬の海で泳ぐなんて、馬ば鹿かなことをする子供もいたもんだ。ま、子供なんてみんな馬鹿みたいなもんだけどね。あんたは海で溺おぼれ、沈み、そして、あたしの『泡子パオズ』に助けられた」

　なにを言っているのか、よくわからなかった。泡子パオズってなに？　そう尋ねようとしたが、瞬まばたきでは疑問を発することはできない。

「この『都市』に運ばれてきたときには、あんたはもう死んでいた。少なくとも自発呼吸はなく、心肺機能も停止しかけていた。『泡子パオズ』にしてもよかったんだけど、ニンゲン相手に実験をしてみようと思ったんだ。あたしの『領域ナワバリ』が、どこまで精せい密みつに変化できるか。その実験をね」

　かけらもわからない。そんな少女の表情を読み取って、ヘビ女は、ぷか、と笑った。口から漏もれた泡が、シャボン玉のように空中を漂ただよう。

「まあ、要するに──あたしは、あんたの命の恩人というわけだよ。実験は成功して、なんとかあんたのことを蘇そ生せいさせることができた。だから今、あんたはこうして生きている、というわけだ」

　生きている。その言葉が頭に染み通るまで、かなりの時間を必要とした。

　溺れて、死んで、天国か地じ獄ごくかわからない場所に落ちたというのに、それでもまだ生きている。まったく意味がわからない。かろうじてわかったのは──

　このヘビ女さんが、自分を助けてくれた、ということだ。

　ありがとう。声には出さず、唇だけで少女はそう言った。ヘビ女は、それを明確に読み取って、からからと笑い声をあげた。

「いいね、もっと感謝しとくれ！　これからあんたには、あたしのために働いてもらわなけりゃいけないんだからさ。いやいや働くより、恩人に報むくいるのだと思ったほうが働き甲が斐いがあるってもんだろう？」

　少女は、どこまでも素直だった。一回、瞬きをする。なぜならば、この人は自分を助けてくれたからだ。助けてくれた人、それも命を救ってくれた人に恩返しをするのは当然だった。今まで読んできたどんなおとぎ話にも、そう書いてあった。

　少女の瞬きを受けて、ヘビ女はちょっと驚いたような顔をした。

「……大丈夫かいあんた。ちゃんとわかってる？」

　わかっていなかった。詳しく話を聞きたかった。その意志を表現するにはどうすればいいか、頭を悩ませていると──

　くあ、という音がした。

　自分から出た音だった。あくびをしたのだ。少女は驚いて、何度も瞬きをした。ヘビ女もまじまじと少女を見つめ──それから、笑い出した。

「無理もないね、死にかけたんだもの。眠るといいよ。小難しい話は、あんたが言葉を喋しやべることができるようになってからでいいだろうね」

　そんなことはない、ちゃんと起きて話を聞く──と思いはしたが、どうしようもない眠気が津波のように少女の意識を攫さらっていく。まぶたが砂袋のように重い。視界が闇やみに閉ざされると、もう我慢することはできなかった。しかし、意識がその闇に落ちる寸前、ヘビ女が耳元でこう囁ささやくのだけは、はっきりと覚えていた。

「ただし、これだけは忘れないようにしな。──あんたは、もう、あたしのモンなんだ。これから先、未来永えい劫ごう、それが変わることはないんだよ──」




　　　　◆




「汐せき、お客さんだよ」

　という祖母の声に、新にい島じま汐は目を開けた。

　父とは違い、祖父母は観光客相手の商売をしている──といっても、それは夏季のあいだだけのことで、普段は食堂を営んでいる。おかげで彼らの海の家で供きようされる料理は良質な味を保っていて、それゆえに海の家は繁はん盛じようしており、よって汐は毎年夏になると手伝いに駆かり出されるのだ。

　もっとも、それはいやなことではない。祖父母はきちんとした人柄で、孫の汐にもちゃんとバイト代を出してくれる。それならば、いっそ気心の知れた彼らの元で働くほうが、見も知らない街の喫茶店で働くよりも、ずっとマシだった。

　──それに、海も近いし。

　ゆったりと瞬まばたきをしてから、汐は立ち上がった。祖母と目が合う。

「ん。今、行くよ」

「学校のお友達かい？」

「……そんな感じ」

　そうかい、とにこにこと笑う祖母は、およそ心配という言葉からほど遠い性格をしていた。おっとりした吞のん気き者の祖母と、しっかりした頑がん固こ者の祖父は、パズルのピースのようにかっちりと組み合っている。なるべくして夫婦になった、という感じの二人だ。

　海の家の裏口にまでやってくると、汐はちょっと祖母の脳天気ぶりが心配になった。

　こいつが自分の同級生だなんて、普通は思わないだろう。

「それで？」

　汐がそう水を向けると、その泡子パオズは首をかしげて、つぶらな瞳ひとみをぱちぱちと瞬きさせた。薄気味悪いほどに白い肌とスキンヘッドが周囲の視線を集めている。さすがに気まずくなり、汐は泡子パオズを人目につかないところに連れて行くことにした。

「・──・・────・──・・・」

　しばらく歩いていると、そいつはそう返答した。音か声かの区別さえつかない。汐せきは焼けた髪をいじくりつつ、ため息のような声で言う。

「姐ねえさんがそう言った──んだよね。あんたが噓うそをつくはずはないか」

「・・・──・──・─────」

「まあ、イヤだよ。そんなのやったことないし。うまくできるかもわかんないし」

「────・──、・・────・・・────」

「わかってるって。逆らおうなんて思わないよ。ただイヤなだけ」

「・・・────・・────・──・」

「そりゃどうも、なんとも心強いよ」

　まったく心がこもっていない声でそう返すと、泡子パオズは小さな鼻を膨ふくらませて、分厚い胸板をそらした。まかせておけ、とでも言いたいのかもしれない。泡子パオズたちの外見は不気味だと思うが、こういうところは嫌きらいではない。

「さて。それじゃ、お仕事するとしましょうか」

「・・────・・────・・」

　頷うなずき合って、二人は観光客を搔かき分けて、目当ての一団の元へと向かいはじめた。




　　　　◆




　太陽によって十分に熱された砂が、衡こうの足を焼いた。

　思わず悲鳴をあげて飛とび退しさりたくなるが、退いても後ろにあるのはやはり焼けたアスファルトのみだ。じっと直立して我慢していると、だんだん足の裏の皮が熱に対する耐性を持ちはじめた。足を振り上げ、踏ふみ出して、のしのしと海へ近づいていく。

　そこで、衡は遠とお咲さき先せん輩ぱいに呼び止められた。

「まずは『拠きよ点てん』確保。パラソルを差してシートを敷しいて。早くね」

　そういう仕事は男おとこ衆しゆうの役目、とハナから決めているような口ぶり。もちろん伊い織おりも衡も文句は言わず、ただ黙々と命令に従った。女じよ尊そん男だん卑ひというのではなくて、適材適所ということなのだろう、と強引に自分を納得させる。

『拠点』はあっという間にできあがり、おのおの持ち寄った荷物をそこに積み上げていく。中でも目を引くのは──やはり、白しろ山やまさんの黒い鞄かばんだろう。旅行鞄といっても通るソレは、海岸に持ってくるにはあまりにも不似合いだった。

「……むう。まだか？　まだウミに行っちゃいけないのか？」

　うずうずという音が聞こえてきそうな様子で、九衛クノエがそう言った。身に纏まとっているのは、いつもの民族衣装ではなく、ワンピースタイプの可愛かわいらしい水着だった。

　青と水色の明るい色調で、裾すそや肩口には女の子らしいフリルがあしらってある。やや子供っぽいところが、九衛クノエには恐ろしいほどに似合っていた。髪型がお団子になっているのは、白しろ山やまさんが泳ぎやすいようにと整えてくれたからだ。

「まあ、もうちょっと待ちなよ。みんなで一緒に行ったほうが楽しいだろ？」

　そう言ったのは、こちらもやはり水着に身を包んだ青せい嵐らんだ。女の子らしさを前面に押し出した白山さんや九衛とは一線を画す、スポーティーなセパレートスタイル。ぴったりと身体にフィットするトップとボトムのあいだには、健康的に引き締まったお腹なかが惜おしげもなく晒さらされている。肉付きのほとんどないその身体は、少年だと言っても疑われないかもしれない。

　が、そんな青嵐の忠告にも、九衛は耳を貸そうとはしなかった。待ちきれないというふうに首を伸ばし、二十メートルも離れていない波打ち際を一心に見つめている。

「シロさま、早くなさってください……！」

「もう、九衛、そんなに慌あわてないでよ」

　パーカーの袖そでを引っ張られて、白山さんは困ったように笑っている。ゆっくりと上着を脱いで、白い肌を露あらわにすると、彼女はちょっと恥ずかしそうにうつむいた。その一因は、間違いなく周囲の海水浴客、その中でも特に男どもからの視線だろう。衡こうと伊い織おりはそれとなく、視線をブロックするように立ちふさがった。

　パーカーを綺き麗れいに畳たたんで、パラソルの下に置く。その手が、ふと止まった。

　黒い鞄かばん。

　白山さんの表情が、揺れたように見えた。

　目を閉じて、白山さんはかすかに首を振った。間近にいた衡以外は、気づかないほどの些さ細さいな動き。それから、彼女は揺れた表情を封じ込めて立ち上がり、九衛に向かってにっこりと笑いかけた。

「はい、おまちどおさま。それじゃ、行きましょうか」

「かしこまりました!!」

　周りの人たちが振り返るほどの大声でそう叫んで、九衛は手を伸ばし、黒い鞄を摑つかんだ。そのまま走り出そうとして、

「ちょっ、ちょっと九衛!?　鞄を持っていっちゃだめだよ！」

　当然のように、白山さんに引き留められた。

「へ？」

　つんのめるようにして止まり、こちらを振り返った九衛の表情は、いきなりリードを引っ張られた犬のそれだ。衡も伊織も青嵐も、遠とお咲さき先せん輩ぱいですら、呆あきれたような目で九衛のことを見つめている。彼らの意見を代弁するように、衡はぽつりと、

「鞄を持っていってどうするんだよ。海水に浸つけたら、いくらなんでも傷いたむだろ」

　いかに内側にひとつの世界を含む不思議な鞄かばんとはいっても、外装は普通の人工皮ひ革かくでしかないのだ。タバコを押し当てられれば穴が空あく。塩水は直接的に鞄を傷つけるわけではないが、毎日使うものであるのだから、触れさせないほうがいい。

　まさか、それくらいのことはわかっていると思っていたのだが──

「……でも、九衛クノエは、『守憑霊ツキダマ』だぞ？」

　わかっていなかったようだ。こいつは。

「『守憑霊ツキダマ』は、鞄を守るための存在だ。よほどの理由がない限り、鞄から離れては、いけないんだ」

　自分の言葉に、自分で絶望していくようだった。九衛の表情が次第に黒くなっていき、遠とお咲さき先せん輩ぱいはそれを見てぽそりとつぶやく。

「だから、わたしが荷物を見ていると言ったじゃないの。聞いてなかったの？」

　確かに。事前の取り決めで、遠咲先輩が荷物番をすることになっていた。海に来ておきながら、彼女は『泳ぐ』という行為に、さして興味が持てないらしい。今もひとりだけ水着ではなく、シャツにパンツスタイルという装いでパラソルの下に腰かけている。

　しかし、それにも九衛は納得していないようだった。鞄を手にしたまま、口を噤つぐみ、じっとりとその場に立ち尽くしている。

「……あ、あの、九衛。わたしが見ていようか？　鞄」

　耐えきれなくなったように、白しろ山やまさんが細い声でそう尋ねた。こう言ってはなんだが、それは愚ぐ問もんというものだ。九衛は傷ついたように、きっと白山さんを見み据すえ、

「シロさまと鞄を、守るべきものを両方置いて、ひとりだけ遊んでこいと言うのですか」

「そ、そういうわけじゃないけど──でも、九衛、海で遊びたいのでしょう？　それなら、どっちにしろ鞄から離れないといけないんだから、」

「九衛は、鞄から離れることはできません！」

　叫ぶようにそう言った。もしかしたらその大声は、自らの中の葛かつ藤とうにケリをつけるためのものだったのかもしれない。鞄を持って、九衛は振り切るように波打ち際に背を向け、こちらに歩いてきた。奴ど隷れいの足取りだってもう少し軽やかなはずだ。

「…………シロさまは、お、おひとりで、どうぞ。ウミで、遊んできてください」

　引き絞しぼるようなその声に、衡こうは説得しようとする気をなくした。呆あきれたわけではない。自分がなにかを言っても無む駄だだと悟さとったのだ。

「……おい」

　くいくい、と腕を引っ張られて、衡はそちらを向いた。伊い織おりだった。青せい嵐らんも同じように、白山さんの腕を引いて、パラソルから少し離れた場所に連れ出してくる。四人で額を突き合わせるようにして、小声の作戦会議。

「さて、どうする？」

「どうしようか」

「あれはなかなか難物だね。ボクらの説得じゃ、聞き入れようとしないだろう。白しろ山やまさんがうまく言えるなら別かもしれないけど──」

「で、でも、なんて言えばいいんでしょう？　九衛クノエ、鞄かばんを守ることに関しては、すごく頑がん固こなんです。わたしの命令も、聞き入れなくなっちゃうくらい」

　うーむ、と四人で腕を組んで考え込む。そうしながら、衡こうは頭の片隅で少し安心していた。誰だれも、九衛を置き去りにしてこの四人だけで遊ぼうとは言い出さなかったからだ。

「おい、なにしてる！　さっさと行ってこい！」

　が、彼女はそんな思いやりなど知るよしもなく、パラソルの下でそうがなり立てていた。痛みをこらえるような表情をしているのは、要するに、『海で遊ぶことのできる』衡たちが、『鞄の傍そばに縛しばりつけられている』自分の近くにいるのが、我慢できないのだろう。

　と、九衛と同じくパラソルの下で座っていた遠とお咲さき先せん輩ぱいが、小さく息を吐いた。『アリア・アーリントンと恋する死人』という表題の文庫本をぱたりと置いて、立ち上がる。

「あなたたち、本当に文芸部？」

　こちらにやってくるなり、遠咲先輩は冷めた声でそう言った。

「？　どういう意味だい、朱しゆ遊ゆ？」

「童話をちゃんと読みなさい、と言っているの。『北風と太陽』。あの子を説得するには、力押しをしてはだめよ。搦からめ手てから攻めていかないと」

　四人は目を輝かせて、お話をせがむ子供のように遠咲先輩を見つめた。その視線に晒さらされて、遠咲先輩はもう一度ため息をつき、戦略を口にしはじめた。

「いい？　まず、白山さんと平ひら沢さわくんが────」




　まず、白山さんと衡が、九衛に歩み寄っていった。ここで忘れてはいけないのが、できるかぎり暗い表情をするということだ。お預けを喰くらった九衛に敵意を抱かせてはならない。「なにかあったのか？」と思わせなければならない。

　パラソルの近くで、力なくへたり込んだ白山さんを見て、九衛は眉まゆをひそめた。

「……なにか、あったのですか？」

　成功。内心の喜びを押し隠かくし、衡はゆるゆると首を振る。

「肝心なことを忘れていたんだ。このままじゃ、海に行けない」

「なに？」

「あ、あのね、九衛。海って、その、すごく、ものすごーく危険な場所なの。あなたは知らないかもしれないけど、鮫さめとかシャチとかイルカとかアシカとか、そういう生き物がうようよしていて、ひとりじゃとてもじゃないけど遊ぶことはできないの」

　失敗。棒読みである。ここまで演技が下へ手たな人は初めて見た。

　しかし幸いなことに、九衛クノエは白しろ山やまさんを疑うということを知らなかった。むっと顔を強こわばらせて、立ち上がる。

「そんなに危険な場所だったのですか!?　あんなに楽しそうなのに──いけませんシロさま！　九衛はシロさまをそんな場所に行かせるわけには参りません！」

　手を伸ばして、ぎゅっと白山さんの手首を摑つかむ。想定外の事態だった。白山さんはどうコトを進めていいのかわからずおろおろし、そこに助け船が出た。伊い織おりと青せい嵐らんだ。

「でも、白山さんはどうしても海で遊びたいんだってさ、九衛」

「そうそう。誰だれか頼りになる護ご衛えいでもいれば、安心して遊べるんだけどね」

　はっ、と気がついたように九衛は顔を上げた。

「そ、それなら！　九衛が──」

　そこまで言いかけて、ぴたりと口を噤つぐんでしまう。自分がなにをすべきか、思い出したらしい。その視線がゆらりと振れて、鞄かばんに据すえられようとしたところで──

「お願い、九衛」

　白山さんが、九衛の頰ほおに手を当てて、その目をこちらに向かせた。

「わたしと一緒に来て、わたしを守って？　あなたがいないと危なくて遊べないし、楽しくない。わたしは、あなたと一緒に海で遊びたいの」

　その言葉は──棒読みでは、なかった。

　白山さんの、まっすぐな視線に、九衛はたじろぐような素振りを見せた。切れ切れに、

「で、でも、鞄が、鞄を、守らなくては、」

「鞄のことは、いいの」

　小さな、しかしはっきりとした声に、九衛は口を噤つぐんだ。手を下ろして、九衛の両手をきゅっと握り締め、白山さんは言いつのる。

「ここに鞄を狙ねらう人なんているはずがないし、遠とお咲さき先せん輩ぱいだって見ていてくれる。それに──鞄からは、少し、離れていましょう。それよりも、九衛、わたしはあなたと、なんの気き兼がねもなく遊びたいの。だめ？」

　九衛は、小さく息を吞んだ。白山さんの言葉に、衝しよう撃げきを受けたように目を見開く。それを隠かくすように、うつむき、震ふるえる声を吐く。

「だ、だ、だめ、では、ないですが──」

「それなら、わたしと、一緒に行ってくれる？」

　声をひそめて囁ささやくような、白山さんの上うわ目め遣づかいの懇こん願がんを断ることができるものなどこの世にいるのだろうか。自分だったら「死んでくれる？」と乞こわれても、迷いなく頷うなずいてしまいそうだ、と衡こうはかすかな羨せん望ぼうと共に思う。

　それでも、九衛はしばらく迷っていた。『守憑霊ツキダマ』であるという矜きよう持じと、白山さんへの敬けい慕ぼのあいだでせめぎ合い、彼女は何度も鞄と白山さんを交互に見比べた。

　やがて、天てん秤びんのバランスが、片側へと傾く音が聞こえた。勝負は最初から見えていたのかもしれない。無骨な鞄かばんと、儚はかなげに佇たたずむ白しろ山やまさんとのどちらの傍そばにいたいかと問われれば、答えなど決まっていた。

　九衛クノエは無言で鞄に近づき、それを抱え上げて、白山さんに押しつけた。口を開き、

「シロさまシロさま、九衛のシロさま、どうかお許し願います。神かみ代よの昔に討うたれし蛇へびの、八や俣またに及ぶ亡骸なきがらさえも、砕くだいて吞のみ込む大クチナワ。弐に式兵装・『ココノツ大蛇おろち』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

　詠うたうようなその言葉は、『領域宣言ミコトノリ』と呼ばれる、この世界に『囊界ノーガ』の法則を顕けん現げんさせるためのプロセスだった。そのものの心象世界を色濃く反映する、『領域ナワバリ』と呼ばれる力。九衛のそれは、白山さんと共同で宣言することにより、発動されるのだ。

「──『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて、差し許します、わたしの九衛」

　ほっとしたように、白山さんは詠い返して、鞄の中に手を入れた。中から取りだしたものは、一条の鞭むちだった。

　他の『九絶門Val'DOR's Gate』の兵装と同じように、その鞭は異質な雰ふん囲い気きを纏まとっていた。柄も本体も漆しつ黒こくに染まっていて、ときおり生きているかのようにその表面に蠢うごめきが走る。鞭の先せん端たんには、ヘビの頭部を模もした重石が飾り付けられている。まるで本物のヘビのように精巧で──と思っていたらいきなり目を開いて「シャッ！」と牙きばを剝むいた。思わず仰のけ反ぞる。

「……これは、なんだ？」

　そう尋ねた衡こうに、九衛は「ふん」と鼻を鳴らし、

「相変わらずなんにも知らんのだな。ま、一応おまえも扱えるのだから、教えておいてやろう。

『ココノツ大蛇おろち』は鞭として使うが、九衛の意志によってその『長さ』を変動させることができるんだ。ある程度の自じ律りつ知能も備えているから、視界の利きかない場所で使うには最適の兵装というわけだな」

　自慢げにそう言った。海の知識はないくせに、視界の利かない場所であるということは察知しているらしい。野生の動物のように勘かんが鋭いのは、いつもどおりだ。

『ココノツ大蛇おろち』を肩口に巻き付けて、九衛は白山さんを振り返り、毅き然ぜんとした表情で、

「──言っておきますが、遊びに行くわけではありませんからねっ！」

　うんうん、と白山さんは笑いながら頷うなずき、

「そうだよね、わたしの護ご衛えいだもんね。あ、ねえねえ九衛、浮き輪を借りようよ！　あ、それともワニの浮き袋のほうがいいかな？」

「ウキワ？　なんですか、そのいかにもそわそわする響ひびきは？」

「今から説明してあげる！　ほら、あっちだよ、九衛」

　九衛の手を引いて、白山さんはうきうきとしながら、パラソルから離れていく。九衛はまだ、鞄を気にしているようだったが、やがて手を引かれるまま、白山さんと連れ立っていった。その様子を見て、一同はほっと息をつく。作戦成功、第一種戦せん闘とう態たい勢せい解かい除じよ、という感じだ。

「……ありがとうございます、遠とお咲さき先せん輩ぱい。アドバイスしてくださって」

　衡こうは遠咲先輩に向き直り、あらためて礼を述べた。知略と話術に関しては、遠咲先輩の右に出るものはいない。が、遠咲先輩はなんでもないことのように、

「あの子が傍そばにいたら、落ち着いて本も読めないからね。それに──白しろ山やまさんのあの表情を見られただけでも、作戦を考えた甲か斐いはあったというものよ」

　そう言って、魔ま女じよのように微笑ほほえむ。せっかくの尊敬の念が、その笑みによっていささか減少してしまった。これ以上遠咲先輩への評価を下げたくなかったから、衡はそそくさと海に向かおうとする。

「そ、それじゃ、荷物番、よろしくお願いします」

「ええ。楽しんでいらっしゃい」

　と、青せい嵐らんが、ぱしん、と自らの手のひらに拳こぶしを叩たたきつけ、

「よし、伊い織おりくん、あっちの島まで競争しようか！」

「ほう。別に構いませんけどね、青嵐さん。これは真心からのアドバイスなんですが、勝てる勝負しかしないほうがいいですよ」

「そういう台詞せりふは、ボクに勝ってから言うことだね」

　言い合いながら、二人は海に向かって一直線に走り去っていった。どちらも怪物的な身体能力を誇ほこっているから、勝負の結果はわからなかったし、見届けようとも思わなかった。白山さんたちと一緒に、海にぷかぷか浮かんでいようか──と思い、自分も海に入ろうとして、

　ふと。

　見覚えのある姿を、人混みの中に見つけた。

　日に焼けた長身は、先ほどの海の家で見かけた少女だった。確か、汐せきとかいった。こちらを見ている、ような気がした。というのも、彼女はすぐに視線をそらして、どこかへ姿を消してしまったからだ。

　頭の中になにかが引っかかった。しかし衡は、それを詳しく分析しようとはしなかった。パラソルや浮き輪をレンタルしている店の近くで、白山さんが「早く早く！」と衡のことを手招きしていたからだ。余計なことはすべて考えから排はい除じよして、今日はめいっぱい楽しもうと心に決め、衡は白山さんたちの元へと駆かけ寄よっていった。




　　　　◆




　波が打ち寄せ、また引いていく。何十億回と繰り返されるそのサイクルに、誘い込まれるように九衛クノエは走り出していく。到着したときと違って、今は誰だれも彼女を止めなかった。

「わひゃあっ！」

　ざぶざぶと海中まで進んでいき、強い波に押し戻される。しぶきが九衛クノエの幼い顔を濡ぬらし、彼女はばしゃばしゃと水面を叩たたきながら、無む邪じや気きな笑顔で振り向いた。

「やっぱり冷たいし、しょっぱいです、シロさま！　ウミとは不思議なものですね！」

「ええ、そうね、九衛」

　浮き輪を肩にかけて、白しろ山やまさんは問答無用で進んでいく九衛の背中を見守っている。その瞳ひとみが、ちらりと衡こうに向けられた。衡は誘われるように微笑ほほえんで、自分も九衛に声をかける。

「気をつけろよ、九衛。海の中は、いきなり深くなったりするからな」

「わかってる！　おまえに言われるまでもない！」

　九衛の返答に、白山さんは喉のどを鳴らして笑う。衡は不思議そうに白山さんを見、白山さんは口元に手を当てて笑いながら、

「ふふ、衡くんってば、九衛のお父さんみたい」

　それを聞いて、衡も笑った。

「それを言うなら、白山さんこそ九衛のお母さんみたいだよ」

「えっ」

　なぜか白山さんは、びっくりしたように目を見開いて──それから、その顔が真まっ赤かに染まった。なにか妙なことを言っただろうか、と不ふ審しんに思ったが、すぐにそれどころではなくなってしまった。ばしゃん、という盛大な水音と共に、九衛が海中に沈んだのだ。

「っ!?　く、九衛？」

「────、わ、っぷ、な、なんですか、これは!?」

　問答無用で進んでいるうちに、足のつかない場所までやってきてしまったらしい。海さえ知らなかっただけあって、九衛は泳ぐこともできないようだった。ばしゃばしゃともがいている九衛に、衡は素早く近づいて、その身体を抱え上げた。

「ったく。だから気をつけろって言っただろうが。おまえはちっちゃいんだから、すぐに足がつかなくなるんだよ。泳げないなら無理するんじゃない」

　水に落とされそうになった猫のように、九衛は必死になって衡にしがみついていた。吐く息が触れ合うほどの至近距離に、九衛の濡れた黒髪がある。背中に回された手がぎりぎりと爪つめを立てているのが痛く、こんなに密着しているのに少しも膨ふくらみが感じられないのが哀しい。

「────、ほ、本当に、危険なんだな、ウミという場所は────！」

　九衛の瞳には、珍しく怯おびえの色が浮かんでいた。こんな目もするのか、と衡は意外に思ったが、それを悟さとられないようにしなければならなかった。「怯えていると思われている」と九衛が考えれば、彼女はムキになってしまうだろうから。

　九衛の身体を抱き留めながら、衡は慌あわてて近づいてきた白山さんにお願いする。

「白山さん。浮き輪を浮かべてくれ」

　白山さんは、なぜかちょっと不ふ機き嫌げんそうだったが、言われたとおりに浮き輪を海面に横たわらせた。それを確認してから、衡こうは九衛クノエの背中と、そして膝ひざの裏に両手を通し、

「よいしょっ！」

　お姫様を遇ぐうするように抱え上げて、浮き輪の真ん中の穴に、すっぽりと落とし込んだ。

「─────」

　九衛は目を丸くして、言葉もない。ぷかぷかと波間に漂ただよいながら、喉のどを晒さらして逆さまに衡のことを見て、ぽつりと、

「お」

「お？」

「お尻が冷たい」

　それを聞いて、白しろ山やまさんが声を立てて笑った。真っ白な背中を太陽に向けて、ぐい、と自らも浮き輪に寄りかかる。

「わたしは、泳ぐよりもこうしてのんびりしてるほうが好きだな。九衛はどう？」

　九衛の顔に、じんわりとした笑みが浮かぶ。小さな足でぱちゃぱちゃと海面を叩たたきながら、彼女は子供そのものの声で叫ぶ。

「九衛もこちらが好きです！　シロさまが好きなものは、全部九衛の好きなものですとも！」

「きゃっ！　もう、九衛、暴れないで！」

　水しぶきが顔にかかり、白山さんは驚いたように仰のけ反ぞった。それでもその顔は笑っている。ふざけたように「この！」と浮き輪を揺らし、九衛は嬌きよう声せいをあげて浮き輪にしがみついた。

　子猫のようにじゃれ合う二人を見つめながら、衡はふとつぶやく。

「それにしても意外だな。たいていの運動ならこなせると思ってたのに、カナヅチだなんて」

　九衛は浮き輪の上で首をねじ曲げ、ぎろりと衡をにらみつけた。

「なんだいきなり、人のことを工具呼ばわりするな」

「九衛。カナヅチっていうのはね、泳げない人のことだよ」

「…………、も、もちろん、知っていましたとも。今のはシロさまの知識を試してみただけですからね」

　腕を組み、ふん、と胸を仰け反らせる。そうするとバランスが崩くずれて、九衛の足が跳はね上がり、浮き輪の上でくの字に折れ曲がった。『ココノツ大蛇おろち』を首にかけながら、九衛は唇を尖とがらせる。

「だいたいだな、思い通りに動けないのが気に入らん。足がついてもやたらと水がまとわりついてきて、ちっとも身体が動かないじゃないか。これなら陸の上のほうがマシだ」

「いや、水の中ってそういうもんだろ。イヤならもう上がるか？」

　九衛は目を見開いて衡のことを見た。オモチャを取り上げられそうになった子供の顔。

「……九衛は我慢強いからな。まだおまえに付き合っておいてやろう。感謝するように」

　こういう口ぶりは慣れたものだった。衡は小さく笑い、それからふと思いついた。

「よかったらさ、九衛クノエ。おれがおまえに、泳ぎを教えようか？」

　九衛の態度にトゲが混じった。

「なんだと？　おまえなんかが、この九衛にか？」

「そうツンケンするなよ。ほら、あれだよ。おまえは『守憑霊ツキダマ』じゃないか。どんな状況で危険が迫ってくるかわからないんだから、苦手なことは極力克服しておくべきだろ？」

「…………」

「それに、おまえだったらおれなんか、すぐに追い抜いてしまうと思うけどな。おれとは比べものにならないほど強いんだからさ」

　自尊心をくすぐられて、九衛は鼻を膨ふくらませた。首にかけた『ココノツ大蛇おろち』が、ちろちろと舌を出している。指先で、先せん端たんのヘビの頭を撫なでながら、九衛は身体を伸ばして、恐る恐る浮き輪から海中へと降りてきた。

「……、ま、まず、どうすればいいんだ」

　先ほど溺おぼれたのが尾を引いているらしい。自分が怯おびえていることを悟さとられないように、いつもよりきつい仏ぶつ頂ちよう面づらをしながら、九衛は衡こうに視線を向けてきた。

「ほら」

　と、衡は九衛に向かって、両手を差さし伸のべる。九衛は懐かい疑ぎ的な上うわ目め遣づかいで衡のことを見つめてから、そろそろと腕を伸ばして、自らの手を重ねた。

　思っていたよりも、ずっと小さな手だ。

「ふーん」

「な、なんだその反応は！」

「いや。小さくて柔やわらかいなと思って」

「…………」

「いだだだだっ!?　や、やめろ九衛！」

　思いっきり手を握り締められて骨まで軋きしんだ。小さいといっても『守憑霊ツキダマ』の手だ、本気を出せば簡単に衡の手を握りつぶすことができる。

「くだらんことを言ってないで、これからどうすればいいのか教えろ」

「身体を横にしてくれ」

「横──？」

「こうだよ、九衛。こうすれば、多分、浮かぶはず」

　浮き輪から離れて、白しろ山やまさんは九衛の両の太ももを摑つかんで、ぐっと上に引き上げた。九衛の小さな身体がぷかりと浮かび上がり、九衛はまじまじと白山さんを見つめ、

「すごい！　本当に浮かびました！　さすがシロさまです！」

　無む邪じや気きな賞賛に、白山さんはてれてれと頰ほおを搔かいた。まあ、浮力が得られたのはいいことだ。衡はすかさず手を引っ張り、突然の動きに九衛はあられもなく動揺する。

「わわっ!?　い、いきなり動くな、コウ！」

「動くなって言われても──じっとしてるわけにもいかないだろ。泳ぎを覚えるには、これが一番いいんだ。安心しろ、手を握ってる限りさっきみたいなことにはならないから」

「ほ、本当だろうな？　なにがあっても離すんじゃないぞ！」

　おっかなびっくりの九衛クノエの姿は新鮮で、衡こうは危うく笑いを漏もらしそうになってしまった。そんなことをして、一生握手ができない身体にされてはたまったものじゃない。できる限り表情を引き締めつつ、衡は頷うなずく。

「大丈夫。絶対に離さないから」

「ん、う──」

　上うわ目め遣づかいに衡のことを見て、九衛は、ぷいっと目を背そむけた。耳たぶが赤くなっている。

　気にせず、衡はそのまま彼女の身体を引っ張って、海の中を後ろ向きにざぶざぶと進んでいく。見ようによっては、泳げない妹とその手を引いて泳ぎを教えている兄、と見えるかもしれない。九衛の後ろから浮き輪を担かついでついてくる白しろ山やまさんは、姉というところか。

「そうそう、良い感じだぞ、九衛」

「これの、どこが良い感じなんだ。おまえに引かれているだけじゃないか」

「でも気持ちいいだろ？　こういうのも」

「……それは、まあ」

　衡の手をきゅっと握り締めて、九衛は視線を合わせるのを恐れるかのように、ぶくぶくと海面に顔をつけた。潜もぐるのは怖くないらしい。これなら上達は早いかもしれない。

「じゃ、次はバタ足をしてみてくれ」

「……バタ足？」

「両方の足を、ばたばたーって交互に動かすことだよ、九衛──わぶっ!?」
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　先ほどの賞賛に味をしめて、したり顔でそう教えた白山さんの顔に、大量の水しぶきが襲いかかった。考えてみれば当たり前のことで、『守憑霊ツキダマ』が全力でバタ足をすれば、海辺からでもそれとわかるほどの盛大な水柱が上がるに決まっていたのだ。その爆心地にいた白山さんは、あまりの勢いにひっくり返ってしまった。衡は慌あわてて九衛の身体を押さえ、

「ちょ、ちょっと待て！　白山さんが！」

「ん？　どうした──って、ああっ、シロさまがずぶ濡ぬれに!?　だ、誰だれの仕し業わざですか!?」

　おまえだよ、とはさすがに指摘できなかった。白山さんは浮き輪にしがみつき、けんけんけんっ、と甲高く咳せき込んでいる。鼻に塩水でも入ったのかもしれない。やがて正気に戻った彼女は、浮き輪の裏側に隠かくれるようにしながらジト目でこちらを見つめてきた。

「……わ、わたし、しばらく、二人から、離れていることにする」

「なんですって？　いけませんシロさま、ウミには危険がいっぱいなのですから、護ご衛えいである九衛がシロさまから離れるわけには、」

「いいのっ！　ここにいれば別に危険じゃないの！　それに、九衛クノエの近くにいたほうが危ないと思うし！」

「な、なにをいきなり──」

「…………それに、衡こうくんと九衛、二人だけで仲良さそうだしさ。ふんだ」

　ぶくぶくと海中に口元を沈めて、白しろ山やまさんはよく聞こえない言葉をつぶやいた。無茶を言うなあ、と衡は困りきって頭を搔かいた。あんな目に遭あった白山さんが離れたいと思うのは不思議ではないが、九衛がそれを承知するはずが──

「……それなら、そうですね、わかりました。──少し、あちらへ行っています」

　おや。

「ただし、なにか危険が迫ったらすぐにお知らせください！　シロさまが見えないところには、九衛たちは行きませんからね！　この『ココノツ大蛇おろち』と共に、すぐにお助けに向かいます！」

　元気よくそう叫び、そんな九衛に同調するように、『ココノツ大蛇おろち』のヘビが「シャッ！」と牙きばを剝むいた。白山さんは眉まゆを寄せてそんな二人（？）を見つめていたが、やがてすねたように浮き輪によじ登り、穴の中にお尻を収めた。

「…………どうぞ、ごゆっくり！」

　捨すて鉢ばちになったような声は、突き放そうとしているかのようでもある。迷ったが、衡は九衛の手を引いて、水泳の練習を続けることにした。九衛に語って聞かせたような『危険』が実際にあるわけではなかったし、それに──

　こちらを向いた九衛クノエの表情が、思わず息を吞のんでしまうほどに、真剣なものだったからだ。

　それを指摘することもできず、衡こうは九衛を引っ張っていく。加減を覚えたのか、先ほどのように爆発的なバタ足を見せることはなかった。衡は頷うなずき、

「さすがに飲み込みが早いな。もうすぐにでも泳げるようになるぞ」

「む？　おだててもなにも出ないぞ」

　と言いつつ、九衛は口元を緩ゆるませている。噓うそのつけない奴やつだ、と衡は笑い、

「おだててるんじゃないよ、本当に感心しているんだ。それじゃ、次は手を離して──」

「だめだっ!!」

　周りの人が振り返るほどの大声で、九衛はそう叫んだ。衡の手を痛いほどに握り締めて、九衛はぎっと彼のことをにらみつける。

「お、おまえ、さっき絶対離さないって言ったじゃないか！　噓だったのか!?」

「いや噓じゃないけど──離さないと練習にならないし、」

「だめだ!!　一度言ったことを覆くつがえすんじゃない武士に二に言ごんはないと言うだろうがそれでもおまえはサムライかっ!?」

　侍になった覚えはないが、あまりの剣けん幕まくに衡は頷くことしかできなかった。九衛はむっつりと眉まゆ根ねを寄せながら、バタ足をしつつ文句を言っている。

「まったく、これだからニンゲンは油断がならん。九衛を殺す気か……！」

「そんなに怖かったのか──」

「ん。なにか言ったか？」

「いや別に、なにも」

　慌あわてて首を振り、衡はそう言ってごまかした。「怖がっていた」などと笑った日には、九衛がどう爆発するかわかったものではない。大人しく手を引いて、九衛の引率を続け、

「っと──」

　ふと、ごつりとしたものが、衡の腰に当たった。

　岩がん礁しようである。いつの間にか、岸まで来てしまったらしい。

「九衛、ストップだ。そのまま足を休めて、下につけろ。もう足はつくはずだぞ」

「……ほ、本当か？　噓じゃないだろうな」

　すっかり疑ぎ心しん暗あん鬼きになった九衛に、衡は小さく笑った。両手をぐいっと上に引っ張って、強制的に九衛を直立姿勢にさせる。岩がちの足場に立ち尽くして、九衛は目をぱちくりとさせ、衡は「な？」と肩をすくめた。

「さて──変なところまで来ちゃったな。白しろ山やまさんのところに戻ろうか」

「……待て、コウ」

　てっきり即座に同意するかと思ったのに、九衛は沈んだ声で衡のことを引き留めた。

「長く泳いで足が疲れた。ちょっと休ませろ」

　衡こうは九衛クノエの顔をまじまじと見つめてしまった。言うにこと欠いて、「疲れた」だと？　フルマラソンを完走してからトライアスロンにだって出場できそうな、身体能力の化け物のくせに。

「なんだ。なにを見ている」

　自分でも無理がある言い訳だと思ったのか、九衛は攻撃的に衡のことをにらみつけてきた。衡はやはり「いや」と首を振り、

「わかったよ。ここで休むんだな？」

「…………ああ」

　二人は岩がん礁しように腰を落ち着けた。この場所からは白しろ山やまさんの姿がよく見えた。浮き輪の上で所在なく、ぷかぷかと揺れ漂ただよっている。白い髪を遠目に見ながら、衡はふと心配になった。この辺りには、鮫さめはいないだろうが男はうようよしている。誰だれかに話しかけられているようだったら、すぐにでも助けに行こう、と心に決めたところで、

「…………あのな、コウ」

　九衛が、ぽつりと口を開いた。

「あのな──今から、九衛は変なことを言う。でも、そのことを、絶対に、絶っっっ対にシロさまに言うんじゃないぞ。これは約束だからな。この約束をしないと、九衛はおまえにこのことを言ったりなんかしないんだからな」

　九衛の顔つきは真剣そのものだ。下へ手たな冗談で答えたりしたら──きっと、九衛は二度と自分に対して心を開いてくれなくなるだろう。

　そこまで考えたところで、ふと気づいた。

　今、自分は九衛に相談を持ちかけられているのだ、ということに。

　初めて会った頃には、絶対に考えられない出来事だった。それだけ彼女が抱える『なにか』が重大なことだというのか──それとも、あるいは自分が信頼されているということなのか。その判断はつけないまま、衡は頷うなずいた。

「──、わかった。言わないよ」

「絶対、絶対だぞ！　言ったら大変だからな！　殺すからな！」

　虚きよ勢せいに聞こえないところが恐ろしい。衡は濡ぬれた髪をぽりぽりと搔かいた。

「わかったよ。約束する」

　うむ、と九衛は頷き、それからびしっと手を差し出して、

「じゃあ、指切りだ」

「……なんだって？」

「指切りげんまんだ！」

　海は知らないくせに、指切りは知っているのか、と思ったが、九衛の行動にいちいち突っ込みを入れていたら夏が終わってしまう。衡は大人しく、九衛と小指を絡め合わせた。手と同じように、小さく、華きや奢しやな指だった。

「ゆーびきーりげーんまーん、うーそつーいたーら、市中引き回しの上『夜よる房ふさ』で首をはねて『鞄かばん』にたーたきーこむー。ゆーびきった！」

「……、指切った」

　これは、約束を破ったら本当に殺されそうだ。

　早まったかな、と肝を冷やしつつ、衡こうは促うながした。

「それで？　なんの話だ？」

「…………、あのな、コウ、おまえは、おまえはさ…………」

　それから言葉を切って、しばらくの沈黙、そのあとに、九衛クノエはか細い声で、




「九衛が、シロさまの足かせになっていると思うか？」




　衡は、すぐには答えなかった。

　前を向き、空を仰あおぐ。どこまでも高く、青い空。それを見上げながら、衡は尋ねる。

「……なんで、いきなりそんなことを聞くんだ」

「さっき、思ったんだ。シロさまが九衛をウミに連れ出そうとしたときに。そのときに、シロさまは、鞄のことを少しも気にしていないようだったから」

　よくわからない。首をかしげた衡に、九衛は苛いら立だたしげに、

「だって、そうだろうが。鞄のことを大事に思っているのなら、九衛と同じように、鞄のことを気にかける素そ振ぶりを見せるはずだ。それなのに、シロさまは、『少し鞄から離れていたい』と言った」

　ぽつぽつと語る九衛からは、いつもの傲ごう慢まんさがすっかり消え失うせていた。そこにあるのは、ただ、好きな人に嫌きらわれているのではないかと不安になる、かよわい女の子の表情だった。

「……もしかしたら、シロさまは、鞄や九衛を嫌いになってしまったのかもしれない。鞄があるから、シロさまは簡単にはウミに遊びに行けなかったんだし、それに、────いろいろ、辛つらい思いも、なさってきたんだから」

「…………」

「コウ。おまえは、どう思う？　九衛と鞄は、シロさまの、重荷になっているのかな？」

　衡は口を噤つぐみ、弱々しげに瞬まばたく九衛の瞳ひとみを見つめた。すぐに答えなかったのは──九衛の言葉を、以前、まったく違う存在からぶつけられたことがあったからだ。

『狭さ霧ぎり』のアカシャ。

　人の姿を、記憶を、能力を写し取る、『迷Ｄ妄ｉアａムｂネｌジｏアｓ』という『領域ナワバリ』を持つ阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。

　彼女もまた、『鞄』は不幸の元凶でしかないということを言っていた。白しろ山やまさんの黒い鞄は、持ち主に不幸しかもたらさない、ただの重荷なのだと。

　しばらく迷ってから、衡こうはそれを打ち明けることにした。九衛クノエが──あの九衛が、こんなにも不安そうな表情で、相談を持ちかけてきているのだ。それならば、せめてこちらも、腹の内をすべて明かすべきだと思った。

「九衛。アカシャのことは覚えてるか？　ほら、一ヶ月前に現れた阿ア頼ラ耶ヤ識シキ」

　む？　と九衛は片かた眉まゆを上げる。なんの関係がある、とでも言いたげだ。

「覚えているぞ、あいつだろ、あの──霧きりの奴やつ」

「そうだ。あいつがさ、同じようなことを言ってたんだよ。『鞄かばん』は白しろ山やまさんの重荷にしかならないから、誰だれかが奪ってやるべきなんだって」

　九衛の表情が、強こわばった。構わずに、衡は言葉を続ける。

「で、おれに協力を申し出てきた。そうすれば、白山さんを解放することができるからって」

　ごくり、と唾つばを飲み込んでから、九衛はぎとぎとの不安にまみれた表情で、

「……お、おまえは、なんて答えたんだ？　──まさか──」

　それを見て──

　衡は、大声で笑い出した。

「そこでおれが『はい』って答えてたら、そもそも今おまえの隣となりにいたりなんかしないだろ。もう少しよく考えろよ」

　九衛は目をぱちくりさせている。衡の言葉が彼女の脳内に染み通るまで、たっぷり五秒以上の時間を必要とした。それから九衛は牙きばを剝むき、隣にいる衡の肩口に、がぶっと嚙かみついた。

「あだっ!?　な、なにするんだよ！」

「黙れバカコウ、こっちの台詞せりふだ！　思わせぶりなこと言うんじゃない、結論から口にしろこのばかたれっ!!」

　嚙みつかれた衡以上の剣けん幕まくで、九衛は一気にそうまくし立てた。その瞳ひとみが潤うるんでいるように見えたが、深く追及するのはやめておいた。前を向き、言葉を続ける。

「おれはさ、九衛。おまえや白山さんが、今までどんな経験をしてきたのかは知らない。それを白山さんに聞いたこともない。ただ、打ち明けたくなったらいつでも聞く、ってことだけを、白山さんには伝えてある」

「…………」

「おれなんかじゃ想像もつかないような、残ざん酷こくな経験をしたんだろうってことは知ってるけど、そこまでだ。それ以上は詳しく知らない。──でも、そんなおれにでもわかることはある」

　そこで、衡は九衛の瞳をまっすぐに見た。

　ただの女の子のような、捨てられる子供のような、恐れに満ちた九衛の瞳を。

　意識していたわけではない。ただ、手が伸びて、九衛の小さくて柔らかい手を握っていた。九衛はびくりと肩を震ふるわせたが、嫌いやがるような素そ振ぶりは見せなかった。

「それはな、おまえが、白山さんにとって、なによりも大事な存在だってことだよ。家族同然の、もしかしたらそれ以上にかけがえのない存在だということだ」

「────」

「おまえが隣となりにいない白しろ山やまさんのことを、おれは想像できない。おまえがいなくなったあとに、白山さんが笑顔でいられるとも思わない。だからおれは、アカシャの申し出は断った。『鞄かばん』のことは知らない。知らないことは答えられない。ただ、白山さんがおまえをどれだけ大切に思っているかってことくらいは、こんなおれでもよく知ってるからな」

　九衛クノエは──

　なにかを言おうとした。かすれて言葉にならなかった。大おお慌あわてで顔を背そむける。その横顔を見なかったのは、衡こうの優やさしさというものだろう。

　震ふるえる九衛の肩に気づかないふりをしながら、衡ははっきりした口調で、

「だから、さっきの質問に対するおれの答えは、こうだ。『鞄が』白山さんの足かせになっているかどうかはわからない。しかし、『おまえが』白山さんの足かせになっているということは、絶対にない。確実だ。それだけは、断言できる」

　そう言った。

　九衛は、やはり、答えない。

　うつむかせた顔を上げもせず、岩の上に落ち着けたお尻を動かしもしない。力なく垂たれたつま先が、海面を緩ゆるく引っ搔かいているのが見えた。なにか間違ったことを言っただろうか、と不安になり、その顔を覗のぞき込もうとすると、

「うわっ!?」

　いきなり、突き飛ばされた。

　岩から海の中へと、頭から転げ落ちる。しばらくもがいてから立ち上がり、九衛に文句を言おうと口を開こうとして、

「ばぁか」

　九衛は、こちらに背中を向けたまま、そんなことを言った。

　ぐじ、という音を漏もらして、九衛は上を向く。今どんな表情をしているのか、彼女のお団子頭はなにも答えてくれない。

「──ニ、ニンゲンのくせに、知ったふうな口を利きくんじゃない。そんなこと、──そんなこと、おまえなんかに言われるまでもなく、九衛はわかってるんだからな」

　衡は、小さく笑った。

「そうだな。おまえはずっと白山さんと一緒にいたんだから、それくらいはわかってるか」

「そ、そのとおりだ」

「悪いな、わかりきったことを言っちまって」

「…………べ、別に、気にしなくていい。九衛は心が広いからな。許してやろう」

「そうか。ありがとう」

　九衛クノエは答えず、ただ腕で自分の目元を、ごしごしとこすった。それから彼女は、「ふん」と鼻を鳴らして、岩から降りた。ざぶざぶと水を搔かき分けながら、独り言のように、

「──ずいぶん長くシロさまから離れてしまった。おい、もう戻るぞ、コウ」

「ああ。わかった」

　とりあえず、伝えるべきことは伝えたのだ。それを九衛がどう受け止めたかはわからないが、少なくとも、悪いようには伝わっていないはずだ。それならばいいか、と思い、九衛と一緒に歩き出そうとしたところで、




　誰だれかが、衡こうの足を摑つかんだ。




　　　　◆




　信頼できるニンゲンなど、ひとりもいないと思っていた。




　なぜなら、今まで九衛が目にしてきたニンゲンは、どいつもこいつも自分のことしか考えていないクズばかりだったからだ。もろくて弱くて頭が悪くて、自分の都合ばかり主張して白山さんや九衛のことなどこれっぽっちも気にかけないゴミ野郎ばかり──というのが、ニンゲンに対する九衛の正式な評価だ。

　問題なのは──白山さんもその『ニンゲン』であり、そして『ニンゲン』は『ニンゲン』の中でしか生きていくことができない、ということだった。

　九衛にとって、自らの主人である白山さんは例外だった。唯ゆい一いつの評価に値するニンゲンであり、仕つかえ、守り、敬けい愛あいすべき対象だった。

　それなのに、白山さんは他の薄汚いニンゲンと一緒でなければ生きていけない。他のニンゲンとの繫つながりをすべて断って、鞄かばんにだけ寄より添そって生きていくのは不可能ではなかったが、それはあまりにも寂さびしすぎる。

　それならば、せめて自分だけはニンゲンを信じないようにしようと、決めていた。

　信頼することはない。信頼できるはずもない。信頼する必要だって見当たらない。白山さんがニンゲンと一緒にいるのなら、他のニンゲンを信じなくては生きていけないというのなら、自分は白山さん以外のニンゲンに心を預けることはやめよう。

　そうしなければ、いざというときに白山さんを護まもることができないから。

　あの、無む垢くで、かよわく、それゆえに愛すべき白髪の主人が、信頼する誰かに裏切られたとき──九衛までそいつのことを信頼していたとしたら、どうすることもできないから。

　だから、今までずっと、ニンゲンに対する不信は拭ぬぐわないでいたのだ。

　それなのに。

　九衛クノエは、衡こうに相談を持ちかけてしまった。なぜそんなことをしたのかは、自分でもわからなかった。ただ、「鞄かばんから離れていたい」という白しろ山やまさんの言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、ある不安が芽生えたのだ。

　九衛にとって、鞄は大切な存在だった。なぜなら──そう、なぜなら、鞄は内側に『囊界ノーガ』を含んでいるから。『囊界ノーガ』は九衛の故こ郷きようであり、故郷は大切なものだ。だから九衛は、自分が鞄を守ることに、なんの疑問も持っていなかった。

　しかし、シロさまにとっては──？

　そう思った瞬間、どうしようもない不安を覚えた。それはあっという間に成長し、九衛の心を縛しばりつけた。九衛はそれを誰だれかに吐き出さずにはいられなかったのだ。本来ならば、不安を覚えれば白山さんに打ち明けるところだ。けれど今回ばかりはそうするわけにはいかない。それなら、その次点にいるのは──

　あの、コウという間の抜けたニンゲンだった。

　決して、信頼しているというわけではない。そうとも。なんで九衛が、あんな脆ぜい弱じやくなニンゲンなどを信頼しなくてはならないのだ。

　けれど、あいつはニンゲンにしては、その、マシな部類に入るほうだった。いや別に信頼しているというわけでは全然ないのだが、あいつがいたからこれまで阿ア頼ラ耶ヤ識シキを捕まえてこれたのは事実だし、シロさまを助けたことも一度や二度ではない。その功績は評価してやってもよかった。だからこそ、相談を持ちかけて──

　そして、衡は実に的確な答えを、九衛に与えてくれたのだ。信頼していないはずのニンゲンに励まされて、思わず目が潤うるむほどの安あん堵どを覚えていれば、世話はない。

　本当に、情けない──

　そんな物思いに囚とらわれながら、白山さんの元に戻ろうとした、ちょうどそのとき。

　背後から、水音が聞こえた。

　のろのろと振り返っても、そこには、誰もいなかった。ただ、海面に広がる波は紋もんがそこにあるだけだった。

「……おい、コウ？」

　答えはない。衡がいたはずのそこには波と泡が立つばかりで、辺りを見回しても、九衛を励ましてくれた少年の姿は、どこにも見出すことができなかった。

「ふざけるのはやめろ。隠かくれてないで出てこい」

　ざわり、と騒さわいだ胸のうちを沈めるように、九衛は声を大きくしてそう言った。

　もちろん答えはない。

「おい！　いい加減にしろ、怒るぞ!!」

　潮しお風かぜの音だけが、九衛の耳に返ってきた。濡ぬれた身体が風に晒さらされて、九衛は冷え込んでいくような感覚を味わっている。その感覚に突き動かされるように、九衛は口を開こうとして、

　ぴたりと止まった。

　人の姿も見当たらない、沖合に揺らめく無数の波。

　その波の隙すき間まから、人の手が見え隠れしていた。

　九衛クノエでなければ気づくことさえできなかっただろう。溺おぼれるものの最後のあがきのように、その手は二、三回宙を引っ搔かくと、波間に紛まぎれて見えなくなってしまったからだ。

「─────」

　なにかを明確に考えていたわけではない。真っ白になった頭の命ずるままに、九衛は岩がん礁しようを蹴けりつけて海中へと頭から飛び込んでいた。

　身体にまとわりつくような重ったるい海水を搔き分けて、九衛はがむしゃらに足をばたつかせる。ただ自らの身体能力だけを頼りにして、九衛は魚雷のような速度で海中を進んでいく。海中に響ひびく轟ごう音おんに耳を圧せられながら、九衛は首にかけていた弐に式兵装・『ココノツ大蛇おろち』を右手に握り締めていた。

「っぶは！　ど、どこだ!?」

　距離感覚が「ここだ」と声をあげた辺りで、九衛は泳ぐのをやめて海上に顔を出した。ぶるぶると濡ぬれた犬のように水滴を振り払い、視界を確保しようとする。

　衡こうの姿は、やはりどこにも見当たらない。

　九衛の周りにも、先ほどの岩礁にも、どこにも。

「──コウ！　どこだ!!」

　焦りが胸を浸しん食しよくしていく感覚。なぜ自分がこんなに焦っているのかも、九衛にはわからなかった。ただのニンゲンが、唾だ棄きすべき愚おろかなニンゲンが、その脆もろさゆえに海の藻も屑くずとなってしまおうとも、以前の九衛だったら歯し牙がにもかけなかっただろうに。

「コウ!!　返事をしろ!!」

　ほとんど泣きそうな顔になって、九衛はそう怒ど号ごうする。奥歯を砕くだけんばかりに嚙かみしめる。もしもこのまま、衡がいなくなってしまったら──そんな想像が頭によぎり、ぞっとするような感覚が、九衛の心臓を握りつぶそうとした。

　そのときだった。

「────、なんだ？」

　常人をはるかに凌りよう駕がする九衛の耳が、奇妙な音を捉とらえた。

　誰だれかの話し声とも、なにかの鳴き声ともつかない、今まで聞いたことのない音だ。

　やはり、深く考えたわけではなかった。なんの手がかりも見つからない以上、自分の感覚を信じるしかないと思っただけだ。九衛は身体を丸め、海中深くへと自分の身体を潜もぐらせていく。ほとんど逆立ちのような状態になって、ただひとつ衡に教えてもらった泳法であるバタ足を使って、すぐさま九衛は海底にたどり着き、そこにぴたりと張りついた。

　目を閉じる。身体の動きの一切を凍結させ、海底で一生を終える貝のように、全神経を聴覚に集中させた。

　心身を削り取られるような、十数秒の後に、それは聞こえた。

「!!」

　かっと目を見開き、海面で渦を巻くような勢いでそちらに視線を向ける。ごぼっ、と口から大量の気泡が漏もれたのは、「見つけた！」と思わず叫んでしまったからだ。九衛クノエは再び身体を丸めて、両足を海底に着け、そこを思いっきり蹴けりつけた。

　陸上ならば数メートルの跳ちよう躍やくという形で現れたであろう力は、そのほとんどが水の抵抗力によって殺されてしまった。それでも、推進力は次から次へと生まれてくる。強きよう靭じんな『守憑霊ツキダマ』の脚力は、慣れない海中にあっても凶悪なまでの速度を生み出していく。

　海水が耳元を流れていく、鈍い音に混じって──

　今度こそ、それははっきり聞こえた。

「・・・─────・──・・──」

　言葉ではない。さりとて鳴き声でもない。それは、なんらかの信号のように、九衛の耳には聞こえた。電子音に近いが、肉声特有の湿り気も感じられた。

　そして、

「……！　…………、…………!!」

　それに混じってもうひとつ、別の音が聞こえてくることに、九衛は気づいた。

　海流の中で、九衛は目を細める。それら二つの音は、会話をしているようでもあり、言い争っているようでもあった。いずれにしろ、と九衛は思い、右手に握った『ココノツ大蛇おろち』に自らの意志を伝えた。

　あいつらが、コウを攫さらった奴やつらであることに、疑問の余地はない。

　つまり──九衛の敵ということだ。

　九衛は『守憑霊ツキダマ』だった。甘っちょろいニンゲンとは違う。敵に容よう赦しやするということを知らず、よって彼女は即座に『ココノツ大蛇おろち』を繰り出した。

　水中を切り裂くように、大蛇おろちの頭が前方へと進んでいく。九衛の意志を反映して、まさしくヘビのような曲線を描き、二つの声の発生地点へと牙きばを剝むいて襲いかかっていく。その瞬しゆん間かん、声は消え失うせ、代わりに水を搔かき分けて逃げ出す音が聞こえてきた。

　気づかれたか、と舌打ちをして、九衛は右手に微妙に力を込める。音は二つ、違う方向へと逃げていく。右だ、という意志を『ココノツ大蛇おろち』に伝えると、先せん端たんが水中でぐるりと方向を変えた。その視覚や聴覚を、九衛が共有することはできないが──

　しかし、『ココノツ大蛇おろち』が水中のなにかに嚙かみつき、嚙み砕くだいた感触は、確かに右手に伝わってきた。

「──くそっ」

　ごぼり、と泡を立てて、九衛は海中で悪あく態たいをつく。本当は嚙み砕くつもりはなかった。嚙みついて、そのまま巻き付かせ、『敵』の身柄をこちらに持ってくるはずだったのに。そうすれば、衡こうの行方ゆくえもわかったはずだが──と思ったところで、ふと九衛クノエは気づいた。

『ココノツ大蛇おろち』が敵と接触した空間に、なにか、大きなものが浮かんでいる。

　海中のぼやけた視界の中でも、それがニンゲンであるということはかろうじてわかった。物も言わずに『ココノツ大蛇おろち』を操作し、そのニンゲンに巻き付かせる。『収しゆう縮しゆく』を行ってそのニンゲンを回収すると同時に、九衛は急いで海上に向かい、身体を抱き止めた。

　衡だった。

　九衛は慌あわてて、衡に向かって呼びかけた。

「──っぷあ、こ、コウ！　無事か!?　おい!!」

　答えぬまま、ぐったりとうなだれて、九衛のほうに寄りかかってくる。ぞっとするほど重い。その重さには、意志が感じられなかった。生き物を抱えているのではなくて、物を持ち上げているような、そんな気分。

「コウ、答えろ！」

　目の前に衡がいるにもかかわらず、九衛は衡がいなくなったとき以上に動揺していた。こういうとき、どうすればいいのかまったくわからなかった。九衛は敵を切り刻む方法なら幾いく千せんも知っている。しかし、溺おぼれたニンゲンを蘇そ生せいさせる術すべなどひとつも知らない。

「コウ、コウってば、め、目を覚ませ──、あ？」

　立ち泳ぎをしながら、返事をしない衡の肩を揺さぶろうとしたところで、気づいた。

　傍そばに、誰だれかがいる。

　それは、ニンゲンのようだった。少なくともニンゲンの少女の姿をしている。日に焼けた肌と髪を海水で濡ぬらしながら、少女は衡の身体を摑つかみ、岸に向かって泳ぎはじめていた。

「お、おい」

　戸惑う九衛に、日に焼けた少女は、はっきりとした声で指示を出した。

「……砂浜へ向かう。そこで処置を施ほどこせば、まだ間に合う。あなたも手伝って」

　断定的な口調に、質問を差し挟むことはできなかった。九衛の身体はただ、「まだ間に合う」という言葉に操られるようにして、少女の指示に従っていた。




　　　　◆




「う……」

　濁にごった声が、自分のものだと気づくまでに、しばらくかかった。

　視界がぼやけている。目をこすろうと腕を持ち上げようとして、それが鉛なまりのように重くなっていることに気づいた。とてもではないが、起き上がることなどできそうにない。

「……衡、くん？」

　ふと、ぼやけた意識の中に、そんな声が響ひびき渡わたった。

　よく見ると、目の前になにか白いものがある。なにを考えるでもなく、衡こうはそちらに手を伸ばしていた。柔やわらかくて温あたたかいものが、手のひらに触れる。なんだろう、としきりに瞬まばたきをして、視力を回復させると──

　白しろ山やまさんだった。

　正確には白山さんの頰ほおに、衡の手が触れているのだ。

「……!?　ご、ごめっ、」

　一気に覚かく醒せいし、慌あわてて手を離そうとする。できなかった。なぜなら瞳ひとみにいっぱいの涙を湛たたえた白山さんが、自らの頰に触れた衡の手を、ぎゅっと握り締めたからだ。そうしなければ、衡がまたどこかへ行ってしまうとでも言うように。

「──よか、っ、よかった──目、覚まして、くれた──」

　白山さんの顔が、くしゃくしゃに歪ゆがんだ。きつく閉じた目から、涙が幾いく粒つぶもこぼれ落ちていく。ぽろぽろと落ちるそれは、衡の頰に当たって弾はじけた。

「あら、目を覚ましたの。応急処置がうまくいったようね」

　ふと、怜れい悧りな声が響き、衡はそちらに視線を向けた。遠とお咲さき先せん輩ぱいだ。周囲には、伊い織おりや青せい嵐らんや九衛クノエといった、いつものメンバーが揃そろっている。衡を含む一同が腰を落ち着けているのは、どうやら昼間に立ち寄った、あの海の家のようだった。あちこちに飾られている絵画が、そのことを衡に教えてくれている。

　白山さんに右手を預けたまま、衡はわけもわからず口を開く。

「……えーと、あの、遠咲、先輩？　いったいなにが……」

　そんな疑問を口にすると、遠咲先輩の後ろにいた九衛がばっと立ち上がった。怒りに燃える瞳で衡のことをにらみ据すえながら、つかつかと近づいてきて、その頭を叩たたき飛ばした。

「あいたっ!?　な、なにするんだいきなり！」

「黙れっ!!　こっちの台詞せりふだこのクソバカコウが、いきなりいなくなったりするんじゃない死んだかと思っただろこのアホッ！」

　いなくなる？

「……衡くん、うみ、海で、溺おぼれて、ぐすっ、それで、九衛が、助けたんだけど、全然、返事、してくれなくて、わたし、衡くん、死んじゃうと思って、それで、それで──」

　ぐうう、と奇妙な音を漏もらして、白山さんは衡の手にさらに強くしがみついた。嗚お咽えつをこぼす白山さんにどうしようもない焦しよう燥そうを覚え、衡は困ったように遠咲先輩を見た。
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「おれ、溺れたんですか？　どうして？」

「わたしが知るわけないでしょうそんなこと。そのときの状況、覚えてないの？」

「……ええっと……どうだったかな、確か……」

　岩場で九衛と話していたことは覚えている。誰だれにも打ち明けることのできない九衛の悩みに、正しい答えを返すことができたと思う。それから、二人して白しろ山やまさんのところに戻ろうとして──といったところで、記憶が怪あやしくなっていた。

「──うーん、すいません、思い出せません。岩場にいたところまでは覚えてるんですが」

　そう答えると九衛クノエに再び頭をハタかれた。

「遠くまで泳ぎに行くのならちゃんとそう言っておけ！　なにも言わずにあんな海のど真ん中まで行って、しかもそれで溺おぼれるなんて、おまえはどれだけフリーダムなんだ!!」

　泳ぎに行った覚えなどない。が、九衛の話では、そういうことになっているらしい。青せい嵐らんも、肩をすくめて衡こうを非難した。

「まったく──この人がきみを見つけていなかったら、今頃海の底にいたところだよ？　きちんと感謝しておくんだね」

　そう言って、青嵐は佇たたずんでいた少女に目を向けた。

　日焼けをしたその姿には、見覚えがあった。確か、汐せきといったはずだ。この海の家を営む老夫婦の孫娘で、たくさん飾られた絵を描いた本人。

「……あ、あの辺は、潮しおが速いから」

　不意に、汐が口を開いた。その口調はたどたどしく、ぶっきらぼうだ。

「慣れてないと、流される。それで死んだ人は、さすがにいないけど、溺れる人は結構いる。あの、あたし、見てたから、助けなきゃと思って。そっちの子と一緒に」

　ちらり、と九衛クノエのことを見る。九衛は腕を組んで、一いつ瞬しゆんだけその視線を見返して──すぐに外はずしてしまった。こいつは傲ごう慢まんなわりに、意外と人見知りをする。

　ともあれ、この女の子が自分を助けてくれたらしい。衡こうは起き上がり、頭を下げた。

「どうも──面倒をかけてしまったみたいだ。助けてくれてありがとう」

　汐せきは照れくさそうに頰ほおを搔かき、ふい、と目をそらしてしまった。

「別に、いい。感謝されたくてやったんじゃないし」

「いや、それでもお礼は言わないと。きみがいなかったら、死んでいたかもしれない」

　そう言ったところで、くいくい、と手首を引っ張られた。

　九衛だ。

「おい。なにか忘れてるんじゃないか」

「──？　なにかって？」

「だから、その。感謝をするのは、そいつだけなのか、という話だ」

　いつになく、ぼそぼそとした口調で、九衛はそう言った。上うわ目め遣づかいにじっと見上げてくる。その視線に見み据すえられて、ようやく衡は「ああ」と声をあげた。

「そうだったな九衛、他にも感謝しなくちゃいけない人がいた」

「そ、そうだろ？　よし、いいぞ、存分に感謝するといい、拝んでも構わないぞ──」

　衡は遠とお咲さき先せん輩ぱいに向き直り、

「どうも、ありがとうございます。応急処置をしてくださったそうで。助かりました」

　衡の悪ふざけに乗るように、遠咲先輩は唇を歪ゆがめ、

「あまり水を飲んでいなかったのが幸いしたわね。もう少し具合が悪そうだったら、救急車を呼んでいたところだけど。ま、礼を言うには及ばないわ」

「そんなことはありませんよ、遠咲先輩がいなかったらどうなっていたか──あだだっ！」

「おい、ふざけるのもいい加減にしろよバカコウ!!」

　牙きばを剝むいてがなり立て、九衛は小さな手で思いっきり衡の髪を引っ張った。さすがに冗談が過ぎたようだ。痛みの中で、それでも笑いながら、衡は九衛に目を向けて、

「ありがとうな、九衛。おまえがいてくれてよかったよ。本当に助かった」

「…………、お、おう。うん。まあ、そ、そうだな」

　自分で感謝しろと言ったくせに、いざ衡が礼を言うと、九衛は照れたようにそっぽを向いてしまった。てっきり骨の髄ずいまで恩に着せられると思っていただけに、衡は意外に思って九衛の横顔をまじまじと見つめてしまった。

「ところで。新にい島じま汐さん」

　と、そこで遠咲先輩が、汐のことを見た。

「え？　あ。はい」

「平ひら沢さわくんを助けてくれて、ありがとうございました。あらためてお礼を申し上げます」

　立ち上がり、へその上に両手を載のせて、遠とお咲さき先せん輩ぱいは深々とお辞儀をした。衡こうも九衛クノエも白しろ山やまさんも伊い織おりも、目を丸くしてそのお辞儀を見つめている。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいと傍ぼう若じやく無ぶ人じんと冷血非道を足して三倍にしたような普段の遠咲先輩からは、想像もできない光景だった。

「あっ、いえ、そんな──大したことを、したわけでは」

「いいえ。あなたはわたしたちの友人の命を助けてくださったわけですから。──どうでしょう、これからわたしたちは宿に戻って、夕食にしようと考えているのですけど、その席にあなたを招待させていただけませんか？　せめてものお礼として」

　なにを企たくらんでいる、と衡は思った。

　衡だけではなく、遠咲朱しゆ遊ゆという人間を知るものであれば、誰だれしもそう思っただろう。事実、伊織と青せい嵐らんは訝いぶかしげに眉まゆを寄せて遠咲先輩の後頭部を見つめていた。

　ただひとり、白山さんを除いて。

「そっ、それがいいです！　衡くんを助けてくれたのだから、お礼をさせてください！」

　普段は引っ込み思案で、なにか言われるとすぐにしょげてしまうくせに、『こう』と思い込んだときの白山さんは意外なほどの迫力を発はつ揮きする。汐せきは眠たげな目を見開いてそんな白山さんを見つめ、迷うように唇を開いた。

「で、でも、あたしは、その」

「無理にとは言いませんが、よろしければ、是非」

　遠咲先輩の口調は丁てい寧ねいだが、瞳ひとみは少しも笑っていない。意識しているのかどうかわからないが、彼女の視線には有無を言わせないような圧力がある。『図書館部』の中でもその圧力に抵抗できるのは、青嵐くらいのものだろう。

「……あー、う……」

　汐は、どうやら口べたな女の子らしい。木ぼく訥とつな表情に困惑を浮かべて、あちこちに視線を漂ただよわせている。衡がフォローを入れようかと思ったところで、

「いいじゃないの。行ってきなさいよ、汐」

　店の奥から、そんな声が響ひびいてきた。

「……おばあちゃん。でも」

「せっかくこちらの方々がこう言ってくださってるんだ、ここは有あり難がたくお誘いに乗っておきなさいな。それに、ほれ。前から東京に行きたいと、あんた言ってたじゃないの。良い機会だから、東京の話、いろいろ聞かせてもらいなさい」

　にこにこと人の好い笑みを浮かべながら、汐の祖母はそんなことを言う。それを聞いて、汐は小さく息を吞のんだ。足下を見つめて、何事かを考えるような間。

　それから──汐は首を伸ばし、まっすぐに遠咲先輩を見つめた。

「……本当に、お邪じや魔まじゃ、ない？」

「もちろん」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいのそれと同じように、汐せきの目も静かな色をしていた。その目をゆっくりと瞬まばたかせながら、彼女は軽く頭を下げて、こう言った。

「それなら──お言葉に、甘えさせてもらう。よろしく」




　　　　◆




　それぞれの自己紹介は、コテージに向かいながら、ということになった。

　衡こうはずいぶん長いあいだ気を失っていたらしい。砂浜から車道へと上がる階段を踏ふみしめて、ふと後ろを振り返ると、すでに太陽がその半身を水平線に浸ひたしているところだった。

　星が見える。まだ夜ではないのに、薄うす闇やみの向こうに瞬またたく光が見えた。隣となりにいる白しろ山やまさんに、ふと視線を向けると、彼女もぽかんと口を開けて空を見上げていた。肩から羽は織おるパーカーは大きすぎて袖そで口ぐちの辺りがぶかぶかとしていて、指先だけがちょこんと出ている。かわいい。

　と、白山さんが衡の視線に気づいた。頰ほおが赤くなり、えへへ、とごまかすように笑う。

「──海際って、星がよく見えるのかな？」

　それに答えたのは、衡ではなかった。白山さんの前を行く汐が、ぽつりと、

「この辺りは、だいたいこんな感じ。雨が降る前の日とか、梅つ雨ゆの最中とかは、晴れててももう少し霞かすむけど」

　衡と白山さんの視線が彼女に集中する。それを受けて、汐は焦ったように視線をそらし、

「ご、ごめん。話、邪じや魔まするつもりは、なかったんだけど」

　その言葉に、白山さんはぶんぶんと首を振った。

「邪魔だなんて、そんなこと！　教えてくれて、ありがとうございます。わたしたちの住んでるところでは、こんなに星が綺き麗れいに見えることなんて、ほとんどなかったから──」

「東京は、違うの？」

　車道を時折行き交う自動車は、すでにヘッドライトをつけている。対向車線のビームライトに、眩まぶしそうに目を細めながら、遠咲先輩が振り向いて答えた。

「東京で星なんてほとんど見えないわ。一等星くらいになれば話は別だけど、それ以外は冬にぽつぽつ見えるくらいかしら」

「……月は？」

「え？」

「東京では、月も見えない？」

　全員、なに言ってるんだろうこの人は──という目で、汐のことを見た。

　さすがの汐も慌あわてたらしい。顔の前でぶんぶんと手を振り、

「──な、なんでもない。今のなし。忘れて」

　まさか本当に、東京に月がないなどと思っていたわけではないだろう。反射的に口を突いて出てしまったのかもしれない。物を知らないわけではなく、単純に天然なのだろう。

　汐せきは顔を赤らめてうつむき、それからごまかすように質問を投げかけてくる。

「と、ところでさ。あなたたちは──その、どういう人たち？」

　そういえば、自己紹介がまだだった。衡こうは頷うなずき、

「東京の高校に通ってて、そこで『図書館部』──じゃなくて、文芸同好会、みたいなことをやってるんだ。ここに来たのは、そっちの先せん輩ぱいに誘われたから。あ、ちなみにおれは、平ひら沢さわ衡です。よろしく」

　さっと手を差し出すと、汐はほとんど反射的にそれを握った。「あ」という顔。衡は握った手を軽く振り、離し、そこに遠とお咲さき先輩がやってきて、

「遠咲朱しゆ遊ゆ。文芸同好会、通称『図書館部』の副部長よ。よろしくね」

　手を差し出した。握る、振る、離す、のワンセット。汐の顔は呆あつ気けに取られた人のそれで、こんなおもしろい状況を伊い織おりが逃すはずがなかった。近づいてくる。

「ども、桐きりヶが谷や伊織といいます。そっちの衡と一緒に、『図書館部』でヒラやってます。──あいつのこと助けてくれて、どうもありがとな。これからよろしく」

「よ、よろしく」

　ワンセット。次。

「葛くず葉のは青せい嵐らん、なんと『図書館部』部長らしいよ。びっくりだよね、ほとんど幽ゆう霊れい部員のボクが部長って。まあそれはそれとして、どうぞよろしく。あ、そうだ、汐さん」

「はい？」

「きみ、キスは好きかな？」

　にい、と笑う青嵐の首根っこを、伊織が無造作に摑つかんで汐から引き離した。

「なにするんだい伊織くん、苦しいじゃないか」

「こっちの心のほうが苦しいんだから我慢してください。あと初対面の相手にそういうことを言うのはやめてください」

「おや？　もしかしてそれは嫉しつ妬とというヤツかな？　ボクが他の人とキスをするのが耐えられないと？　ガタイに似合わずきみもかわいいところがあるね」

「いや単純にみっともないからやめてくださいってだけなんですが」

　汐をそっちのけで、伊織と青嵐はぽんぽん言い合っている。それがゲストに対する態度か、と衡はため息をつき、

「……まあ、こんな感じの人たちだ。で、まだ二人くらいいるんだけど──白しろ山やまさん」

「あ、う、うん。あの、──し、白山、閑しず花かと申します。よろしくお願いしますっ」

　ぺこり、と頭を下げる。その態度にこそ、汐は狼ろう狽ばいしたようだった。しどろもどろになり、自らもぐいっと頭を下げ、

「こ、こちらこそよろしくお願いしま──あいたっ！」

「いたっ!?」

「ご、ごめんなさい、頭突きをするつもりは──！」

「い、いえ、こちらこそ、変なことしちゃってごめんなさい！」

　……この二人、結構似たところがあるかもしれない。

　呆あきれつつ、衡こうは最後のひとり、九衛クノエに目を向けた。挨あい拶さつをする気配など微み塵じんもない。汐せきのことを見てすらいなかった。沈む夕日を飲み込みつつある、オレンジに染まる海の景色を、ため息をつくようにして見守っている。よほど海がお気に召したらしい。

　それを見届けてから、衡は自分が九衛を紹介することにした。九衛にアドリブを期待するような甘さは、すでに微塵も存在しない。

「で、この子が──白しろ山やま九衛。白山さんの妹なんだ。『図書館部』じゃないけど、お姉さんと一緒にいたがるから連れてきた。だよね、白山さん」

「え。──あ、そう、そういうことです！　あの、世間知らずな妹だから、もしかしたら迷惑をかけるかもしれませんけど、そのときはわたしに言ってくださいっ！　び、びしっと言いつけますから！」

　白山さんが九衛にびしっと言えるかどうかは別として、衡は一いち抹まつの不安を覚えた。今から自分たちは、汐を招待して夕飯をごちそうするわけだが、そのときに九衛が妙なことを言わないように監視しておかなくてはならない。

　と、汐が九衛の横顔に視線を留めつつ、ぽつりとつぶやいた。

「……でも、その子、すごいよね」

　ぎくり、と心臓が鳴った。なんでもないふうを装いつつ、尋ねる。

「すごいって、なにが？」

「だって。あの岩場から、あなたが溺おぼれている沖合まで、何十メートルも離れてたのに、あっという間にたどり着いた。──なにか、水泳の訓練みたいなこと、やってるの？」

　訓練どころか、九衛が泳ぎを覚えたのは今日なのだ、などとは口が裂さけても言えない。どう答えるべきか窮きゆうしていると、

「ええ。中学校では水泳部に所属していてね、都大会にも出たことがあるの」

　こういうときに限って頼りになる遠とお咲さき先せん輩ぱいが、助け船を出してくれた。

「大会、ですか」

「九衛さんの前でそう言わないようにね。気むずかしい子だから、よく知らない人に褒ほめられると照れてしまってね、『そんなことない』って否定するのよ。『泳いだことだってほとんどない』──なんてね。笑っちゃうでしょ？」

　さすがだ、と衡は舌を巻く。遠咲先輩の表情には、いっさいの揺れがない。噓うそをついているという緊張や負い目など、少しも感じられなかった。

「じゃあ、今度はこちらが聞く番ね。あなたのこと、教えてくれる？」

　汐せきと肩を並べながら、遠とお咲さき先せん輩ぱいは優やさしい声でそう尋ねた。遠咲先輩をよく知る衡こうは、その口ぶりに恐怖に似た警戒を覚えてしまったが、ほぼ初対面の汐はすっかり騙だまされた。

「新にい島じま汐、っていいます。えと、十七歳で、高校生。ここの、隣となりの隣の町の、初はつ城しろ高校ってところに通ってる。あそこの海の家はおじいちゃんとおばあちゃんがやってて、あたしはそこのバイト。魚を釣つったり、貝を獲とったりするのが仕事。給料は完全歩合制で、わりとシビア」

「十七歳ってーと、おれたちの先輩なのか」というのは、伊い織おりの台詞せりふ。

「魚はともかく貝を獲るって。海あ女まさん？」というのが、青せい嵐らんの反応。

　笑うかと思いきや、汐は真面目な顔で首を振り、

「そんなに本格的なものじゃない。海辺にいる貝がほとんどだし、そんなに深いところまで潜もぐるわけじゃないし。この辺に住んでる人なら誰だれでもできる」

　どことなく焦っているような汐の反応を見定めつつ、遠咲先輩は質問を続ける。

「そういえば──あなたのおばあさまが、あなたは東京に行きたがってる、って言ってたわよね。なにか見たいものでもあるの？」

　その瞬しゆん間かん、汐の顔色が、衡にもわかるほどにがらりと変わった。

　重大な問題を目の前に突きつけられたかのような、そんな表情。

　それは、遠咲先輩ですら息を吞のむほどの、劇的な反応だった。なにかまずいことでも言ってしまったのか、と衡は不安になり、フォローをしようと口を開きかけたところで、

「…………ねえさん」

　汐が、ぽつりとつぶやいた。

　その視線は、『図書館部』の誰にも向けられていない。まっすぐに延びる歩道の先、ちらつく街灯の光の下に、腕を組んで立ち尽くしているひとりの女性に向けられている。

　やけに背の高い女性だった。

　衡より背が高く、伊織よりは背が低い。黒にわずかな緑を垂たらしたような、奇妙な色をした髪を無造作に流して、なぜかその身には鮮烈な赤色のチャイナドレスを纏まとっていた。顔立ちは文句なく美しいのだが、サングラスを着用しているために、その目は見えなかった。

　ハイヒールを前後させて、女性はこちらに近づいてくる。

　そのとき、衡は奇妙な音を聞いた。

　なにか──濡ぬれたものを引きずるような音。

　きょろきょろと見回してみても、それらしきものはどこにもない。そんな衡には見向きもせず、その女性はまっすぐに汐に近づき、問いかけた。

「聞いたよ、汐。パオズの邪じや魔まをしたんだって？　どうしてそんなことをする？」

　それだけで、汐はあられもなく狼ろう狽ばいし、

「──いや、それは、」

「とりあえず、経過報告を含めた説明を聞こうかな」

「あの、ね、ねえさん──」

　二人の関係が見えず、衡こうは測るように汐せきと女性を見比べた。ねえさん、と言っているのだから、彼女は汐の姉なのだろうか。それにしては似ていないし、二人のあいだには、家族にあるべき親しみがほとんどないように見受けられた。

　失礼ですが、どなたですか──と尋ねようとしたところで、汐が先に口を開いていた。

「あ、あのね。悪いんだけど、先に行っていてくれないかな。あたし、ちょっと、この人と、話をしなくちゃいけないんだ」

　一同に言い聞かせるように、汐はそんなことを言う。説明を求めるような視線が彼女にいくつも突き刺さり、汐はそのすべてを無視してさらに言いつのる。

「……お願い。あとで、必ず行くから」

「そんなことする必要があるのか、汐？」

　そう言ったのは──名前すらわからない、彼女の『ねえさん』だった。サングラスがわずかに向きを変えて、汐から視線を外はずした。『図書館部』のメンバーに向けられる。

　衡の気のせいでなければ、そのとき彼女は、白しろ山やまさんと、九衛クノエを見ていたはずだ。

　九衛は、ようやく海よりももっと興味深いものに気づいたようだった。『ねえさん』の視線を受けて、その表情から色が抜け落ちる。同じような顔つきを衡は何度か見たことがあった。そしてそのあとはたいてい、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を振り回すような出来事が起きたはずだった。

　と、『ねえさん』は、再び視線を汐に戻した。独り言のように、

「──いっそのこと、ここで──」

「だめっ!!」

　空気が震ふるえるような、大声だった。

　そんなものが汐の喉のどから出てくるなど思ってもいなかった。それを聞いて目を丸くしなかったのは、『ねえさん』と、そして九衛だけだった。九衛はそれまでのはしゃぎようが噓うそのように、息さえしていないのではないかと思うほどの真剣さで『ねえさん』を見つめている。

　と、汐は手を伸ばして、『ねえさん』の手を握り、

「せ、説明、するから。だから、ねえさん、こっちに来て」

　引っ張って行こうとする。『ねえさん』は、心地よさそうな笑い声を立て、

「本当なら、あたしに命令するなんて許さないけどね、汐。あんたにこうして手を握られるのは、ずいぶん久しぶりのことだねえ。いいよ。今はあんたの言うことを聞いておいてやる」

　汐は、肩の力を抜くようにして安あん堵どした。

「──、あ、ありがとう。あの、あなたたちは、先に行ってて。場所は、わかるから」

　いち早く反応したのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいだった。

「……わかったわ。鍵かぎは開けて待っています。行きましょうか、みんな」

　釈しやく然ぜんとしない面おも持もちのまま、『図書館部』のメンバーはその言葉に従った。行き違うように、汐せきは『ねえさん』の手を握ったまま、うつむいて浜辺へと降りていく。『ねえさん』は楽しそうな笑みを顔に張りつけたまま、汐に従って歩きはじめていた。

　もしかしたら、気のせいだったのかもしれない。

　それでも、衡こうは確かにその音を聞いた。思わず立ち止まり、振り返ってしまった。歩き去っていく汐と『ねえさん』の後ろ姿。それを見つめる衡の耳は、今度こそはっきりと──

「ずるり」という、なにかを引きずるような音を拾っていた。
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　　　　　ヘビと少女のものがたり　２







　少女が海で命を落とし、その命をヘビ女が拾い上げた日から、多くの時間が過ぎていた。

　そんなある日、ヘビ女は感かん慨がい深げに、こんなことをつぶやいたのだ。

「しっかし、ずいぶんデカくなったもんだねえ」

　少女はいやそうな顔でヘビ女を振り返る。人が気にしていることをずけずけと、と思い、唇を尖とがらせて反論した。

「そんなこと、ない。クラスでもあたしより大きい子は、たくさんいる」

「どうせ男だろ？　女であんたよりデカい奴やつなんているはずがないよ」

　あっという間に図星を指されて、少女は黙り込んだ。ヘビ女はキセルを手に、ころころと喉のどを鳴らして笑っていた。そう言う自分だって、あたしなんかよりずっとずっとデカいくせに、と思いはしたが、口には出さなかった。ヘビ女はなにも少女を貶おとしめようと思ってああ言っているわけではない。彼女にとって「大きい」というのは、褒ほめ言葉なのだ。

　やせっぽちな子供だった少女は、手足が伸び、背も伸びて、それなのにまったく大きくならない胸を気にするような年頃になっていた。相変わらず毎日のように海に出るため、その肌は浅黒く日焼けして、遠目には少年のようだ。

　それもこれも、と、少女は不満に唇を尖らせた。

「これって、実はあなたのせいじゃないの？　あなたが毎日毎日、こんな水圧の高い場所を行ったり来たりさせるから、あたしはこんなにひょろ長くなっちゃったんじゃないの？」

「おやおや、困ったもんだ。昔はあんなに素直だったのに。自分の発育の悪さを、あたしのせいにしないでおくれよ」

　そう言って、ヘビ女は腕を組む。豊ほう満まんな胸が強調されるような組み方。くっ、と敗北のうめきを漏もらして、少女は踵きびすを返した。『玉座の間』から──最初に自分が連れてこられた、この『都市』の中ちゆう枢すうを担になう部屋から、出て行こうとする。

「待ちなよ、そんなに怒らなくてもいいじゃないか」

　気軽に言いながら、ヘビ女は少女の隣となりに並んで、一緒に歩きはじめた。ちょっと意外に思う。普段はこの『玉座の間』で、ふんぞり返っているだけなのに。

「いやいや、ほら、最近報告を聞いていなかっただろ？　この『都市』が今どうなっているのか、下へ手たしたらあたしよりもあんたのほうが詳しかったりするからね」

　ああ、と少女は頷うなずいて、手短に報告をまとめる。

「第十五室と第三十七室で浸しん水すいがあったよ。今は封ふう鎖さしてるけど、あとで『泡子パオズ』に直させるつもり。あと、あの辺りの倉庫の残りが少なくなってきたから、補ほ充じゆうしておいて」

「浸しん水すい？　マグロでも突っ込んできたのかい？」

「マグロなんてこの辺にはいないよ……。突っ込んできたのは、上から、多分漁船が落とした漁具だと思う。たまたま尖とがったところが、泡の膜まくを破っちゃったみたいだね」

「はあ、またニンゲンか。トラブルを持ち込むのはいつもニンゲンだよ、まったく」

　パイプ状の通路を進みながら、ヘビ女はそんなふうに愚ぐ痴ちを漏もらした。頭上を行き交う魚の群れを見上げて、少女は小さく笑う。

「仕方ないよ。ここは人間の世界なんだから」

「まあね。異物なのはあたしのほうなんだけどさ」

　にい、と笑うヘビ女の表情には、故こ郷きようを懐なつかしむ色はどこにも滲にじんでいなかった。

　彼女は、この世界の存在ではないのだという。

　この世のどこかにある、『鞄かばん』。その内側に存在する世界、『囊界ノーガ』と呼ばれる場所の、『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』という名の住人なのだと、いつか聞いたことがあった。

　ただ話で聞いただけならば、夢物語と笑い飛ばすこともできただろう。しかし、少女は身をもってその夢物語を体験していた。そうとなると順応が早いのが人間というもので、今では少女も自分の置かれた状況に疑問を抱くことなく、自らの仕事にいそしんでいた。

「それで？　上のほうは、どんなふうになってる？」

　少女の主な仕事は、陸上の情報をヘビ女に伝えることだった。

　当たり前だが、陸上の──人間の世界において、ヘビ女の姿はとんでもなく目立つ。『光泡グアンパオ』で偽ぎ装そうすることはあるが、それにも限界はあるし、そもそも彼女は、この『都市』を統治する役割があるのだ。そう軽々しく『都市』の外に出かけていくわけにはいかないのだ。

　そこで、少女の出番というわけだ。上で集めた情報を、海底まで持ってくる。そのほかにも、頭の悪い泡子パオズを率いて作業を行わせたり、金属のように泡で作り出すことのできない素材を集めてくるなどといった仕事も担になうようになっていた。

　少女は木ぼく訥とつな性格をしていたが、頭の回転は速かった。出会ってから一年と経たたないうちに、『都市』にとって、欠かすことのできない存在になっていた。

「特に変わりはないよ。この『都市』のことも、噂うわさになってはいない」

　少女がそう言うと、ヘビ女は銀の蛇じや眼がんを薄く細めた。

「それじゃ、『鞄』のことは？」

　かつて彼女を内側に収めていたという、不思議な『鞄』。この『都市』を拡張することの次に、ヘビ女はその『鞄』に興味があるようだった。が、やはり少女は首を振る。

「見たことも聞いたこともないよ、そんな鞄。──それを手に入れて、どうするの？」

　ふむ、とヘビ女は息を吐き、

「どうするってこともない。ただ、欲しいだけさ。あたしはね、なにかを支配するのが好きなんだ。だからこの『都市』や、泡子パオズたちや、それにあんたのことも支配している」

　そう言われても、別段少女は腹も立てなかった。それは事実だったからだ。

「だから、あの『鞄かばん』も支配したいのさ。本当は、この外の世界も征服したいところだけどね、それはあまりにも面倒だろう？　だから『鞄』で許してやろうというわけ。あれを所有すれば、あたしが『囊界ノーガ』を支配することになるし、それに──」

　ふと、ヘビ女の唇に、酷こく薄はくな笑みが浮かび、

「──昔、あたしのことをボコボコにしてくれた、『守憑霊ツキダマ』の野郎にも礼をしたいしね」

　少女はかなり驚き、

「そんなに強い人がいるの？」

「『守憑霊ツキダマ』は特別製だからね。『鞄』とその持ち主を守るためだけに存在する変態野郎さ。こと戦せん闘とうに関しちゃ、あいつらの右に出るものはいない。──ま、それもやりようだけど」

　ふうん、と声をあげ、

「姐ねえさん、とっても強いのに。それよりもさらに強い人がいるんだね」

　ヘビ女は、くすぐったそうに顔を歪ゆがめた。

「……その呼び方、やめてくれないかね、いい加減」

　彼女がこんな表情をするのは珍しい。少し意地悪な気分になり、ことさらに強調する。

「どうして？　姐さん」

「あたしはあんたの姉じゃないし、家族でもないからだよ。種族だって違うし──」

「『姉』のほうの意味で、『ねえさん』って呼んでるんじゃないよ。『姐あね御ご』のほうの意味。あなたはあたしの上司みたいなものだし、それに名前にだって『姐』っていう文字が入っている。だから『姐さん』って呼び方は、ぴったりだと思う」

　それは、真実ではなかった。

　少女は、このバケモノのことを、本当の姉のように思っていたからだ。

　少女には父も母も祖父も祖母もいる。家族が欠けているということはなかったし、みんな彼女には優やさしかったが、一度は死に、それでも、ヘビ女の命令に従って陸上と海中を行ったり来たりしている、などということを相談できるはずがなかった。

　家族にも友達にも、誰だれにも打ち明けることのできない秘密を共有している相手。だからこそ、少女はヘビ女に、他の誰にも抱かない親しみを持っていた。

　ヘビ女は、そんな少女の思惑には気づきもせずに、自らの頰ほおに手を当てた。

「それはわかってるんだけど──なんだか、こそばゆくってねえ」

　ヘビの尾先が、せわしなくちょろちょろと動いている。少女は畳たたみかけるように、

「いいじゃん、それくらい呼ばせてよ、姐さん」

「…………ま、いいや。あんたの好きにしなよ」

　やがて、ヘビ女は諦あきらめたようにそう首を振った。かすかに顔が赤くなっている。それを見て、少女はくすくすと笑いつづけた。




　倉庫の扉を、ぎしりと開く。明かりのひとつもないはずなのに、内部を見通せるのは、ヘビ女が行使する『領域ナワバリ』という力のおかげだ。部屋全体が淡く光を放っているような光景は、いつ見ても幻想的に少女の目に映った。

「ふむ。だいぶ少なくなってるね」

　思案するように口元に手を当てて、ヘビ女がぽつりとつぶやいた。

「このところ、拡張工事が続いたから。さっきも言ったけど、修しゆう繕ぜんしなくちゃいけないところもあるし、そろそろ『都市』を広げるのはやめておいたほうがいいと思う」

　少女はそう答える。四角く切り出された『泡』の塊かたまりは、四個ほどしかなかった。満杯のときの、五分の一といったところだ。

　視線を倉庫の隅に送ると、そこには『変質中』の、魚や貝が転がっていた。

　ヘビ女は、『領域ナワバリ』という力を使って、多くの特異な現象を起こす。これもそのうちのひとつで、彼女が生き物に『宿泡シウパオ』という泡を打ち込むと、その生き物はまったく動けなくなってしまう。そうして、次第に『宿泡シウパオ』に身体を浸しん食しよくされていき──最後には、真っ白な泡となってしまう。

　少女は、その泡に触れたことがあった。石けんの泡をさらに高密度に凝ぎよう縮しゆくしたような、ペーストのような奇妙な塊だ。これが、この『都市』のほとんどを形成する素材だった。この倉庫は、その白い泡──『泡材パオツアイ』を溜ためておく場所なのだった。

「人手は足りてる？　追加の泡子パオズはいるかい？」

「いや、今のままで十分だよ、姐ねえさん。バランスを考えると、今は『泡材パオツアイ』を溜めておくほうがいいと思う」

　泡子パオズもこの『泡材パオツアイ』によって作り出された疑ぎ似じ生物だった。ヘビ女のいた世界、『囊界ノーガ』では、そういった疑似生物、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの配下にあって彼女の命令を聞くものを『末マ那ナ識シキ』と呼んでいるらしい。

　泡子パオズは命令に忠実で、その力も強く、痛みも疲れも感じることはないが、いかんせん頭が悪い。不気味に白い外見も人目を引く。ひとりきりで行動させ、判断させるのには、いささか不安があった。彼らを率いる監督が必要なのだ。

　ふと、少女は自分の胸に手を当てた。白く染まり、次第に形を失っていく『変質中』の魚を見つめながら、ぼんやりとつぶやく。

「いつも思うけど、なんだか、不思議な感じ。あたしの中にも、この泡があるんだよね」

　なにを今さら、というように、ヘビ女は少女を見た。

「そうだよ。だからあんたは、陸上とこの『都市』を行き来できるんだろ？」

「……ってことはさ、姐さん。あたしも、『泡子パオズ』なのかな？」

　ヘビ女は、少しだけ目を見開いて、答えなかった。

　少女が命を落としたあの日。ヘビ女は、あたしがあんたの命を救ったのだ、と言った。そのときは『どうやって』救ったのか、あまり気に留めてはいなかったが──年を経へるにつれて、ヘビ女が自分を助けた方法が、わかるようになってきた。

　彼女の『領域ナワバリ』──『泡沫都市群Civilization』。それが作り出す奇妙な泡が、今、自分の胸の中に息づいている。

　あの日。少女の呼吸は止まり、肺の機能も停止していた。それもそのはずで、彼女の肺はその両方とも、海水が満ちて使い物にならなくなっていたからだ。呼吸が止まれば酸素も取り込めなくなり、それを必要とする全身の器官もやがて枯死する。ヘビ女はそれを見て、彼女曰いわく、実験をすることにしたのだ。

　そのときは、脳も心臓もまだかろうじて生きていた少女に『宿泡シウパオ』を打ち込み──その臓器の一部、この場合は両肺を、まるまる『泡』へと変えてしまうという実験。

　その『泡』は、少女のためだけに作り上げられたものだった。死に絶えた肺の機能を肩代わりして、それどころか自ら酸素を生み出すことさえできる特製品。『生塡泡シエンテイエンパオ』と名付けられた、少女の内部にしか存在しないこの泡によって、彼女は海中でも自在に呼吸することができるし、水圧に押しつぶされることもなくなったのだ。

　だが──その事実は、少女にひとつの疑問を抱かせた。

「姐ねえさん。あたしは、まだ、人間なのかな？」

　少女は外見も思考力も、年相応の人間のままだった。けれど、その身体はどうしようもないくらいに変質してしまっている。他の誰だれもが生きていくことのできない場所で、少女は呼吸をし、動き回っている。

　そんな自分は、果たして、人間と呼べるのだろうか？

「さあ、ね」

　少女の不安に、ヘビ女ははっきりと答えてはくれなかった。

「あたしにはわからない。あたしは阿ア頼ラ耶ヤ識シキで、泡子パオズどもは末マ那ナ識シキだ。けど、あんたがなんなのかっていうのは、よくわからないね」

「……そう」

　落ち込んだように目を伏せた少女に、ヘビ女はバツが悪そうに頭を搔かいた。それから、ゆっくりと口を開き、

「たぶんだけど、そういうものはさ、自分で決めるものなんだと思うよ。人間だって、怪物みたいなことをしつづけていれば、そのうち怪物みたいになっちまうだろう？　逆を言うなら、怪物だって人間みたいなことをしつづければ、そのうち人間に、少なくともそれに似たものになれるはずだ。──あんたは、どっちになりたいんだい？　怪物か、それとも人間か」

　わからなかった。怪物になりたいとは思わない。けれど、人間だとはっきり宣言することもできない。少女は悩み、悩んだ挙あげ句くに、こんなことを言った。

「それなら、姐ねえさんにとっては？」

「え？」

「姐さんは──あたしのことを、どういうものだと思っているの？」

　わからないことは、聞けばいい。自分が何者なのかという重大な問いを、少女は自らが尊敬する『姐さん』に委ゆだねようとした。ヘビ女が自分に、怪物であることを望むなら、それに沿おうと思った。なぜならば、彼女は自分の命を救ってくれたのだから。自分を支配するものなのだから。その意を受けるのは、当然だ。

　が、委ねられたほうとしては堪たまったものではない。眉まゆを寄せてあれこれと考えてから、ヘビ女はため息をつくようにして、こう言った。

「まあ、うん、そうだね。あんたは頭もいいし、陸にも行けるし、貴重な情報をもたらしてくれるし。だから、ああ、そうだ。あんたはあたしにとって──」

　自分をじっと見つめる少女の視線に、振り払うように背を向けて、ぽつりと。

「────大切な、存在だよ。きっとね」

　少女は驚いたように目を見開いて──それから、日焼けしたその顔を、ぱっと輝かせた。

「……ありがとう、姐さん」

　ふん、と鼻を鳴らす音が聞こえた。照れ隠かくしなのは決まっていた。倉庫から出て、ずるずると音を立てて通路を進むヘビ女に、少女は小走りに駆かけ寄よっていく。

「あ、もう、ちょっと待ってよ姐さん」

「うるさいね、早くしなよ。それで、次はどこなんだい？」

「浸しん水すいした部屋のある区画だよ。──あ、そうだ、言わなきゃいけないことがあったんだ」

「ん？」

「今度修学旅行があって、少し空あけるんだけど──いいかな？」

「ああ、どうせ二、三日だろ？　別に構わないよ、行ってきな」

「ほんと？　嬉うれしい！　ありがとう、姐さん！」

「はっは、大げさだね、この子は」

「あのね、旅行中に自由時間があるんだけど、そこであたしの好きな画家の個展が見られそうなんだ。姐さんにも、おみやげ買ってくるね！」

「また絵はがきかい？　勘弁しとくれよ、あたしにはさっぱりわからないんだからさ──」

　ヘビ女と並んで歩きながら、少女は身のうちから湧わき出す喜びをそのままに、次々に彼女に語りかけた。大切な存在。その言葉を嚙かみしめるたびに、胸が温あたたかくなるようだった。

　彼女と並んで歩く自分の姿は、他の人間からすれば奇妙に、あるいは恐ろしく映るのだろう。けれど、別に構わなかった。姐さんはあたしのことを、大切だと言ってくれた。それなら、他の誰だれになんと言われようとも、彼女にとってずっと大切で在ありつづけよう。そう思った。

　そのときは、本当に、そう思っていたのだ。




　　　　◆




「時間もないことだし、早めに準備を済ませておきましょう。まずはシャワーを浴びて、塩水を流さなくてはね。ほら、白しろ山やまさんも九衛クノエさんも青せい嵐らんも、早くバスルームに行って」

「え、あ、は、はい」

「ちょっと待った、朱しゆ遊ゆ。ひとつ聞きたいことがあるんだけど、いいかな」

「なにかしら」

「どうしてきみもついてくるんだ？」

「どうしてって。わたしもシャワーを浴びるからに決まってるじゃないの」

「きみは泳いでないのに？」

「…………」

　またかよ、という空気があからさまにリビングに漂ただよう。白山さんは怖おじ気けづいたように遠とお咲さき先せん輩ぱいを見み遣やり、九衛の腕をぎゅっと摑つかんだ。状況は理解していないのだろうが、白山さんに頼られているということは理解できたらしく、九衛は胸を張って一歩前に出る。

　その中で、伊い織おりが恐る恐る手を挙げた。

「──えーと、じゃあ、おれたちはあとでってことですかね？」

　遠咲先輩は羽虫を見るような目を男どもに向け、

「あとで？　そんな時間はないわ。汐せきさんがやってくるまでに、準備は終えたいもの」

「え、でも、それじゃあ、」

　よからぬことを想像したのか、伊織の口元が、にへら、と歪ゆがんだ。遠咲先輩の視線がいっそうの冷たさを増し、けれども彼女の唇は笑んでいた。

「あなたたちは、あっちがあるじゃない」

　そう言って、遠咲先輩が指差したのは──

　庭に備え付けられた、水みず撒まき用のホースだった。




「家畜か、おれたちは！」

　男子部屋に戻ってきた途と端たん、伊織はそう言って不満を露あらわにした。

　庭のホースから放たれる水流は、当然のことながら人間の肌に向けられることを前ぜん提ていとして作られているわけではない。ノズルの設定は『シャワー』にしたのだが、それでも勢いが強すぎて、いまだに背中がひりひりと痛んでいる。

　バスタオルで髪を拭ふきながら、衡こうは苦笑しつつ答える。

「そうは言っても、一緒に入るわけにもいかないからな。おれたちにはあれで十分だろ。海水が洗い流せればそれでいいよ」

「なにもそんなに急ぐことはないだろうが！　客が来るから支度をしなくちゃいけないってのはわかるけど、バーベキューの準備なんてそう簡単にできるわけじゃなし、十分やそこら遅れたって別にいいじゃねえか！」

「女の子のお風呂は、十分やそこらじゃ済まないってことだろ」

　衡こうがそう返すと、伊い織おりはぴたりと口を噤つぐんだ。妙な雰ふん囲い気きを含んだ沈黙が、男子部屋の中に満ちる。階下から、浴室でシャワーを浴びる白しろ山やまさんたちの嬌きよう声せいが聞こえてきそうだった。

　いかん。このままでは二人の会話の中に、「覗のぞきに行く」というけしからん選択肢が浮かんでくるかもしれない。衡が危き惧ぐしたのはその選択肢そのものではなく、それを選びかねない自分自身だった。慌あわてて話題を変える。

「そ、そういやさ。どうして遠とお咲さき先せん輩ぱい、汐せきさんをこの家に呼んだんだと思う？」

　口にしてから、それがかなり重要な疑問であることに気がついた。

　なぜなら、遠咲先輩の行動には必ず理由があるからだ。あの人が『なんとなく』行動することなどあり得ない。その理由を推すい察さつするのは、なかなか有意義であるように思えた。

　議題──遠咲先輩が、よく知らない地元の娘を夕食に誘った理由。

「ふむ」

　ジーンズを穿はき終えた伊織は、ベッドに腰かけてそんな声を漏もらした。手に取ったＴシャツに視線を落とし、じっくりと思案を巡らせる。

「……多分、あの子に興味を持った、っていうことなんだろうな。そうでなきゃ、いくらおまえのことを助けてくれたっていっても、夕食を一緒にしようとなんてするはずがない」

「興味か。なにか、汐さんが遠咲先輩の興味を引くようなことを──」

　言いかけて、衡はぴたりと押し黙った。

　思い当たることが、ひとつある。

　それは、伊織も同様だったらしい。わずかに眉まゆ根ねを寄せながら、彼は独り言のように、

「あの子、確かおれたちに聞いてきたよな。『囊界ノーガ』のことを」

『囊界ノーガ』という名前の、鞄かばんの中に広がる世界を知っているものは、ごくひと握りだ。

　しかしそれは、まったく存在しないというわけではない。

「……あのときは動揺してたから、汐さんが『なんとなく気になって』聞いたんだって言ったときも、それほど不思議には思わなかった。けど、今振り返ってみるとかなり不自然だ。だって、別の街から来た見も知らないグループが、自分の知らない単語を使っていたからって、なんとなくでも気になったりするもんかな？」

「社交的な性格なら話しかけるかもしれねえな。だけど、あの汐って子は、どこからどう見ても社交性からほど遠いように思える。それこそ白山さんと同じくらいだ」

　汐の日焼けした無表情を思い出して、衡はじっと考える。

　彼女は、本当に『囊界ノーガ』のことを知っていたのだろうか。

　知っていたとしたら、どこで知ったのか。まさかあの子が阿ア頼ラ耶ヤ識シキだとは思わない。どこからどう見ても人間だし、祖父母のもとでバイトをしているというのだから、自分たちと同じ高校生に違いないだろう。

　しかし──もしかしたら、自分たちと同じように、『囊界ノーガ』となにかしらの関わりを持っているのかもしれなかった。

　それを言うと、伊い織おりはぽつりと、

「……そういう人って、おれたち以外にもいるのかな」

　そんな疑問を口にした。衡こうはそれに答えることができなかった。今まで見知った限りでは、『鞄かばん』の秘密を知っているのは、自分たちだけではないらしい。では他に誰だれがいるのか、どれくらいの人数か、どういう人たちなのか、ということになってくると、

「まあ、それは白しろ山やまさんしか知らないな」

　ということになってしまう。

「ふうん。おまえでも知らないのか？」

「おれでも知らないな。教えてくれって言えば教えてくれるかもしれないけど、こないだ『きみが話したくなるまで聞かない』と約束してしまった」

　伊織はそれを聞いて、ハ、と笑った。心こころ優やさしい獣けもののような笑み。彼は、『囊界ノーガ』だけが白山さんの黒い鞄の秘密ではないことを知っている。その秘密がなんなのかまでは知らないが、少なくともそういう秘密があることを知っているのだ。

　けれども、彼は知らないふりをしている。白山さんに騙だまされているふりをしている。そうしておいたほうが、白山さんの負担が少なくなるということを知っているのだ。伊織はそういう奴やつなのである。

「それじゃ、ま、誰にもわかんねえな。他に知ってる相手は九衛クノエくらいしかいないだろ」

「あー……だからって、九衛に今の話をするわけにはいかないよな」

　伊織は頷うなずき、

「当然だ。なにしろこれから汐せきさんがここに来るんだから、『鞄』の秘密を知っているかもしれないなんて言ってみろ、九衛がなにをするかわかったもんじゃ──」

　その瞬しゆん間かん、『男子部屋』の扉が、ばごん！　と音を立てて開いた。

　この別荘の中でそんな音を立てる奴などひとりしかいなかった。九衛だ。

「……？　なんだ、おまえらなにをしている？」

　着替え途中で話し込んでいたために、衡と伊織は上半身裸にジーンズという、宮みや代しろ葉は月づきが見たら目をぎらつかせそうな格好のままだった。が、もちろん九衛は宮代葉月ではなかったし、男の裸を見て喜ぶような趣味も持っていなかったらしい。

　九衛はタンクトップにホットパンツというラフな格好をしていた。頭からほかほかと湯気が上がっている。そうしながら、彼女はずかずかと部屋の中に入ってきた。

「今、九衛クノエの名前を出していなかったか？」

　大きな瞳ひとみで衡こうの目を覗のぞき込みながら、九衛はそんなことを言ってくる。まずい、と思う。下へ手たにごまかしては勘かんづかれる。九衛は頭は悪いが勘は良いのだ。

「……いや、まあ、だから、その、つまり、な？」

「なんだ？　九衛の悪口でも言ってたのか？」

　九衛の目が険けん悪あくに光った。より悪いことに、彼女は右手に『ココノツ大蛇おろち』を握り締めていた。伊い織おりが慌あわててごまかす。
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「きょ、今日の昼間のことを話してたんだよ。九衛はさすがだよな、って話だ！」

　寄せられた九衛の眉まゆが、ぴくりと跳はね上がり、

「さすが？」

「そ、そう！　そうだ、ほら、おまえが溺おぼれたおれのことを助けてくれただろ？　そんなことができるのなんて、おれたちの中では九衛しかいないよなって、そういう話だ」

　九衛の表情が、自尊心をくすぐられて緩ゆるんだ。口元が笑むのを我慢するかのようにひくつき、それをごまかすために「ふん」と鼻を鳴らして、九衛は腕を組む。

「そうか？　そんなにすごかったか、昼間の九衛は？」

『もちろん！』と、衡と伊織は声を揃そろえて同意した。

「──それで、九衛クノエ。なにか用があってここに来たんじゃないのか？」

「ああ、そうだった。トオサキがおまえらを呼んでいたぞ。『ばーべきゅー』の準備に、『オトコデ』とかいうのが必要らしい。おまえら、『オトコデ』を持ってるんだろ？　よこせ」

　左手を差し出して、九衛は平然とそう言った。よこせと言われても。

「……まあ、呼ばれたっていうのなら行くよ。もう少し待ってくれ」

「そうか？　九衛が運んでやってもよかったんだが──まあ、いい。それと、もうひとつおまえに言っておくことがある」

「？　なんだ？」

「これだ」

　くい、と右手を胸の前まで持ってくると、そこに握られていた『大蛇おろち』が鎌かま首くびをもたげた。どうでもいいが、これは本当に『兵装』なのだろうか。生きているようにしか見えないのだが、とはいえ『囊界ノーガ』の中の現象である『領域ナワバリ』を、外の世界の常識で判断することはできない。

　衡こうと伊い織おりの目の前で、『大蛇おろち』は大きく口を開いた。

　その舌の上には、白く、ぶよぶよした塊かたまりが載せられている。

「…………なんだ、これ？」

「触ってみろ」

　えー、と衡は顔をしかめた。できるなら触りたくない質感をしているのだが、九衛に怖い顔でにらまれて、仕方なく手を伸ばす。指で軽くつつくと、その指先にぺっとりと付着した。

「『敵』から食いちぎった組織だ。なんなのか、わかるか？　コウ」

　敵。その単語に、衡はあらためてその物質を観察する。

　感触からして、ゼラチン状の物体なのだと思い込んでいたが、顔を近づけてみると、それはゼリーではなくてある種の『泡』のようだった。石けんによって立つような脆ぜい弱じやくな泡ではなく、それをぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしてひとつの塊かたまりに仕上げたような、奇妙な物質だ。

　衡は目を瞬まばたかせ、九衛のことを見た。

「……九衛、『敵』って、なんのことだ？」

「決まってる。おまえを連れ去った奴やつだ」

　九衛は手短に、当時の状況──衡が連れ去られたあとの追跡と、『ココノツ大蛇おろち』による敵への攻撃、そして衡の救出を語った。流されたのではなく、何者かに連れ去られたのだ、ということを今さらのように知らされて、衡は驚いて九衛に問いかけた。

「おまえ、そんなこと今まで一度も言わなかったじゃないか！」

「言う機会がなかっただけだ！　他の奴やつの前で、九衛や『大蛇おろち』のことを話せると思うのか？」

　意外なことに、九衛も少しは『囊界ノーガ』の隠いん蔽ぺいに気をかけているらしい。そうか、とつぶやいて、衡はもう一度その組織を見つめた。こんな奇妙な物質は、今まで一度も見たことがない。

「九衛。おまえは、なんだと思う？　その、敵の正体は」

　九衛クノエの答えは簡単明めい瞭りようだった。すなわち、

「知らん！」

「……だよな……」

「九衛はてっきり、外の世界の生き物だと思ってたんだが、違うのか？」

「外の世界にはそんなキテレツな生き物は存在しないよ」

「とすると──」

　不意に、九衛の瞳ひとみがきらりと光った。抜き身の刃の光によく似ていた。

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、か」

　その言葉を、衡こうも伊い織おりも、即座に否定することはできなかった。

『鞄かばん』のことを知っているかもしれない、新にい島じま汐せきという少女。

　そして、衡を連れ去ったという謎なぞの存在。──あるいは、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。

　その二つは、いとも簡単に絡まり合った。

「……わからないな。まだ、なんとも言えない」

　最終的に、衡はそういう結論を出した。立ち上がり、九衛の肩を叩たたく。

「もしもなにかあったときは、おまえがいないと話にならないからな。そのときの用心だけは、しておいてくれ」

　それを聞いて、九衛は「はん」と笑った。

「当たり前だ。誰だれに口を利きいているつもりだ、九衛は『守憑霊ツキダマ』だぞ？　『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』どもからシロさまをお守りするための存在だ。おまえなんぞに言われなくても重々承知している。『釈しや迦かの耳に念仏』という奴やつだ！」

　合ってるような間違ってるような。

「あ、それならさ、九衛。おまえはバーベキューに参加しないほうがいいんじゃねえか？」

　突然、伊織がそんなことを言い出した。衡と九衛は、揃そろって彼のことを振り向き、そこにおもしろがるような、にやにやとした笑みを見出す。

「……なんだと？」

「だってさ、おまえ、もうそろそろ体力がヤバいだろ？　『外』にいると消耗するらしいじゃんか。だったら、もう休んだほうがよくないか？」

　正論である。これ以上ない正論だ。九衛は『守憑霊ツキダマ』であり、『守憑霊ツキダマ』の第一義は自らの主人を守ることである。平時ならいざ知らず、『もしかしたら阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるのかもしれない』という危険が判明した以上、無む駄だに体力を消耗すべきではない。

　が。

「…………でも、もうすぐ、『ばーべきゅー』なんだぞ？」

　基本的に九衛は、欲望に弱いらしい。先ほどまでの自信満々な態度からはかけ離れた、親を恐れる子供のような表情で、九衛はそんなことをつぶやく。

「『ばーべきゅー』は、おいしいって、セイランが言ってたぞ？　おいしいだけじゃない。すごく楽しいものなんだって。みんなで炭火を熾おこして、鉄板を載のせて、油を引いて肉や野菜を焼くのは、すごくすごく楽しいものなんだって。シロさまも楽しみにしてたんだぞ？」

　それを、九衛クノエから奪うのか──とは、九衛は言わなかった。言えなかったのだろう。むしろ彼女が一番わかっていたはずだ。『守憑霊ツキダマ』の本分をまっとうするのなら、そういう楽しみは捨てなくてはならないと。

「……いや……」

　伊い織おりの表情に、罪悪感が差した。彼もここまで九衛を追い詰めるつもりはなかったのだろう。恐らく、重ねて伊織が「休むべきだ」と言えば、九衛は大人しく『鞄かばん』の中に引っ込むだろう。とぼとぼと肩を落としながら、それでも恨うらみ言ごとのひとつも言うではなく。

　だからこそ、衡こうも伊織も、それを指摘することは憚はばかられた。

「ま、まあ、あと少しくらいならいいか！　阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいると決まったわけじゃないし！」

「あ、ああ、そのとおりだ！」

　九衛の弱々しい視線に根負けして、衡と伊織はそんなことを言い合った。九衛は泣きそうな目を瞬まばたかせて、ちょこんと首をかしげ、

「ほんと？」

「ほんとほんと！」

　衡と伊織は揃そろって何度も頷うなずく。九衛はしょげかえった瞳ひとみで、それをじっと見つめ──

　それから、まったく唐突に、その表情にいつもの傲ごう慢まんさが復活した。

「なんだ、それならそうと早く言え！　てっきり九衛だけ食いっぱぐれるのかと思ったじゃないか！　ほら、馬ば鹿かなことを言ってないでさっさと『オトコデ』を持って来い、『ばーべきゅー』がいつまで経たっても始まらないだろうが！」

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキの存在など綺き麗れいさっぱり忘れました、という表情で、がっはっはと笑いつつ、九衛は踵きびすを返して『男子部屋』から出て行った。衡と伊織は二人でそれを見送る。その表情は、完全に脱力しきっている。

「なあ、衡」

「なんだ、伊織」

「九衛ってさ──少し元気がないくらいのほうが、絶対にかわいいよな」

　衡は、一も二もなくその言葉に同意する。




　　　　◆




　遠とお咲さき先せん輩ぱいが必要とした『男手』とは、団扇うちわを持って延々と炭火を煽あおるための手だった。バーベキューの台となる鉄箱の中に、薪まきや新聞紙や粘性着火剤をぶち込んで、その上に炭を組んだあとに火を点つける。あっという間にめらめらと舌を伸ばしはじめた炎が、力尽きる前に炭にやる気を出させるのが、すなわち二人の仕事だった。

「おおー……燃えてる燃えてる」

　横から覗のぞき込んで、嬉うれしそうにつぶやいたのはもちろん九衛クノエだ。箱の左右から、衡こうと伊い織おりはお互いに煙を押しつけるようにして炭火を煽あおっている。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肩をそびやかし、額にねじったタオルを巻いている伊織の姿は、誰だれが見ても若手のテキ屋だ。

「な、な、コウ、疲れただろ？　代わってやろうか？　九衛が代わりにやってやろうか？」

　目をきらきらと輝かせて、九衛はやりたがりの子供のように（事実そうなのだが）そう話しかけてきた。が、そんなことをすればその瞬しゆん間かん、手加減を知らない九衛の手によって、炭が丸ごと吹き飛んでしまうであろうことは目に見えていた。

　だから衡は首を振り、

「いや、まだ大丈夫だよ。ありがとう九衛、おまえは他の人の手伝いをしてくれ」

　そう言って、他のメンバーに面倒を押しつけていた。

　もちろん、白しろ山やまさんや青せい嵐らんにだってやることはある。リビングと庭のあいだを忙しく往復して、食事の準備を整えていく。その中でも、一番重要なのは、

「……トオサキ。おまえはどうだ？　九衛の手が必要なんじゃないか？」

　食料の管理係を請うけ負おっている、遠とお咲さき先せん輩ぱいだった。

　必要なんじゃないか、と言いつつも、九衛の目は遠咲先輩を見てはいなかった。九衛が見ているのは、遠咲先輩が両手に抱えているトレイの中身だ。色とりどりの肉や野菜や魚介類が敷しき詰つめられたトレイを、じ───────っと見つめている。遠咲先輩の冷然とした視線が、かろうじてつまみ食いの手から食材を守りきっていた。

　それにしても。

「……よく、まあ、こんなに買いましたね」

「うん？　まだほんの一部だよ？」

　呆あきれたような衡の声に、青嵐が顔を上げた。

「だってほら、普段はボクと朱しゆ遊ゆの二人だけなんだけど、今日はその三倍以上いるからね。白山さんはともかく、きみたちはたくさん食べるんだろ？　なにしろ男の子なんだから」

「おれは、まあ、人並みですが」

「おれは食いますよーもりもり食いますよ。今日は泳ぎまくって腹が減ってるんです。なにしろ──昼間の青嵐さんとの遠泳勝負で、見事な勝ちを収めてしまったものでね！」

　ぱたぱたと団扇うちわを振りながら、伊織がそうやって勝かち誇ほこると、青嵐は機き嫌げんを損ねたように唇を尖とがらせた。トレイを積み重ねていた遠咲先輩が、「へえ」と声をあげた。

「珍しい。あなたが運動で負けるなんて」

　どかっ、と椅い子すを庭に置いて、その上にまたがり、背もたれに顎あごを乗っけて青嵐は言う。

「途中までは勝ってた」

「はっはっ、最後に勝ったおれの勝ちですよ」

「ふんだ。ボクには余計な筋肉がついてないんだよ。必要十分、って奴やつだ」

「ああ、なるほど、ごもっとも、余計な贅ぜい肉にくもついていませんからね。スリムなもんだ」

　そう？　と青せい嵐らんは一いつ瞬しゆんご機き嫌げんになったが、すぐに伊い織おりの視線が自分の胸元に注がれていることに気づいて、

「せいや！」

　気合い一いつ閃せん、右腕を斬きりつけるように振り払う。いつの間にか指に挟んでいた紙皿が、チェーンソーのように回転しながら伊織の額にぶち当たり、「すぱん！」という小気味のいい音を立てた。衡こうは感心する。紙でもあんな音が出るのか。

「……いって…………ごふ、ごふっ！」

　激痛に思わず額を押さえてしまったのが運の尽き、衡は容よう赦しやなく団扇うちわを煽あおいで炭火の煙をすべて伊織のほうに押しやった。「ふん」という青嵐の鼻を鳴らす音にちらりと振り返れば、彼女は温度の低い笑みを浮かべながら、衡に向かって親指を立てていた。ぐっじょぶ。

　そのとき、リビングからチャイムの音が聞こえた。

　そちらに目を向けて、遠とお咲さき先せん輩ぱいはぽつりとつぶやく。

「汐せきさんね。ちょうどいい頃合いだわ」

　食材のトレイを机の上に置いて、彼女はリビングから玄関へと向かった。

　ふと、台の下から伊織のつま先が、衡の膝ひざをつついていた。そちらに視線を向けると、煙が染みた目をこすりながら、彼は小さな声で囁ささやいた。

「──おい。顔に出すんじゃないぞ、さっきの話」

「わかってるよ。九衛クノエじゃあるまいし」

「おい、コウ」

　そんな密談を交わしているときに、張本人に話しかけられたものだから、衡は飛び上がらんばかりに驚いた。九衛のことを振り向き、その表情を見て、どうやら悟さとられていないようだ、と安あん堵どする。が、その安堵はあまりにも短命に終わった。九衛は衡に手を突き出して、

「それ、よこせ。九衛にやらせろ」

　ついに、そう言ってきたのだった。

　衡の顔が引きつった。いずれはこういう直接的な要求が来るんじゃないかとは思っていた。が、それに対する方策は、どうやっても考えつくことはできなかったのだ。どうすればこの理り不ふ尽じんな要求を、九衛を怒らせることなく乗り切れるか、それをじっと考えていると──

「……お、遅くなりました」

　汐が、リビングから庭へと降り立ってきた。

　胸の中の疑念を、顔に出さないように気をつけながら、衡は一心に炭火を煽ぎつづけた。
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　炭を熾おこして鉄板を載のせて油を引いたあとは、祭りの時間である。

　ずらりと並んだ色とりどりの食材を、欲望の命じるままに鉄板に並べていく。じゅうじゅうという耳と腹に心地のいい音が庭に響ひびき渡わたり、九衛クノエはフォークとナイフを両手に持って、白しろ山やまさんにつけてもらった紙エプロンに、「じゅるり」とよだれを染み込ませている。

「ま、まだか？　まだ食べちゃだめか？」

「今並べたばかりじゃないの。もう少し我慢しなさい」

　呆あきれたようにつぶやいて、遠とお咲さき先せん輩ぱいはトングを駆かる。頃合いを見計らってエビをひっくり返すと、生々しい灰色をしていたエビの、火が通った片面だけが鮮やかな紅色へと変じていた。バターの塊かたまりをその近くに落とすと、あっという間に溶けて泡立つ白い液体がエビに絡まった。なんともいえない、もどかしくなるような香ばしさが漂ただよう。

「……ちょ、ちょっと多すぎなんじゃないでしょうか……？」

　白山さんが、怯おびえているような声でそう言った。が、その意見に同意するものは誰だれひとりとしていない。衡こうも伊い織おりも青せい嵐らんも、九衛を笑えない目つきでじっと鉄板にかじりついていた。遠咲先輩や汐せきにしたって、お腹なかが空すいていることには変わりないだろう。いつかくる『そのとき』に備えて、油断なく割り箸ばしと紙皿を自らの脇に引きつけている。

　そして、『そのとき』は呆あつ気けなくやってきた。

「これ、そろそろいいんじゃない？」

　何気ない青嵐の一言は、戦いの口火を切る狼煙のろしだった。

　ゆらりと青嵐の箸が動き、良い感じに焦げ目のついた牛肉を攫さらおうとする。させなかった。九衛の左手が戦せん闘とう時じのような素早さで動き、彼女のフォークは青嵐の箸先から肉を絡めるようにして奪い取った。目を見開いた青嵐の前で、九衛は大口を開け、

「あむっ！」

　その中に、牛肉を放り込んだ。

　タレすらつけない、塩のひとつまみと身内から染み出してくる脂だけを味付けにした、シンプルな『焼き肉』を、九衛はもぎゅもぎゅと嚙かんで、味わい、飲み込んで、

「────うまい」

　ため息のように、そうつぶやいた。

　もう、誰も我慢しなかった。

　箸が伸びる。焼けた牛肉が、豚肉が、鶏肉が、イカにタコにエビにホタテが、次々と鉄板の上から攫われていく。一いつ瞬しゆんにして、夏の夜の庭先は戦場と化した。

「あっ、こら！　それは九衛のだぞ！」

「いいことを教えてやる九衛クノエ、鉄板の上には『誰だれかの肉』なんてものは存在しないんだよ！」

「くっ、させるか！　ボクの『領土』に手を出すんじゃないっ！」

　伊い織おりと九衛と青せい嵐らんが、もっとも積極的に争奪戦を繰り広げていた。人が焼いた肉をかっさらうことなど彼らのあいだではすでに常識と化しており、鉄板はおろか相手の皿にある肉でさえ情け容よう赦しやなく奪い取っていく。まさに世紀末、どいつもこいつも、『上品』などという言葉は一キロカロリーにもならないと言わんばかりの光景だった。

　一方で──汐せきと白しろ山やまさんは、どこか遠えん慮りよがちに、細々と食事をしていた。九衛たちのように鉄板にかじりつくような真似はせず、きちんと隣となり合った席に座って、ちびちびと囓かじっている。白山さんの足下には、黒い鞄かばんが据すえ置かれていた。

「……あ、でも、おいしい」

　汐の言葉に、白山さんが顔をほころばせて、自分の紙皿をずいと差し出した。

「これ、どうですか？　ホタテのバター焼き。よかったらどうぞ」

「え。でも、」

「その代わり、そのウィンナーのコショウ焼き、わたしにも一口ください」

　この二人、わりと気が合うらしい。まだ知り合ってから半日も経たっていないのに、お互いの食べ物を交換して、楽しげに話をしている。汐への疑念はともかく、その光景は微笑ほほえましく衡こうの目に映った。ぼんやりとそれを眺ながめていると、遠とお咲さき先せん輩ぱいがぽつりと、

「食べないの？」

　衡は我に返った。自らも食欲の命ずるまま、豚肉としいたけを紙皿に取って、その上に焼き肉のタレを振りかけた。まるごと口に放り込む。うまい。

　見れば遠咲先輩も、紙皿の上にイカを載のせてもぐもぐと嚙かみ砕くだいていた。ただしその視線は、こちらには聞こえないほどの小声で話し、さざめくように笑っている白山さんと汐に注がれている。また遠咲先輩の病気が始まったのか、と呆あきれかけたが、違った。いつものように愛めでている目つきではない。

　彼女は、汐の挙動を、じっと観察しているのだ。

　それに気づいたわけではないだろうが、

「──と、トイレって、どこかな？」

「え？　あ、はい、あの、リビングを通った先の廊下の、突き当たりです。階段の向こう」

「わかった。ありがと」

　そう言って頷うなずいて、汐は庭から立ち去った。

　それを確認してから、衡は隣となりにいる遠咲先輩に、小さな声で言った。

「先輩。──どうして、あの子を呼んだんですか？」

　囁ささやくようなその声は、肉の焼ける音や九衛たちの争う音に紛まぎれて、遠咲先輩以外の耳には届かなかった。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをちらりと動かして、彼女は衡を見る。

「あなたの命の恩人だから、って答えたら、納得する？」

「しません」

　あなたはそういうことをする人じゃないでしょう、とは、さすがに言わなかった。遠とお咲さき朱しゆ遊ゆはデジタルな人間である。悪い人ではないとは思うが、彼女が心から笑ったり泣いたりする姿を、衡こうはどうしても想像できない。

　そんな衡の評価を、自分でもわかっているのか、遠咲先せん輩ぱいは唇の端はしに笑みに似た歪ゆがみを浮かべて、密ひそやかな声で続ける。

「深い理由があるわけじゃないんだけどね。なんとなく、気になったの」

　遠咲先輩は箸はしを伸ばして、鉄板の隅で誰だれからも見捨てられたピーマンを救済した。焦げすぎたそれを口の中に入れると、さくさくという音がこちらにまで聞こえてきた。

「昼間、あの子が話しかけてきたときのこと、覚えてる？」

　やはりそれか──と内心で思いながら、衡は頷うなずき、

「はい。『囊界ノーガ』のことを聞いてましたよね」

「不自然に思いはしたけれど、注意はしていなかった。しょせん旅先でのこと、『囊界ノーガ』や『守憑霊ツキダマ』や『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』のことを口にしたところで、長く留とどまっているわけではないもの。三日後にはいなくなるのだから、多少口走っても問題はないと思っていたわ。でも──」

　遠咲先輩はその視線をゆらりと動かして、汐せきが去っていったリビングを見つめた。

「昼間、あなたたちが泳いでいるときにね。──あの子が、わたしのほうを見ていたの。荷物番をしている、わたしのことを」

　衡が息を吞のんだのは、自分もそのとき汐のことを見た覚えがあるからだった。九衛クノエを説得して、これから海に行こうというときに──確かに、彼女は『図書館部』のパラソルを見つめていた。

「正確には、わたしの近くにあった黒い鞄かばんを、だけれどね。『囊界ノーガ』について尋ねてきた子が、その世界を包む『鞄』を見つめていたら、わたしでなくても警戒するでしょう？」

　衡は曖あい昧まいに頷いた。自分や白しろ山やまさんだったら、恐らく不思議にも思わなかっただろう。

「そして、極めつきに──あの子は、溺おぼれたあなたを助けてくれた。ここまで介入されたら、その後ろに『なにか』があると思うのは当然のことだわ。それがなんなのかを見極めるために、彼女をここに招待した、というわけ」

「それなら、前もって教えておいてくださいよ」

　遠咲先輩は、ふ、と息を抜くようにして笑った。

「確証があるわけではないからね。もしかしたら、一から十までわたしの思い過ごしなのかもしれないし。あの子がわたしたちに接触してきたのはすべて偶然で、わたしの警戒は馬ば鹿かげた思い過ごしなのかもしれない。だからまだ警告する段階ではないと判断したの。まあ──」

　と、そこで遠咲先輩は、流すように衡のことを見、

「わたしと同じ警戒を抱いている人になら、考えを教えておいてもいい。そうも思ったし、だからこそ今あなたに、こういう話をしているのだけれど」

「…………」

　衡こうは黙り込んだ。なんだか、自分が遠とお咲さき先せん輩ぱいと同系統の人間であると言われた気がする。

　くく、という音。遠咲先輩の表情に滲にじむ嬉うれしそうな気配が濃くなっている。

「落ち込まなくてもいいわよ。あなたと同じことを、青せい嵐らんも尋ねてきたんだから。わたしと一緒にいるうちに、わたしの考え方が彼女にも移ってしまったみたいね。同じことを伝えておいたけど、青嵐も、ちょうど今のあなたと同じような表情をしていたわ」

　衡はなにか言おうとして、結局それは喘あえぐ声にしかならなかった。人の心を読み取るがごとき洞どう察さつ力。やはりこの人は魔ま女じよだ、と思う。

　少し考えてから、衡はため息をついて、肩をすくめた。

「──そういうことなら、白しろ山やまさんと九衛クノエには言わないでくださいよ。あの子たちは、おれらとは違うんだから」

「当たり前じゃない。あの二人に守秘能力を期待するのは、象や鯨くじらに空を飛べと言うようなものよ。──まあ、」

　かたり、という音。遠咲先輩が箸はしと紙皿を置いた音。不意に首を伸ばして、遠咲先輩は衡に顔を近づけた。まるでキスをするような至近距離だが、十センチと離れていない場所にある遠咲先輩の瞳ひとみには、そんな甘やかな気配は微み塵じんも浮かんでいなかった。

「別の秘密は、ずいぶんと上手に守っているようだけれどね？」

　危うく、声が出そうになった。

　すんでのところでこらえたが、表情には出てしまっただろう。完全に油断していた。まさかこんな角度から撃たれるとは思っていなかった。遠咲朱遊が知らない『鞄』の秘密を、平沢衡は知っている。それを確認するための威い嚇かく射撃。その結果を測定する瞳は無情そのもので、衡は心を見み透すかされているような気分になる。

　その視線から逃れるために、衡は立ち上がった。

「どこに行くの？」

「──、トイレ。です」

「そ。彼女と行き会うときに、妙な顔をしないようにね」

　当たり前だ、と衡は唇をへの字に曲げた。それを見て遠咲先輩は、ついに笑い声をあげた。なにかを引っ搔かくような、魔女のようなかすれた笑い声であったけれど、どんなに意地の悪い人間が発したとしても、それが笑い声であることに違いはなかった。
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　行き会うときに妙な顔をするな、と言われたから、もちろん衡こうは妙な顔などしなかった。

　そもそも行き会いすらしなかった。

　なにしろ、汐せきはトイレに向かう途中の廊下で、ぼんやりと立ち尽くしていたのだ。

　思わず、ぎょっと立ち止まってしまった。足下からのライトに照らされて、廊下にぼんやりと佇たたずむ汐の姿はまるで亡霊のように見えた。声をかけることさえ、できなかった。

　やがて、汐のほうが先に、こちらに気づいた。

「あ──」

　吐と息いきのような声を、ひとつだけ落として。

　彼女は、慌あわてて目をこすった。

　──涙？

　気のせいだったのかもしれない。こんな場所で、汐が泣かなければならない理由など、ひとつも思い当たらなかった。それでも衡は、声をかけずにはいられなかった。

「……大丈夫？」

　汐は慌てて、首を縦たてに振った。微笑ほほえもうとして、それは無む惨ざんに失敗した。泣き笑いのような表情を張りつけながら、彼女は口を開く。

「──ご、ごめん、その、すぐ戻るつもりだったんだけど──灘なだ先生の作品、こんなところで見るなんて、思わなかったから」

　衡の表情に浮かんだ疑問を見て、汐のほうこそ不思議そうに目を瞬まばたかせた。わずかに視線が横にそれ、衡はようやく推測に足る材料を手にする。

　廊下の壁に、一定の間かん隔かくをもって掛けられている絵の数々。

　すべて、海をモチーフにした作品だ。昼間、九衛クノエが見とれていたことを思い出して、しかしそのときには気にもしていなかったことに気づく。すべての作品の左下に、『灘』という刻印がされている。

「灘先生って、この絵を描いた人のこと？」

「……？　この家の人なのに、知らないの？」

「いや、ごめん、このコテージに来るの初めてだから。絵を見る機会もほとんどなかったし」

　なるほど、と汐は得心し、それから再び海の絵に視線を戻した。

「灘涼りよう世せい。海の画家。十歳くらいの頃から絵を描きはじめて、三十五歳のときに病気で亡くなるまで、ずうっと海の絵を描きつづけた人。人物画も、他の風景画も描かなかったから人気はあんまりないし、だから普通の人が知らなくても無理はないかも」

　普通の人は、ということは、

「きみは、よく知ってるんだ？」

　当然、という顔で、汐せきは振り返った。

「灘なだ先生は、あたしがこの世で一番尊敬する画家。画集は全部持ってるし、美術館に絵が展示されるって聞いたら絶対に顔を出してた。北海道まで行ったこともある」

「ほ、北海道？」

「うん。っていっても、人気はないから、見れたのは一枚だけだったけどね。それでも、行ってよかったって思ってる。やっぱり画集で見るのと、現物を見るのは違うよ」

　衡こうはまじまじと汐の横顔を見た。絵の善よし悪あしなどまるでわからないが、

「好きなんだね。この人の絵、っていうか、絵そのものが」

　そう指摘すると、汐の日焼けした横顔が、みるみるうちに赤くなった。

　歩み寄り、隣となりに並ぶ。汐は戸惑うような視線をこちらに向けてきたが、衡は構わずにその絵を眺ながめはじめた。しばらくそうしていると、不意に隣から、たどたどしい解説が聞こえてきた。

「──これは、『冬の漣さざなみ』っていう題の絵。灘先生の晩年の作品で、その頃の他の絵と同じように、海が持つ静せい謐ひつさってのがモチーフになっている。冬の海なんて見る人はほとんどいないと思うけど、あたしはこの絵、すごく好き。あの──なんだか、見てると、落ち着くの」

　口べたな汐が、持てる知識を振り絞しぼって自分に解説してくれようとしている。そのことを純粋に嬉うれしく思い、衡は小さく笑った。

　それから、ふと思い出した。確か、彼女の祖母が言っていたこと。

「もしかして、東京に行きたいのって──絵の勉強をするため？」

　鋭く、息を吞のむ音が、隣から聞こえてきた。

　驚いて、衡は汐のことを見た。目が合った。衝しよう撃げきと痛みに潤うるんだ瞳ひとみを、汐は恥じらうように伏せてしまった。混乱する。そんな表情をされるようなことは、なにも言っていないはずだ。

　そのはずなのに。

「うん。そう。夢、なの。昔から、灘先生の絵を見たときから、ずっと」

　それは、夢を語っているものの声ではなかった。

　衡は夢というものをまだ持っていない。目的だって持っているのかどうか怪あやしいものだ。そんな彼でも、夢というものがどういうものか、おぼろげながら推察はできる。世に言う数々の物語では、夢とは美しく、素晴らしく、期待と希望によって語られるべきものだとされている。

　それなのに、汐の口調は──

「でも、だめなんだ」

　夢破られたものの、それだった。

　深入りすべきではない。衡の頭の中の、賢さかしらな部分がそんな声をあげている。彼女は他人で、友人ですらなく、それどころか阿ア頼ラ耶ヤ識シキになにか関係しているのかもしれない。そんな相手の夢語りを聞いて、おまえに一体なにができるのか、と。

　その声を、衡こうは無視した。

「どうして？」

「反対、されてるから」

「家族に？　でも、夢なんだろ？」

　軽々しく口にすべき言葉ではないと、わかっていた。彼女の夢を応援するつもりさえないくせに、口を挟むべきではない。「あなたには関係ない」とか「余計なお世話だ」とか言われれば、すぐに謝って引っ込むくらいの覚悟はあった。

　しかし、汐せきはそうは言わなかった。

　代わりに、彼女は息を吐くようにして、笑ったのだ。

「家族は、反対しないよ。反対したって関係ない。あたし、お父さんもお母さんも、おじいちゃんもおばあちゃんも好きだけど、でも、それとあたしの人生は関係ない。どう生きるかは、あたしが選ぶんだ。家族が同意してくれなかったら悲しいけど、でも、それなら夢を諦あきらめることは、しなかったよ」

「それなら──どうして？」

　汐は笑っている。笑って、首を振っている。それを見ながら、衡の脳裏に彼女の言葉が、木こ霊だまのように飛び跳ねていた。

「諦めることはしなかった」と、彼女は言った。

　過去形。ということは、今はもう、諦めてしまったということだ。

「いろいろ、ね。事情があるの。どうしようもない、事情が」

　笑顔。今までに見せたことのないような、硬かたい笑み。それは、彼女の内心が揺れていることを示していた。思いも寄らぬ衡の質問に心を揺さぶられ、その動揺が表に出ないよう、これ以上の動揺を防ぐように、硬質化した笑顔。

　それは、明らかな拒絶を意味していた。

「……そうなんだ」

　その拒絶を無視して、さらに踏ふみ込むだけの理由を、衡は持っていなかった。代わりに、少しばかり性格の悪い考えが浮かんでくる。

　今。彼女に、『囊界ノーガ』のことを聞いたら──どうなるだろう？

　恐らく、シロかクロかはっきりするだろう。『囊界ノーガ』のことを、知っていればさらに激しく動揺し、知らなければ「なんのこと？」ときょとんとする。クロの場合こちらの手の内を見せてしまうというリスクがあるが、そうすれば確実に、一定以上の答えは出る。

　なぜならば、彼女は今揺れているからだ。『夢』について尋ねられて、その痛みに動揺している。そこに、別角度からの衝しよう撃げきを与えれば、答えはあっさりこぼれ落ちてくるだろう。その衝撃を受け止められるほど、彼女の精神的容量キヤパシテイは大きくないから。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいだったら、迷わずこの手を使っていたに違いない。

　が。

「──その、悪かった。妙なことを聞いてしまって」

　少し迷ってから、衡こうはそう言った。

　汐せきは、あからさまにほっとした表情になり、頷うなずいた。それを見て、衡は罪悪感を覚える。そんなつもりはなかったとはいえ、自分の質問は汐に苦痛を強しいるものだったからだ。その上でなお、彼女の心を摑つかんで揺さぶり、自分に必要な情報を引き出すことなど、衡にはできそうになかった。

「……あ、それじゃ、あたし、戻るね」

　そう言って、汐がそそくさとリビングに戻ろうとした、そのときだった。

　物音。

　悲鳴。

　リビングから響ひびいてきたその音が、衡たちの意識を止めた。物も言わずに振り返り、数秒の沈黙、衡の脳裏に、二つの言葉が浮かんでくる。

『囊界ノーガ』と──『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』。

「……まさか！」

　叫んで衡は走り出した。用を足すことなどすっかり忘れて、リビングへと駆かけ戻っていく。焦しよう燥そうに駆られていた衡は、そのとき汐がまったく同じ言葉を叫んでいたことには、気づいていなかった。




　　　　◆




　平ひら沢さわ衡と新にい島じま汐は同時に「まさか」と思ったが、まさかもなにもなかった。

　庭に駆け戻ると、九衛クノエが目を回してひっくり返っていたのだ。

「……えーっと」

　説明を求めるように遠とお咲さき先せん輩ぱいを見ると、彼女は肩をすくめ、

「電池切れ」

　そう解説してくれた。

　汐は疑問符を浮かべたが、衡にはそれですぐにわかった。『囊界ノーガ』の住人である九衛は、『外』に出ていると体力を消耗しつづけ、最終的には指一本動かせない状態になってしまう。

「……ほんの少し、『休憩』したはずなんですけど……」

　ため息のような声を落として、白しろ山やまさんは肩に鞄かばんをかけて、九衛の身体を引きずっていこうとした。鞄に戻そうというのだろう。衡は二人のもとに歩み寄り、

「おれが背負うよ。──よいしょっ、と」

　強きよう靭じんな身体能力とは裏腹に、九衛の身体そのものはちっぽけな子供のものでしかない。驚くほどに軽く、こてん、と肩に乗っかった顎あごは、子供のように小さかった。

「……だ、大丈夫？」

　戸惑うような汐せきの表情に、衡こうは苦笑いを浮かべ、

「いつものことだよ。テンションが上がるとこうなるんだ。それより、さっきは変な話をして、悪かったね」

　汐は、突然鼻先を叩たたかれでもしたかのように目を丸くした。それから、首を振り、

「ううん。──あの、えっと。こっちこそ。でも──嬉うれしかった」

　嬉しい。夢破れた話が、だろうか。いまいち釈しやく然ぜんとしなかったが、なぜか白しろ山やまさんが背中に負った九衛クノエごとぐいぐいと押してくるものだから、それ以上この場所に留とどまっていることはできなかった。廊下を通る。階段を上がる。

　薄暗い階段の踊り場を踏ふむと、白山さんがぽつりと、

「……ね。汐さんと、なんの話してたの？」

　そんなことを聞いてきた。

　衡は振り返ろうとしたが、背中にいる九衛の寝顔がそれを邪じや魔ました。諦あきらめて前を向き、最後の段を踏みしめつつ衡は言う。

「夢の話、かな」

「ゆめ？」

「うん。──あの子、絵の勉強をしたいんだってさ。将来は、画家になりたいんだって」

　今はもう、諦めたらしいけど──とは、衡は言わなかった。白山さんも、なにも言わない。意を読み取ることのできない沈黙が続いてから、白山さんはぽつりと、

「……なりたいものが決まっているって、なんだか、すごいね。わたし、そんなことを考えたことって、今までに一度もなかった」

　白山さんが、今、どんな表情をしているのか。見えないし、想像もできなかった。衡はなにも言わずに、ただ階段を上っていく。

　女子部屋に入るのはまずいんじゃないだろうかとちらと思ったが、白山さんは遠えん慮りよなくぐいぐい押し込んでくる。足を踏み入れると、女の子の良い匂においが鼻をくすぐった。訳もなく恥ずかしくなり、九衛の身体をベッドに横たえて、さっさと用を済ませようとしたところで、

「…………コ、ウ」

　ぽつりと、九衛がそんな言葉を落とした。

　寝言のようだが九衛の目は開いている。くは、と息を吐いて、それから九衛はむっくりと起き上がった。体力が尽きたんじゃなかったのか。

「…………まだ、少しは、動ける」

「なに？」

「ひ、非常電源、みたいなものだ。完全にオチるのは、これが尽きた、あとだ」

　よくわからない理屈だったが、そんな緊急用バッテリーはいざというときのために取っておけ、と思う。白しろ山やまさんも心配したように眉まゆを寄せ、

「九衛クノエ。ほら、『鞄かばん』に戻らなくちゃ」

「お待ちください、シロさま。ま、まだ九衛には、やり残したことが──」

「……。なに？」

　喘あえぐように息をして、九衛は言葉を絞しぼり出す。

「まだ九衛は、ハナビを、やっていません」

　アホか。

「白山さん。手伝ってくれ。おれが抱えるから」

「うん。早く戻したほうがよさそうだね」

　白山さんの表情にはくっきりと、「心配をして損をした」と書かれていた。衡こうと白山さんに身体を抱えられ、「せーの」で『鞄』に落とされそうになった九衛は、わたわたと手を振り回して、ようやくまともなことを口にした。

「ま、待て。鞄に戻る、その前に──」

　身体をよじって、九衛は肩にかけた漆しつ黒こくの鞭むち──『ココノツ大蛇おろち』を、開いた鞄の中へと押し戻した。それから、こくりと唾つばを飲み込んで、できるだけはっきりした声で、


「シロさまシロさま、九衛のシロさま。どうかお許し願います。『囊界ノーガ』の外の阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、みなみな斬きり捨て切り刻み、『囊界ノーガ』に戻す黒の刃を。壱いち式兵装・『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

「『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて、差し許します、わたしの九衛」



　鞄に消えた鞭むちの代わりに、一振りの長刀が現れた。九衛はそれを衡に押しつけて、

「いいか、もしものときは、これで、おまえが、シロさまをお守りするんだぞ。できなかったら、殺すからな。いいな。忘れるんじゃないぞ──！」

　その言葉を最後に、九衛は鞄の中に戻っていった。

　最後の最後まで物ぶつ騒そうなやつだ、と呆あきれながら、衡は『夜よる房ふさ』を片手に立ち上がる。このままでは怪あやしまれるだろうから──と思い、使っていなさそうなタオルを手に取って刀身に巻き付けた。

「さて。戻ろうか、白山さん」

　振り返り、そう促うながしても、白山さんはぼーっとしたまますぐには答えてくれなかった。不ふ審しんに思ってその顔を覗のぞき込むと、不思議な色をした白山さんの瞳ひとみが衡のことを見み据すえた。

「ね、衡くん。──どうして九衛は、あんなことを言ったのかな？」

「え」

「『九絶門Val'DOR's Gate』を残しておく、なんて。まるで──この辺りに、『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』がいるみたい」

　いかん、と思う。いつもの白山さんらしくない。鋭い。

　それでも、衡こうはきちんと学習をしていた。白しろ山やまさんの一言は予期せぬ不意打ちだったが、先ほどの遠とお咲さき先せん輩ぱいの『威い嚇かく射撃』で耐性ができていた。少しでも動揺を見せた瞬しゆん間かん、白山さんの中に生まれつつある漠ばく然ぜんとした不安は、本物になって結実してしまう。

　だから衡は、彼女の心配を明るく笑い飛ばした。

「そんなことあるわけないだろ。九衛クノエがああいう言い方をするのは、いつものことじゃないか」

「──、そ、そうだよね。こんなところまで来て、変なことが起こるはずないよね」

『漠然とした不安』は、完全に払ふつ拭しよくされたわけではないが、少なくともその鳴りを潜ひそめたようだ。ほっと息をつくような白山さんの表情に、衡は噓うそをつくことの罪悪感を覚える。

　女子部屋を出て、階段を降りはじめた頃に、再び白山さんが口を開いた。

「ねえ。衡くんは、持ってる？」

「？　なにを？」

「夢とか、目標とか、将来なりたいものとか、そういうもの」

　白山さんは驚くほど真剣な眼まな差ざしで衡のことを見つめていた。その視線に、衡は頰ほおを搔かき、

「──いや、特にないよ。漠然と進学するつもりでいるけど、どういう学部に進むのかも、まだ決めていない」

　言いながら、多少情けなくなってきた。が、自分と同じ年頃の男子学生など、たいていがこんなものだろうと思う。

「そっか」

　と頷うなずいて、それから白山さんは、ふと立ち止まった。

「でも、衡くんなら、どんな人にだってなれるよ。衡くんは、すごいもん」

　どう考えればそんな結論に至れるのか。衡は苦笑と共に首を振り、

「おれには『すごい』ところなんて見つからないと思うけど。頭も運動も十人並みだし、これといった特技があるわけじゃないしさ、」

「そんなことない！」

　叫ぶように、白山さんはそう言った。断ずるようなその声に、衡は思わず言葉を失う。

　ゆっくりと、こちらに近づきながら、白山さんは迷いのない口ぶりで、

「衡くんはすごいの。いつもわたしのことを助けてくれるもん。ヴィヴィやメアが外に出てきたときも、アカシャがいろんな人の姿を盗んだときもそう。どんなに強い阿ア頼ラ耶ヤ識シキが出てきても、衡くんさえいればなんとかなるって──そう思ったから、九衛だって衡くんに『九絶門Val'DOR's Gate』を預けたんだと、思う」

　ヴィヴィやメアを打ちのめしたのは主に九衛の身体能力だし、アカシャを追い詰めたのも遠とお咲さき先せん輩ぱいの知略に依よるところが大きい。自分がまったくの役立たずであったとまでは言わないが、いなくても差さし支つかえなく事態は進行したに違いない。

　だが、思ったことを口にすることはできなかった。言えば、恐らく、白山さんは怒る。そういう顔をしている。中途半端な衡を見つめる白しろ山やまさんの視線はどこまでもまっすぐで、透明で、指先ひとつ触れることはできそうになかった。

「──そう、かな」

　だから、衡こうは答えをぼやかした。

「そうだよ」

　白山さんは、得たりと頷うなずく。衡がすごい人物なのだと、確信しきっている表情だった。困った。子供に絶対的に信頼される親のような気分。子供しろやまさんは親こうのことをなんでもできるスーパーマンなのだと信じているのだが、もちろん彼はただの凡人だった。凡人には凡人らしい対処法がある。すなわち、

「と、ところでさ！　白山さんはないの？　夢とか、理想とか！」

　話を別の方向に持って行って、ごまかすことだった。

　白山さんは小さく笑う。どこか、儚はかなげにも映る笑み。

「ないよ。持ってない」

　きっぱりとしたその言葉に、よせばいいのに、衡はさらに踏ふみ込もうとして、

「でも、白山さんだったら、それこそなんにでもなれるんじゃないか？　運動、はともかく、おれなんかよりもずっと頭がいいんだしさ、」

　即座に後悔した。

　白山さんは、笑っていた。ごく最近、見たことのある種類の笑みだった。

　夢を捨てたのだと、仕方なさそうに言っていた汐せきの笑みと、それは、よく似ていた。

「……そんなこと、ないよ」

　衡を追い抜かして、階段を降りていく。とん、とん、と絨じゆう毯たん張りの段を踏むたびに、白山さんの純白の髪が揺れている。

「さっきね。わたし、夢なんか持ってないって言ったけど、正確には、違うのかもしれない。夢とか、目標とか、将来なりたいものとか──わたしは、そういうものが、持てないのかもしれない」

　なにが言いたいのか、よくわからなかった。衡の胸に疑問の影が差し、それを透すかして見出したかのように、白山さんはちらりと目だけで振り返った。

　かつて、何度か見たことのある、寂さびしげな眼まな差ざしだった。

「だって──わたしは、『鞄かばん』の持ち主だもん」

　耐性ができていたはずなのに。

　その一言に与えられた衝しよう撃げきを、またしても衡は表情に出してしまったらしい。白山さんの不思議な色をした瞳ひとみが歪ゆがんだ。ごめんなさい、と言うように。ごめんなさい。こんなに楽しい旅行の先で、こんなにいやな話をしてしまって。けれど──

「なんとなくだけどね。昔から、そう思っていたの」

　吐き出さずにはいられないかのように、白しろ山やまさんは声を絞しぼり出す。

「わたしは、あの不思議な『鞄かばん』の持ち主で、ずっとそうで、それ以外の人にはなれないんだなあ──って。衡こうくんさ、小学生くらいのときに、将来の夢を書いてみましょうっていう授業、受けたことない？」

「え。──あ、あるけど」

「わたしね。そのとき、なんにも書けなかったんだ。周りの子はみんな、ケーキ屋さんとかお花屋さんとかサッカー選手とか宇宙飛行士とか、そういうものを書いていたんだけど。わたしは、どうしても、先生になんて言われても、書けなかった」

「…………」

「多分、その頃に、お母さんがいなくなったからだと思うの。『鞄』を受け継がされたからだと思う。おじさんに、おまえはずっと『鞄』を持っているんだって、そう言われたからだと思う。だからどうしても書けなくて、でも先生にはなんでもいいから書けって言われて、困って困って──プリント用紙には『かばんをずっともっています』って書いちゃったんだ」

　えへへ、と白山さんは頰ほおを搔かいて笑い、

「怒られた。先生からもだけど、おじさんから特に。叩たたかれちゃった」

　その笑みから目をそらしたくなる衝しよう動どうを、奥歯を嚙かみしめることで押し殺した。

「そんなこと絶対に書くんじゃない、『鞄』は家のものなんだから、勝手にその力を見せるんじゃないって。そのときは、どうしてかわからなかったけど、今だとわかる。『鞄』がどういうものなのか、ようくわかってるから──だから、わたしはずっと『鞄』の持ち主で、それ以外のものにはなれないんだなってことも、なんとなくわかるの」

　だから、と白山さんは言う。

「……だから、汐せきさんがうらやましい。はっきりとした夢を持っている人がうらやましい。なりたいなにかを持っていて、それになろうとしている人が」

　衡を見て、かすかに笑い、

「──きっと、衡くんにも、なりたいものがそのうち見つかるんだと思うの。だって衡くんはすごい人だもん。衡くんなら、きっとなりたいものにはなんにでもなれるから、わたしはやっぱり衡くんのことがうらやましくて、それ以上に、ちょっと、寂さびしい」

　伏しがちな白山さんの目が潤うるんでいることに、衡は気づいた。

「みんな、『図書館部』の人たちみんな、わたしは大好きで、ずっと一緒にいたいって思ってる。けど、やっぱりみんな、それぞれなりたいものになっちゃうんだろうから。──わたしひとりだけ、ずっとそのままなんだろうから」

　階下から笑い声が響ひびいてくる。伊い織おりと青せい嵐らんがなにかやらかしたらしい。その声に打たれて、白山さんは背筋をぴんと伸ばした。眠りから目を覚ましたような表情。それを見ながら、衡は昼間のことを思い出していた。

　昼間、九衛クノエに相談を持ちかけられたときのこと。

　自分はシロさまの足かせなのではないか、と悩んでいた九衛に、衡こうははっきりと、そんなことはない、と言ってのけた。

　──本当に、そうなのだろうか。

　そんな思いが、ヘビのように衡の頭に忍び込んできた。九衛は白しろ山やまさんにとって大切な存在で、白山さんが彼女を打ち捨てるようなことは絶対にないと、今まで確信していたのに。

　白山さんの言葉は、そんな衡の甘っちょろい確信を、揺さぶっていた。

　闇やみがあるとは思っていた。白山さんの過去には、『鞄かばん』に関する闇が横たわっているのだと、想像はしていた。だがそれは、どうやら自分の想像を絶するほど、深く、暗く、白山さんのことを縛しばっているらしい。

　彼女がその闇を話してくれるなら、受け入れることができる。そんなことも考えていたし、自信もあった。だが、このときの衡は、情けないことに──

「ご」

　白山さんの罪悪感にまみれた表情を、ただ見つめることしかできなかった。

「ごめんなさい！　いきなり、変なこと言っちゃって！」

「……いや、」

　なにがいやだ。おまえは聞くと言ったではないか。話したいならばいつでも耳を貸すと、確かに白山さんに保証したはずなのに。今がまさにそのときだ。白山さんは逃げ腰になっているが、手を捕まえて話してほしいとまっすぐに言えばきっとすべて話してくれる。このときを逃がしたら、白山さんの闇を直視する機会は永久に失われてしまうかもしれない。

　それでも、衡はなにも言えなかった。

　なにかに呪じゆ縛ばくされたかのように、身動きひとつ取れなかった。

　そのあいだに、白山さんは動いていた。形のいい眉まゆを寄せて、わずかに首を振って、本当に本当に申し訳なさそうな表情で、

「な、なんでもないから、今のことは、──わ、忘れて！」

　覚悟もないのに余計な首を突っ込むからだ──と、九衛なら言っていただろう。

　そう言われたほうがよほどマシだった。衡をいたわる白山さんの気持ちは、まるまる剣となって衡の胸を串くし刺ざしにしていた。その痛みに囚とらわれて、衡はなにも言うことができず、その隙すきに白山さんは衡の手を引っ張り、無理矢理な笑みを顔に張はりつけていた。

「ほ、ほら、行こ！　みんなをあんまり待たせちゃ悪いよ」

　手遅れだ。永久に失われた。

　ああ、という自分の声が、まるで別人のように耳に響ひびいた。自らの挙動の遅さを呪のろいながら、衡には白山さんに引っ張られる以外のことは、なにもできなかった。




　　　　◆




　九衛クノエがいなくなったことが、潮しおになったらしい。

　まあ、それはそうだろう。なにしろバーベキューの開催を強硬に主張していたのは九衛なのだし、彼女は力尽きて倒れるまでのあいだに優ゆうに一キロにも及ぶ食料を食い尽くしていったのだから。これ以上バーベキューを続けていれば、明日食べるものがなくなってしまう。

　庭では、遠とお咲さき先せん輩ぱいがてきぱきと指示を出しつつ、片付けを始めていた。青せい嵐らんと伊い織おりは黙々とそれに従い、汐せきはひとりで所在なげに立ち尽くしている。

「残ったものはこっちに集めて。明日のために冷凍しておくわ。ほら、桐きりヶが谷やくん、早く食べなさいな。片付かないでしょう？」

「……いや、これ、消し炭じゃないすか……？」

「元は食べ物なんだから食べられるわよ。ほら、早く」

　むちゃくちゃ言ってる。仕方なく、伊織は肉なのか野菜なのかさえ判別できない物体を口の中に放り込み、しゃくしゃくと音を立てて食べはじめた。まさに墨すみを吞のむような表情だ。

「あの、あたしはなにをすれば──」

　ふと、思い出したように汐が発言した。遠咲先輩はちらりと彼女を見、

「お客様は座ってて。白しろ山やまさん、汐さんをリビングに通して、お茶を出してくれる？」

「あ、はい、ただいま」

「い、いいのに、自分でやるのに、あ、白山さん──」

　汐の言葉に耳を傾けることなく、白山さんは汐の背中を押してリビングへと戻っていく。衡こうがため息をついたのは、紛まぎれもない安あん堵どの念に駆かられてだった。正直なところ──今はこれ以上、白山さんと顔を合わせているのが辛つらかった。

「……先輩。おれの仕事は？」

　動いていれば、この胸に満ちるどうしようもないもやもやを、少しは紛らわせることができるだろう。そう考えた衡を、遠咲先輩は振り返り、

「バーベキュー用具の片付けをお願い。炭はアルミのバケツに落としておくこと。火の危険があるから」

　了解、と答えて、衡は作業を始めた。

　伊織と青嵐も、それぞれの作業を進めている。トングで炭をひとつひとつ拾い、ぼぢゅん、と小気味のいい音を立てて水の中に沈める。五十リットルという大型のゴミ袋を広げ、出たゴミをきちんと分別していく。

　それらの作業がひと段落するのを確認してから、

「さて」

　そう言って、遠とお咲さき先せん輩ぱいが動いた。

　その視線をリビングに据すえて、手を伸ばしてガラス戸をぴしゃりと閉める。その向こうで、楽しげにおしゃべりをしている白しろ山やまさんと汐せきを見つめながら、遠咲先輩はなんでもないような口調で、

「わたしの観察結果を伝えるわ。あの子──新にい島じま汐さんは、黒。つまり、『鞄かばん』についてなにかしらの情報を持っているのだと判断します」

　時間を止めた。

　衡こうも伊い織おりも青せい嵐らんも、息を吞のんで遠咲先輩を見つめている。

　最初に我に返ったのは青嵐だった。太く息を吐いて、迷惑そうな目つきで、

「……そういうことは、前置きをしてから言ってくれないかな。心臓に悪い」

「今が一番良い機会なのよ。当事者は二人とも、窓の向こうだからね」

　確かに。白山さんも汐も、そして九衛クノエもいない今が、彼女の『観察結果』をみんなに伝える絶好の機会だろう。遠咲先輩は、ぱんぱん、と手を叩たたき、

「ほら、手を止めない。怪あやしまれるでしょう」

　その一言で、凍りついていた時間が再び流れはじめた。衡は鉄板を洗い場に置いてホースを向け、伊織はゴミ袋の口を閉じ、青嵐は炭の処理を続ける。そうしながら口を開き、

「それで？　どうしてそう思うんだい？」

「バーベキューのあいだ、あの子の目が、白山さんの黒い鞄をちらちらと見ていたから」

　脳裏に蘇よみがえる。よく焼けたイカを囓かじりながら、じっと二人を見つめていた遠咲先輩の眼まな差ざし。

「……あれ、汐さんを監視してたんですか……？」

「監視とは失礼ね。観察と言ってくれないかしら」

　どこがどう違うのか。と、伊織がちょっと片手を挙げて質問、

「でも、鞄を見ていたからって、それがすなわち鞄を狙ねらってるってことにはならないと思うんですけど。他の理由があったということは、考えられませんかね？」

「考えられないこともないけれど、考えにくいわね。白山さんの鞄は、秘密を知っていればこの世で唯一無二のユニークな鞄だけれど、普通に見ただけではなんの変哲もない旅行鞄に過ぎないもの。それをじろじろ見るということは、すなわちあの子がなにかを知っているから、ということになるんじゃないかしら。──まあ」

　そう言って、遠咲先輩はくるりと踵きびすを返し、

「聞いてみればわかることよ」

　がらん、という音が庭に響ひびいた。衡が思わず鉄板を取り落とした音だ。言うにこと欠いて、

「ちょ、ちょっと待ってください！　あの子に聞くんですか？　──直接!?」

「悪い？」

「わ、悪いっていうか──もうちょっと、確証を得てから、」

「直接揺さぶれば、確証は転がり出てくるわ。それにあの子相手なら、それほど慎しん重ちようになることもないでしょう？　白しろ山やまさんから秘密を聞き出すのと同じくらい簡単なことだと思うけど。不意打ちをすれば、あの子は必ずボロを出す」

　こういうときの遠とお咲さき先せん輩ぱいは、本当に本当に嬉うれしそうな顔をする。これ以上の喜びがこの世にあるのか、とでも言わんばかりの表情。彼女は絶句している一同を見渡して、異論が出ないことを確認すると、ガラス戸に歩み寄って、それを開けた。

　その向こうでは、白山さんと汐せきが談笑している。

　不意に、頭の中に蘇よみがえるものがあった。

　それは、先ほどの白山さんの言葉だった。白山さんの表情だった。夢を持つものがうらやましいと、自分は決してああいうふうにはなれないだろうと語っていた、白山さんの横顔だった。

　今、白山さんは、彼女曰いわく『うらやましい』汐とおしゃべりをしている。その様子は本当に楽しそうで、どこか憧あこがれているようでもあった。汐も白山さんとの会話は決していやではない様子で、時折ころころと喉のどを震ふるわせて笑っている。

　そこに遠咲先輩が近づいていく。──爆弾を抱えて。

「とっ──」

　止めようとした。今じゃなくてもいいだろう、せめて白山さんをどこかにやってから──という言葉は、結局、間に合うことがなかった。

　伊い織おりや青せい嵐らんと共に、リビングに戻った衡こうは、遠咲先輩の弾はずむ声を聞いた。

「白山さん。九衛クノエさんはちゃんと戻った？」

　へ？　と、白山さんは遠咲先輩のことを振り返った。

　戻った？

「そうしないと体力が元に戻らないのでしょう？　あの子、『囊界ノーガ』の外では生きていけないからね」

　なにを言っているのかわからない、というふうに、白山さんは瞬まばたきをし、

　それから、遠咲先輩が『なにを言っているのか』をようやく理解して、

　白山さんの顔から、血の気が引いた。

　遠咲先輩は三日月のように笑う。これだからこの人に秘密を打ち明けないほうがいいのだ、と衡は叫びたかった。三ヶ月の前の出来事を、今さら言っても仕方ないのだけれど。

　一方で──

「どうしたの、汐さん。変な顔して」

　汐は、かちこちに凍りついていた。

「『囊界ノーガ』の話が出たのがそんなに不思議？　でも、あなたは知っていたんでしょ？」

　ひくっ、と汐の喉のどが鳴る。目を大きく見開いて、犯罪の現場を押さえられたような目で遠咲先輩のことを見上げる。その右手が痙けい攣れんするように震ふるえた。

「あっ、──あた、し、は、」

「いいのよ。ごまかさなくても。全部わかってるんだから」
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　しゃっくりのような音。汐せきではない。白しろ山やまさんからだった。二人はまるで姉妹のようにそっくりな表情をしていた。目を丸くして、遠とお咲さき先せん輩ぱいを異星人のように見つめている。

「『鞄かばん』のこと、探りに来たんでしょ？　どこで知ったの？　少なくとも、あなたは阿ア頼ラ耶ヤ識シキではないようだけれど、誰だれから『鞄』の秘密を聞いたのか、わたしたちに教えてくれない？　そうすれば、あなたに協力ができると思うんだけど」

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、という言葉を聞いた瞬しゆん間かんに、汐の肩がびくりと震ふるえたのを遠咲先輩は見逃さなかった。リビングのソファに座っていた汐の前に座り、その目をじっと見つめる。

「やっぱり、阿ア頼ラ耶ヤ識シキとなにか関わりがあるのね」

　汐は、先ほどから一言も喋しやべることができない。喘あえぐような息を漏もらしているだけだ。

　そこで、白山さんが、ぽつりとつぶやいた。

「……汐さん」

　思わず、その場にいる全員が白山さんのことを見た。

　見なければよかった、と後悔した。

　そこにいるのは──信じかけていたものに裏切られた、哀あわれな少女だった。

「知ってたの？　『鞄』のこと。だから、わたしたちに話しかけてきたの？」

　汐せきは、違う、とは答えられなかった。

　そして、それこそが彼女の答えだった。今の白しろ山やまさんの表情を前にすれば、あの遠とお咲さき先せん輩ぱいだって真実を口にせずにはいられなかっただろう。違うのならばなおのこと、「違う」と答えずにはいられなかっただろう。

　うつむき、黙り込んでしまったという汐の姿が、そのまま、答えになっていた。

「それで？」

　当事者でなくとも耐えられない、針で突き刺すような空気を払ふつ拭しよくするように、遠咲先輩が身を乗り出して汐に尋ねた。

「あなたは、どういう経緯で、『鞄かばん』のことを知ったのかしら？」

　汐は目だけを上げて、遠咲先輩を見た。それ以外のものを見ようとしなかった。まるで他に視線を向ければ、その瞬しゆん間かんに自分が石になってしまうとかたくなに信じ込んでいるようだ。

「……ね、姐ねえさんに、教えてもらったから」

「『ねえさん』というのが、つまり阿ア頼ラ耶ヤ識シキなのね。さっきのチャイナドレスの女性かしら」

「…………」

「ああ、答える必要はないわよ。こっちで勝手に推測しているだけだから。──つまり、推測するに、その『ねえさん』が阿ア頼ラ耶ヤ識シキで、『鞄』の住人で、あなたを暴力で従わせていて、あなたは彼女の命令に従って白山さんの『鞄』を奪いに来たと。そういうわけね？」

「違う」

　と、初めて汐が明確な意志を表明した。あるいはそれは、先ほどから彼女の頰ほおをじっと見つめている、白山さんに対してだったのかもしれない。

「──か、『鞄』を奪えとは言われなかった。ただ、確かめてこい、って言われただけ。その、ノーガっていうのの話は、ずいぶん前に姐さんから聞いたことがある。あんたたちがその話をしているのを聞いたから、それを姐さんに話したら、調べてこいって──」

　そこで、汐はぴたりと口を噤つぐんだ。また、うつむいてしまう。下を向く寸前に見せたその表情は、泣きそうに歪ゆがんでいた。どうしようもない罪を犯してしまったもののように。

「その『ねえさん』という阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、『鞄』を手に入れてなにをするつもりなのかしら。あれは、持ち主がいないと意味がないものなのに」

　汐はうつむいたまま首を振り、

「わからない。姐さんの考えることは、あたしにはよくわからないんだ。気まぐれだし、命令を出してもすぐに取り消しちゃうこともよくあるし。──でも」

「でも？」

「『鞄』についてだけは、やけに熱心だった。言わなきゃよかったって、あたしが後悔するくらい。普段は気まぐれで、めんどくさいことが起きたらすぐに『やっぱりいいや』っていう姐さんが、なにがあっても『鞄』の情報を摑つかんで来いって、そう言ったんだ」

「……ずいぶんと、『鞄かばん』にご執しゆう心しんみたいね」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいがそうつぶやくと、白しろ山やまさんは足下に転がっていた鞄を抱え上げ、ぎゅっと胸元に抱きしめた。誰だれにも奪われまいとするかのように、そのくせ、その表情は複雑に歪ゆがんでいた。自分が胸に抱えているものが、どうしようもなく重たくて、できるものならば今すぐにでも、捨ててしまいたいと叫んでいるような顔。

「新にい島じま汐せきさん」

　突然、遠咲先輩が汐の名を呼んだ。親に叱しかられた子供のように、汐はびくっと身体を震ふるわせる。そんな彼女をじっと見つめながら、遠咲先輩は言う。

「わたしたちに協力しなさい。あなたにとっても、その阿ア頼ラ耶ヤ識シキは敵でしょう。わたしたちなら、あなたを助け出すことができる。その阿ア頼ラ耶ヤ識シキを元いた場所へ──『囊界ノーガ』へと、叩たたき返すことができるわ」

　その声には、いつにない力がこもっていた。普段は身体のどこに本心があるのか定かではない遠咲先輩が、久しぶりに見せた『本気』の表情。本心から汐を助けたいと思っているかどうかはさておくとして、汐を仲間に引き入れたいと思っているのは本当なのだろう。

　しかし。

「敵？」

　汐は、ぽかんとした表情で、その本気に答えた。

　遠咲先輩の顔に、初めて不ふ審しんがよぎった。

「『姐ねえさん』が？　あたしの？」

「……そうでしょう。だって、あなたのことを脅おどして、言うことを聞かせているのだから」

　その発想はなかった、と言わんばかりの汐の顔。遠咲先輩の不審は、他のメンバーにも伝わっていく。まさか、という思い。まさかこの少女は、自ら進んで、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに協力しているのだろうか。

　やがて、汐が、あは、と笑った。バカにしているわけでもないし、おもしろいと思ったからでもない。なにかを諦あきらめるような、そんな笑い声だった。

「無理だよ、そんなの。あの人を裏切るなんて、あたしにはできない」

　ぽつり、と独り言のように声を落とし、

「だって──あの人は、あたしの命の恩人で、あたしの命を握っている人だもん。──あたしは、あの人から離れることなんてできないんだ。ずっと、一生、あの人と一緒にいるの。それが、あたしに決められたことなの」

「─────」

　白山さんが、絶句して汐のことを見み据すえている。それに気づいたのは衡こうだけだっただろう。鞄をぎゅっと胸に抱きしめたまま、唇をきゅっと嚙かみしめたまま、白山さんは汐に向き直った。摑つかみかけたなにかを確かめるように、口を開き──

　ガラス戸から、どん、という音が聞こえた。

　意表を突かれて、その場にいる全員の視線が、ガラス戸へと向けられる。

　夜の闇やみに包まれた、庭先があるはずのそこには──

　一面に、白い大男たちが、びっしりと張りついていた。

　息を吞のむような静せい寂じやくが漂ただよったのは、一いつ瞬しゆんだけだった。

「──泡子パオズ!?　なんでここに、」

　汐せきの叫びをきっかけとして、大男──泡子パオズたちは波打つように動きはじめた。身体ごとぶつけるようにして、その拳こぶしをガラス戸に叩たたきつけたのだ。

　甲高い粉ふん砕さい音が、室内に響ひびき渡わたった。

　飛び散ったガラス片を物ともせずに、泡子パオズたちは室内に入り込んできた。計六人の巨漢は、全員、まったく同じ服装でまったく同じ動きをしている。夢に出そうだ。

　衡こうと伊い織おりと青せい嵐らんは、同時に動いていた。ソファにいる白しろ山やまさんたちを守るように前に出る。ただひとり衡だけが、他の二人のような怪物的身体能力を持ってはいなかったが──その代わり、彼には『夜よる房ふさ』があった。技量はなきに等しいが、戦えないことはない。

　しかし、泡子パオズには、戦うつもりはないようだった。

　そこだけは黒い彼らの瞳ひとみが、汐のことを見み据すえていた。一切の感情を映していないくせに、彼らが汐をとがめているのだということは、なぜかわかった。

「・・・─────・・──・・・」

　そのうちのひとりが口を開き、そんな音を発した。言った、とは表現できない、信号音のような声。その意味を理解したのは、汐だけだった。一気に青ざめた顔になり、震ふるえる声で、

「…………来て、るの？　姐ねえさん」

　ぎくり、と自分の身体が震えるのがわかった。

　ねえさん。先ほどの、チャイナドレスを着た長身の女性。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいの推測が正しければ、その女性は──

「『九絶門Val'DOR's Gate』。ふん、なるほどね」

　不意に、聞き慣れない声が響いた。その声が誰だれのものなのか、探す必要はなかった。

　居並ぶ泡子パオズが左右に分かれる。王族を迎え入れるかのように粛しゆく々しゆくと、彼らはその場に膝ひざを突いて動かなくなった。粉々に割れたガラス戸の外からは、生ぬるい風が吹き込んできていた。

　その風を、頰ほおに感じたときには。

　すでに『ねえさん』は、室内に足を踏み入れていた。

「あっちのチビが『守憑霊ツキダマ』だと思ってたんだけどねえ。そっちのボウヤだったか」

　それまでなにもなかったはずの空間が、彼女を吐き出したかのようだった。泡子パオズたちが作る通路を進む彼女の姿は、明らかに、人間のものではありえなかった。

　緑の混じる黒髪は千々に乱れ、その隙すき間まから銀色の瞳がぎらぎらとした視線をこちらに投げかけている。先ほどまでサングラスに隠かくれていたそこは、剝はがれてみて初めて『なぜそこにサングラスがあったのか』を教えてくれていた。

　銀色の瞳ひとみは、ヘビのように縦たてに割れて、衡こうたちを睥へい睨げいしていた。

　一歩、『ねえさん』がこちらに近づく。ずるり、という音がする。そんな音がするのは当たり前で、彼女の下半身もやはり先ほどとは異なり、巨大にのたくるヘビの胴体と化していたからだ。銀の鱗うろこが宝石のように煌きらめき、彼女の身体が進むたびにヘビの尾先が左右に振れて、床の上のガラス片を掃きつけている。

　衡こうは、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「……阿ア頼ラ耶ヤ識シキ」

『ねえさん』はにやりと笑う。ギザギザに尖とがった歯が、唇の隙すき間まから見えた。

「そんな洒しや落れっ気のない名で呼ばないでおくれよ、気分の悪い。あたしにはちゃあんと、流リユウ姐ジエっていう名前があるんだからさ」

「リュウジェ──？」

「そ。『泡あわ波なみ』の流姐さんだ。覚えておきな」

　そう言って、彼女は懐ふところから一本のキセルを取り出した。唇にくわえて、ぷかり、と泡を吐き出す。シャボン玉のようなその泡を見つめながら、流姐は油断なく衡を見み据すえる。

「で？　そっちの名乗りはまだなのかい、『守憑霊ツキダマ』。礼儀正しく名乗ってやったんだ、返礼するのが道理というものだろう」

　流姐がなにを言っているのか理解するまで、三秒ほど必要とした。

　理解してからは──衡は、なにをすべきか迷わなかった。正眼に『夜よる房ふさ』を構えたまま、獰どう悪あくな笑みを口元に浮かべる。九衛クノエが阿ア頼ラ耶ヤ識シキを前にしたときの表情を真似しただけだが、どうやら成功したらしい。流姐のヘビの瞳が、警戒するように細められたからだ。

「どうしておれが、たかが阿ア頼ラ耶ヤ識シキ風情に名乗らなくちゃいけないんだ？　図に乗るのもたいがいにしろ」

「ふん。言ってくれるね。代替わりしても、『守憑霊ツキダマ』は『守憑霊ツキダマ』だ。あの頃と同じ、傲ごう慢まんなのに変わりはないってことか」

　不ふ愉ゆ快かいそうにつぶやいて、流姐はキセルの端はしをきっと音が鳴るほどに嚙かんだ。衡は流姐の言葉から、必死になって情報を探り出そうとする。

　この阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、自分のことを、『守憑霊ツキダマ』だと思っている。

　流姐の台詞せりふからして、彼女は以前に『守憑霊ツキダマ』とまみえたことがあるらしい。ということは、少なからず『守憑霊ツキダマ』について知っているはずだった。そして今、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』という『守憑霊ツキダマ』にしか扱えないはずの兵装を手にしているのは──

　ただの人間に過ぎない、平ひら沢さわ衡だった。

　命に関わる勘かん違ちがいだ。衡は『夜よる房ふさ』を扱うことができるが、『囊界ノーガ』の住人の殺人的な速度についていくことなど、無論できない。本気で攻撃されたら、そのときがすなわち衡こうの命日になるのだが、しかし、利点もあった。衡が『守憑霊ツキダマ』なのだと勘かん違ちがいしているうちは、流リユウ姐ジエも迂う闊かつには動かないということだ。

　問題なのは──

「まあいいや。名前がわからずとも、『守憑霊ツキダマ』ということさえわかっていればいい」

　遅かれ早かれ、流姐は攻撃を仕掛けてくる、ということだった。

「あのときの傷は癒いえたよ。けれどね、あのときの屈くつ辱じよくは──『守憑霊ツキダマ』！　おまえの首を刎はね飛ばさない限り、癒えそうにないんだ！」

　流姐の野性的な美び貌ぼうが、怒りに歪ゆがんだ。鮫さめの牙きばがぞろりと剝むき出しになって、蓬ほう髪はつがざわりとさざめいたかのように見えた。キセルから口を離し、彼女はそれを胸の前に構えて、

「──『泡沫都市群Civilization』の名に於おいて！」

　力強く、叩たたきつけるような歌声が、荒れたリビングに響ひびき渡わたった。

「母なる海よ我が身を洗え、連なる波よ我が身を攫さらえ！　我を包むは汝なんじの祝福、触れれば消える大だい盤ばん石じやくの、流れ・たゆたい・浮かび・飛ぶ、万象を胎はらむ泡沫うたかたなり！」

　その瞬しゆん間かん、リビングにいたすべての泡子パオズが、どろりと溶けた。

　ひうっ、という悲鳴が響いた。白しろ山やまさんだ。無理もない。先ほどまで人の形をして動いていたものが、その形さえ失ってぐずぐずに溶け出したのだから。伊い織おりと青せい嵐らんも気味悪そうに眉まゆをひそめ、遠とお咲さき先せん輩ぱいだけが無表情にそれを見つめていた。

　泡子パオズが溶けたあとには、泡が残った。衡は、それが『ココノツ大蛇おろち』の口の中にあった白い塊かたまりであることに気づいた。真っ白な泡は、それ自体が意志を持っているかのように、流姐のキセルにまとわりつき、凝ぎよう集しゆうして、ひとつの武器を形作った。

　握り心地を確かめるように、流姐はその武器を鋭く振り払う。

　槍やりだ。先が三みつ叉またに分かれている。純白の棹さおに、目が覚めるような青色の螺ら旋せん模様が絡みついていた。その切っ先を衡のほうに突きつけ、流姐は不ふ審しんそうにつぶやく。

「──どうした？　なぜかかってこない。あたしが相対した『守憑霊ツキダマ』は、隙すきと見ればすぐにでも斬きりつけてくるような野や蛮ばんな奴やつだったぞ？」

　衡はその言葉に、はっと我に返った。しまった。今攻撃すればよかった。

　とはいえ、機はすでに過ぎ去ってしまった。流姐が手にした『泡の槍』は長大で、下へ手たに動くとまるまる串くし刺ざしにされてしまいそうでもある。動かずとも、あれを突き出されただけで心臓を貫かれてしまいそうだった。

　しかし、かといって、今さら謝って済むとは思わないし、そうすることもできそうにない。

　なぜなら、後ろの白山さんが、衡のことをじいっと見つめているからだ。

　物理的な圧力があるかのように、振り向かなくてもそれが自覚できた。

　ゆえに、衡はにやりと笑わなくてはならなかった。せいぜい強そうに見えるように、正眼に構えた『夜よる房ふさ』の切っ先を軽く下げて、挑発するようなことを言わなくてはならなかった。

「おまえなんぞの隙すきを突かなければならないほど、おれは落ちぶれちゃいないんでね。いつでもかかってこい。そっちに先に攻撃させてやるよ」

　流リユウ姐ジエは、笑いもしなかった。

　ただ、その目を細めただけだ。

　それきり、ぴくりとも動かなくなる。

　そのことに気づいていたわけではないが、理由なく斬きりかかったわけでもない。まず、この場の緊張に耐えられなくなったというのがひとつ。「ずるり」という音が上から聞こえたのも大きな理由だ。しかし、なにより大きな要因は、「いやな予感がしたから」ということになるだろう。

　その予感は、衡こうの命を救った。

　奥歯を嚙かみしめ、息を吐き、覚悟を決めた。床を蹴ける。あれだけ長い槍やりなのだ、懐ふところに入ればそうそう簡単に殺されるということはないだろう。拙つたないながらも、そんな計算を組み立てて、衡は姿勢を低くして、『夜よる房ふさ』を思い切り突き出した。

　流姐は、どんな動きもしなかった。

　黙してぴくりとも動かないまま、彼女は衡の突撃を甘んじて受け入れた。

　その瞬しゆん間かん、流姐の姿が爆はぜた。

　斬りつけた張本人の衡でさえ、なにが起きたのかわからなかった。その場で事態を把は握あくしていたのは、汐せきと、そして──いつの間にか天井に張りつき、一秒前まで衡がいた空間に槍を突き刺していた、流姐だけだっただろう。

「なっ──!?」

「やるね、『守憑霊ツキダマ』。あたしの『光泡グアンパオ』を見破るとは」

　逆さまに髪かみを垂たらしていた流姐は、銀の瞳ひとみを細めてそうつぶやく。やるねもなにも衡は単純に緊張に耐えきれなくなっただけで、彼女の動きを読んでいたわけでは無論ない。

　が、この場はそういうことにしておいたほうがよさそうだ。なにしろ、音も気配もないままに身代わりを置いて、いつの間にか頭上に張りつくようなヘビ女が相手なのだ。せめて強気に応じなければ、あっという間に首だけにされてしまう。

　衡はどきどきと鳴る心臓を抑えつつ『夜よる房ふさ』を肩に担かつぎ、

「──、あ、あくびが出そうだったからな、こっちから動いてやったんだ。もう少し、まともな攻撃はできないのか？」

　九衛クノエの真似をしただけだったが即座に後悔した。流姐は牙きばを剝むき、

「なら、そうしてやるよ」

　張りついていた天井から、ふわりと降りてきた。

　着地する湿った音が衡の耳に届くよりも先に、流姐は動いていた。長大な身体を思い切り引き伸ばし、低い姿勢から滑すべるような一撃を放ってくる。

「うわっ!?」

　衡こうがそれを受けることができたのは、幸運に過ぎなかった。『夜よる房ふさ』を立てて穂先を受け止め、しかし勢いまでは受け止めきれず、衡の身体は庭へと吹っ飛んでいく。

「がっ──」

「こ、衡くん!?」

　凍っていた時間が、急速に溶けはじめていた。白しろ山やまさんの悲鳴を聞きながら、衡は受け身を取ることもままならずに背中から地面に激突した。呼吸が止まったがそんなものを気にしている余裕はない、ぐるりと後転してどうにか立ち上がり、ふらつく身体を支えて『夜よる房ふさ』を構えたところで、

　すでに流リユウ姐ジエは、目の前にまで迫っていた。

「……こ、このっ！」

　気合いと共に『夜よる房ふさ』を突き出す。先ほどと同じことが起きた。目の前にまで来ていた流姐の姿が、『夜よる房ふさ』の切っ先に触れた瞬しゆん間かん、瞬時に爆はぜて見えなくなってしまったのだ。

　まるで──泡に触れでもしたかのように。

「……なんだか、妙だね」

　背後から流姐の声。振り返ることはできない。なぜなら、なぜなら──

　真っ白な槍やりの穂先が、衡の肩口を縫ぬい止めているからだ。

「あまりにも手て応ごたえがなさすぎる。あたしが『外』に出てからの三百年で、『守憑霊ツキダマ』はすっかり弱くなっちまったのかねえ」

　もちろん、そんな声は衡にはほとんど聞こえていなかった。『夜よる房ふさ』を取り落としたことにさえ、衡は気づかなかった。肩に生まれたどうしようもない異物感を、衡はただ呆ぽう然ぜんと、『熱い』と感じていた。

　ぽかん、と開いた衡の口から、間抜けな声が漏もれる。

「…………え、あれ……？」

「なんだか拍子抜けしちまったよ。ずうっと、『守あ憑ん霊た』に復ふく讐しゆうすることを考えてたのにさ」

　言いながら、流姐は槍を、衡の肩から引き抜いた。

　振り払う。穂先を濡ぬらしていた血の赤が、庭先に切れ切れの弧を描き、

　そして、『熱』はその質量をそのままに、『痛み』へと変へん貌ぼうした。

「……ッ、が、あああああああああああああああっ!!」

　一日一度痛い目に遭あう、『呪のろい』の人生を歩む衡でさえも、それは、濁にごった叫びにしなければ耐えきれないほどの痛みだった。脂汗がじわりと背中を濡らして、前のめりになったまま衡は指一本動かすことさえできないでいる。食いしばった奥歯が砕くだけそうだ。

「まったく、情けない。これが、今の『守憑霊ツキダマ』か。殺す価値もないね」

　吐き捨てるような流リユウ姐ジエの声に、反応することもできなかった。自らの内に湧わいた痛みを殺すのに精一杯で、『悔くやしい』とも『助かった』とも思うことはできず、

　ただ、

　ずるり、という音が、衡こうの耳に届いていた。

　意志の力を振り絞しぼって、顔を上げる。流姐の背中が視界を塞ふさいでいた。庭からリビングへと、ヘビの形をした下半身をくねらせながら入っていこうとしている。銀色の鱗うろこがぬらりと光っていて、右手に握った『泡の槍やり』からはまだ衡の血が滴したたっている。

　そして、彼女の向かう先に、白しろ山やまさんがいた。

　白山さんは、流姐のことなど見ていなかった。

　ただ、彼女の視線は衡に据すえられていた。石像のような表情。目の前で起きている事態を理解できていない、というわけではない。

　むしろ、白山さんは、必要以上に理解してしまっているのだ。

　この光景を招いたのが、果たして誰だれなのかということを。

　衡を見据えたまま、白山さんは、ぽつりと、

「──、鞄かばんを、」

　かすれた声だった。小さくて冷たくて硬かたい、氷の礫つぶてのような声。

「鞄を、渡せば。わたしたちを、見逃して、くれるんですか？」

　やめろ、と叫びたかった。叫ぼうと思って口を開いたが、喉のどから漏もれるのは痛みに耐えるうめき声だけだ。右腕がまったく動かない。仕方ない。左腕を伸ばす。

　流姐が、おもしろそうな声をあげた。

「おやおや。『守憑霊ツキダマ』が腰抜けなら『持ち主』も腰抜けのようだね。命惜しさに、なによりも大切な『鞄』を手放すか」

「大切なんかじゃ、ありません」

　それが白山さんの言葉だとは、どうしても信じたくなかった。

　言葉の内容も、その喋しやべり方も──どうしても、彼女のものとは思えない。石でできた仮面のような表情も、『鞄』のグリップを固く強く握り締める手も、衡が見知った白山さんとはかけ離れたものだった。

　これ以上、

「鞄を、──、鞄が、欲しいなら、差し上げます。ですから、どうか──」

　白山さんに、あんな言葉を、喋らせるわけにはいかない。

　左腕を、伸ばした。指先が引っかかり、足あ搔がくような一いつ瞬しゆん、その手の中に柄つかを握り締め、

「──やめろ」

　衡は、『夜よる房ふさ』を手に、立ち上がった。

　流姐が「ぐるり」とこちらを見た。銀の瞳。驚きよう愕がくするように、見開いている。

「なんだってんだ。おかしなことばかり起きる」

　鮫さめの牙きばを軋きしらせるようにして、流リユウ姐ジエはそんなことをつぶやいた。

「あたしの『宿泡シウパオ』を受けて、どうして立っていられる？　あれは『領域ナワバリ』だ。『守憑霊ツキダマ』だからって、逃れられるものじゃないはずなのに」

　彼女がなにを言っているのかは、よくわからなかった。わかる必要もなかった。衡こうはただ、『夜よる房ふさ』を握り締めた左手に力を込めて、

「白しろ山やまさんに、手を出すなッ！」

　あらん限りの声で叫びながら、流姐に斬きりかかっていった。

　その機会があったにもかかわらず、流姐が衡の胸を串くし刺ざしにしなかったのは、決して彼女の優やさしさからではない。伊い織おりと青せい嵐らんが投げつけたマグカップと灰皿が、彼女の頭に見事に命中したからだ。一秒にも満たない隙すきだったが、衡が踏ふみ込むには十分な時間だった。

　身体ごと、叩たたきつけるように『夜よる房ふさ』を振り下ろす。

　流姐は、槍やりを横にしてそれを防ごうとした。

『九絶門Val' DOR's Gate』の壱いち式を担になう兵装をなめてはいけない。『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』は切断にのみ特化した武器であり、その漆しつ黒こくの刃の前ではチタン合金も和紙も大した違いはないのだ。

　水を斬るような、ぬめりとした感触と共に──

『夜よる房ふさ』の刃は、槍ごと流姐の左目を切り裂いていた。

「ぐうっ！」

　流姐の巨体がのけぞり、それでも倒れることはなかった。ヘビの身体がのたうち回り、テーブルやキャビネットを弾はじき飛ばしながら部屋の奥へと退いていく。床の上に這はい蹲つくばり、美しい顔を憤ふん怒ぬに染めながら、流姐はひとつだけになってしまった銀の瞳ひとみで衡を睨ねめ上げ──

　小さな、小さな、すがるような声が、リビングに響ひびいた。

「九衛クノエ。お願い、出てきて。衡くんを、助けて」

　祈りにも似た姿勢で片かた膝ひざを突きながら、白山さんは、鞄かばんに入れた手を引き抜いた。

　手に手を取って、九衛の小さな身体が鞄からずるりと這い出てくる。散らかった床の上に転げ落ちて、その目をしぱしぱと瞬まばたきさせた。

「な。──な、なっ、なんですか、シロさま？　九衛はまだ──」

　眠っていたところを叩たたき起こされたかのような九衛の表情は、しかし、目の前の光景を見て吹き飛んでしまった。荒れ果てたリビング、血に濡ぬれた衡の姿、ヘビの半身を持つ女に──泣きそうな表情で、固く鞄を抱きしめる白山さん。

　それらの光景が持つ意味を、九衛は一いつ瞬しゆんにして理解した。

「コウ！」

　言われるよりも先に、衡は九衛に向かって『夜よる房ふさ』を投げ渡していた。床の上を回転しながら滑すべってきた『夜よる房ふさ』を受け取って、九衛は油断なく立ち上がる。その顔には、いまだに疲労が色濃く残っている。だからこそ、彼女は一気にケリをつけようとした。

　流リユウ姐ジエのほうは、それを望まなかったらしい。

「くそ！　なんだってんだ!?」

　彼女の決断は素早く、行動はさらにそれを上回っていた。

　あまりにも不利な要素が多すぎる。そう判断したのだろう。唯ゆい一いつの武器は両断され、左目を失って、それでもなお戦おうとしたところに、なんと二人目の『守憑霊ツキダマ』が鞄かばんの中から現れた──流姐にしてみれば、そんな状況でなお戦いを続けようとするメリットは、どこにもなかったのだ。

「あっ、こら、待て阿ア頼ラ耶ヤ識シキ！」

　九衛クノエの叫びを無視して、流姐は液体のような動きで庭へと這はい出していた。その目が汐せきを見み据すえたのは、一いつ瞬しゆんだけのこと。その一瞬で、凍りついていた彼女の身体が、雷に打たれたかのようにびくりと震ふるえた。

「……汐。あとで、ゆっくりと話を聞くよ」

　汐はなにも言えない。青ざめた顔で、唇を震わせているだけだった。それを見て、流姐は「ふん」と鼻を鳴らし、それから、宣言するように口を開いた。

「今日のところは引いてやる。だけどね、鞄を諦あきらめたわけじゃないよ。それは、必ずあたしのモンにする。必ずだ。どこに逃げようが、絶対に見つけ出してやるからね！」

　その言葉を、負け犬の遠とお吠ぼえと考えたのは、九衛ひとりだけだった。

　巨体が翻ひるがえり、低い生け垣を跳とび越こえて、あっという間に夜の闇やみへと消えた。九衛でさえそれを追おうとはせずに、ただ呆ぼう然ぜんと、彼女の消えた庭先を見つめることしかできなかった。




　　　　◆




　霧きりが風に払われるように、流姐がいなくなった瞬間、戦いの気配は消えてなくなった。

　それと同時に、三人は一斉に動いていた。九衛と伊い織おりと青せい嵐らんだ。リビングに両りよう膝ひざを突き、闇の向こうを見つめている衡こうを、よってたかって取り押さえる。

「うわ!?　な、なにするんだよ、ちょっと──」

「黙れこのバカ！　おまえは喋しやべるんじゃねえ！」

「まったくだよ、なに考えてるんだ！　あんな相手に立ち向かうなんて！　死ぬところだったんだぞ!?」

　九衛に至ってはなにも言わず、怒っているような目つきで衡のシャツをびりびりと引きちぎりはじめた。槍やりに貫かれた肩口を露あらわにして、そこを覗のぞき込み──不ふ審しんな顔をする。

「薬箱、持ってきたわ。今から応急処置をするから──、あら？」

　どこからか、薬の箱を持って戻ってきた遠とお咲さき先せん輩ぱいも、訝いぶかしげに目を細めた。衡のシャツも肩も、彼の血によって濡ぬれている。

　それなのに──肝心の傷口は、どこにも見当たらなかった。

「……こ、衡こうくん、無事、なんですか？」

　恐る恐る、それを覗のぞき込んでいた白しろ山やまさんがつぶやいた。衡と目が合い、その瞬しゆん間かん気まずそうに顔を伏せてしまう。衡にしても、彼女に尋ねたいことがあったのだが、今はそんなことをしている場合ではなさそうだ。

　なにしろ──衡の身体を調べていた九衛クノエから、くたり、と力が抜けてしまったのだから。

「む。──く、そ、こんなときに──」

　力尽きた彼女を『鞄かばん』に戻してから、まだ三十分ほどしか経たっていないのだ。白山さんを護まもるという意志と、九衛曰いわく『非常電源』で今まで動いていたのだろうが、戦せん闘とうが終わった今となっては、彼女を支える力は消えてなくなってしまったのだろう。

　衡は慌あわてて、倒れかけた九衛を抱き止める。それから白山さんをちらりと見て、

「白山さん。鞄を──」

「う、うん」

　鞄の口を開いて、彼女の身体を押し入れようとしたところで抵抗された。衡の顔面を力なく押して、九衛は憮ぶ然ぜんとした顔で、

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるとわかった以上、シロさまのお傍そばを離れるわけには──」

「今のおまえが傍にいたところで、どうにもならないだろ。それにあの言い草じゃ、今日はもうやってこない。あとのことはこれから話し合うから、とりあえず今は休んでいろ」

　その言葉に、九衛は珍しく反論しなかった。悔くやしそうに唇をへの字に結んで、それでも誰だれに強制されるでもなく、自らよじよじと鞄の中に入ろうとする。

　頭を突っ込むその寸前、九衛は衡を振り向いて、再び『夜よる房ふさ』を押しつけようとして、ぴたりと手を止めた。その視線が、血に濡れた衡の肩に留とまる。

「…………」

　沈黙して、険しく眉まゆを寄せた九衛から、衡は強引に『夜よる房ふさ』を奪い取った。彼女がなにを言いたいのかは、痛いほどにわかっていた。九衛がそれを言い出せないのだということも。

　だから衡は、強しいて笑ってみせた。

「任まかせておけ、とは言えないけどな。できるだけのことはするさ」

　小さく、息を吞のむ音。九衛はうつむき、前髪がその表情を押し隠かくした。

「……頼むぞ」

　震ふるえる声でそれだけを吐き出して、九衛は鞄の中へと戻っていった。

　ふと、衡の肩を濡れたタオルで拭ぬぐっていた遠とお咲さき先せん輩ぱいが、不思議そうにつぶやいた。

「本当に、なんともなっていないのね。さっきは確かに貫かれたように見えたのだけれど」

「いや、確かに刺されましたよ、ここ。めちゃくちゃ痛かったですから」

「痛かったで済むことなのか？　おれはてっきり、おまえが殺されたのかと思ったぞ」

　伊い織おりの言葉に、そうだそうだ、と白しろ山やまさんが頷うなずいた。その目にはまだ涙が滲にじんでいて、非難するように衡こうを見つめていた。心配をかけてしまったのは申し訳ないが、それでも白山さんに非難されては衡の立つ瀬せがない。彼女を守ろうと思っての行動だったのに。

　そんなふうに、衡がひとりで落ち込んでいると──

　肩口に、誰だれかの指先が触れた。

「………………」

　汐せきだった。

　伊織と青せい嵐らんが、色めき立って汐をにらみつけた。なにか妙なことをしようとしたら、すぐにでも取り押さえる気でいるらしい。

　だが、汐はそんな二人に気づいてすらいないようだった。衡の肩、傷があったはずの場所をゆっくりとなぞり、それから、深く息を吐く。

「──『宿泡シウパオ』」

「え？」

「姐ねえさんが、生き物を捕とらえるときに使う泡だ。あれは、標的の身体を乗っ取ることが目的だから、傷口と同化してすぐになくなってしまう」

　数式の証明をするように淀よどみなく、汐は肩口を見つめながら説明を続ける。

「『宿泡シウパオ』を入れられた標的は、まず身体が動かなくなる。物も食べられないし水も飲めない。そうやって三日三晩、死体みたいにずっと横たわっていると、そのうちに身体が白くなっていって、『泡子パオズ』の素材のできあがり」

　衡は汐のことを見つめた。自分がどんな顔をしていたのかはわからないが、よほどひどかったらしい。汐は慌あわてて説明を続けた。

「あ、で、でも、もしかしたら、生きている人には『宿泡シウパオ』は効きかないのかもしれない。今まで『泡材パオツアイ』にするのが目的で人間には使ったことなかったし、他の生き物に使ったときには、すぐにぴくりとも動かなくなっちゃったし。でも、きみは動いて、話している。姐さんも『効かない』って言ってたから、きみはそうならないと思う。──多分」

「……あなた」

　そこにいるすべての者の疑問を代弁したのは、やはり、遠とお咲さき先せん輩ぱいだった。

「何者なの？　あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキと、どういう関係があるの？」

　汐は、沈黙した。

　それでも、その問いからはどうやっても逃れることはできないと、すぐに観念したらしい。自らに突き刺さるいくつもの視線を遮しや断だんするように、彼女は目を閉じた。喉のど元もとに手を当てて、ぽつり、とつぶやく。

「『泡子パオズ』」

　その言葉は、独り言のようにも聞こえた。

「姐ねえさんの──流リユウ姐ジエの配下。あの人の意を受けて、あの人の命ずるままに、あの人の望むものを取ってくる。それが、『泡子パオズ』の役目。あたしの役目」

　汐せきの唇が緩ゆるみ、目元が潤うるんだ。自じ嘲ちようしているようにも、なにかを懐なつかしんでいるようにも見える表情。その場にいる誰だれもが、言葉も挟めずにそれを見ていることしかできなかった。

「──あたしは、あの人の『泡子パオズ』。あの人のものなんだ。だから、あの人には逆らえないし、逆らおうだなんて思ったこともない。だって、あたしは、本当のあたしは──」

　喘あえぐように口が開閉し、そうして新にい島じま汐は、何年にもわたって誰にも打ち明けることのできなかった秘密を、静かに話しはじめた。

「ずうっと昔の子供の頃に、死んでしまっているんだから。今の『あたし』が持っている命は、あの人に吹き込まれた、泡沫うたかたに過ぎないんだから」
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　　　　　ヘビと少女のものがたり　３







『玉座の間』で、少女は凍こごえるような恐怖を味わっていた。

　目の前には、ヘビ女が座っている。女王の玉座に相応ふさわしい、壮そう麗れいな椅い子すは少女が見み繕つくろってきたものだった。見つけるのには苦労したし、それを盗み出すのはもっと苦労した。自分の中の罪悪感とも戦わなくてはならなかった。

　けれども、それを贈られたときの『姐ねえさん』の喜びようを見たときに、そんなものは吹き飛んでしまった。

　あのときは、確かに喜んでくれたのに。

　今のヘビ女の顔には、それとは真逆の──激しい怒りが浮かんでいた。

「……もう一度、言ってみな」

　ぞっとするほど静かな声で、ヘビ女はそう語りかけてきた。玉座の横にある、小さな人間用の椅子に腰かけながら、少女は縛しばられたように身動きひとつできないでいた。

「なにをしたいって？」

　うつむくことすらできない。蛇じや眼がんは銀色の怒りに燃えて、少女のことを見み据すえている。今まで、これだけの怒りをぶつけられたことはなかった。仕事でヘマをしたときは叱しかられたけれど、こんな激情をぶつけられたことは、一度もなかったのに。

「言いな。命令だ」

　ぐっ、と唾つばを飲み込んで、少女は今し方口にした言葉を、もう一度吐き出した。

「……と、東京に、行きたい。高校を卒業したら、東京の美大に行って、絵の勉強を──」

「だめだっ!!」

　びりびりと、『玉座の間』の天井までも震ふるえそうなほどの大声だった。その怒ど鳴なり声に、少女は思わず首をすくめる。

「なに考えてるんだ？　よりにもよって、東京に行きたい、だと？　ふざけるんじゃないよ！」

　少女は混乱する。彼女がなぜこんなに怒っているのか、さっぱり見当がつかない。そのあいだにも、ヘビ女は玉座からゆらりと立ち上がり、はるか頭上から少女のことを見下ろした。長大な下半身を立てれば、彼女の体長は優ゆうにニメートルを越こす。

　よせばいいのに、少女はなにか言い訳をしようと思った。回らない舌を必死に動かして、弁明をしようとして、

「で、っ、でも、前は、中学生のときは、修学旅行、いいって、」

「おまえがやろうとしているのは、旅行じゃないだろう！　東京に移り住むと言っているのと同じだ！　そんなこと、許せるはずがないだろ!?　東京にいるあいだ、あんたがやっていた仕事を、他の誰だれに任まかせられるっていうんだ!?」

　少女は口を噤つぐんだ。それは、少女もどうしようかと思っていた事柄だったからだ。けれど、

『姐ねえさん』に相談して、いろいろと知恵を出し合えば、きっと解決策が見つかるはずだと思っていた。自分が美大を出て、画家となり、故こ郷きように戻って絵を描きながら、海では『姐さん』の手伝いをして過ごす──それが、少女が描いていた青写真だった。

　まさか、こんな頭から反対されるとは、想像もしていなかった。

「おまえがその美大とやらでなにを学びたいのかは知らないけどね、卒業したらすぐにでも帰ってこられるというわけではないだろう。東京なんかに行けば、そこに根を下ろして、そうして二度と帰ってこないに決まっている。そんなこと、許せるもんか！」

「そ、そんなことない！　夢が叶かなったら、必ずここに戻ってきて、」

「それが甘っちょろいって言ってるんだよ！　夢が確実に叶うという保証でもあるのか？　一体その夢とやらが叶うまで、何年かかるんだ？　そのあいだ、あたしはずっと不自由しなきゃならないってわけか。ハッ、──冗談じゃない！」

　あまりの恐怖に、少女は椅い子すから転げ落ちて、床の上に尻しり餅もちをついてしまった。震ふるえる瞳ひとみで頭上のヘビ女を見上げながら、きゅっと唇を嚙かむ。

　そんなふうに、頭ごなしに言わなくてもいいではないか。

　小さな声が頭の中に響ひびき、それは真っ白になった脳裏に広がっていった。恐怖に塗ぬり潰つぶされた胸の中に、ほんの少しの怒りが混じる。それが、反射的に口を突いて出ていた。

「…………それじゃ、それじゃあ、あたしの人生は、どうなるの？」

「なに？」

「あたしは、──あたしは！　ずっと姐さんの言いなりになって生きていかなくちゃいけないの!?　せっかく、せっかくやりたいことが見つかったのに！　灘なだ先生みたいな、素す敵てきな絵が描けるように、たくさんがんばって、賞も取れるようになったのに！　それを、全部諦あきらめなくちゃいけないの!?」

　銀の瞳は、揺るがない。一切の妥だ協きようを許さないその目は、そのとおりだ、と言っているように思えた。かっとなった。頭に血が上り、少女は両足に力を込めて立ち上がり、正面からヘビ女のことをにらみつけて、

「そんなのいやだ！　あたしは、あなたの奴ど隷れいじゃない！　道具じゃない！　あたしは、あたしの生きたいように生き─────」

　なにが起こったのか。

　わからなかった。

　気がついたときには、少女は宙を飛んでいた。玉座のある段差を転げ落ちて、右の肩に砕くだけんばかりの痛みが走った。頰ほおに焼けるような熱さを感じていた。殴られたのだ、とわかったのは、ヘビ女の低い声が響ひびいたときだった。

「……あまり、調子に乗るんじゃないよ」

　頰ほおを押さえ、大きく目を見開いて自分を見た少女に、ヘビ女は不気味なほどに静かな声で語りかけた。

「最初に言ったはずだ。あんたは、あんたの命は、あたしが助けたものなのだと。だから、あんたはあたしのモンなんだと」

「──────」

「確かに、あたしはあんたのことを大切だと思っているよ。親しくも思っている。けれどね、あんたがあたしの所有物だということに、違いはないんだよ」

　ひくっ、と。

　少女の喉のどが、鳴った。

　殴られた頰よりも、その言葉のほうが、千倍も、万倍も痛かった。

　耐えきれずに、少女は鳴お咽えつを漏もらした。ひく、ひくっ、と情けなく胸が上下して、両の眼まなこから止めどなく涙が溢あふれていく。駄だ々だをこねる幼児のような、みっともない恨うらみ言ごとが口から漏れた。

「……ひどいよ、姐ねえさん。ひどい。あたし、姐さんのこと、好きだったのに。大好きだったのに。姐さんなら、あたしの夢、応援してくれるって、そう思っていたのに。なんで、なんでこんなことするの？　そんなこと言うの？　あたしは、姐さんの、ただの道具だったの？」

「………………」

「姐さん、あたしが賞を取ったとき、喜んでくれたじゃない。あたしの絵、褒ほめてくれたじゃない！　あたしのことをそんなふうに、道具とか奴ど隷れいとか思っているんなら、なんでそんなことしたのよっ!?　どうしてあたしと親しくしたの!?　余計な期待を抱かせるなら、最初からそんなことしないで、っ─────」

　少女の声は、首を絞しめられたかのように止まった。

　おかしい。

　息が。

　できない。

「……黙って聞いていれば、ぐだぐだと」

　ヘビ女は、吐き捨てるようにそうつぶやいた。緑の蓬ほう髪はつが、怒りにざわめいているようだった。さっきの怒りなど比べものにならないほどの、本当に殺されると恐怖するほどの、激しい憤ふん怒ぬ。苦痛に耐えるように表情を歪ゆがませて、ヘビ女はその指先を、ゆらりと少女に据すえていた。

「忘れたのか？　あんたの両肺は、あたしの『泡沫都市群Civilization』で作り出したものだ。それをどうしようが、あたしの自由。その機能を奪うことだって、意志ひとつでできるんだよ」

　喉のどを押さえた。口を大きく開けても、溢あふれるのは涎よだれだけ。声も、呼吸も、漏らすことさえできない。普段は静かな少女の顔が、苦く悶もんによって醜みにくく歪ゆがんでいた。酸素を求めるように腕を伸ばし、鉤かぎのように拗ねじくれた指が、空むなしく床を搔かき──

　不意に。

　スイッチを入れられたかのように、少女の肺が機能を取り戻した。

「──はっ、かはっ、げほっ!!　はあ、くふ、はあ、ふう──」

　四つんばいになって、激しく呼吸を繰り返す。床に垂たれた涎よだれと涙を見下ろす少女の中には、もう先ほどの怒りなどかけらも残っていなかった。

　代わりに芽生えたのは──

「……絵は、趣味で続けなよ」

　その声に、弾はじかれたように顔を上げる。少女の目に映っているのは、紛まぎれもない、死の恐怖だった。自らの命脈を誰だれかに握られるという、どうしようもない恐怖に、少女の顔は歪んでいた。

　それを見て、ヘビ女は、どことなく哀しそうに目を伏せた。

「それは止めないさ。好きなだけやればいい。でも、ここから──この海から離れるのだけはだめだ。それだけは、許さない」

　ゆっくりと、ヘビ女が近づいてくる。少女は反射的に、後ずさりをしようとした。かつて親しみを覚えていた目の前の女性は、もはや自分を支配する化け物に過ぎなかった。

「……っ！」

　逃げようとする少女を、ヘビ女は腕を伸ばして捉とらえた。そのまま、力ちから任まかせに自分のほうに引き寄せる。

　強く、強く。

　流リユウ姐ジエは、汐せきのことを抱きしめた。

「──汐。どうか、あたしの傍そばから離れないでおくれ。あんたは、あたしの道具でも、奴ど隷れいでもない。大切な人なんだ。だから──どうか、あたしのことを、怖がらないでおくれ」

　初めて聞く、それは、流姐の怯おびえた声だった。

　それを耳にしながら、汐は身体の震ふるえが収まっていくのを感じていた。同時に、後戻りできない奈な落らくの底へと落ちていくような感覚も味わっていた。自分は、流姐からは逃げられない。心に深く打ち込まれた死の恐怖は、そんな考えとなって汐を縫ぬいつけていた。

　おずおずと、汐は流姐の背中に手を回した。忠誠を誓ちかう代わりに、抱きしめる。そうしながら、汐は頭の中で、なにかが砕くだけ散る音を聞いていた。

　それは、夢だったのだろうか。絆きずなだったのだろうか。




　　　　◆




　空気が異なっているように感じたのは、なにも昨日の出来事だけが原因というわけではあるまい。実際に、肌にじっとりと張りつくような湿気が空気中に満ちていた。

　目の前の小高い丘、その頂上へと続く道を登りながら、衡こうはふと後ろを振り返ってみた。白しろ山やまさんは黒い鞄かばんを両手に持ち、浮かない顔をうつむかせていた。青せい嵐らんがなにかしら彼女に話しかけているのだが、それも上の空に受け流している。

　その向こう、遥はるか遠くまでずっと伸びる海岸線の真上には、入道雲が大きく鎌かま首くびをもたげていた。湿気の原因はあれだろうか、と思う。そう考えると、あの入道がこちらに向かってじりじりとにじり寄ってきているようにも見えた。今日は泳ぎには適さないだろう。午後からは、川の底をひっくり返したような豪ごう雨うになるかもしれない──そんな予感がした。

「──で、結局なにをしに行くんですか？」

　伊い織おりの声に、衡は前を向いた。先頭を行く遠とお咲さき先せん輩ぱいは、振り向きもせずに答える。

「用事を済ませに行くのよ。本当は、もっとゆっくりしていたかったのだけれどね。どうやら事情が許さないようだから、早めに終わらせるとしましょう」

　その『用事』というのは全体なんなのか、それを聞いているというのに。伊織は憮ぶ然ぜんとした表情になる。無理もない。昨日、汐せきの話を聞き終えたあとに、「すぐにでも帰りましょう」と強硬に主張したのは、他ならぬ彼なのだから。

　衡も、その主張には同意した。この地に阿ア頼ラ耶ヤ識シキが巣食っているとわかった以上、留とどまっていることはできない。せっかくのバカンスが台無しになるのは衡とて無念だったが──命の危険に晒さらされて、なお旅行を楽しめるほどに衡は肝が太くなかった。

　しかし、遠咲先輩はそれに、首を振った。

　危機管理には誰だれよりも敏感なはずの遠咲先輩が、である。

「帰るのは、明日の昼にします。午前中に、どうしてもやっておかなくてはいけない用事があるから」

　その説明は、到底納得できるものではなかった。流リユウ姐ジエに襲われるという危険を冒してもなさなければならない用事なのか、だとしたら一体それはどんなものなのか──そういう追及を、遠咲先輩は目を細めて受け止めただけだった。

「今のうちに帰るというのなら、あなたたちだけで行きなさい。今ならまだ、今日中の列車で寮に帰ることができるでしょう。わたしと青嵐は、ここに残ります」

「残るって──流姐が来たらどうするんですか!?」

　衡が叫ぶと、青嵐は笑って首を振り、

「なんとか逃げ切ってみせるよ。ボクたちは、ここでやらなくちゃいけないことがあるんでね。でも、それにきみたちを巻き込むのはさすがに気が引ける。きみたちは、先に帰って──」

「残ります」

　その言葉を遮さえぎったのは、白山さんだった。両手で鞄を握り締めて、遠咲先輩と青嵐を見つめる彼女の瞳ひとみには、ただならぬ気配が満ちていた。

「遠とお咲さき先せん輩ぱいや青せい嵐らんさんだけを、ここに残しておくわけにはいきません。わたしは、残ります。わたしと鞄かばんがいれば、あの人に対抗することは、できるだろうから」

　普段からは想像もつかない、きっぱりとした白しろ山やまさんの物言いに、遠咲先輩はちょっと首をかしげた。

「……白山さん、気持ちは嬉うれしいけれど、無理しなくても、」

「無理なんてしていません。わたしだけ逃げ出して、遠咲先輩たちになにかがあったら、きっと、もう、鞄を持っていることなんてできなくなってしまうから。だから、わたしは、ここに残るんです」

　泣くのを我慢しているような、白山さんの表情に、衡こうは小さく息をついた。伊い織おりを見ると、彼も同じような顔つきをしていた。

　白山さんにこんなことを言われて、それでもなお逃げ帰ることができるほど、二人は大人ではなかった。

　結局、『図書館部』は一同揃そろって、コテージに留とどまることになった。

　流リユウ姐ジエは襲ってこなかった。といって、鞄を諦あきらめたわけでは決してないだろう。流姐はたいていのことには大おお雑ざつ把ぱで気まぐれなのだが、一度目をつけたものに対しては、執しゆう念ねん深く慎しん重ちように行動するのを好む。それが、汐せきから聞いたあの阿ア頼ラ耶ヤ識シキの性格だった。

　汐。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキに囚とらわれた少女。その命を流姐の泡に救われ、しかし同時にその泡に繫つながれて、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの命令を受けることしかできなくなってしまった女の子。

　なによりも驚いたのは──彼女がその運命を、半ば受け入れている、ということだった。

『仕方ないよ。だって、姐ねえさんはあたしを救ってくれたんだから』

　汐は話し終えたあとに、そう笑って首を振ったのだ。

　衡は彼女を説得しようとした。阿ア頼ラ耶ヤ識シキに抵抗すべきだと、彼女を鞄に叩たたき込みさえすれば、もうきみを束そく縛ばくするものはなにもなくなるのだと。だが、その言葉にも、汐はやはり首を振った。その目は、衡の言葉を嗤わらっているようでもあった。

『姐さんは、裏切り者を決して許さない。たとえあたしでもね。裏切ったと知れば、あっという間に殺されるよ』

　それから汐は、悠ゆう然ぜんと立ち上がり、踵きびすを返した。

『ごめんね。迷惑かけて』

　最後に、汐はぽつりとそう言った。

『早く、逃げたほうがいいよ。姐さんは、鞄を狙ねらってまたやってくるから。今のうちに、できるだけ遠くまで逃げたほうがいい』

　そうして汐の姿は、流姐と同じように、闇やみの向こうに消えてしまった。

　彼女を引き留めようとするものも、捕とらえようとするものさえいなかった。そんなことをしても無む駄だだと、誰だれしもが考えていたのかもしれない。阿ア頼ラ耶ヤ識シキに情けなどない。ゆえに、人質など通用しない。九衛クノエがいれば、また別だったかもしれないが──彼女は昨晩から、ずっと鞄かばんにこもったままだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキが現れた以上、体力を回復させるのが最さい優ゆう先せん、ということなのだろう。

　ふと。

　誰かが、衡こうの袖そでをくいくいと引いていた。振り返ると、そこには白しろ山やまさんの、沈んだ表情があった。

「……白山さん」

「こ、衡くん。あの──肩は、大丈夫？」

　汐せきのことを考えていた衡は、不意を突かれたように瞬まばたきをした。自分が肩を貫かれたことなど、すっかり忘れていたのだ。

　汐曰いわく、『宿泡シウパオ』は、生物に打ち込まれることによって効力を発はつ揮きする、一種の毒物であるらしい。流リユウ姐ジエの『領域ナワバリ』であるその泡は、周りの体組織と同化して浸しん食しよくしていき、最後にはその生物を泡そのものにしてしまう。そうやってできた泡を捏こねて作り上げたのが、あの白い大男たち──『泡子パオズ』なのだという。

　しかし、なぜか衡には効きかなかった、らしい。魚や貝など、生きている相手ならば即座に動けなくしてしまうらしいのだが、衡は今もってぴんぴんしている。汐も「どうしてかわからない」と首をかしげていたのだが、実害も痛みもないことだし、大丈夫だろう、と気楽にタカをくくっていたのだが──

　白山さんは、その小さな手を伸ばして、衡の肩に触れた。

　その表情は、罪悪感に震ふるえているようでもあった。

「だ、大丈夫だってば！　痛くもかゆくもないんだしさ！」

　ぶんぶんと右腕を振って、衡は自らの元気をアピールする。白山さんは手を離し、衡の目をじっと覗のぞき込んでくる。そこに一片でも噓うそがないか、探し尽くすような瞳ひとみの色。

「……痛かったら、言ってね？　わ、わたしにできることなら、なんでもするから」

　曖あい昧まいに頷うなずきを返しながら、衡は内心でため息をついていた。

　昨日から、白山さんはずっとこんな調子なのだ。汐の話を聞き終えてからずっと。どうしてなのかは、考えなくてもわかる。──流姐のせいだった。

　白山さんと歩幅を合わせるようにしながら、衡は前を向いた。

「きみのせいじゃないよ」

　白山さんの肩が震えるのが、気配で伝わってきた。

「あいつは──流姐は確かに阿ア頼ラ耶ヤ識シキで、元はといえばきみの鞄から出てきたのかもしれない。でも、きみが鞄の持ち主だからって、鞄がやらかしたすべての災いの責任を取ろうとするのは、間違っている。と、おれは思う」

「…………」

　白しろ山やまさんは答えず、ただ鞄かばんを強く握り締めた。衡こうは息を吸い込み、

「だから、きみが気に病むことなんて少しもないよ。それに、ほら、逆に考えることもできるだろ？　あの流リユウ姐ジエって阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、汐せきさんの命を救ったんだからさ。今はともかく、流姐が外に出ていなければ、少なくとも汐さんは死んでいたわけだ。人の命を助けたんだと考えれば、とんとんくらいにはなるんじゃないかな──」

「でも！」

　衡の言葉を遮さえぎって、白山さんは叫ぶように声を響ひびかせた。

　足を止めて、こちらに向き直り、涙を浮かべた瞳ひとみで一心に衡のことを見つめている。悲鳴のような声に、前を行く伊い織おりと遠とお咲さき先せん輩ぱいが何事かと振り返っていた。

「昨日、──昨日、衡くんは殺されかけたんだよ!?　あの人に、流姐って阿ア頼ラ耶ヤ識シキに、『守憑霊ツキダマ』だって勘かん違ちがいされて！　も、もう少し、わたしがもう少し早く、鞄をあの人に渡すって言っていれば、そうすれば衡くんは、危ない目に遭あわずに済んだのに──」

「白山さん！」

　鋭く、彼女の名前を呼ぶ。白山さんは叱しかられた子供のようにびくっと身体を震ふるわせた。それでもその目だけは、恐れることなく衡のことを見み据すえている。

　脳裏に蘇よみがえったのは、昨日、九衛クノエに相談を持ちかけられたときの記憶だった。

「……そんなに、簡単に、鞄を渡すなんて言っちゃだめだ」

　あんなにも強く、傲ごう慢まんで、プライドの高い九衛が、怯おびえるような表情をした。自分が白山さんの重荷になっているのではないかと、あの子はそれだけを恐れていた。衡はそんな九衛に、それは絶対にないから心配するな、と請うけ負おったのだ。鞄が重荷になることはあっても、九衛という少女が重荷になることは、絶対にないと。

　それは、正しすぎるほどに、正しかったのだろう。

　確かに。白山さんにとって、九衛は大切な存在に違いない。

　そして、それと同じように──あの黒い鞄は、内側にひとつの世界と無限の財物を抱えた不思議な鞄は、白山さんにとって重荷以外の何物でもないのだ。

　そうでなければ、白山さんが涙を流すはずがない。思わず口走ってしまった、「鞄を渡すな」という衡の言葉に、頰ほおを叩たたかれたかのように顔を歪ゆがめるはずがないのだ。

　鞄を持った両手を、白山さんは身体の前にだらりとぶら下げた。泣き顔を見られるのを恥じるかのように、彼女はうつむき、それから、食いしばるような声を絞しぼり出した。

「わた、ッ、わたし、だって──」

　涙と鳴お咽えつの滲にじんだ、不格好な、けれども必死で縋すがるような声。

「わたしだって、好きで、鞄の持ち主になったんじゃ、ない──」

　衡は毒を飲んだように黙り込んだ。

　今し方の、軽率な自分の言葉が、呪のろいのように衡こうの心を縛しばり上げていた。

　鞄を渡すな？

　よくもまあ、軽々しくそんなことが言えたものだ。白しろ山やまさんの過去などなにひとつ知らないくせに。話を聞くなどと口先だけで請うけ負おって、そのくせ彼女が背負っている鞄の重さなど、一グラムさえも感じたことはないくせに、一体どのツラを下げて、「鞄を渡すな」などとほざくことができたのだろう。

　その重さに、白山さんは、身を引き裂かれそうになっているというのに。

　白山さんにとっては家族も同然の、大切な九衛クノエ。

　白山さんの人生を縛り、本人はおろか周りの人間さえも危険に巻き込んでしまう黒い鞄。

　その二つは、決して切り離すことはできないのだ。九衛の傍そばにいようと思うのならば、鞄は持ちつづけなければいけない。鞄を捨てるということは、九衛を、あの白山さんを心から敬けい愛あいするひたむきな少女を捨てるということと同義だ。そんなこと心こころ優やさしい白山さんにできるはずがないということなど、わかりきっているというのに。

　衡は動けない。周囲すべての地面に、地雷が埋まっているかのように動くことができない。今、ここで、ひとつでも間違えれば、今まで白山さんと一緒に築きずき上げてきたものがすべて崩くずれ落ちてしまうような気がする。そして、二度と白山さんとのあいだになにかを築き上げることは、決してできなくなるような気がする。

　それでも、なにか言わなければならなかった。黙っていれば、やはり目に見えないなにかが崩ほう壊かいしてしまうのだ。頭が真っ白になったまま、衡は口を開き、

　手が伸びて、

「まったく。黙って見ていれば」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいが、白山さんの腕を摑つかんだ。

　思わず、というように、白山さんは顔を上げた。見るも無む惨ざんな泣き濡ぬれた顔。遠咲先輩は珍しく、眉まゆを寄せて不ふ愉ゆ快かいそうにその顔を見つめていた。もう片方の手で、べたべたに濡れた頰ほおに、そっと手を当てる。

「ねえ、白山さん？　わたしはね、あなたのことが好きなの」

「……へ？」

　突然の告白に、白山さんは目をぱちくりとさせる。遠咲先輩は表情をまったく変えずに、言葉を続けていた。

「恋愛的な意味ではなくてね。あなたが、焦ったり、困ったり、泣きそうになったりする顔を見るのが好き。だって、そういうあなたを見ているととっても『おもしろい』んだもの。『おもしろい』し、『かわいい』し、『楽しい』と感じる。ゾクゾクするのよね。そういうものって、人生でなによりも優ゆう先せんすべきことだと思わない？」

　けれど、と、遠咲先輩は手のひらで白山さんの涙を拭ぬぐい、

「泣きそうな顔はいいんだけど──実際に泣いている顔は、少しも見たくないのよ。萎なえるわ。だから、あなたは、泣いちゃだめ。いいわね？」

「………………」

　ぽかん、と口を開けて、白しろ山やまさんは遠とお咲さき先せん輩ぱいのことを見つめていた。勝手といえばあまりにも勝手な、今の状況にはまるで似つかわしくない台詞せりふではあったが──

　白山さんの涙は、確かに止まっていた。

　ふっ、と遠咲先輩が笑ったように見えた。見間違いだったかもしれない。彼女は白山さんの手を引いたまま、すぐに前を向いて歩き出してしまったから。

　慌あわててあとを追った衡こうたちに、遠咲先輩は振り返りもせず、

「余計なことを考えないで済むように、あなたたちの手を借りるわよ。宿代はマケてあげたんだから、それくらいの協力はしてもらわないとね」

　だからなんの協力だ──と言いかけた衡は、途中で口を噤つぐむことになった。頂上へと続く坂道の終着点に、円まるいアーチがかかっていることに気づいたからだ。洒しや落れも飾り気も感じられない質素なアーチには、こんな文字が書きつけられていた。

『丘ノ上霊園』。




　　　　◆




「なにかと言えば、洋式が好きな人たちだったからね」

　そんなことを言いながら、遠咲先輩は進んでいく。

　空が、青い。いつにも増してそう感じるのは、周りに遮さえぎるものがなにもないからだろう。住宅街のど真ん中に、こんもりと盛り上がった丘の上。名前通りの場所に位置するその霊園から見上げる空は、一面に広がって頭上を覆おおい尽くしていた。

　緑の芝生を踏ふみながら、衡は所在なく周りを見回した。アーチと同じように、この霊園にはかけらほどの飾り気も存在しなかった。ただ、芝生と、柵さくと、十字架を模した墓ぼ標ひようが並んでいるだけだ。

　遠咲先輩が立ち止まった場所には、二本の十字架が刺さっていた。

　そこには、やはり簡素に、『Akefumi Tosaki』『Yuri Tosaki』と刻まれていた。

　衡も、伊い織おりも、白山さんも、なにも言うことができないでいる。

　時間が止まったような三人を無視して、青せい嵐らんが戻ってきた。入り口で買い求めたのか、その手に持っていた二本の花を、遠咲先輩に渡した。

　墓標に向かって歩み寄りながら、遠咲先輩は淡々とした口調で、

「わたしが選んだこの場所を、結構気に入っていると思うの。親子でそういうところは似ていたから、多分これで間違ってないと思うんだけど──まあ、確かめる方法はないからね」

　親子。

「……先せん輩ぱいの、ご両親、なんですか？」

　かすれた声で質問したのは、白しろ山やまさんだった。泣き腫はらした赤い目を、けれども今度はそらすことなく、目の前にある遠咲先輩の黒髪を、真剣に見つめている。

　遠とお咲さき先輩は、やはり振り向かずに答える。

「四歳の頃に、事故でね。わたしが一緒じゃなかったのが不幸中の幸い。それに、状況からして、苦しまなかっただろうっていうことも」

　片かた膝ひざを突き、一本ずつ、墓ぼ標ひようの前に花を添そえる。それから、ふと遠咲先輩はこちらに顔を向けた。その表情は、驚くほど、いつもと変わりがないように見えた。

「石」

「え？」

「探して。今日は風が強いから。押さえておけるような石」

　命令を解とかれたかのように、三人は同時に動き出した。芝生のあいだを通る石いし畳だたみに、それらしき石ころがいくつも転がっていた。相応ふさわしいと思う形の石を取って、遠咲先輩のところに届ける。遠咲先輩は、伊い織おりと白山さんが運んできた石をそれぞれ選び、重石とする。

　伊織が、重々しく口を開いた。

「青せい嵐らんさん、これが──」

「ああ、そうだよ。これが旅行の目的だ。言っただろ、ボクと朱しゆ遊ゆで毎年ここにやって来るんだって。ちょうどお盆だし、いつもならこのあとはコテージで、迎え火をする予定だったんだけど──ま、今年は無理そうだね」

「……そんな旅行に、おれたちがついてきて、よかったんですか？」

　衡こうの疑問に、青嵐は薄く笑う。しかし、疑問に答えたのは彼女ではなかった。

　遠咲先輩だ。

「青嵐と、おじさま──青嵐のお父様以外、誰だれも信じてくれないんだけどね。わたし、はっきりと覚えているのよ。自分の両親が、遠咲朱あけ文ふみと遠咲遊ゆ璃りがどんな人間だったか」

　その口調も、やはり、普段とほとんど変わらなかった。

「二人とも似たもの同士だったわ。優やさしくて、物静かだった。さっきも言ったように、和風よりは洋風、米国風よりは西欧風の、シンプルなものを好む人たちだった。わたしに買ってくれたオモチャもそんなものばかりだったし、連れて行ってくれた場所もヨーロッパばかりだったから。そのときの二人の表情も、わたしを見る目も、全部覚えているの」

　噓うそだとは、誰も思わなかった。なにしろ、あの遠咲朱しゆ遊ゆなのだ。子供の頃からそんな異能を発はつ揮きしていても、不思議ではない。

「けど、性格ばかりは、わたしは親に似なかったようでね。昔からこんな感じの、本ばかり読んでいるような子だったから、友達は少しもできなかったのよ。青せい嵐らんが唯ゆい一いつの例外で、わたしはそれでいいと思ってたんだけど──あの二人は、それを気にしていたみたい」
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　説明をするような口調に、ふと、笑むような色が混じる。遠とお咲さき先せん輩ぱいの右手が動き、パンツのポケットから、あるものを取り出した。

　ＵＳＢメモリ。

「伝わるかどうかはわからないけれど」

　もう一度、膝ひざを突き、指先で土をほじくり返す。しばらくそうすると、不意に彼女の爪つめに当たるものがあった。

　今、遠咲先輩が手にしているものと同じ。恐らくは毎年にわたって埋められてきた、いくつもの記録媒ばい体たい。

「もしもあった場合は、こうしておくほうがいいと思うのよね。仮に向こうがあるのなら、パソコンくらいはあるでしょう。こうしておけば、わたしがこの一年、どんな毎日を過ごしてきたか、それが伝わるでしょうから」

『図書館部』部室の副部長席。今ではもうすっかり見慣れてしまった、その場所に腰を落ち着けてラップトップパソコンを操作する遠咲先輩の姿。

　なにをしているか、聞いたことはなかった。小説を書いているか、悪わる巧だくみの準備をしているのだと思っていた。

「本当は紙が一番いいのだけれど──三六五日分の日記を、来るたびに埋めていたら、苦情を言われるからね。こうするしかなくて」

　言いながら、遠とお咲さき先せん輩ぱいはＵＳＢメモリを土の中に放り落とした。かちゃり、という音。そうしてから、積み上げられた記録の上に、そっと土をかけはじめる。

　その背中に、衡こうは声をかけた。

「ずっと、それを書いてたんですか？」

「日記だけじゃないわよ。一応は文芸同好会なのだから、創作小説を書いたりもしたし、ああでも、そっちもきちんと入っているわ。最近のＵＳＢメモリは容量が大きいから、いくつも入れなくて済むのが利点ね」

「……お父さんと、お母さんに、読ませるために？」

　白しろ山やまさんが、ぽつりと尋ねた。遠咲先輩は振り向いて、

「『図書館の魔ま女じよ』がそんな湿っぽいことをするのは、似合わないかしら？」

　衡も、伊い織おりも、白山さんも、その言葉に答えることはできなかった。代わりに答えたのは、「ボクは、そうは思わないな」

　彼女の、昔からの友人である、葛くず葉のは青せい嵐らんだ。

「朱しゆ遊ゆ。確かにきみは、冷れい徹てつで機械的な底意地の悪いサディストだ。それは、幼おさな馴な染じみであるボクがよく知っている。それがバレないと踏ふんだなら法を犯すことにもなんの躊躇ためらいも見せないし、ほんと、ときどきなんできみの友達をやってるんだろうと疑問に思うこともあるけど」

「……こんな場所で言うことかしら、それ……」

　両親の墓前で、さすがに遠咲先輩は気まずそうに目を細めた。が、青嵐は特に気にした様子も見せず、柵さくに寄りかかりながらひらひらと手を振る。

「でもね。きみのことを、決して情がない人間だとは思わないよ。そうでなければ、両親の墓前に一年分の日記を埋めに来るなんてこと、絶対にやったりしない」

「……単純に、メリットがデメリットを上回るからよ。『向こうが存在しない』という証明は、いまだに誰だれも為なしていないもの。なら、やっておいて損はないわ」

　いかにも遠咲先輩らしい物言いだったが、「ほらね」と青嵐は笑った。

「それがすなわち、きみに情があることの証拠だ。きみは、もしも向こうがあるとして、そこに両親がいるのならば、その人たちに自分のことを知ってもらいたいと思ってるんだろ？　自分がどんな一年間を過ごしてきたのか、どんな物語を書き上げたのか──」

　そこで青嵐は、衡たちのことをちらりと見た。

「──そして、自分にどんな仲間ができたのか。そういうことをさ」

　仲間。遠咲先輩が。

　遠咲先輩が、自分たちのことを？

　思わず、遠とお咲さき先せん輩ぱいのことを見た。彼女は表情を変えず、ただぽつりと、

「…………まあ、ね」

　そう、つぶやいた。

　遠咲先輩が、目を丸くした衡こうや伊い織おりや白しろ山やまさんを見返すことはなかった。もしかしたら──億おく分の一の可能性に過ぎないが──照れているのかもしれなかった。

　青せい嵐らんは柵さくの上に手を突いて、笑いながら言う。

「朱しゆ遊ゆ、きみのそういうところが、ボクがきみから離れられない理由なのかもね。なにからなにまでデジタルなくせに、根本的なところはアナログなんだ。きみってやつは」

「否定はしないわ」

　そう言って、遠咲先輩は墓ぼ標ひように背を向け、歩きはじめた。

「合理は好きだけれど、この世のすべてが合理で割り切れると思い込めるほど単純ではないのよね。どれだけデジタルが進歩しても、白山さんの愛らしさを計測できる装置は開発されないでしょ？」

「……その例たとえはどうかと思いますけど」

　衡は呆あきれたようにつぶやき、白山さんは恥ずかしそうにうつむいてしまった。なによりも貴重なものを見るかのような眼まな差ざしで、そんな白山さんをまじまじと見み据すえてから、遠咲先輩は霊園の出口に向かって歩きはじめる。

「まあ、ともかく──わたしはこういうことに、一定の価値を見出しているの。あなたたちをここに連れてきたのも、その価値の一いつ環かん。だから──ついてきてよかったとか、そんなことを考えなくてもいいわ」

　これで話はおしまい、というように、遠咲先輩はまっすぐに石いし畳だたみの上を歩いていく。両親の墓ぼ標ひようを、振り返ることさえない。その背中は、ある種の強さを宿しているようだった。

　ふと。

「……先輩」

　白山さんの、鈴の鳴るような声が響ひびき渡わたった。

　風が吹く。広々とした丘の上の霊園を、一陣の風が鋭く吹き抜けていく。遠咲先輩は黒髪を押さえながら、顔だけで白山さんを振り返った。白山さんは吹き散らされた白髪をどうするでもなく、潤うるんだ瞳ひとみで遠咲先輩を見つめていた。

「──どうして、わたしだけって、思ったこと、ありませんか？」

「……？　ごめんなさい、意味がよくわからないのだけど」

「どうして自分だけ両親がいないのかとか。どうしてひとりぼっちになってしまったのかとか。そういうことを、考えたこと、ないですか？」

　白山さんは──

　明らかに、遠咲先輩に、自らの境きよう遇ぐうを重ね合わせていた。

　衡こうでさえわかったのだ。遠とお咲さき先せん輩ぱいに、それがわからなかったはずがない。ぎゅっと唇を嚙かみ締めて、今にも泣き出しそうな瞳ひとみで、けれどもまっすぐに見つめながら。白しろ山やまさんは、遠咲先輩に問いかけている。

　自らの境きよう遇ぐうを、呪のろったことはないのか。

　自らを縛しばるものを、投げ出したいと思ったことはないのか──と。

　それに対する遠咲先輩の答えは、至し極ごくあっさりとしたものだった。

「ない」

　断定的な、切って捨てるような言葉に、白山さんが鼻はな白じろんだ。わずかに首をかしげて、遠咲先輩は普段とまったく変わらない口調で、話しつづける。

「わたしはね、白山さん。無む駄だなことが嫌きらいなの。そして、答えのない問題を考えつづけるよりも無駄なことというのは、この世に存在しないと考えているわ」

「あ……」

「先に行くのも後に残されるのも、結局は同じことだわ。『どうして』とか『なぜ』とか考えるのは、考えているようで実際は同じ場所をぐるぐると回っているだけ。鎖くさりに繫つながれた犬のようにね。でも、その犬ですら、こんなことを言っていたのよ、白山さん」

　それから、遠咲先輩は白山さんに近づき、その頰ほおに手を当てて、

「誰だれだって、配られたカードで勝負するしかないって。同じ場所をぐるぐる回る時間があるのなら、自分のカードでどんなテができるのかを考えたほうが、よほど有意義じゃない？」

　そう言って、にっこりと微笑ほほえんだ。




　　　　◆




　丘から降りると、白山さんが「海が見たいです」と言い出した。

　誰もがそれに反対した。新にい島じま汐せきの話によれば、海こそが流リユウ姐ジエの根拠地なのだという。相手の拠点に近づいていいことなどなにもない──『図書館部』のメンバーは、口々にそう言って白山さんを説得しようとしたのだが、彼女はいつになく頑かたくなだった。

「ここを立ち去る前に、九衛クノエに海を見せたいんです。あの子、海が好きみたいだから」

　真剣な表情で唇を引き結び、白山さんはそう主張した。『丘ノ上霊園』で遠咲先輩の話を聞いてから、ずっと思考に沈んでいた白山さんは、何事かの答えを得たらしい。それを見て、遠咲先輩は肩をすくめて、頷うなずいた。

「……いいのかい、朱しゆ遊ゆ？　危険じゃないか？」

　眉まゆをひそめた青せい嵐らんに、遠咲先輩は息を吐くように、

「仕方ないわね。だって白山さん、海を見ない限りテコでも動きそうにないんだもの。日中の、人目がある時間帯なら、流姐だって迂う闊かつなことはしないでしょう。恐らく、だけど」

　そこまで言ってから、ただし、と条件を付けた。

「九衛クノエさんを傍そばに置いて、決して離さないこと。もう体力は回復しているのでしょ？　少なくとも列車に乗るまでは、彼女は外に出しておきなさい」

　はい、と頷うなずいて、白しろ山やまさんは鞄かばんの中に手を差し入れた。

　そうして、一同は再び海辺へと向かうことになったのだ。




　白山さんは衡こうの手を引いて、歩いていく。何度名前を呼んでも返事はない。

　衡と九衛の二人だけに話があるからと、『図書館部』の一行を置いて、二人の手を取ってずんずんと進んでいく白山さんの姿には、どこか鬼気迫るものがあった。遠とお咲さき先せん輩ぱいや伊い織おりの視線が、背中に突き刺さっているのがわかる。

「ど、どうしたというのですかシロさま。九衛はもうウミは結構です。早くここから立ち去りましょう」

　白山さんの背中を追いながら、九衛は焦じれるようにそう語りかけていた。その右手には、護ご衛えいのための『ココノツ大蛇おろち』が握り締められている。昨日のように、敵を前にして『電池切れ』になるような無様な真似はしない──そう、彼女の目は語っていた。

　しかし、白山さんは最愛の従者の言葉にも、耳を傾けようとはしなかった。

　ただ一直線に、海の家へと向かっていく。

「汐せきさんに、話があるの？」

　思わず衡がそう言うと、白山さんは初めて足を止めた。

　白山さんのつま先が、ざすっ、と音を立てて砂を刺した。つんのめる。慌あわててその身体を支え、衡はその場に立ち直らせた。長い白髪を垂たらしながら、白山さんは声を落とす。

「……あの、あのね、衡くん、九衛、わたし、その」

　それから、白山さんは不意に二人を振り返った。なにかを嚙かみしめるように必死な眼まな差ざしを浮かべながら、その身体をほとんど直角に折るようにして、

「さっ、──さっきは、ばかなことを言ってしまって、ごめんなさい！」

　割れるような大声で、そう謝った。

　波の音。

　数秒してから、場に満ちた沈黙を破ったのは、九衛の不思議そうな声だった。

「……さっき？」

　不ふ審しんそうな九衛の声に、衡は肝が冷えるのを感じる。「好きで鞄かばんの持ち主になったんじゃない」という白山さんの言葉を、もしも九衛が耳にしたら、彼女は自殺してしまうかもしれない。慌てて話題をそらそうとしたが、遅かった。

　そのときにはもう、白山さんは決然とした表情で、口を開いていた。

「わたし、思ったの」

　衡こうは唾つばを飲み込み、白しろ山やまさんが妙なことを言い出さないようにと天に祈った。

「遠とお咲さき先せん輩ぱいが言っていたことを聞いて、思った。必死になって考えた。今までずっと、ずうっと堂々巡りに考えてきたことじゃなくて、もっと別のことを」

「おい、いったいなんの話だ？」

　今までの経緯を知らない九衛クノエが、衡に耳打ちしてきた。しかし白山さんは、雑談を挟む余地を与えずに、詰め寄るようにして続けた。

「鞄かばんは、ずっと、危ないものなんだって思ってきた」

　九衛が、目を大きく開いて、白山さんのことを見た。

「昨日もそうだったけれど──あの人が、流リユウ姐ジエさんが狙ねらってきたのは、わたしの鞄なんだもん。これがあるから、みんなが危険な目に遭あうんだって、わたしと一緒にいるからそうなるんだって思ってた──ううん、多分、本当にそうなんだと思う。わたしのせいで、みんなまで旅行をやめることになっちゃったんだもん」

「白山さん、それは──」

「でも」

　白山さんは、話すのをやめようとはしなかった。その必死な眼まな差ざしに、衡は口を挟むことを諦あきらめた。今の白山さんは人力飛行機と同じだ。なけなしの勇気を振り絞しぼって、今まで決して口にできなかったことを言おうとしている。少しでも邪じや魔まが入れば、一いつ瞬しゆんでもくじけてしまえば──彼女は、二度とその決意を口にすることはできないだろう。

　九衛にもそれがわかったのか、彼女は上うわ目め遣づかいに白山さんを見つめていた。白山さんは、そんな九衛を見返して、

「でも、だからって言って。わたしは、鞄を捨てることなんて、できないんだって。遠咲先輩の話で、わかったの」

「──────」

　鞄を捨てる。その一言は、ただそれだけで破は壊かい力りよくを有していた。九衛の表情がさっと青ざめて、その瞳ひとみに紛まぎれもない恐怖が混じる。図書館ほどもある巨大な怪物を前にしても、不敵ににやついていたその唇が、今はただの女の子のように、言葉を探して震ふるえていた。

　白山さんは、そんな九衛の両手を取って、はっきりした声で言った。

「だって、わたしには──九衛がいるんだから」

　九衛は息を殺して、上目遣いに白山さんを見つめている。穏おだやかな瞳でそれを見返して、白山さんは自分に言い聞かせるように、

「わたしは九衛を捨てることなんてできない。だから鞄も捨てることができない。できないのなら、『どうして』とか『なぜ』とか考えることはやめようって、そう思った。どうしてお母さんがいなくなってしまったのか、とか、どうしてわたしが鞄を持たなくちゃいけないのか、とか。──そんなこと考えるのは無む駄だなんだって、遠咲先輩が、教えてくれたんだ」

　九衛クノエは何度も瞬まばたきをしている。彼女がなにを考えているのか、衡こうにわかるはずもなかった。

「だから、わたしは」

　必死な眼まな差ざし。なにかに怯おびえているような眼差し。恐らくは、自分の考えに怯えているのだろう。考え、悩み、ようやく絞しぼり出した結論を、他人に宣言することに怯えているのだ。白しろ山やまさんは、臆おく病びような女の子だから。

　けれども。

　どれだけそのことに、怯えていようとも──

「鞄かばんが、鞄を使ってなにができるか。そのことを、考えようと思ったの」

　その表情に、迷いの色はなかった。

「わたしは、汐せきさんを助けたい。鞄から出た阿ア頼ラ耶ヤ識シキに苦しめられている人がいるのなら、その人を助けたい。この鞄と、あと、その、──二人の、協力があれば、それができる、と、思うんだけど、」

　白山さんの声が、次第に失速していく。決意の表明はできても──その決意に人を巻き込むことには、まだ躊躇ためらいがあるようだ。上目遣いの眼差しを、申し訳なさそうに伏せて、彼女は囁ささやくような声で、

「……きょ、協力、して、くれる？」

　愚ぐ問もんだった。衡と九衛は顔を見合わせ、それからまったく同時に白山さんに向き直り、

「なに言ってるんですかシロさま？」「なに言ってるの、白山さん？」

　口々にそう言われて、白山さんはショックを受けるというより、魂たましいを抜かれたような表情になった。

「へ」

　そんな白山さんに、九衛はずいと顔を近づけた。怒っているような、あるいはすねているような表情。

「シロさま。シロさまは、九衛をなんだと思っているのですか？」

「な、なにって──」

「九衛は、シロさまをお守りするための存在です！　シロさまのお心を叶かなえるためだけにここにいるのですよ！　その九衛に、シロさまがお願いをする必要などどこにもないのです！　ただ、やれ、とだけ仰おつしやってくだされば、九衛はどんなことでも成なし遂とげてみせます！」

　どん、と胸を叩たたき、大声で宣言する。白山さんは目を見開いて、しばらくそんな九衛をまじまじと見み据すえていたが、やがてその口元が安あん堵どしたようにほころんだ。

　ふと、九衛の目がちらりと衡のことを見た。ふふん、と嘲あざ笑わらうような目つきだ。むっとする。先を越こされてしまったような気分。思えば──霊園にいたときから、自分は少しもいいところを見せることができなかった。

「……おれも、九衛と同じだよ。白山さん」

　それでも、白しろ山やまさんは、衡こうのことを信じてくれているのだ。

『図書館部』の他の誰だれでもなく、最初に衡に内心を打ち明けてくれたのが、なによりの証拠だった。そのことに、衡はこみ上げるような喜びを感じていた。

　自分は、白山さんの黒い鞄かばんの重さを感じたことがない。

　だから──その重さの一いつ端たんでも担になってくれと言われたことが、純粋に嬉うれしかったのだ。

「協力してくれ、なんて言う必要はない。協力しろって強引に引っ張るくらいでちょうどいいんだよ。きみの場合は」

「そっ、そ、そんなこと、できないよっ！」

　あたふたと慌あわてる白山さんに、衡はくすりと笑う。それから、彼は白山さんと二人で、汐せきの祖父母が経営する海の家へと向き直った。

「でも──あの子を助けるっていうことは、流リユウ姐ジエと対決するっていうことだよ。それは、わかってるよね」

　白山さんの表情が変わった。重々しく頷うなずき、

「うん。わかってる、つもり。あの人が、危険な阿ア頼ラ耶ヤ識シキだっていうことも。でも──」

　鞄を強く握り締めて、白山さんは怯おびえの混じった表情を、背そむけずに答える。

「助けたいの。──わたしの鞄がその役に立つのなら。汐さんを、助けてあげたい」

　怯えてはいるが、やはり迷ってはいない。その表情を見つめながら、ふと疑問に思う。

　確かに白山さんは、汐とは親しくしていたようだ。だが、果たしてそれだけの理由で、あれほど危険な阿ア頼ラ耶ヤ識シキに立ち向かおうと思えるものだろうか。

「ふむ。昨日のあの女は、いないみたいだな」

　首を伸ばして、海の家を覗のぞき込みながら、九衛クノエがそんなことをつぶやいた。衡は物思いを中断して、そちらに目を向けた。

　曇くもったガラスの向こうに、いくつもの絵が飾られている。昨日と同じその光景は、しかし、汐の話を聞いた今となっては、異なる感かん慨がいを衡に与えていた。

　白山さんは──汐に、自分の境きよう遇ぐうを重ね合わせているのかもしれない。

　鞄に囚とらわれた白山さんと、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに囚われた汐。二人の状況は驚くほど似ているが、異なるところがいくつかある。白山さんが憧しよう憬けいする、夢や目標といったものを、汐が持っているということ。そして、白山さんは鞄を捨てることは決してできないが──汐は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキさえ封じてしまえば、また夢を追い求めることができるようになる、ということだ。

　思わず、衡は白山さんを見つめてしまった。きょときょとと瞬まばたきをして、白山さんは首をかしげる。

「ど、どうしたの？　衡くん？」

「──いや、なんでもないよ」

　一いつ瞬しゆんだけ迷ったが、そこには触れないでおくことにした。白山さんの行動理由がなんであれ、自分がなすべきことが変わるわけではないからだ。

　九衛クノエはまだ、ガラス戸に張りついている。うーん、とうなり、

「なあ、コウ。九衛たちは今、あのセキとかいう女を探してるんだよな？」

「まあ、そうだが──なんでそんなことを聞くんだ？」

「あのヘビ女の居場所を見つけ出すために、あいつのことを締しめ上げていいんだよな？　九衛たちは、そのために探しているんだよな？」

　頭痛を覚えた。こいつは、どうしてそんな暴力的な手段しか思いつかないのか。

「──あのな、説得する相手を締め上げてどうするんだ！　もっと平和的にだな、」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合か！　九衛たちは、一刻も早くあのヘビ女の息の根を止めないといけないんだろうが！　手段を選んでいられるか！」

　ぎゃあぎゃあと言い合う二人に、『図書館部』の一同が呆あきれ顔で近づいてくる。そうだ、と思い直した。白しろ山やまさんの決意を、彼らに伝えなくてはいけない。遠とお咲さき先せん輩ぱいの話術ならば、きっと汐せきだって説得してくれるはずだ──

　ふと、遠咲先輩が眉まゆを寄せた。注意深く、左右を見回してから、ぽつりと、

「……白山さんは？　どこ？」

　え。

　衡こうと九衛は、同時に目を見開いた。どこ、と言われても、自分たちのすぐ後ろに、

　いなかった。

　白山さんの姿が、煙のように消え去ってしまっていた。その代わりのように、彼女が持っていた黒い鞄かばんが、砂浜の上に転がっているのが見えた。

　潮しお風かぜが吹いて、どうしようもなくなるほどの、嫌いやな予感を衡に運んできた。

　砂を蹴けるようにして鞄に駆かけ寄よる。ほとんど一いつ瞬しゆんの差だったのだろう。彼が鞄を抱え上げると、ぞっとするほどの至近距離から忌いま々いましげな舌打ちが聞こえてきた。直感に従い、鞄とともに転がるようにしてその場から離れる。伊い織おりが不ふ審しんそうな声をあげた。

「おい、衡、さっきからなにをして────」

　砂煙が舞まって、伊織の言葉を塞ふさいだ。

　なにかが、近づいてくる。

　砂の上に刻まれる何者かの轍わだちは、もはや誰だれの目にも明らかだった。それが、一直線に衡に向かって詰め寄ってくる。素早い。避けられない、と思った瞬間、

「『大蛇おろち』ッ！」

　九衛の声が響ひびき、彼女の手元から『ココノツ大蛇おろち』が解き放たれた。漆しつ黒こくの稲妻のように、『大蛇おろち』は左右にうねりながらなにもない空間を疾はしり──そして、なにもないはずの空間にぶち当たって、破は裂れつ音を響かせた。

　その音が響くのと同時に、流リユウ姐ジエの姿が虚こ空くうから現れた。

「────!?」

「おや。バレたか」

　そう言って、流リユウ姐ジエはにやりと笑った。

　衡こうと九衛クノエの顔から、一斉に血の気が引いた。

　流姐の片腕が、目を回している白しろ山やまさんの腰を、しっかりと抱き込んでいたからだ。

「──シロさまッ!!」

　悲痛にさえ響ひびく叫びと共に、九衛は『大蛇おろち』を繰り出して、的確に流姐の首元を狙ねらった。自らが意志を持っているかのように、『大蛇おろち』の先せん端たんは牙きばを剝むいて襲いかかっていく。流姐は上半身を投げ出すようにしてそれを回かい避ひし、ヘビそのものの動きで衡たちから距離を取り、

「なら、さっさと逃げるとするか！」

　そう叫んで、キセルをくわえた口から、ぷかりと泡を浮かべた。

　泡は、一いつ瞬しゆんにして巨大に膨ふくれあがり、流姐の身体を押し包んだ。その瞬間、今し方までそこにいたはずの流姐の姿は、どこにも見えなくなってしまった。

　どこからか、流姐の声が響いてくる。

「この持ち主、ただの腰抜けだと思っていたが、そうでもないようだね。咄とつ嗟さの判断で、『鞄かばん』を手放すとは、なかなかいい度胸をしているよ」

　九衛は物も言わずに『大蛇おろち』を繰り、声が聞こえるとおぼしき方向を攻撃する。が、黒い鞭むちは空むなしく宙を斬きるだけだった。怒りと同量の焦りが、九衛の表情に混じる。

「くそっ！　どこだ!?」

「くふふ。どこだろうねえ？」

　その声に──衡は、自らの肺はい腑ふが震ふるえるのを自覚した。

　遠ざかっている。

　砂の轍わだちがゆっくりと、海に向かって刻まれていく。なにを言う暇もなく、衡は鞄を抱えたままそちらのほうに駆かけだしていた。このままでは、白山さんが海の底に連れ去られる──その考えだけが、ぐるぐると頭の中を巡っていた。

「おや！　こいつは嬉うれしいね！　鞄のほうからこっちに来てくれるとは！　やはりあんたは、大間抜けみたいだね!!」

　ばくん、と音が聞こえた気がした。目の前に、再び流姐の姿が現れる。それを見て、流姐の神しん出しゆつ鬼き没ぼつの正体を、ようやく把は握あくすることができた。

　流姐の身体を包み込む、巨大な泡。割れたその隙すき間まからは、確かに流姐と白山さんが見える。だが、泡の膜まくを通して見ると、そこにはなにもない砂浜の光景が広がっているだけなのだ。恐らくあの泡は、内部にいるものを透明にする作用を持っているのだろう。

　その泡の中から、流姐の腕が悪夢のように伸びてきて──鞄のグリップを摑つかんだ。

「寄よ越こせ！　それは、このあたしが持ってこそ相応ふさわしいモノだ！」

　銀の瞳ひとみをぎらぎらと輝かせながら、流リユウ姐ジエはそう叫んだ。

　冗談じゃない、と答える代わりに、衡こうは胸の中の鞄かばんをより強く抱きしめた。これは、おまえなどが持つべきものではない。鞄の重みにあらゆるものを押しつぶされて、それでもなお立ちつづけようとする、あの白い少女にこそ相応ふさわしいものなのだ。

　怒りと共に、衡は怒ど鳴なり返した。

「誰だれが、おまえなんかに！」

「ハン、そうかい。それなら──あんたもご招待だ！」

　恐ろしいまでの力が流姐の腕にみなぎった。鞄がちぎれるのではないかと心配になるほどの剛ごう力りきで、衡の身体ごと鞄を奪い取ってしまった。

「白しろ山やまさん！　平ひら沢さわくん!!」

　青せい嵐らんの叫びが、遠くから聞こえてきた。首をねじ曲げてそちらを見ると、伊い織おりと青嵐が必死の形ぎよう相そうでこちらに駆かけてくるところだった。しかし、それはあまりにも遅すぎた。泡が閉じようとしている。二人をがっちりと抱え込んだまま、流姐は海中へと身を投じようとして、

「逃がすかぁッ!!」

　滑すべり込むようにして、『大蛇おろち』の先せん端たんが泡の中に入り込んできた。

　流姐の腰元に『大蛇おろち』が嚙かみついたのと、衡と白山さんを抱えた流姐が海水の中に侵しん入にゆうしたのは、ほとんど同時だった。

　凄すさまじいほどの勢いで、泡の外を海中の光景が通り過ぎていく。海水も、この泡の中にまでは入ってこないようだ。衡は後ろを──正確には、流姐に嚙みついている『ココノツ大蛇おろち』の根本、その柄つかを握っている黒い少女のことを振り返った。

　泡の外なのに。流姐はその深度を、どんどん増していっているのに。

　海流に揉もまれながら、九衛クノエは『大蛇おろち』を命綱にして、必死にしがみついていた。

「──この執しゆう念ねん、やっぱりあっちが本物か」

　ぼそり、と流姐がつぶやいた。銀の瞳が、衡と、そして背後で錐きり揉もみ運動をしている九衛のことを見み据すえる。

「それなら、望むところだ。ケリをつけてやるよ、『守憑霊ツキダマ』！」

　泡の外を流れる海中の景色が、よりその速度を増した。逃げなくては、と思うことさえできなかった。今、この泡の外に出れば、ただの人間に過ぎない衡と白山さんはあっという間に水圧に押しつぶされてしまうだろう。急激に身体が冷え込んでいくような感覚を覚えながら、彼ら三人はなすすべもなく海の底へと連れ去られていった。




　　　　◆




　ぴちょん、という音が、やけに大きく響ひびき渡わたった。

　後ろを振り返る。今までにテレビや写真の中でしか見たことのない、海底の光景が広がっている。蒼あおく、暗く、横たわるそれは一面の白砂で、時折行き交う小魚がいなければ、砂煙のひとつも立たないような静せい謐ひつな光景だった。

　神秘的で、幻想的な光景。しかも隣となりには白しろ山やまさんが、衡こうと並んで座りながら、ぼんやりとそれを眺ながめていた。いつまでもこうしていたいような、幸せな気分になってもおかしくない状況だったが、もちろん衡はそこまで脳天気ではなかった。

　なにしろ──ここは、海底の牢ろう獄ごくなのだから。

　恐らくはここが、汐せきと流リユウ姐ジエが作り上げたという『都市』なのだろう。そのうちの一画に、衡と白山さんは閉じ込められていた。半球状の泡の部屋がいくつも連なり、ご丁てい寧ねいに鉄格子まではめ込まれている。『硬かたい』素材だけは、泡では作れないらしい。

「……九衛クノエ、無事かな？」

　ぽつりと、隣にいる白山さんがつぶやいた。衡は慌あわてて頷うなずき、

「も、もちろんだよ。あいつのことだ、この『都市』のどこかに侵しん入にゆうしたに決まってる。すぐに助けに来てくれるよ」

　そう言いながら、衡はどうしようもない情けなさを味わっていた。

　泡の中にいた衡と白山さんは、泡の外にいた九衛と、いとも簡単に分断されてしまった。海中で自在に動ける流姐にとっては、その程度は朝飯前だったのだろう。

　九衛という唯ゆい一いつの戦せん闘とう力りよくから引き離された衡たちは、流姐によってあっさりとこの場所に閉じ込められてしまったのだ。せめて鞄かばんだけは守ろうと、がむしゃらに抵抗したのだが──ヘビの尻尾しつぽによって打ち据すえられ、鉄格子に後頭部をしたたかに打ち付けた隙すきに、簡単に奪い取られてしまった。

『呪のろい』を恨うらむ気にもなれないのは、後頭部の痛みが弱いため、というわけではない。恐らくこのあとには、今以上にやっかいな出来事が山のように待ちかまえているだろうという、確信に近い予感を持っているからだった。

　深くため息をついた衡を見て、白山さんは心配そうに、

「だ、大丈夫？　衡くん」

　そう言って手を伸ばし、頭の傷に触れた。衡はすまなそうに肩を落とし、

「ああ、いや、うん。大丈夫。──ごめん、白山さん。鞄を──」

　白山さんは、ううん、と首を振った。柔やわらかく微笑ほほえむ。

「衡くんが無事だっただけで十分だよ。気にしないで」

　白山さんの笑顔が心に刺さる。頭だけではなく胸まで痛んできた。衡は顔を歪ゆがめて白山さんに背中を向け、鉄格子を、がしゃり、と揺らした。情けない言葉が漏もれる。

「おれじゃなくて、九衛が一緒にいればよかったんだ。あいつなら、こんな鉄棒、簡単にこじ開けることができただろうに」

「……そんなこと……」

「本当に、ごめん、白しろ山やまさん。おれはなにもできない。昨日、きみが言ったみたいに、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに対抗することだってできやしない。ほんと、自分で自分が情けなくなるよ──!?」

　ぐちぐちとした衡こうのつぶやきは、途中でつんのめるようにして止まった。

　白山さんが。

　背中から、衡に抱きついていた。

「そんなこと、ない」

　額を背中に押しつけて、白山さんがくぐもった声でそう言った。彼女の熱が、ほんのりと薄いシャツ越ごしに伝わってくる。

「衡くんがいなかったら、わたしも鞄かばんも、簡単に攫さらわれちゃってた。あのとき、衡くんがわたしの鞄に気づいてくれたから、だから九衛もここまでやってくることができたんだよ」

「……、いや、でも、それは、」

「それに。今、衡くんがわたしと一緒にいてくれてる。そのおかげで、わたしはちっとも怖くないもん。それも、衡くんのおかげ。それでもまだ、『なにもできない』なんて言うの？」

　答えることができない。と、白山さんの手が動き、衡の身体を強引に自分のほうに向けた。白い髪の向こうにある愛らしい顔は、異性を抱きしめたという羞しゆう恥ちに赤らんでいた。しかしその瞳ひとみは、怒っているようでも悲しんでいるようでもある。

「──白山さん、」

「お願いだから」

　衡の言葉を遮さえぎって、白山さんは真しん摯しに見つめながら、口を開く。

「情けないなんて、なにもできないなんて、そんなことは言わないで。衡くんは、衡くんにだけは、そんなこと、言ってほしくない。──だって、だってね、衡くん、わたしは、あなたのことが──」

　白山さんが、そのときなにを言おうとしたのか。

　牢ろう屋やの外から扉を開ける音が聞こえてくるのが、あと一秒遅かったら、きちんと聞き届けることができていたかもしれない。

　白山さんはびくっと身体を震ふるわせて、衡から距離を取ってしまった。衡は怒りと、そしてどことない安あん堵どを覚えながら、そちらのほうに目を向けて、

「あんたたち──」

　呆ぼう然ぜんとしたつぶやきが、衡の耳に聞こえた。

　汐せきがいた。鉄格子の向こうで、二人の泡子パオズを従えながら、砂でも嚙かんでいるような表情で牢の中の二人を見つめている。

「逃げろって言ったじゃないか。早くここから立ち去れって。それなのに、なんで──」

「せ、汐さん、その、顔……」

　震える声で、白しろ山やまさんが言った。無理もなかった。汐せきの頰ほおは、誰だれかに殴られたように、無む惨ざんに膨ふくれあがっていたからだ。

　聞くまでもないとは、わかっていた。それでも聞かずにはいられなかった。

「……その顔、どうしたんだ？」

　汐は慌あわてたように顔を背そむけた。

「あ、あたしのことは、どうでもいいだろ」

「よくない。流リユウ姐ジエにやられたんだな？」

　衡こうが質問を重ねると、汐は押し黙った。重苦しい沈黙のあとに、ぽつぽつと、

「いいんだよ、それはもう。裏切ったわけじゃないってわかってくれたから。姐ねえさんは、かっとなると手が出るタイプなんだ。でも、今はもう、わかってくれたから、」

「わかってくれたって──そんなことされても、まだあの人について行く気なんですか!?」

　珍しく、白山さんが大声を張り上げた。その目には涙さえ浮かんでいる。衡はその剣けん幕まくに目を瞠みはり、汐はますます気まずそうにうつむいてしまった。

「昨日、言っただろ。ついて行くも行かないもない。あたしは、あの人の所有物なんだって。あの人に救われたんだから当然だ。殺されないだけ、マシと思うしか──」

「違いますっ!!」

　汐の言葉に割り込んで、白山さんは激しく首を振った。立ち上がり、汐に近づいていく。あいだに鉄格子があるにもかかわらず、汐はその勢いに怯おびえたように一歩後ずさった。

「たとえ、あの人に救われたのだとしても──あなたの命は、あなただけのものです！　それだけのために、自分の人生を捧ささげようとするなんて、間違っています！」

　汐の腫はれ上がった顔が強こわばり、白山さんをきっとにらみつける。

「うるさいな！　あんたには、関係ないだろう!?　正しいとか間違ってるとか、そんなことはどうでもいいんだ！　あたしは、あの人に従うしかなくて──」

「関係はある」

「──、なに？」

　言葉を吞のんだ汐に、衡はきっぱりと、

「おれも白山さんも、流姐を鞄かばんに封じ込めるために残ったんだ。あいつをやっつけて、きみを自由にする。そのためにおれたちはここにいる」

「………………」

　聞いたことさえない外国語で話しかけられたかのように、汐はしばらく沈黙していた。左右に立ち並ぶ『泡子パオズ』が、窺うかがうように汐のことを見つめている。

　やがて、汐はぽつりと、

「ばかじゃないのか？」

　そう言った。

　その言葉に衡こうが反応するより先に、汐せきはその拳こぶしを鉄格子に叩たたきつけていた。

「あ、あんたらに、そんなことされる筋合いはない！　あたしとあんたらは、敵同士なんだぞ!?　そのあたしを助けるだなんて、正気でそんなこと言ってるのか!?」

「……でも、汐さんは衡くんを助けてくれました」

　白しろ山やまさんの言葉に、汐は不意を突かれたかのような表情をした。

「わたしたちを敵だと思うなら、どうして海で溺おぼれた衡くんを助けてくれたんですか？　攫さらってから鞄かばんのことを聞き出せばよかったのに。どうしてそうしなかったんですか？」

「そ、それは、」

「そんなことをしたら──衡くんがどうなってしまうか、わからなかったからですよね？　あの、流リユウ姐ジエっていう人は、自分に敵対する人には容よう赦しやしないだろうから。もしも衡くんが敵だってわかれば、殺されてしまうかもしれなかったから」

　汐は口を噤つぐみ、目を伏せた。それは、白山さんの言葉が事実であることを語っていた。

「それだけでも、わたしたちが汐さんを助ける理由になります。それに──」

　そこまで言って、白山さんは小さく息を吸い込み、はっきりと、

「汐さんには、夢があるから」

　汐の動きが、ぴたりと止まった。

「画家になりたいって、そういう夢を持っているんでしょう？　でも、なれないって。それは、流姐さんがいるからなんですよね？」

「だ、だからなんだっていうんだよ」

「わたしは、それが、うらやましいんです」

　訝いぶかしげな汐の視線を、白山さんはまっすぐに見返した。なにかといえば物もの怖おじをする普段の白山さんとは、別人のような毅き然ぜんとした態度。

　ただ、その肩だけは、小さく震ふるえていた。

「だって、わたしには、──なりたいものがないから。ううん、違う。他に、鞄の持ち主以外になれるものが、ひとつもないんだから」

　そこで、白山さんの気持ちがくじけた。自らが口にした事実に打ちのめされるように、ぐっとうつむいてしまう。

　今度は、自分の番だった。

　白山さんの肩に衡の手がそっと触れると、彼女はびくっと身体を跳はねさせた。焦ったように衡のことを見て、じっと視線を交わし合って。

　それから、白山さんの目がゆっくりと瞬まばたきをした。

　ありがとう、と言うように。

　白山さんは汐に向き直る。衡の手が触れる肩は、もう震えてはいなかった。

「だから、汐さんには画家になってほしい。わたしの鞄から出たものが、あなたの夢の足かせとなっているのなら、せめてそれを取り払ってしまいたい。わたしが、わたしの鞄かばんができることは、それくらいしかないんだから」

「…………」

「そう思うのは、汐せきさん。余計なお世話、なんでしょうか」

　汐は、すぐには答えられなかった。畳たたみかけるように、白しろ山やまさんは詰め寄る。

「もしも汐さんが望んでいないのなら──はっきり、そう言ってください。そんなのは余計なお世話で、自分はそんなこと望んでいなくて、夢なんてとっくに諦あきらめてしまっていて、ずっと流リユウ姐ジエさんと一緒にいるんだって決意しているなら。そう、声に出して、言ってください」

　汐は、やはり、答えない。

　白山さんの差し伸べる手を、握るでも、振り払うでもなく、彼女はぽつりと、

「出せ。泡子パオズ」

　汐の左右に従う泡子パオズたちは、緩かん慢まんな動きでその命令に従った。鉄格子の扉を開けて、衡こうと白山さんを中から連れ出す。戸惑いを浮かべる衡たちのことを見ようとはせず、汐は独り言のように、ぼそぼそとした声を響ひびかせた。

「──姐ねえさんが、あんたたちと会いたいらしい。あたしはその命令を聞く。それだけだ。それ以外のことは、なにも、しない」

　そう言ってから、汐は振り切るように、牢ろう屋やの出口へと歩きはじめた。




　　　　◆




「……なあ、ひとつ聞いてもいいか？」

　護ご送そうされる囚しゆう人じんのように、前後を泡子パオズに挟まれながら、衡はそんなことを言った。

　今、衡たちが歩いているのは、チューブ状の通路だった。広さは学校の廊下ほどだが、迷路のように複雑に入り組んでいる。いくつもの角を曲がり、似たような泡の部屋を通り過ぎて、衡は自分たちがどこから来たのかさえ、すでにわからなくなっていた。九衛クノエは大丈夫だろうか、とちらりと思う。──いや、絶対大丈夫ではないだろう。確実に迷っているはずだ。

　前を歩く汐は、振り返りもせずに答える。

「なに？」

「ここは、陸地からはどれくらい離れた場所なんだ？」

　汐は胡う散さん臭くさそうに、

「……そんなこと、聞いてどうするんだ？」

「いや、どうするってこともないけどさ。気になったんだよ。別にいいだろ、それくらい教えてくれたって。どっちにしろ、おれたちだけで逃げられるなんて思っていないよ」

　ざくざくと、足下の砂を踏ふみしめて歩きながら、汐はやがて答えてくれた。

「陸地から五キロ、水深六十メートルってところ。下へ手たなところに『都市』を作ったら、見つかっちゃうかもしれないし。『光泡グアンパオ』はソナーまではごまかしてくれないし」

「『光泡グアンパオ』っていうのは──あの、透明になる泡のことか？」

　さすがに、汐せきはその質問にまでは答えなかった。流リユウ姐ジエの不利になるようなことは言えない、ということなのだろうが、その沈黙がすでに答えになっている。衡こうはひとりで納得したように頷うなずきながら、

「それでこの『都市』全体を包んで隠かくしているってわけか。でも、流姐が離れているときはどうなるんだ？　あいつがいなくても、その『光泡グアンパオ』は稼か働どうしつづけるのか？」

　うるさいな、という顔で、ようやく汐は振り返った。

「当たり前だろ。『光泡グアンパオ』も『泡子パオズ』も、あたしの『生塡泡シエンテイエンパオ』も、一度『泡材パオツアイ』から別の形になってしまえば、それだけでずっと稼働しつづける。じゃなきゃ、あたしは姐ねえさんから離れられないし、こんな大きな『都市』を維い持じできるわけがないだろ」

　なるほどなるほど、と衡は何度も頷いて、それからぽつりと、

「なら、流姐が外からいなくなっても、なんの問題もないってわけだ」

　汐の表情が、険を増した。

「…………なにが言いたいんだ？」

「流姐を鞄かばんに戻しさえすれば、きみを自由にすることができる、って言いたいんだよ」

　汐は、やはり答えなかった。流姐から自由になる、それを考えること自体がすでに反逆であると思い込んでいるかのようだ。白しろ山やまさんが、おずおずと顔を上げ、

「汐さん、あの、」

「黙れ」

　ぐっと、白山さんの喉のどが鳴った。それでも彼女は黙らなかった。いつにないその強さは、汐の足かせを解く鍵かぎを、自分が握っているという責任感から来るのだろう。

　なぜなら、白山さんもまた、決して解けない足かせに囚とらわれているのだから。

「──さっき、わたしが言ったこと。全部本当のことですから。わたしは、わたしたちは、流姐さんを倒して、あなたを自由にします」

「………………」

　汐はやはり答えず、その代わりのように、立ち止まった。

　目の前には、巨大な両開きの扉がある。

　薄暗い海底にあっても、なお鮮やかな緋ひ色いろの扉。汐が両手をその扉につくと、ぎいい、と軋きしんだ音を立てながら開きはじめた。汐に続いて、衡たちも扉の中へと歩いていく。

　今までに見たことがないほどの、巨大な部屋だった。

　はるか頭上に、ドームのような曲線を描く半球の天井を見上げることができた。入り口からはまっすぐに緋色の絨じゆう毯たんが延びている。その終着点には──

「よく来たね」

　半人半はん蛇じやの美女が、玉座にゆったりと腰かけていた。

　ゆらり、と身体を起こして、こちらに近づいてくる。汐せきはきゅっと唇を嚙かんで、絨じゆう毯たんから横にどいた。流リユウ姐ジエはそんな汐をちらりと一いち瞥べつして、

「ご苦労、汐。──ああ、そうだ。ついでにもうひとつ、頼まれてくれるかな」

「え？」

「実はね。あの『守憑霊ツキダマ』が、第三区画で大暴れしているみたいなんだよ。泡子パオズどもじゃ押さえられないし、このままじゃ浸しん水すいが進む一方だ。だから、あんたちょっと行って、ここまで案内してきてくれ」

「あ、あたしが？　ですか？」

　自分を指差して、汐は意外そうに言った。流姐はころころと笑い、

「あんた以外に、まともに喋しやべれる泡子パオズはいないからねえ。なにもあいつを倒せとは言わないよ。連れてくるだけでいい。あいつだって、ここに『持ち主』がいると知れば、大人しくついてくるだろうさ。──ねえ？」

　流姐は白しろ山やまさんに流し目を送り、白山さんはそれだけで電気を流されたかのような反応を見せた。ぱっと身を翻ひるがえして、衡こうの背中へと隠かくれてしまう。流姐は呵か々かと笑い、

「っはっはっは、いいよ、その怯おびえた顔！　汐、このザマを『守憑霊ツキダマ』に伝えてやりな！　そうすりゃあいつも、すっ飛んで来るだろうからさ！」

　汐は曖あい昧まいに頷うなずいて、『玉座の間』から出て行ってしまった。扉を閉める寸前に、自分たちに向けた視線は、心配するかのようでもあった。

「さて」

　汐がいなくなったのを確かめてから──流姐は、首を伸ばすようにして顔を近づけてきた。

「実はね。あたしが本当に用があったのは、そっちの『持ち主』じゃないんだよ。あんたのほうなんだ、ボウヤ。名前は──ええと、なんといったかな」

「……衡だ。平ひら沢さわ衡」

「ああ、そうだそうだ。衡だ。うん、いい名前だねえ。衡くん」

　馬ば鹿かにしているようにしか聞こえない。ずるり、と巨体を動かして、流姐は二人を中心として、ゆっくりと歩き回りはじめた。

「ちょいと、あんたに聞きたいことがあるんだよ。答えてくれるかな？」

　嫌いやだ、と答えたいところだったが、そんなことをしてもあまり意味がない。衡はちらりと白山さんを振り返ってから、頷いた。

「なんだよ？」

「素直だねえ。素直な子は好きだよ、うん。聞きたいことってのは、他でもない」

　ぴたりと、流姐の歩みが止まり、彼女はぐっと顔を近づけて衡の目を覗のぞき込んだ。銀の瞳ひとみが、見み透すかすように衡こうのことを見つめていた。

「あんたは、何者なんだい？」

　衡は不ふ審しんそうに眉まゆを寄せた。何者かと言われても、

「……見てのとおり、ただの人間だ。それが、どうかしたのか？」

　ひとつだけになった銀の蛇じや眼がんを、衡はまっすぐに見返した。怖くないと言えば噓うそになるが、その目をそらそうとは思わなかった。

　なぜなら──自分の後ろには、白しろ山やまさんがいるからだ。

　白山さんは、自分を信じ、頼ってくれている。服の裾すそをちょこんと摑つかんで、一心に信頼してくれているのだ。先ほどのような無様を、二度と晒さらすわけにはいかなかった。白山さんに寄りかかられているというのに、一緒に倒れてしまうわけにはいかない。自分だけならばまだしも、白山さんの信頼を土で汚してしまうわけにはいかなかった。

　衡の顔をしばらく見つめてから、流リユウ姐ジエは「ふーむ」と上体をそらし、

「ただのニンゲンが、どうして『守憑霊ツキダマ』の武器を使える？　あれは『領域ナワバリ』だ。無関係なニンゲンに使うことができるものじゃ、ないはずだけどね」

「──あ、当たり前です。衡くんは、無関係じゃないですから！」

　後ろから援えん護ご射撃。白山さんの強こわばった表情を、流姐は楽しげに眺ながめ、

「ふうん？　ま、あたしだって『守憑霊ツキダマ』なんかの『領域ナワバリ』を把は握あくしているわけじゃないけどさ、そんなルールがあるのかい？　『持ち主』の愛人は『領域ナワバリ』を使うことができるって？　なんだか締しまらないルールだね」

「あっ、あい────!?」

　顔を真まっ赤かにして、ぱくぱくと口を開閉させる白山さんに、流姐は楽しげな笑い声を立てた。それから、気を取り直したように真面目な顔になり、

「まあ、それは問題じゃない。あんたが何者であっても、『守憑霊ツキダマ』の武器を使えても、ろくに使いこなせないんじゃ意味はないしね。不覚を取ったあたしの言うことじゃないかもしれないけど」

　ひとつきりの蛇眼を細め、流姐はギザギザの牙きばを見せて笑う。ああ、やはり忘れられてはいなかったのか、と衡はまたひとつ心が重くなるのを感じた。

「問題なのはこっちのほうだ。──『泡沫都市群Civilization』の名に於おいて！」

　美しくも荒々しい『領域宣言ミコトノリ』を、流姐は唐突に詠うたい上げた。彼女の背後に控えていた泡子パオズたちがどろりと形を失って、彼女のキセルに凝ぎよう集しゆうし、ひとつの槍やりを作り上げる。昨日とまったく同じ光景。ただ違うのは、衡にはもはやそれに抗あらがう術すべがないということだ。

　緊張する衡に、流姐は槍を突きつけて、言う。

「これは『三サン底デイ尖ジエン』という。あたしの『領域ナワバリ』、『泡沫都市群Civilization』で作り上げた特製品さ。こいつは切っ先から、『宿泡シウパオ』っていうモンを打ち出すことができる──ってことは、もう汐せきには聞いたかい？」

　あまりのことに衡こうはなにも言えず、流リユウ姐ジエも答えを待たなかった。喋しやべりつづける。

「昨日、あたしは、確かにそいつをあんたに打ち込んだ。生き物の身体を奪い取り、そいつを『泡材パオツアイ』に仕立て上げる『宿泡シウパオ』をね。さてさて、それなのに──あんたは今もこうして、ぴんぴんしている。どうしてだい？」

　おれが知るわけがない──という衡の思考は、表情にも出ていたようだった。それをとっくりと観察してから、流姐はゆらりと『三サン底デイ尖ジエン』を動かして、肩に担かついだ。

[image: ]

「自分で聞いておいてなんだけどね、衡とやら。あたしには、ちょっと心当たりがあるんだよ。あんたに『領域ナワバリ』が効きかない理由」

「……心当たり？」

「そ。あんたさ、他のニンゲンと違うところがあったりしない？　たとえば──」

　流姐は思考を巡らせるように、ぐるりと瞳ひとみを動かしてから、こう尋ねた。




「毎日、必ず、一回は、なにか酷い目に遭ったりするとかさ？」




　衡の呼吸が、止まった。

　衡だけではない。白しろ山やまさんも、その動きをぴたりと凍りつかせて、まじまじと流姐のことを見つめてしまった。その反応を確かめてから、流姐は得心がいったように頷うなずき、

「ああ、やっぱり。なるほどね」

　衡こうは再起動した。頭の中に、今までにないほどの混乱が渦巻いている。一日一回、必ず痛い目に遭あうという平ひら沢さわ衡の『呪のろい』。それを、どうしてこの阿ア頼ラ耶ヤ識シキが知っているのだろう。

「ど、どういうことだ!?　なんでおまえ、それを知って──」

　詰め寄ろうとした衡は、目の前に『三サン底デイ尖ジエン』を突きつけられて、留とどまるしかなかった。薄く目を細めながら、流リユウ姐ジエは言う。

「『星霜紬Star Craft』の餌え食じきにされるなんて、運が良いんだか悪いんだか──いや、ただのニンゲンだったら今ごろは、『宿泡シウパオ』に乗っ取られてぐずぐずに溶けていただろうから、やっぱり運が良いんだろうね」

　うんうん、とひとりで納得している流姐に、衡は今度こそ食ってかかった。

「どういうことなんだ、説明しろ！　『星霜紬Star Craft』ってのは、一体なんなんだ!?」

「あれがなにか？　ハ、そんなことあたしが知るわけないだろう。あんたにソレを取り憑つかせた相手に聞きなよ。あたしは、『宿泡シウパオ』が効きかない理由がはっきりしたからもういいさ。これ以上あんたに関わるつもりはないよ」

「──なんだよ、その、理由って」

「決まってる」

『三サン底デイ尖ジエン』で、衡の頰ほおをぺしぺしと叩たたいて、流姐はにやりと笑った。

「『領域』は、他の『領域』を侵すことはできない。もちろん例外はあるが、少なくともあたしの『泡沫都市群Civilization』は、そういう形式タイプの『領域ナワバリ』じゃないもんでね。『星霜紬』の影響下にあるあんたに、効果を発はつ揮きすることはできなかったっていうわけだ」

「……影響下……？」

　いくつもの疑問が頭に弾はじける。だが、それを口にするより先に──『玉座の間』の入り口が、軋きしんだ音を立てて開きはじめた。

「来たか。──さて、あんたたちは、と」

　少し考えてから、流姐は『三サン底デイ尖ジエン』を解除した。キセルをくわえて、『光泡グアンパオ』を生成する。彼女はその中を指差して、

「この中にでも、入っていてもらおうかね。これから『守憑霊ツキダマ』との雪せつ辱じよく戦だ。余計な真似をされたくないもんでね」

「……いやだと言ったら？」

「言うのは勝手さ」と、流姐はにっこりと笑った。「ただその場合、身の安全は保証しかねるね。この『光泡グアンパオ』は、あんたらを守ってくれるものでもあるんだから。今からこの部屋は、戦場になる。戦場で無傷でいられるなんて思うんじゃないよ」

　流姐の言葉に、衡は不ふ審しんを覚えた。

「おれたちの、身の安全？　なんでおまえが、そんなことを気にするんだ？」

　流リユウ姐ジエの顔から、笑みが消えた。険しい表情になりながら、そっぽを向き、吐き捨てるように、

「おまえらが死のうが生きようが、あたしは気になんてしないさ。──ただね、汐せきにお願いされたんだよ。あんたらを酷ひどい目めに遭あわせないでくれってさ」

　白しろ山やまさんが、意外そうな声をあげた。

「せ、汐さん、が？」

「……あの子は優やさしいからね。ま、そこがいいところなんだけど。あたしはあの子に、邪じや魔まをしない限りは危害を加えないって約束しちまった。約束破りは、本意じゃないからね」

　それだけ言って、流姐は顎あごで泡を示した。少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから──衡こうは白山さんの手を握り、その泡の中へと入っていった。

「……こ、衡くん」

「大丈夫。九衛クノエは強い。あんな奴やつに負けるもんか」

　それを聞いて、流姐は不敵に笑う。

　白山さんと一緒に、衡が泡に入るのと、ほとんど同時に──

『玉座の間』に、九衛と汐が入ってきた。




　　　　◆




「……わからんな」

『玉座の間』の緋ひ色いろの扉に手をかけたところで、九衛はぽそりとそんなことを言った。

「え？」

　汐は思わず聞き返す。敏感に反応してしまったのは、この黒い少女への恐怖心があったからかもしれない。

　なにしろ、彼女はただひとりで、この『都市』を半壊状態に追いやってしまったのだ。

　白山さんから離れた九衛は、まさしく鎖くさりを食いちぎった狂犬のように、『都市』のあちこちで思うさま暴れ回った。どれだけ大量の泡子パオズを投入しても、『泡材パオツアイ』を床に撒まき散ちらす結果にしかならなかった。

　荒れ狂っているところに、汐がたどり着き、白山さんのところに連れて行くと説得して、ようやく九衛は矛ほこを収めた。それから『玉座の間』に来るまで、彼女はむっつりと黙り込んでいたのだが──

「シロさまは、おまえのことを助けようとしている。それが、わからん」

　不ふ機き嫌げんそうに口をへの字に曲げて、九衛は汐のことをじっと見み据すえていた。

　汐は、ふっと笑った。

「そうだね。あたしにも、わかんないよ」

　九衛の不機嫌が、ますます濃くなった。大またに歩き出して、汐の隣となりに並び、自ら扉を押し開けようとする。

「──九衛クノエは、負け犬が嫌きらいだ」

　それが自分のことを言っているのだということは、聞かずともわかった。

「自分で自分を助けることを諦あきらめてしまったヤツに、手を差し伸べる必要なんてないと思っている。そんなヤツは、一生めそめそしながら這はい蹲つくばっていればいいんだ」

「…………」

「でも──シロさまは、お優やさしいから。そんなヤツにも、手を差し伸べずにはいられないんだ。九衛は、そんなシロさまが大好きだから、だからおまえのことも助けてやる。シロさまが、そうお望みなら、不本意でも手は貸すさ」

　ぎい、と軋きしむ音が、汐せきの心を揺さぶった。右手にヘビの形をした鞭むちを握り締めながら、九衛は汐のことを見もせずに、言葉を吐き捨てた。

「だが──それは、シロさまのためだ。おまえのような負け犬のためではない。そのことを、覚えていろ」

　さっさと『玉座の間』に入っていってしまう。その小さな背中を眺ながめながら、汐はぼんやりと、白しろ山やまさんのことを考えていた。

　あの子はいい子だ。それはわかっている。昨日話をしたときもそう思ったし、今日あの牢ろう屋やの中で説得されたときには、不覚にも泣きそうになってしまった。

　白山さんが語ったことは、汐が今までに夢想してきたこと、そのものだったからだ。

　流リユウ姐ジエを倒して、自らの力で、自らの自由を勝ち取る。

　そうできたら、どんなにいいか。

　しかし、それは結局、夢想でしかなかった。『画家になる』という汐の夢よりも、さらに現実になる見込みのないものだ。

　なぜなら、流姐は──

「待ってたよ、『守憑霊ツキダマ』。ようやくケリをつけられるね」

　強くて、大きくて、美しいからだ。

　玉座の前で、流姐はヘビの下半身をゆったりとくつろがせていた。とぐろを巻いたヘビの下半身に頰ほお杖づえをついている。衡こうに蛇じや眼がんを切り裂さかれたにもかかわらず、その姿は王者の風格を漂ただよわせていた。

　その姿に、汐は思わず、見とれてしまった。

　あんな人に勝てるはずがない。そう思う。自分のように引っ込み思案で、口べたで、瘦やせぎすな少女が、あんなに綺き麗れいな人に敵かなうはずがないのだ。

　それなのに。

　九衛という名の、自分よりもさらにちっぽけな少女は、不敵に唇を歪ゆがめていた。

「九衛はおまえなんかとケリをつけるつもりはないぞ。これはな、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、ただのゴミ掃除だ。鞄かばんからはみ出たゴミを片付けるのが九衛クノエの仕事というわけさ。大人しく鞄に戻り、シロさまを解放するなら──少しは優やさしくしてやるぞ？」

　心臓が、止まりそうになった。

　姐ねえさんに、なんて口を利きくんだ、この子は。

「……ふん。さすがに本物の阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、悪あく態たいまで違うね」

　流リユウ姐ジエはその挑発に、深い笑みを見せていた。怒っている様子はなく、ただ純粋に、そのやり取りを楽しんでいるようだった。九衛は腕を組み、

「そうだろうが。さっきやり合ったときに思ったぞ。『ああ、こいつは弱い』ってな。だからあんな奇襲を企たくらんだのだろう？　真っ正面から戦ったら、九衛に敵かなうはずがないからな！」

　それでも、流姐の笑みは消えなかった。下半身を動かして、その場にぬっと立ちはだかり、それから彼女は、片手を上げた。

「ああ、そいつは誤解だよ、『守憑霊ツキダマ』。確かにあたしは、あんたに比べたら弱いかもしれない。ただし、それは──『陸の上では』という注釈がつくけどね！」

　流姐は、ぱちんと指を鳴らした。

　その瞬しゆん間かん、『玉座の間』の壁を形作る泡の膜まくが、ばくりと音を立てて開いた。

　当然のように、海水が部屋の中に流れ込んでくる。複数箇所が同時に口を開けたため、浸しん水すいはあっという間に部屋の中に広がり、足下を濡ぬらしはじめた。

　九衛の表情から、余裕が消えた。

「もともとあたしは、水すい棲せいの阿ア頼ラ耶ヤ識シキなのさ。陸上で『守憑霊ツキダマ』とやり合っても、そりゃあ勝てる見込みはない。やっぱり、自分に合った場を自分で用意しないとね」

「……ふん」

　鼻を鳴らして、九衛は右手から鞭むちを垂たらす。こきこきと首を鳴らして、九衛はつぶやいた。

「まあ、これくらいのハンデはくれてやる。さっさとかかってこい」

「──『泡沫都市群Civilization』の名に於おいて！」

　流姐の手に『三サン底デイ尖ジエン』が現れ、九衛は後ろに飛び下がる。臆おくしたわけでは無論ない。横よこ薙なぎに振り払った黒い鞭、『ココノツ大蛇おろち』が、牙きばを剝むき出しにしながら流姐に襲いかかっていた。

「小こ賢ざかしい！」

『三サン底デイ尖ジエン』で、流姐はあっさりとそれを弾はじき飛ばす。這はうほどに姿勢を低くして、流姐は文字通り蛇だ行こうしながら九衛へと迫っていった。

「ちっ──！」

　繰り出される『三サン底デイ尖ジエン』の鋭い突きを、九衛は転がることによって回避する。彼女が身に纏まとう、民族衣装のような黒い服が、あっという間に水を吸って重くなる。九衛は顔をしかめた。部屋を浸ひたす海水は、すでに足下にまで及んでいた。

「どうだい？　じわじわと動けなくなっていく気分は？」

　一方で、流リユウ姐ジエの動きは時間が経たつほどに鋭くなる。大型の魚類ですらも、水中の流姐から逃れることはできないのだ。『玉座の間』の壁に開いた穴の高さからして、溜たまる水の深さは、九衛クノエの身長を超えるほどでしかないが──それだけの深さがあれば、流姐は縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぎ回ることができる。

　勝負の行方は、明らかだった。姐ねえさんに勝てるものなど、いるはずがないのだ。

　こんな思いをするのがいやだから、諦あきらめていたというのに。

　希望を持たなければ、少なくとも絶望することはない。しょせんは届かない光を見せつけられるくらいなら、目を閉じて耳を塞ふさいで、じっとしていたかった。そうすれば、決して叶かなわぬ夢を見て、その残ざん骸がいに身を苛さいなまれることもない。

　流姐の玉座のすぐ近くで、汐せきはうつむいて、目を閉じた。すべての決着がつくまで、身体を硬かたくしてなにも感じずにいよう。そう心に決めて、

「汐さん」

　その決意は、あっさりと打ち破られた。

　顔を上げても、自分の名前を呼んだものの姿はどこにも見当たらなかった。が、すぐに理解した。『光泡グアンパオ』だ。この近くのどこかに、衡こうと白しろ山やまさんを包んだ泡が浮かんでいるのだ。

　彼らには危害を加えないでほしいという汐の願いを、流姐が聞き届けてくれたのだろう。

　見えない中空から、衡の声が問いかけてくる。

「鞄かばんがどこにあるのか、教えてくれないか？」

「なっ──、なんで、そんなことを聞くんだよ？」

　それに答えたのは、白山さんの声だった。

「鞄があれば、九衛のことをサポートできると思うんです。だから、その、汐さん。も、もしよろしければ、鞄の場所を──」

　よろしいわけがない。汐は小声で怒ど鳴なりつけた。

「そ、そんなこと教えられるわけないだろ！　あたしと、あんたたちは、敵同士なんだって、何回言わせればわかるんだ!?　あたしは──」

　そこまで言って、白山さんの言葉が、不意に蘇よみがえった。

　本当に。本心から諦めているなら、絶望しているなら。

　そう言ってください。わたしの目を見て、はっきりと。

　言えなかった。

　捨てたはずなのに。絶望しかもたらさない希望も、痛みしかもたらさない光明も、なにもかも。そうやってじっとして、流姐の言うことだけ聞いていれば、少なくとも安あん穏のんな一生は保証されるから。

　でも──

　本当に、自分はそう思っているのだろうか？

　強大な流リユウ姐ジエの言いなりとなって、彼女の庇ひ護ごの元でずっとずっと生きていくことができれば、それで満足なのだろうか。なりたかったものにもなれず、したいこともできず、流姐の命令に従って、『都市』の拡張や資材の運び込みをする。そんな人生が、自分の望みなのだろうか。

　ぴたりと動かなくなってしまった汐せきを見て、ため息をつくような声、

「──仕方ない。それじゃ、いいかな、白しろ山やまさん」

「え、あ、うん、わ、わたしは大丈夫だけど、でも、衡こうくんが──」

「さっきの流姐の言葉が確かなら、おれのほうこそ大丈夫だと思うけどね。いいかい、白山さん、絶対にこの場所から、一歩も動かないでくれよ」

　そんなやり取りのあとに──

『光泡グアンパオ』が音もなく弾はじけ、二人の姿が現れた。

「なっ──」

「汐さん。協力はしてくれなくていい。ただ、白山さんを見ていてくれ。おれはちょっと、探しに行ってくるから」

　それだけを言い置いて、衡はＴシャツを脱ぎ捨て、上半身裸になった。そんな場合ではないにもかかわらず、白山さんはちょっと顔を赤くして目をそらしてしまう。

　そのまま、彼は玉座に向かって走り出した。

「──、な、なにをしてるんだ!?」

　大声を出してから、しまった、と思う。慌あわてて視線を巡らせると、流姐は九衛クノエと死し闘とうを繰り広げている真っ最中だった。いよいよ動きが鈍くなってきた九衛は、『ココノツ大蛇おろち』を壁に撃ち込み、それを収しゆう縮しゆくさせることで飛び回っている。

「白山さん、早く止めろ！　衡くんが死んでしまうぞ!?」

　白山さんの肩を揺さぶって、汐はそう叫んだ。

　しかし、白山さんは、動かない。

　いや。その身体が、小刻みに震ふるえている。表情は蒼そう白はくで、瞳ひとみにはいっぱいに涙が溜たまっていた。今すぐに駆かけ出したいと、危険に身を晒さらしている衡を連れ戻したいと、その全身が語っているようだった。

　それなのに、白山さんは動かない。

「……決めたんです。あなたを、助けるって」

「え？」

「そう言ったら、こ、衡くんが、自分が鞄かばんを取ってくるからって。だから、ここを動くなって。鞄があれば、きっと、きっと九衛や汐さんを助けることができるから、それまでは動いちゃいけないって」

　海水に腰元まで浸つかりながら、衡は玉座にたどり着いていた。白山さんは耐えきれなくなったようにぎゅっと目を閉じて、震える声を絞しぼり出す。

「だから──わたしは、動きません。衡こうくんの言うことは、きっと正しいから。あの人が帰ってくるまで、ここで待っています」

　無理をしている。見ているだけでそれがわかる。汐せきは、呆ぼう然せんとつぶやいた。

「……どうして、そこまで……」

　うつむいていた顔を上げて、白しろ山やまさんは、射すくめるように汐を見つめた。

「あなたのことを助けたいから。自分の意志で、そうしたいから。だから、そうするんです。たとえ危険を冒してでも」

　汐は、声をなくして立ち尽くした。

　自分の意志で、そうしたいから。

　いつか、どこかで聞いた声が、汐の脳裏に響ひびいてきた。

　──たぶんだけど、そういうものはさ、自分で決めるものなんだと思うよ。

　それは、まだヘビと少女のあいだに、絆きずながあった頃の言葉だった。

　──あんたは、どっちになりたいんだい？　怪物か、それとも人間か。

　あたしは。

　あなたの、大切な人でいつづけたかった。それが一番いいことなのだと信じていた。家族と同じくらいにあなたのことが大切で、大好きで、傍そばにいたくて。

　けれども。

　それよりも、大切なものが見つかってしまったんだ。

　ぐるりと、玉座を見る。衡はまだ手間取っていた。このままでは、いつ流リユウ姐ジエに見み咎とがめられてしまうか、わかったものではない。

　それを見て、最後の決心がついた。

「あっ、汐さん!?」

　白山さんの声を背中で聞きながら、汐は走り出した。心に覚悟を決めて、頭で理解を嚙かみしめる。これは、明らかな背信行為だ。自分は今から、流姐を裏切る。自らの命を救い、育て上げてくれたあの阿ア頼ラ耶ヤ識シキを、他の誰だれでもない自分のために、裏切る。

　その結果、命を落とすかもしれない。自分の肺は、流姐の意志でいつでも止めることができるのだから。死ぬのは怖かった。嫌いやだった。けれども、もう。

　汐は、迷ってはいなかった。




　　　　◆




　流姐は鞄かばんに執しゆう心しんしていたのだ。それならば、自らの権けん威いの象しよう徴ちようである玉座の近くにあると踏ふんでいたのだが、どうやら外はずしてしまったらしい。大きな玉座のどこをどう探しても、黒い鞄の無骨な姿は、どこにも見出すことはできなかった。

　焦りが衡こうの胸を浸しん食しよくする。この部屋のどこかなのか、それとも別の部屋にあるのか──そうだとしたら、もうお手上げだ。衡は眉まゆを寄せ、

「なにしてるんだ！」

　いきなりどやしつけられて、心臓が口から飛び出るかと思った。

「鞄かばんは、ここだ！　『光泡グアンパオ』のことを忘れるんじゃない！」

　玉座の背もたれの真上に手を伸ばすと、『光泡グアンパオ』が弾はじけ飛んだ。鞄が現れ、汐せきはそれを取って衡に押しつけた。

　衡は目を見開いて、まじまじと汐のことを見つめた。

　汐は少しだけ笑って、その視線に応こたえた。

「──いいんだ。いや、こっちこそお願いする。あたしのことを助けてくれ。あの人から。流リユウ姐ジエの手から」

　その言葉は、白しろ山やまさんこそが待っていたものだった。衡も笑い、頷うなずいて、汐と一緒になって白山さんのもとに駆かけ戻っていく。

　すでに浸しん水すいは、衡の胸にまで及んでいた。駆けるというよりは、ほとんど水を搔かき分けているようだ。ちらりと戦況を見ると──非常にまずいことになっていた。かろうじて溺おぼれることはなくなったが、そもそも九衛クノエは泳ぐことができないのだ。矢のように水中を飛び交う『三サン底デイ尖ジエン』を防ぐのに、精一杯になっている。

　鞄を手渡された白山さんは、安あん堵どに涙を滲にじませて、衡の手を強く握り締めた。

「衡くん！　よかった、無事だったんだ──！」

「安心するのはまだ早いよ、白山さん。さっき言ったこと、できる？」

「うん！　すぐに！」

　全身を海水で濡ぬらしながら、白山さんは鞄を逆さにした。その中に、手を差し入れる。汐が訝いぶかしげに眉まゆを寄せ、

「……？　なにをするつもりなんだ？」

　見ていればわかる。白山さんは、その手を鞄に入れて「欲しい」と願うだけで、この世のありとあらゆる万物を、不思議な黒い鞄から取り出すことができるのだ。お金でも宝石でも有価証券でも自動車でも──

　救命ボートでも。

　白山さんが手を引き抜くと、そこにはロープが絡まっていた。そのロープの先せん端たんは、ボートの舳へ先さきにくくりつけられている。汐が目をまん丸くして、そのあり得ない光景を見守っていた。さして大きくもない旅行鞄が──五人は楽に乗れそうなほどのボートを、吐き出しているという光景を。

「…………なに、これ？」

「まだだ、白山さん！　もっと多く！　足場さえあれば、九衛はあいつに勝てる！」

　白山さんは頷うなずき、ボートの上によじ登った。揺れる足場の上で、さらにボートを引き出そうとする。鞄かばんを衡こうに持たせて、自分は肩口まで鞄の中に腕を突っ込んで、次から次へとボートを吐き出させはじめた。

　そのとき、視界の端はしを黒い影がかすめた。

　流リユウ姐ジエか、と身構えた衡の腕に、真っ黒なヘビが絡まった。ぐるぐると螺ら旋せんを描いて、鎌かま首くびをもたげて親しげに「シャッ」と舌を出す。その顔には、見覚えがあった。

　次の瞬しゆん間かん、衡の腕を起点として『ココノツ大蛇おろち』を収しゆう縮しゆくさせた九衛クノエが、一本釣づりされたように宙を舞まい、見事にボートの上に着地した。

　頭からつま先まで、濡ぬれていないところがない。ぺっ、ぺっと海水をまずそうに吐き出しながら、彼女は大きく息を吐いて、

「コウ、あのな、九衛は決めたぞ」

「……？　なにをだ？」

「九衛は、ウミは好きだが──泳ぐのは嫌きらいだ！　今後は泳いだりなんてするものか！　シロさまと一緒に、ずうっとウキワに乗ってぷかぷかと浮いているんだ！」

　脱力をする。と同時に、笑いもこみ上げてきた。九衛は、あまりにもいつもの九衛だった。ここが海底の『都市』で、自分たちを狙ねらう半人半はん蛇じやの阿ア頼ラ耶ヤ識シキがすぐ真下をうろついているということを、一いつ瞬しゆん忘れそうになってしまった。

　だが、忘れたからといって事実が変わるわけではないということを、すぐ思い知らされた。

『三サン底デイ尖ジエン』が、ボートの底を刺し貫いて、衡たちを攻撃してきたのだ。

　衡たちはぎくりと硬直し、それから慌あわてて別のボートに跳とび移った。喫きつ水すい下にいる流姐は、手当たり次第にボートを破壊しようとしていたが、白山さんがボートを生み出す速度はそれを上回っていた。同じボートが次々と現れ、『玉座の間』の水面を埋め尽くしていく。なにかの冗談のような光景だった。

「──これでは、トドメを刺すことはできんな」

　ぽつりと、九衛がそんなことをつぶやいて、『ココノツ大蛇おろち』を鞄の中に収めた。ボートの生産を中断されて、白山さんはちょっと不満そうに九衛を見、

「シロさまシロさま、九衛のシロさま。どうかお許し願います。『囊界ノーガ』の外の阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、みなみな斬きり捨て切り刻み、『囊界ノーガ』に戻す黒の刃を。壱いち式兵装・『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

　九衛の『領域宣言ミコトノリ』に、白山さんが詠うたい返そうとした、その瞬間。

　見上げるような水しぶきを上げて──流姐が、海中から飛び出してきた。

　射い貫ぬくような銀の瞳ひとみは、まっすぐに白山さんを見み据すえていた。その目に光るのは明確な殺意、武器を収めた九衛が反応するよりも早く、流姐の『三サン底デイ尖ジエン』は白山さんの心臓を狙ねらってまっすぐに滑すべり、

　汐せきが、

　その腰元に、全力で体当たりを仕掛けていた。




　　　　◆




　ヘビと少女は、共々に水の中へと落ち込んでいった。

「…………！」

「汐！　貴様ッ!!」

　水中で、流リユウ姐ジエは身をよじってそう叫んだ。汐をにらみつけるヘビの瞳ひとみは、紛まぎれもない激情に駆かられている。あのときと同じ。流姐が初めて汐に手を上げたときと──汐の呼吸を止めてしまったときと同じ。射すくめるような、鋭い怒りだった。

　怖かった。逃げ出したかった。

　けれど、汐は流姐の腰に回す手から、力を抜こうとはしなかった。

　迷わないと、もう決めたのだ。たとえこの命を、奪われてしまっても。

　水中で流姐に勝てるものなどいるはずがない。激しく暴れるヘビの半身を、それ以上押さえつけておくことはできなかった。弾はじき飛ばされ、水流に揉もまれた汐の首を、今度は流姐のほうが摑つかみ取っていた。

　そのまま、流姐は汐の身体を水底まで運び去っていった。砂地の床に、力ちから任まかせに叩たたきつける。ごぼ、と泡が漏もれて、煙のようにもうもうと舞まった白い砂の中を駆け上がっていった。

「……なんでだ、汐？」

　水の中、少女とヘビのあいだだけで通じるくぐもった声が、耳を打った。

「なんであんな奴やつらをかばう？　あたしのほうが、ずっと長くあんたと一緒にいたっていうのに。ずっと、あんたを大切にしてやったというのに！」

　目の前にある、怒りに歪ゆがんだ流姐の顔は──

　どこか、泣いているようでもあった。

　まさかね、と汐は少し笑う。だって、姐ねえさんが泣くはずがないもの。あんなに強くて、綺き麗れいな姐さんが、あたしなんかに裏切られたくらいで、悲しみを覚えるはずがないもの。涙がこぼれないのは、水の中だからじゃなくて、あの人には涙なんて存在しないから。

　そうとでも思わなければ──罪悪感に、せっかくの決意が揺らいでしまいそうだった。

「あなたに、もらった、命だもん」

　小さな笑みさえ浮かべながら、汐は真上にある流姐の頰ほおに、そっと手を伸ばして触れた。

「いいよ。持って行って」

　本心から、そう言ったのに──流姐は、馬ば鹿かにされたかのような怒ど号ごうを響ひびかせた。

「なんでだ、と聞いているんだ！　それに答えろ!!」

　不思議に思う。自分の肺は、流リユウ姐ジエの『領域ナワバリ』によって作られたものなのだ。その機能をさっさと奪い取ってしまえばいいのに、どうしてそうしないのだろう。

　わからないまま、汐せきは流姐の命令に従った。

「……あなたに、言われたんだ」

「な？　なに？」

「自分のしたいことは、自分で決めるんだと。どっちになりたいか、あたしが決めろって。姐ねえさんは、確かにそう言った。だから」

　画家になりたい。夢を叶かなえたい。そのどちらもが、今は相応ふさわしくないように思えた。

　それは、間違いなく汐の夢であり、目標であったが、彼女が欲していたのはもっと根源的なものだった。大切な、流姐を裏切ってまでも得たいと思ったもの。それは──

「あたしの命は、あなたのモノ。でも、姐さん、あたしは──自分の人生を歩みたかったんだ。姐さんに言われて、なにかをするんじゃなくて。自分の足で、自分の歩きたい道を、通ってみたかったんだ」

「──────」

「あのとき、助けてくれてありがとう」

　ぽつり、と礼を言うと、流姐の表情が凍りついた。それから汐は口を開き、

「──さよなら」
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　それだけ言って、汐せきは目を閉じた。もう十分だと思った。裏切り者のことを、流リユウ姐ジエは決して許しはしない。死を与えられるのは、覚悟の上だ。あとは、あの白い髪をした優やさしい女の子や、彼女を守る少年と少女が、無事に逃れられるのを願うだけだった。

　だから、汐はその瞬しゆん間かんを見てはいなかった。

　水中へと躍おどり込み、ボートの腹を蹴けりつけて、ミサイルのように突っ込んできた九衛クノエと、『夜よる房ふさ』の切っ先。流姐は敏感にそれを嗅かぎつけて、回かい避ひしようとして、踏ふみとどまった。

　なぜなら、彼女の後ろには、目を閉じたまま砂地に張りつく汐がいたからだ。

　流姐は九衛を迎げい撃げきしようとした。渾こん身しんの力を込めて、『三サン底デイ尖ジエン』を繰り出して──九衛は、ぐるりと巻くような軌き道どうを見せて、その突きを回避して、

　流姐の胸に、『夜よる房ふさ』の切っ先を埋めていた。

「がっ──！」

　苦く悶もんの叫びに、ようやく汐は目を開けた。

　九衛は容よう赦しやしなかった。汐の目の前で、『夜よる房ふさ』を素早く動かして、刃を突き刺した胸から右肩までを一息で切り裂いた。阿ア頼ラ耶ヤ識シキであるために血は滲にじまず、代わりに『三サン底デイ尖ジエン』を持っていた右腕が、ぷかりと水中に浮いた。

　力を失った流姐の胸ぐらを、摑つかんで九衛は浮上していく。汐は慌あわててそれを追った。

「……これで、ようやく」

　ボートの上で、九衛はそんなことをつぶやいた。流姐の大きな身体を、細い腕で持ち上げて、彼女は鞄かばんの中に流姐を叩たたき込もうとしていた。水面にようやく浮かび上がった汐と、力なく抱え上げられた流姐の視線が、一瞬だけ絡まり合った。

　汐の顔を見て、流姐は。

　最初に会ったあのときのように、仕方なさそうに笑った。

「──じゃあね」

　最後に、流姐がそう言ったような気がした。囁ささやくようなその声を、はっきり拾ひろうことができたのは、彼女を抱えていた九衛だけだっただろう。だが、九衛は『守憑霊ツキダマ』だった。阿ア頼ラ耶ヤ識シキにかける情けなど持ち合わせてはいなかった。表情を、ひとつも動かさないまま──

　九衛は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ・流姐を、鞄の中へと封印した。




　ぽっかりと、胸に穴が空あいたような気持ちだった。

　不思議と実感はなかった。ただ漠ばく然ぜんとした気持ちで、ああ、自由になったんだな、と思っただけだった。

　流姐。十年にもわたって汐のことを束そく縛ばくし、同時に守ってもくれていた、あの奇妙な隣りん人じんがいなくなってしまったのだという事実を、汐はなかなか飲み込めないでいた。悲しくも嬉うれしくもない。よく知る人の死に立ち会ったときのような気分だった。もちろん『囊界ノーガ』という元いた場所に戻っただけであって、決して死んでしまったわけではないのだが──二度と会えないという点では、同じようなものだ。

「……はあ。やっと終わったか」

　疲れたように、九衛クノエがそうつぶやいていた。真っ黒な衣装を絞しぼり上げて、海水を払おうとしている。うまくいかない。仕方なく九衛は服を脱ごうとして、白くて柔やわらかそうなお腹なかが露あらわになり、

「く、九衛！　やめなさい！」

　慌あわてて白しろ山やまさんに止められた。

　それを見て、汐せきはちょっとだけ笑った。疲れ果てた、ため息のような笑いだったが、笑いであることに変わりはなかった。

「さて。それじゃ、戻るとするか」

　ボートの上で、九衛は立ち上がる。そこで初めて疑問を抱いた。

「も、戻るって、どうやって？」

　水深六十メートルの『都市』圏内から、生身の人間が戻るのは容よう易いなことではない。九衛はまた別だろうが、衡こうや、まして白山さんなどが無事に浮上できるとは、とても思えなかった。

　あ、という顔をした九衛に、衡が呆あきれたように、

「鞄かばんに入っていくとか──いや、これ以上海水に浸ひたすのはよくないか。あ、そうだ。『國隠クニカクシ』を使ったらどうだ？　あれならすぐ戻れるだろ」

「おう。そうだ、その手があったな。シロさま、お願いします」

　鞄に刀を戻して、九衛は朗ろう々ろうと、


「シロさまシロさま、九衛のシロさま、どうかお許し願います。此し岸がんと彼ひ岸がんのその狭はざ間ま、見えても触れてもならぬ世へ、隠かくして飲み込む一枚布。伍ご式兵装・『國隠クニカクシ』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

「『九絶門Val' DOR's Gate』の名に於おいて、差し許します、わたしの九衛」



　そう返して、白山さんは鞄から黒い布を取り出した。詳しい原理はわからなかったが、説明された限りでは、この布をかぶればどこにでも瞬しゆん時じに移動することができるらしい。便利なものだ、と舌を巻いたが、驚きはしなかった。──もう、今日の分の『驚き』の在庫は、使い果たしてしまったのだ。

「汐さんも、一緒に──」

「いや。あたしは、泳いでいくよ」

　白山さんの申し出を断って、汐は首を振った。白山さんはちょっと残念そうにしていたが、陸でまた会おうと汐が言うと、笑って頷うなずいてくれた。

『玉座の間』にひとりになった瞬間、ずしんと身体が重くなったように感じた。空からっぽの玉座を、意識して見ないようにしながら、汐は水中に潜もぐり、『都市』の外に滑すべり出た。

　海上へと向かう途中で、汐せきはふと、なにかに呼ばれた気がして振り返った。

　巨大な『都市』の全景を見渡すことができた。十年ものあいだ、流リユウ姐ジエや泡子パオズたちと一緒に過ごしてきた、汐の第二の家とさえ呼べる場所。チューブ状の通路や、泡でできた数々の部屋の向こうには、流姐の消失を知らない泡子パオズたちが、せっせと働いているのを見通すことができた。

　それを見て、初めて汐の中に、実感が湧わき上がってきた。

　もう、あそこに戻ることは、二度とないのだ。

　その実感は、安あん堵どでも喜びでもなく──紛まぎれもない、寂さびしさで彩られていた。

　けれども、少なくとも、後悔は感じなかった。流姐を裏切ったことも、泡子パオズたちをあそこに捨て置いて、自分だけが陸へと上がるということも。罪悪感と寂せき寥りように塗まみれてはいたが、それを悔くやむ気持ちは、どこにも存在しなかった。

　海中にゆらりと漂ただよいながら、汐の唇から泡が漏もれる。

　──さよなら。

　その言葉を含んだ泡が、ゆらゆらと揺れながら水面を目指して駆かけ上がっていく。汐はくるりと姿勢を変え、ゆったりと足を動かして、その泡を追いかけはじめた。

　海底に沈む流姐の『都市』。

　汐がそれを振り返ることは、二度となかった。
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「なんだと？　もう一度言ってみろ」

　はっきり言おう。全然似合ってない。

　砂浜にパラソルを立て、ビーチチェアを据すえ置いて、九衛クノエはその上に身を横たえていた。こちらに向けた顔には、あろうことかサングラスをかけている。こういうものは大人が使うからこそ絵になるのであって、それこそ遠とお咲さき先せん輩ぱいがかけていたのならばばっちり似合うのだろうが、九衛の顔に装着されているとなんだか見ているこっちが悲しくなってくる。

「『星霜紬Star Craft』というものについて、なにか知らないか、と言ったんだ。──どうでもいいがおまえ、ずっとそうしているつもりか？」

「そんなわけないだろ。ただ、トオサキがこうしているものだからな。おもしろいのかと思ってやってみたんだ。全然おもしろくない」

　むくり、と起き上がり、九衛はサングラスを外はずして、隣となりにいる遠咲先輩に返した。

　物もの憂うげにそれを受け取った遠咲先輩は、ビーチチェアの上で完かん璧ぺきなプロポーションを惜おしげもなく晒さらしている。大人びた臙えん脂じ色のビキニを着ているくせに、やることといえば相変わらず読書ばかり。「泳がないんですか？」と尋ねた衡こうに、「気が向いたらね」と答えただけで、彼女はまだ一回も水に濡ぬれていなかった。

　と、横合いから手がにゅっと伸びてきて、衡のほっぺたを摘つまんだ。かなり痛い。

「で、なんだって？　『星霜紬Star Craft』？　ふむ。聞いたことがないな」

　衡の頰ほおをねじり上げながら、九衛は首をかしげてそう言った。衡はそれを振り払い、

「ってえな、なにするんだよ！」

「おまえがだらしない顔をしているから引き締めてやったのだろ。感謝しろ」

　めちゃくちゃなことを言うが、これ以上不毛な問答を続けるつもりはない。本題に入る。

「九衛なら知っていると思ったんだけどな。『領域ナワバリ』っぽい名前だったし」

「なんなんだ、その『星霜紬Star Craft』ってのは。わかるように説明しろ」

　立ち上がって腕を組んだ九衛に、衡はそれを聞いたときの状況をざっと説明した。流リユウ姐ジエの『領域ナワバリ』が自分に通用しなかった理由が、『星霜紬Star Craft』というもののおかげなのだということを。

　と、そこで文庫本を広げていた遠咲先輩が、身を横たえたまま口を挟んできた。

「つまり──流姐は、それがあなたの『呪のろい』の原因なのだと言ったわけね？」

　衡と九衛は、揃そろって遠咲先輩のことを見た。『図書館部』で一番頭の回転が速いのは、間違いなく遠咲先輩だ。彼女の推測には耳を傾ける価値がある。

「はっきりそう言ったわけではないのですが、まとめるとそういうことになりそうです」

「汐せきさんにそのことは聞いた？　『星霜紬Star Craft』に関して、なにか流姐から聞いていないかと」

「はい。でも、汐さんもなにも知らないそうでして……」

　ぎし、とチェアを軋きしませて、遠咲先輩はゆったりと身を起こした。サングラスを取り、指の先に引っかける。その裸眼は、どこか虚こ空くうを眺ながめているようでもあった。

「それなら、『囊界ノーガ』に関することでしょうね。外の世界に関係しているのなら、汐せきさんに話を通していたでしょうし、そもそも『呪のろい』なんて非常識なものがこちらの世界に属する現象のはずがないもの」

　ゆらゆらとサングラスを揺らめかせながら、ふと、遠とお咲さき先せん輩ぱいの裸眼が衡こうを見た。

「『囊界ノーガ』の中のことなら、『判官ナカノツカサ』に聞けばなんらかの情報が得られるはず。そうよね、九衛クノエさん？」

「ああ、まあな。確実じゃないが、知っている可能性はある」

　そこまで言って、九衛は皮肉げに笑い、

「もっとも──知っていたとしても、教えてくれるとは限らんがな」

『判官ナカノツカサ』。確か、ツバヒロとか言ったか。無数の手を従え、かつて衡たちを襲った阿ア頼ラ耶ヤ識シキ・ヴィヴィとメアを教育しているらしい。なぜかはわからないが、九衛は彼に対して良い感情を持ってはいないようだった。

「まあ、それはいい。教えないのであれば、締しめ上げてでも吐き出させるまでだ。近いうちに、またあいつに会いに行くさ。気は進まんがな」

　今行くつもりはないらしい。それもそのはず、九衛の目は先ほどから──浜辺でビーチボールラリーを続けている、伊い織おりと青せい嵐らんに釘くぎ付づけになっているからだ。

「──っと、これでどうだっ！」

「うわ危ねっ、もうちょっと取りやすいところに返してくださいよ！」

　足下が砂地であるにもかかわらず、二人は執しゆう念ねんじみた動きで相手のほうにビーチボールを叩たたき返している。見た限りでは優ゆう勢せいなのは青嵐のほうで、どうやら昨日の遠泳の復ふく讐しゆうを、この競技で果たすつもりらしい。九衛はうずうずと身体を揉もんでいたが、やがて一直線に、二人に向かって駆かけだしていった。

「こらおまえら、九衛も混ぜろ！　九衛はそういうのは得意だぞ！」

　走り去っていく彼女のことを、衡と遠咲先輩は呆あきれたように見つめていた。と、そこで遠咲先輩が、ふと後ろを振り返った。遠くに建っているのは海の家、その縁えん側がわにいる白しろ山やまさんと汐のことを、目を細めて見み据すえる。

「白山さんは、『星霜紬Star Craft』のことを知っているの？」

「え？　……ええ、流リユウ姐ジエが話したとき、その場にいましたから」

　それを聞いて、遠咲先輩の口元に淡い笑みが浮かんだ。

「彼女はどう思っているのかしらね。あなたを苦しめる『呪のろい』の原因が、自分の鞄かばんにあるのだと知ったら」

　この、サディストめ。

「……まだ、そうと決まったわけじゃありませんよ。それにたとえそうだとしても、白山さんのせいじゃない。『星霜紬Star Craft』をおれに取り憑つかせた誰だれかのせいです」

「白しろ山やまさんがそう思ってくれればいいのだけれどね？」

　くすくすと笑って、遠とお咲さき先せん輩ぱいは再びサングラスを着けた。衡こうはそれ以上なにも言わず、海の家にいる白山さんたちの元へと戻っていった。

　縁えん側がわに腰かけながら、白山さんと汐せきは談笑をしていた。と、白山さんが衡に気づき、明るく笑いながら手を振ってくる。午前中の彼女からは想像できない表情だった。それだけで嬉うれしくなり、衡も手を上げようとしたところで──

　不意に、汐が立ち上がった。

　白山さんと衡に向き直って、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「ありがとね。いろいろ」

　静かに自分たちを見み据すえる汐の表情に、衡と白山さんは戸惑って顔を見合わせた。汐は小さく笑い、ぽつぽつと、

「諦あきらめかけていたけど、あんたたちのおかげで決心がついたよ。あたし、本格的に絵の勉強をすることにする。親や先生にも、美大に進みたいって言ってみるよ」

「今から？」

　確か、汐は衡たちの一コ上、高校二年生だったはずだ。その夏休みは、もう半ばも過ぎようとしている。そのことを指摘すると、汐は苦い顔になり、

「ま、まあ、若干厳しいかもしれないけど、でも、諦めたりはしないよ。あんたたちがもぎとってくれた機会だもん。絶対に、無む駄だにはしない」

「……ああ。そうだな」

「が、がんばってください、汐さん！　わたしも、応援してますから！」

　衡は頷うなずき、白山さんは立ち上がって汐の手を握り締めた。汐は照れたように目を泳がせていたが、ふと思いついたように彼女の顔を正面から見た。楽しそうに口元を緩ゆるませ、

「それじゃ、あたしも応援しようかな。さっき、白山さんに言ったこと」

　それを聞いて、白山さんはぎくりと硬直した。焦ったように、汐に詰め寄る。

「せっ、汐さん、それは言わないでって──」

「いいじゃない。平ひら沢さわくんにだって、聞く権利はあると思うよ」

「……なんの話だ？」

「なんでもない！」と必死になって主張する白山さんをまるっきり無視して、汐は悪戯いたずらっぽくその目を光らせながら、短く簡かん潔けつに、

「夢の話だよ」

「……夢？」

「白山さん、言ってただろ。自分は鞄かばんの持ち主以外のものにはなれないんだって。でも、鞄を持っていても他のなにかになれるはずだ。そのうちのひとつを例にして、さっき白山さんに言ってみたんだよ」

　衡こうは白しろ山やまさんのほうを見た。白山さんは顔を赤くしてうつむかせ、その視線に気づかないふりをしている。

　それを見て、衡の表情に、じんわりとした笑みが浮かんだ。

「へえ──なに？　白山さんはどんなものになりたいの？　聞かせてよ」

『図書館部』のみんなが別々の道を歩みはじめたとしても、自分はずっと『鞄かばんの持ち主』でしかないのだと、寂さびしそうにつぶやいていた。その白山さんに、なりたいものが見つかったというのなら──

　それは素晴らしいことだと、衡は思う。

「ねえってば、白山さん」

「……………………！」

　が、夢を話すということに慣れていないのか、白山さんは顔を真まっ赤かにして、衡の視線から逃れるようにぷいと顔を背そむけてしまった。仕方なく、衡は汐せきから聞き出そうとしたが、

「だめだめ。きちんと本人から聞かないとね。──ちょっと、飲み物取ってくるよ」

　彼女はそんなことを言って、海の家の奥へと去っていってしまった。その背中を眺ながめながら、衡はぼんやりと思う。

　流リユウ姐ジエという足かせを解とかれて、汐は自分の夢を見定めることができた。

　いつの日か──白山さんも、ああいうふうに身軽に歩くことができるように、なるのだろうか。

　思いながら、衡は白山さんに向き直った。チャンスだった。頭から湯気が出るのではないかと心配になるほど顔を上気させながら、それでも白山さんは上うわ目め遣づかいに、衡のことをちらちらと窺うかがっていた。なにもこんなに恥ずかしがらなくてもいいのに、と内心で苦笑を漏もらしながら、衡は彼女の肩を叩たたき、

「いいじゃないか、聞かせてくれるだけならさ。ね？」

「…………わ、笑わ、ない？」

「笑わない笑わない。絶対にそんなことしないからさ！」

「……それじゃ、指切り」

　ぴょこんと小指を突き出してくるその姿が、昨日の九衛クノエと重なった。白山さんが教えたのか、と苦笑しながら、衡はその衝しよう動どうをなんとかこらえて、噓うそつきには針千本を飲ませるという契約を、白山さんと交わした。

　それから、白山さんはようやく口を開き、

「あの、あのね、わっ、わたしが言ったんじゃないんだよ？　ただ、その、汐さんと話しているうちに、そういうことが出たってだけで、あの、その、わたしがどうとか、衡くんがどうとかじゃなくて、その、あくまでも例たとえとして」

「わかったから。それで？　なにになりたいの？」

　実を言えば、その時点で少し引っかかっていた。なぜ自分の名前が出てくるのだろう、と思った。しかしそんな思考は、次の白しろ山やまさんの一言に粉々に吹き飛んでしまった。

　こくん、と唾つばを飲み込んで、白山さんは目元を赤らめながら、絞しぼり出すような声で、

「……お、」

「お？」




「………………お嫁さん」




　小さな小さな声で、そんなことを囁ささやいたのだった。
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終わり












　あとがき




　なんだこいつらイチャイチャしやがって。ムカつくな。

　どうもこんにちは。鈴木鈴です。

『白しろ山やまさんと黒い鞄かばん』第三巻、お楽しみいただけましたでしょうか？




　個人的に、海のお話を書くのは好きです。海の情景が好きだからでしょうか。かつて書いた『海辺のウサギ』というお話では、「海上レールを走る列車から望む夕焼けの海」などという幻げん想そう的な光景を描けたりして、幸せであった記憶があります。

　思うに、お話の楽しみというのは、現実では決して味わえないような景色や出来事を、主人公たちの感覚を通じて体験できる、というところにあるのでしょう。ちなみに今回、可愛かわいい女の子たちと一緒に海辺のリゾート地へ出かけるという『僕が』現実では決して味わえないような体験を描いていたからか、そこを書くのだけやけに楽しく、過か剰じようなまでに心理や情景を描写して結局ケズるハメに陥おちいったりしました。

　昼はスタバで仕事・夜は家で作家仲間とゲーム・深夜にファミレス行って仕事という超絶インドア生活を送っているのになんで主人公たちはこんなにリア充してんだよ、という呪じゆ詛そが、冒頭の一行に繫つながります。いいんだ。僕はゲームをしていれば幸せだから……。




　という非常にダメな結論が出たところで、いつもどおりのお礼に移りたいと思います。

　担当編集のお二方、毎回割とぎりぎりなスケジュールを送ってしまってすみません。「今回は結構タイトなスケジュールで申し訳ないんですけど」と言われて「わかりました、でも僕は帰ったらモンハンしますけど」と答えたときの「えっ!?」という表情が忘れられません。大丈夫、仕事もします。

　イラストレーターのここのかさま。前巻のあとがきを見て、「えっ、ヴィヴィメアってレギュラーだったの!?」という新鮮な驚きを覚えました。しまった、今巻では出番がまったくない！　申し訳ありません。次巻ではぜひ……！

　校閲さん、並びに編集部の方々も、ありがとうございました。ありえないような間違いを平然と見過ごしていても、校閲さんがいるから安心していられます。こうやって人はダメになっていくのだな、と絶賛実感中。

　そして、読者の皆さま方に、最大の感謝を送りたいと思います。手にとって読んでくださり、ありがとうございました。また次のお話でお会いしましょう。

　それでは、ごきげんよう、さようなら。


鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

二十代後半に突入してから時間の流れが速くなったことに驚く平均的なライトノベル作家。近所にあるファミレスがドリンクバーを廃止してしまいました。ドリンクバーのないファミレスなんてカッパが入ってないカッパ巻きみたいなもんだよ！
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イラスト／ここのか

運動不足のせいか右肩があがらなくなってしまったのでフィットネスクラブに行こうかと思ったのに、料金プランが高すぎて挫折。あの時の貧乏人を見る蔑んだ店員の目を、私は忘れない。
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